


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　目次





序　章


第一章　Falling down

第二章　How to train your dragon

第三章　War of the world

第四章　Dragon strike

終　章　Intouchables



あとがき









[image: 東京ドラゴンストライク]













　　　　　○序章







　人を襲おそうものとは何か？




　高校一年生の少年・結ゆう城き景かげ人とにとって、襲われた覚えのあるものは、人並み以上に多い。

　事故に襲われ、不ふ可か解かいな状じよう況きように襲われ、無理解な人に襲われた。これは余よ談だんだが、サメにも襲われかけたことがある。

　天てん災さい、人災、どちらにもひと通りの顔合わせは済すんでいる。それらを語れば、一〇人のうち一二人が「災さい難なんだね」と言ってくれるだろう、というくらいの自信がある。ちなみに増ふえた二人は又また聞ぎきしてやって来る分だ。

　ともあれ、これ以上新しいものに襲われることはないだろう。およそ一六年の、人生前半戦にして、そう思える程てい度どには、災難に遭あっていたはずだった。




　──甘あまかった。

　その日、結ゆう城き景かげ人とは三つのものに襲おそわれる。




　一つは、異い形ぎよう。

　天てん災さいとも人災ともつかない、異形の者の襲しゆう来らいに。




　一つは、戦火。

　日本の首都・東京が、第二次世界大戦以来となる、本土を戦火に脅おびやかされる事じ件けんに。




　最後の一つは、誰だれしもが持つもの。

　過か去こに。













　　　　　○第一章　Falling down







「あっ、ねえキミ、結城景人くんでしょ!?」

　うららかな陽ひ射ざしが降り注ぎ、暖かく満たされた空気が春を実感させてくれるような、そんな時期だった。

　春休みという連休の到とう来らいと、それを祝福するかのような快かい晴せいに、結城景人はバイクで出かけることにした。

　埼玉の自宅から、もうじき一年の付き合いになる愛車のＤトラッカーに跨またがって出発し、確かな目的地も無く漫まん然ぜんと都内へ進路を向けて、ツーリング気分を楽しんでいた。

　その途と中ちゆうでコンビニに立ち寄より、出てきたところで、馴なれ馴れしい声に呼よび止められたのだ。

「ちょっとちょっと！　ねえそこのバイクの！　結城くん！」

　景人はその声を無む視しした。そんな名前は自分にはまったく関係無い、とでも言うように。

　ハーフヘルメットをかぶって、そそくさとクラッチを繫つなぐ。

　その時、いきなり前を塞ふさがれた。走り出そうとしたバイクの前に、横から人が飛び込こんできたのだ。景かげ人とは慌あわててブレーキレバーを握にぎり、バイクを急停止させた。

「──っ、危あぶないだろ！」

「いやあ、ごめんごめん。だって無む視しするからさあ」

　怒ど鳴なりつける景人に、前に立つ男がそんな風に話しかけてくる。軽けい薄はくそうな笑みを顔に貼はり付けた、茶ちや染ぞめの髪かみの、三十代前半くらいの男だ。

「キミさ、結ゆう城き景人だよね。五年前の、７５５便の。いやあ久ひさしぶりだなあ」

　馴なれ馴れしい口調で話しかけてくる。景人は一回り以上も歳としの離はなれた知り合いでもない人間が、あたかも友達のように振ふる舞まうことの不ふ快かいさに眉まゆを顰ひそめたくなったものの、大げさに肩かたをすくめるに留とどめた。

「僕の名前はそのとおりです。けど、そっちは誰だれですか？　悪いけど憶おぼえてませんよ」

「五年前に会ったじゃない。──なんで無視するんだよ」

　と、男は薄うすら笑いを崩さずに、少しばかり脅おどすような低い声を交えて、景人ににじり寄よってくる。バイクの前に飛び出してきた時に乱みだれた焦こげ茶色のジャケットの襟えりを直し、胸むねポケットのペンを少し弄いじってから、前ボタンを留とめている。

　その仕草をじっと見てから、景人は小さくため息を吐ついて答えた。

「憶えてないって言ってるでしょ。知らない人には付いて行っちゃいけないって、学校で習ってるんで。……で、何の用ですかおじさん？　見た感じ、フリーライターの人みたいですけど」

　少し驚おどろいたように目を見開いた男は、大げさな身振りで手を打ってもう一歩近寄ってくる。

「へー、フリーライターだって、見て分かるの？　すごいねえー。どうやったのか教えてよー」

　男は大きな声で景人を褒ほめそやしてくる。──こちらが恫どう喝かつに怯ひるまないのを見て、下した手てに出ることにしたらしい。

　ここで景人が話に乗れば、ずるずると会話が引き延のばされることになる。だから、景人は口の端はしを吊つり上げて笑った。笑顔で、こちらから告げる。

「取材は受けない。そこどいてください」

　景人の言葉に、男の薄ら笑いが崩くずれた。一いつ瞬しゆんだけ平へい坦たんになったその眉をすぐさま持ち上げ直して、男が言い募つのる。

「そんな話してないよー」

「じゃあ、僕に名前も教えてくれない中年のフリーライターが、取材でもないのに話しかけてきて、バイクの前からどいてくれないわけですね。警けい察さつに相談しないと」

　淡たん々たんと告げられた景人の言葉に、男が表情を怒いかりのそれへと変えた。

「なんだその言い草ぐさは！　俺はただ、キミの顔を覚えてたから話しかけただけだぞ！」

　思ったとおりだった。景人と個こ人じん的な面めん識しきがあったわけではなく、『顔を知ってる』だけで、まるで知り合いのように振る舞って呼よび止めようとしたわけである。ナンパや勧かん誘ゆう、客引きにも使われる初歩的な手口だ。

　となれば、景かげ人との方もそれ相そう応おうの対応になるのは、自然なことだ。

「迷めい惑わくだからやめてください。それじゃ」

　と、景人は地面を蹴けってバイクを後ろに下げ、男を迂う回かいして発進しようとした。だが、男は再ふたたびその進路を塞ふさぐように前へと駆かけ寄よってくる。

「ちょちょちょ、待って待って結ゆう城きくん。怒ど鳴なったのは悪かった。いやご明察！　ちょっと話を聞きたいんだ。『ノースライン航こう空くう事じ件けん』の『謎なぞの生せい還かん者しや』にさ」

　にやついた顔の男に、いい加か減げん面めん倒どうくさく感じつつも、景人は淡たん々たんと答える。

「当時のニュースで全部です。隠かくしてることも、思い出したこともありません。それより、勝手に撮さつ影えいとかしないでください」

　男はわざとらしくきょとんとした顔をして、何も持っていないことをアピールするように、両手を広げてぷらぷらと振ふった。

「勝手に撮影とかなんてしないさ。このとおり、カメラも持ってないじゃないか。あーでも、分かる。あー分かるよ。苦労したんだろ？　勝手に撮とられたりさ。いやでも、俺は違ちがうから。だからさ、ね、ちょっと話だけでも。──ここだけの話、ギャラなんかも考えてあるから」

「……紙とペン持ってますか？」

　少し考えるような間を挟はさんでから、バイクのエンジンを切って、景人は男にそう訊たずねた。

「ああ、もちろんあるけど？」

　男は頷うなずいてズボンのポケットから小さなメモ帳を取り出し、それに付いていた極細のペンを手にして見せてくる。

　景人は足でバイクを進めて男の横に移い動どうすると、手を上にして差し出し、メモ帳を貸かしてもらう──

「あ!?」

　──と見せかけ、男の胸むねポケットにある太いペンを素す早ばやく抜ぬき取った。

　さらに地面を蹴ってバイクを少し進め、焦あせった声を上げる男から少し離はなれて奪うばったペンを見つめ、スイッチをＯＦＦにした。

「なんでフリーライターだって分かったのかって、訊ききましたよね？　ナンパみたいな話しかけ方も、脅おどしたりなだめたり褒ほめたりの手口も、同じ職しよく業ぎようの人がみんなやってたからですよ。……この、ペン型カメラとかもね」

　小さくため息を吐ついて、男を軽く睨む。

　男の胸ポケットにあったのは、ボールペン型の小型隠かくしカメラだ。

　出会い頭の仕草が奇き妙みように感じた景人は、さりげなく観察し、見覚えのある隠しカメラの存そん在ざいを見み破やぶっていた。

「盗とう撮さつする人を信用はできない」

　そう告げる景人の目の前で、男は舌した打うちをして不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめた。染せん髪ぱつで傷いたんだ茶髪をがりがりと指で乱みだすと、景かげ人とを恨うらめしそうに睨にらむ。

「あーはいはいわかったよ。おら、それ返せや」

　苛いら立だった声で追ってくるのを無む視しして、景人はバイクのエンジンを掛かけた。

「おい！　待て！　おい！」

　アクセルを開けてバイクを発進させ、手を伸のばしてきた男から景人は逃とう走そうした。しばらくすると、あの男のものだろう。乱らん暴ぼうな運転の車が、景人のあとを追ってきた。

　景人は慌あわてずバイクを道の脇わきに寄よせて交差点の赤信号で停とまる。すると、思ったとおりバイクの横に車が停まって、男が車内から怒ど鳴なりつけてきた。

「このガキ、人のもん奪とりやがって！　警けい察さつ呼よぶぞ！」

　恫どう喝かつされるが、景人はバイクを傾かたむけて車に身を寄せ、肩かたをすくめて答えた。

「じゃあちょうどいい。一いつ緒しよに来てください。これから警察に行くんで」

「あ？」

「盗とう撮さつの被ひ害がい届とどけを出します。証しよう拠こ品ひんは確かく保ほできた。ペンだと思って借りたらカメラだったし、一部始終が録画されてた」

「は、なに言ってんだ。盗撮なんて、そんなの」

「したでしょう。僕の許きよ可か無く撮影してたっていうあなたと僕のやりとりが、このカメラの中にありますよ」

「……あ」

　先ほどのやりとりを思い出したのか、男は小さな呻うめき声を上げて眉まゆを顰ひそめた。

「しかも騙だましてどこかに連れて行こうとしてた。未み成せい年ねん者しや略りやく取しゆの疑うたがいも掛けられるかもしれませんね」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で景人を睨にらみつける男。信号が青になったのに気付いて景人が前に向き直ると、道路の向こうに巡じゆん回かいのパトカーが見えた。

「あ、向こうからちょうどパトカー来てますよ。良いタイミングだ。一緒にご挨あい拶さつしますか？」

「うるせえんだよ！」

　その怒ど鳴なり声とともに、車内から缶かんコーヒーが飛んできた。

「うわっ！」

　景人が思わず声を上げたのは、それが飲みかけの缶で、ハンドルに当たった缶の中身が手や服に引っかけられたからだ。

　それを投げつけた男はといえば、顔を引っ込こめてハンドルにかじりつき、車を急発進させて逃にげようとする。

「──この野や郎ろう」

　飲みかけのコーヒーを手や服、そしてバイクに引っかけられた景人の中に、怒いかりの炎ほのおが灯る。

　このまま逃げられてしまえば、男の行方ゆくえを知る方法は無い。男子高校生が盗撮被害を訴うつたえたところで、目の前に犯はん人にんがいるならともかく、たとえ証しよう拠こが手元にあっても警けい察さつは動いてはくれない。少なくとも、これまで景かげ人との経けい験けんではそうだった。

　そして、この手の男は、くり返すのだ。何かが撮とれれば儲もうけもの、撮れなくとも損そんは無い──そんな風に。

（そうはいくか）

　急発進する車に手を伸のばして、その車体に掌てのひらを当てた。

　手応えはきちんと返ってきた。

　手が離はなれる。車は急発進して一気に加速し、景人から遠ざかる。が、加速した男の車が、交差点のど真ん中でがくんと急転回した。

　その後輪から悲鳴のような甲かん高だかい音と煙けむりが立ち上り、車体が横よこ滑すべりして、強引にもほどがある方ほう向こう転てん換かんが行われる。一八〇度転回した車は、景人の横を猛もうスピードで通り過ぎ、右側の車線を真っ直ぐに走り始めた。

　日本の道路は原げん則そく的てきに左側通行だ。──つまり、あの車は逆ぎやく走そうしている。

　向かいから来たパトカーが、サイレンを鳴らして速度を上げた。しばらく逆走してから今度は道路のど真ん中をゆっくり走っている男の車に、回る赤色灯の光が近づいていく。

　すぐに追いついたパトカーが、拡かく声せい器きで道の脇わきに車を停めるように告げていた。

　窓まどから顔を出した男が、困こん惑わくした顔で両手をぶんぶんと振ふっている。ハンドルから両手を離はなした姿すがたをわざわざアピールしていることで、パトカーは危き険けん運うん転てんを強く叱しかりつけた。

「ご苦労様です」

　景人は小さくそう呟つぶやくと、ゆっくりバイクを発進させて、その場を離はなれていった。

　あの男がハンドルから両手を離して振るジェスチャーで何をアピールしていたのか、分かってやれるのは景人だけだろう。ただし、口で説明したところで状じよう況きようが良くなるとは思えない。

『自分で運転していないのに車が動いていた』などと警察に言っても、せいぜい薬物の使用を疑うたがわれるのがオチだ。

「……どこかで、手を洗あらわないとなぁ」

　汚よごれた自分の手と服を見つめて、景人は小さくため息を吐ついた。

　邪じや魔ま者ものを難なんなく排はいしたようでいて──その実、胸むねの中にあった、外で遊ぼうという晴れ晴れとした気持ちが、すっかり冷えきってしまっていた。







「うん、そう。フリーライター。……名前と所しよ属ぞくは不明だけど、あの様子だとたぶん単たん独どく犯はんです。だからもう平気だと思いますけど、一いち応おう知らせとこうと思って」

　ガソリンスタンドのトイレで手や袖そでの汚れを洗あらい落としつつ、景人は肩かたで挟んだ携けい帯たいで電話を掛かけていた。

　相手は上かみ雲くもつぐみという名前の、景かげ人との叔お母ばであり、保ほ護ご者しやでもある女性だ。

『ふーん、その手の人間が来るの久ひさしぶりね。強引にでもネタにしちゃおうってタイプは結けつ構こうしつこいけど、大だい丈じよう夫ぶだったの？』

「あー、うん。まあ、偶ぐう然ぜん運良くパトカーがいて、運良く警けい察さつが連行してくれたから」

『そう、ならいいけど』

　いつでもきびきびとした話し方をする人で、景人の報ほう告こくにも、慌あわてふためいたり、過か度どな心配を寄よせてはこない。実の親でもないのに世話をしてもらっている景人としては、その反はん応のうはありがたくもあり、

『でもね景人、本当にただのラッキーだったのか、お姉さんは聞いておきたいんだけど？』

　誤ご魔ま化かしにくくて、厄やつ介かいでもあった。

　景人は一いつ瞬しゆん動きを止めたものの、洗あらい終えた袖そで口ぐちをぎゅっと絞しぼり、

「今日の牡お羊ひつじ座ざの運うん勢せいは最高で──」

『かーくん？　お姉さんを怒おこらせたら、ダメよ？』

　子供をあやすような言葉で、しかし底冷えするような威い圧あつ感かんを伴ともなった声で、嚙かんで含ふくめるように告げられた。

　幼おさない頃ころの呼よび名まで使われた。確かく信しんを込こめた子供扱あつかいである。──つまり、バレている。

「……すみません。相手の車を〝馴じゆん化か〟させました」

　バツの悪い思いでそう答えた。あの一いつ瞬しゆん、車に当てた景人の掌てのひらが為なしたことだ。

『やっぱり！　どうして最初から正直に言わないのよ？　体は大丈夫？　前みたいに吐はいたり貧ひん血けつだったりしない？』

「……すみません。普ふ段だんから気づかれないようにしてるのに、ライターなんかに使って、あの、もし倒たおれたり気付かれたりしてたら大変です、よね」

『人の話聞いてんのアンタ？　たしかに大変だけど、そういう問題じゃないわよ！』

　厳きびしさを増ました声で言い募つのられ、じわじわと言い訳わけが湧わいてくる。

「えっと、あの、使い過すぎなきゃ大丈夫ですから。それに、バレないようにしましたし、人に怪け我がをさせたりしてません。あの、もしバレても、迷惑かけないようにしますから──」

『あたしはそんなこと聞いてないでしょ？　それに、もう二年も保護者してるのに、迷惑とかそんな話はいまさら持ち出すことじゃないわよ！』

「はい、えっと……あの、すみません！」

　水気を切っただけの湿しめった手指で携けい帯たいを急いで持ち直して背せ筋すじを伸のばし、とりあえず謝あやまって、お叱しかりを受ける姿し勢せいを作る。──が、

『はぁ……まあいいわ。車に気を付けてね』

「え？　あ、はい」

『じゃ』

　と、景かげ人とが佇たたずまいを直したのを見たわけでもないだろうが、肩かた透すかしを食わされる格かつ好こうになった。

　首を傾かしげつつも内心ではほっと安あん堵どして、携けい帯たいをポケットにしまい込こみ、備そなえ付けのペーパータオルを数枚手に取って水で湿しめらせ、それを手にバイクへと戻もどった。

　セルフスタンドの片かた隅すみに寄よせておいたＤトラッカーのハンドルに濡ぬらしたペーパーを当てて、粘ねばつく汚よごれを拭ふき取る。

　ハンドルミラーに付いた茶色い汚れを拭き取りつつ、そこに映うつった自分の顔を見た時、その顔が見み慣なれないようなあやふやさを持っているような気がして、景人は鏡から目を逸そらした。

　Ｄトラッカーのタンクに左手を置くと、あの熱流は、やはり感覚できている。当てた掌てのひらの肌はだの内側に、流れるもの。血けつ液えきのような、しかしもっと熱く、異い質しつな奔ほん流りゆうを。

　五年前に突とつ如じよとして発はつ現げんしていた、己おのれの中にある未知の力。

「『７５５便失しつ踪そう事じ件けん』『謎なぞの生せい還かん者しや』……機械の、〝馴じゆん化か〟……」

　ぼそぼそとその単語を並ならべてみるが、結けつ論ろんは、いつもと同じものが出る。

「僕の謎をいちばん知りたがってるのは、僕だよ。……まったく、嫌いやになる」

　景人はため息を吐ついて、汚れたペーパーを握にぎり潰つぶした。







　すっかり出鼻を挫くじかれた景人は、とりあえず池いけ袋ぶくろまで足を伸のばしてはみたものの、サンシャインシティに辿たどり着いても、買い物をする気にもなれなかった。どこかの店に食べに入るのもやめ、コンビニでおにぎりと揚あげ物を買って、公園でもそもそと食べながら、スマートフォンをいじる。ネットのニュースサイトで妙みような話が出されたりしてないか、検けん索さくしているのだ。

　わざわざ一いつ介かいの高校生である景人のことを、ライターが取材する理由など、一つしかない。

　検索エンジンに『ノースライン航空７５５便』と入力して、サーチボタンを指でタップする。

　検索結果の一番上に表ひよう示じされたリンクを目にする。

　そこに出てきたのは、五年前に新聞や雑ざつ誌しの見出しを飾かざった文字と同じ──『ノースライン航空７５５便失踪事件』だった。

　そこにある情報は、何度も読み返しすぎて、すでに既き視し感かんすら感じるような、事件の概がい要ようだ。







　ノースライン航空７５５便失踪事件。

　東京・成なり田た空港からアメリカへ出発した旅客機が、太平洋の北側、ベーリング海上空で突とつ如じよとして姿すがたを消して、そのまま行方ゆくえをくらませたことに端たんを発する事件である。

　当然、旅客機だけでなく、それに乗っていた乗員一八名・乗客二八九名、合わせて三〇七名もまた、忽こつ然ぜんと消え去った。

　国こく際さいメディアはこの事じ件けんを大きく取り上げ、日本人も多く乗っていたことから、日本のマスコミもまた、連日大見出しで行方ゆくえを追った。

　飛行ルートやその周しゆう辺へん海かい域いきの捜そう索さくが進められ、機体の残ざん骸がいや乗客の遺い体たいが流れ着いていないか、沿えん岸がんの監かん視しも行われた。

　だが、どれだけ捜さがしても破は片へん一つすら見つかることなく、やがて捜索も打ち切られ、７５５便の行方は明かされることなく、ミステリアスな未解決事件として幕まくを閉とじた。

　その半年後、ニューヨーク沖おきを漂ただよう一いつ隻せきの救きゆう難なんボートが発見され、沿岸警けい備び隊たいによって救助される。

　救難ボートには一人の少年が乗っており、言葉から日本人だと判はん明めい。その少年が口にした名前や住所から、半年前に消え去ったノースライン航空７５５便の乗客だったことも判明する。

　ベーリング海上空で失しつ踪そうした機の行方不明者が、なぜ北米大陸を挟はさんだ反対側の沿岸に現れたのか、他の乗客はいったいどこへ消えたのか、健康そのものである少年は半年間、いったいどうしていたのか。

　国際メディアは新たなニュースを全世界に発信し、事件の遺い族ぞくや政府の注目もまた、ただ一人の生せい還かん者しやである少年に注目した。

　しかし、少年には半年間の記き憶おくが無かった。

　アメリカ政府に保護された少年に、様々な捜査機関が面会し、聞き取り調査を行った。その全てに「憶おぼえてない」としか答えられなかった少年に、様々な大人が落らく胆たんした。

　その後見知らぬ土地の見知らぬ大人からようやく解放され、帰国した少年を待っていたのは、それまで以上に容よう赦しやの無い詰きつ問もんだった。

　日本のマスコミは容赦無く少年のプライバシーを暴あばき立て、周辺の友人関係にいたるまで荒あらし回り、犠ぎ牲せい者しやの遺族を煽あおり立てるような記事すら書いた。

　７５５便にはその少年の両親も乗っていて、他の乗客と等しく、その時に失われていたにも拘かかわらず、である。







「……新情報は無し、か」

　景人は小一時間ほどもスマホで検けん索さくを続けたものの、成果はゼロだった。

　五年も昔の事件をわざわざ掘ほり返したくなるような新情報や似にた事件があったのか、ネットの情報を漁あさっていたのだ。

　主要な新聞社や国際ニュースのサイトには五年前のことなど何も無く、ゴシップ記事ばかりのまとめサイトのようなところも見たが、目ぼしいものは無かった。『総決算に滾たぎる株かぶ主ぬし総そう会かいの行方を追え！』『意外な場所で頼たのめる〝シェフのおすすめ〟特集』『アメリカの首都で〝見えない爆ばく発はつ〟!?』『スミソニアン博物館が猛もう獣じゆうに襲おそわれて閉へい鎖さ？』『桜さくらを見てゴミを見ない若者たち』。そんなリンク集に全て目を通してから、景かげ人とはため息を空に撒まき散らした。

　結局、自分の顔を覚えていた暇ひまなライターに運悪く遭そう遇ぐうしてしまった、というだけなのかもしれない。もしくは、あのライター個人が、何か思いついたことでもあったのか。

　火のないところで煙けむりを立てるどころか、稀まれに付け火までするようなタイプの人間が、世の中にはいるのだ。

　悲ひ劇げきであるほど煙は立てやすく、その火を見たがる人間は多い。なぜなら、

「相変わらず……何も分からないし……僕も、何も思い出せない……」

　喪うしなった家族を思い出した人間は、ほんのわずかな煙を匂におわされただけでも、それを追わずにいられないからだ。

　あれから、五年。

　生き残りの少年──結ゆう城き景人が、マスコミを苦手とするのに充じゆう分ぶんすぎる出来事があり、大人の手口を嫌いやでも憶おぼえてしまう程てい度どには、いろいろなことが起きた。

　何が起きても、何を憶えようと──失われた家族と記憶は、戻もどってきていなかった。







　陽はまだ高く、昼を少し回ったばかりの頃ころ、景人はすでに帰路へと就ついていた。いきなりケチのついた外出は、いったんハンドルを帰り道に向けてしまったら、もう帰き巣そう本ほん能のうに抵てい抗こうするほどの気力が湧わいてこなかったのだ。

　交差点の赤信号で停止して、少し気き鬱うつなため息を吐つく。

　結局、景人が休日に外へ出てきてやったことは、ネットサーフィンだけである。ため息くらいは吐きたくもなる。

　ハンドルミラーを覗のぞきこんだ。そこに映うつった顔を、恨うらめしく見つめる。もっと劇げき的てきに、幼おさない頃の自分とは結びつかないほど、面おも影かげを無くすくらい顔つきが変わっていてくれれば、今日のようなことも無かっただろう、と夢む想そうして。

　──その時、ふっとミラーを横切った影に、景人は目を瞬またたかせた。

　少し、目を疑うたがいたくなるようなものだったからだ。

　体を捩ねじって空を振ふり仰あおぐ。

　背はい後ごにある、サンシャインシティとその横のビルの狭はざ間ま、空の中にちらりと見えたその影は、振り向いた時にはビルに阻はばまれて見失ってしまった。

　一いつ瞬しゆん前に青信号に変わったせいだろう。背後の空を振り向く景人に、けたたましいクラクションが叩たたきつけられる。後ろにいた改かい造ぞう車しやのドライバーが、不ふ機き嫌げんそうに景人を睨にらみながら、ハンドルを殴なぐりつけるような仕し草ぐさでかき鳴らしていた。

　そんな後続車を無む視しして空を見上げる景人の頭の上を、一瞬だけ、注意していなければ気付けないような、薄うすい影かげが通り過すぎた。

　景かげ人とは前を向いた。陽を遮さえぎった空の中のそれが落とす陰かげりは、三台の乗用車を覆おおい尽つくしてなおあまりあるサイズがある、と路面を見て判はん断だんする。

　その影が、急速に濃こさを増ましていた。

　薄く広がっていた影が、黒さを増して濃く──黒く、陰りを増していく。

　それが意味するのは、

「降おりてくる？」

　ぼそりと呟つぶやきつつ、景人は後ろに下がろうとした。だが後ろでクラクションを鳴らし続けていた短気なドライバーが、遂ついに待ちきれなくなったらしい。暴ぼう力りよく的てきな加速で車を発進させた。

　右折車線に強引に割わりこんで、横から景人を睨にらみつけながら、エンジンを強く唸うならせて交差点に突つっ込こんでいく。

　道に落ちた影が滑すべっていく。高度を下げたそれの着陸地点に追つい随ずいして、前へと向かう。

　つまり、降下予想地点は、目の前の交差点であり。




　──金きん属ぞくの悲鳴が、耳を圧あつした。




　車を押おし潰つぶしながらそれが地面に落ちてきた。路面が陥かん没ぼつしてひび割れ、もの凄すさまじい破は壊かい音おんに歩行者が耳を押さえてしゃがみ込こみ、驚おどろきのあまり転てん倒とうしている姿すがたまであった。誤ご作さ動どうでもしたのか、くしゃりと潰された車から、警けい報ほう機きの音が喧かまびすしく鳴り響ひびく。

「飛行機──」

　墜つい落らく事じ故こ。一見しただけではそう考えた。なぜなら、落ちてきたものは上から下まで金属の塊かたまりで、翼つばさがあった。そんなものが、真上──空から、落ちてきたからだ。

　だから、飛行機だと、無害な落下物だと、そう思いたかった。

　しかし、景人の呟きを、獣けものの雄お叫たけびが否ひ定ていした。

　渾こん然ぜんとした破壊音の渦うずを全て押おしのけて、景人の耳と精神を破は裂れつさせかねないほど、凄すさまじい咆ほう哮こうが、痛つう烈れつに空間を満たす。

「──じゃ、ない」

　目の前に降りてきたそれが、景人を向いて叫さけびをあげたのだ。

　つまり、それには叫ぶ意い志しがあり、獣のような牙きばと爪つめがあり、爛らん々らんと光る眼めがあって、全てを景人に向けていた。

　遠近感の歪ゆがみを呼よぶほどの巨きよ体たいを有した、近付くだけで胃が震ふるえるほど威い圧あつ感かんのあるもの。鉄の肌はだと機械の熱を持ち、獣の雄叫びと眼がん光こうを有する異い形ぎよう。

　その体を構こう成せいしているのは、動物的なものではない。無む機き質しつな光こう沢たくが目を刺さし、油の臭においが鼻を突つく。およそ生物のものには見えない、無機物の集合体。──しかし、その姿すがた形かたちと身動きには、紛まぎれも無い、獣じゆう性せいを伴ともなった意い志しが窺うかがえた。

　景かげ人とが見ているそれとは、端たん的てきに言えば何に見えるのか。誰だれに訊きかれたわけでもないが、現げん実じつを認みとめるために、景人はあえて口に出す。

　そうでもしなければ現実の方を疑うたがいたくなるような、そんな代しろ物ものだったからだ。

　それは、

「ドラゴン」

　としか、言いようのないものだった。

　機械で模もした竜りゆう。本物ではない、だが、竜にしか見えないもの。一言で言うなら──『擬竜』とでも、呼ぶべきだろう。それが景人の見ている幻げん覚かくか、その他の何か間ま違ちがいでなければ。

　ただ、たとえ何の間違いにせよ、目の前にある現実は揺ゆるがなかった。

　異い形ぎようの巨きよ大だいな質量物が、段だんボール箱のようにあっさりと乗用車を踏ふみ潰つぶしながら、景人の目の前に降ってきて、睨にらんできている。

　コンクリートの道路を砕くだいた四つの脚あしが、動物的な折れ曲がった翼つばさが、景人を向いて唸うなりを上げる獰どう猛もうな顎あぎとが、訴うつたえている。

　貴き様さまを嚙かみ砕くだくのは容易たやすい存そん在ざいだ、と。

　その事実だけは、動かしようもなかった。

「…………逃にげないと」

　ぼそりと独どく白はくし、無理やり自分を落ち着ける。

　周囲で悲鳴がようやく上がった。歩道を歩いていた誰かが叫さけんで逃げ出し、建物の中からは携けい帯たいのカメラのものだろうフラッシュが焚たかれ、交差点でぶつかり合った車が後こう退たいしていく。

　と、逃げ出した車のうち、対向車線の先頭が左折して逃げていくその途と中ちゆうで、竜の尾おを車体が少しばかり擦こすった。

　竜の目がそちらを向く。このまま放っておけば、あの車を追うかもしれない。それは景人が逃げるには好都合だ。ただ、景人にとっては不運なことに、一枚まいのステッカーがその車には貼はってあって、景人はそれを見てしまった。

　そのステッカーに書かれた内ない容ようは、珍めずらしくもないものだ。──『赤ＢちＡゃＢんＹが　乗ＩっＮて　いＣまＡすＲ』。

　瞬間、景人は左手をバイクのタンクに叩たたきつけつつ、アクセルを開けた。

　掌てのひらの内側にある奔ほん流りゆうを、己おのれの中の熱を、バイクに分ける。自みずからの一部を分け与あたえ、混じ入らせ、別のものに変質させてしまう。意い識しき的てきにそれを行使する感覚。機械のものとは異ことなった、こちらの熱に馴な染じませる。──〝馴じゆん化か〟させる。

　途と端たん、バイクはエンジンの回転数を跳はね上げ、サスペンションが自ら動き、ギアを嚙かませて猛発進した。

「だぁああああ──!!」

　叫さけびながら竜りゆうに突つっ込こむ。景かげ人との突とつ撃げきに気づいた竜が、前足を上から振ふり下ろしてきた。死しに神がみの鎌かまのような爪つめが、頭に当たる──直前で、景人の乗ったＤトラッカーは、鋭するどくターンをしてその場で反転した。

　後輪のすぐ後ろに突つき立った竜の爪から逃のがれると同時、Ｄトラッカーは排はい気き量りようの限げん界かいに迫せまる急加速で、反対車線に飛び込んで走り出した。

　熟じゆく練れんのスタントドライバーもかくやという動きは、景人の運転ドライビング技術テクニツクによるものではない。技ぎ術じゆつとは全く別の、特とく異いな力によるものだ。

　Ｄトラッカー自身が、命令に従った暴走をしているのである。まるで機械が意い志しを持っているかのように、そのポテンシャルをフルに使った動きで、景人の意志に応こたえてくれている。

　それが、景人が〝馴じゆん化か〟と呼よぶ現げん象しようだった。

　後ろを確かく認にんせずにバックしたのだろう、ぶつかり合った後続車の脇わきをすり抜ぬけて、一気に加速していく。

　重い咆ほう哮こうが、追いかけてきた。

　腹はらの底を揺ゆさぶる肉にく食しよく獣じゆうの雄お叫たけびが、背はい後ごで上がる。ハンドルミラーでちらりと後ろを覗うかがえば、擬竜が景人の背を睨にらんで走り出していた。

　乗用車をサッカーボールのように蹴けり飛ばして押おしのけつつ、中ちゆう央おう分ぶん離り帯たいの柵さくを空き缶かんのように踏ふみ潰つぶしながら、一歩ごとに地面を揺ゆらすほどの重々しい足音で駆かけてくる。

　他に逃にげる人間はいくらでもいるというのに、ただ走るだけでいくつもの交こう通つう事じ故こじみた惨さん状じようを生みながら、竜は景人目め掛がけて一直線に追ってきた。

「ドラゴンに知り合いはいないぞ!!」

　最初に注目されたのが悪かったのだろうが、やってしまったものは仕方なかった。文字どおり降ふって湧わいた突とつ然ぜんの災さい難なんに、思わず妙みようなことを口走りつつ、景人はバイクに加速を強しいる。

　対向車線で慌あわてて停止した車が、すぐ後ろで破は壊かい音おんと共に蹴り飛ばされて、積み上げられたガチャガチャの筐きよう体たいを、崩くずれるジェンガのように飛び散らせる。

　世界全ての縮尺スケール感が狂くるってしまったような光景に心底恐きよう怖ふしつつ、景人は祈いのるような心持ちでアクセルを強く握にぎり続ける。

　交差点に辿たどり着いた瞬しゆん間かん、景人は歩道に乗り上げながら左折。サンシャインシティのロータリーに寄よせてバイクを走らせた。クラクションを鳴らしっぱなしにして、歩行者をどけて駆け抜ける。道路交通法がどうこうと言っている場合ではない。

　巨大な竜も景人を追いかけて曲がってきたものの、その頭のすぐ上に首都高の高こう架かがあり、首を縮ちぢめるハメになった。

　それだけではない。高架を支える柱や、せり出したロータリーは、翼つばさや手て脚あしを伸のび伸びと広げて走るのを阻そ害がいする。擬竜は障しよう害がい物ぶつを避よけたり突つき壊こわして追ってくるが、小型二輪の景人ほど自由な振ふる舞まいはできない。

　考え無しに景かげ人との後ろを追ってきた巨きよ大だいな竜りゆうは、小さな景人と同じ道を通り、そして、不自由を押おし付けられたのだ。

　後ろから飛んでくる破は片へんに気を付けながら走る景人だが、それでも竜との距きよ離りは空いていく。

　それに気付いたらしく、竜が苛いら立だったように雄お叫たけびを上げた。

　このまま逃にげ切る──と、景人が楽観しかけた瞬しゆん間かん、熱を感じた。

　光が、頭上を抉えぐった。

「なっ──!?」

　景人の頭の上にある首都高の高こう架か線せんに、背はい後ごから飛んできた真っ白な光の柱がぶち当たり、そこで弾はじけた光が、眼がん前ぜんに光と炎ほのおの雨をまき散らしたのだ。

　景人は前を塞ふさぐように降り注いだ光を避さけて、道路に飛び出した。

　竜もそれを追って飛び出してきた──瞬間、その体に小型トラックが追つい突とつ。竜の苦しげな唸うなり声がこだました。

「飛び出し厳げん禁きんだ！」

　路ろ駐ちゆう車しやをすれ違ちがいざまに〝馴じゆん化か〟させた景人の足止めだった。恐おそろしいことに大したダメージにはならなかったようだが、それでも、相手の足は止まった。

　ハンドルミラーで竜を確かく認にん。車に横面をぶつけた竜は、ぶるりと頭を振るって、今ようやく体たい勢せいを立て直したところ。

（引き離して──地下鉄にでも逃げこむか!?）

　全身を冷や汗あせで濡ぬらし、恐きよう慌こう一歩手前ながら、パニックになれば死ぬ、という一点が景人の頭をフル回転させていた。二輪ならではの加速力で、景人は竜から一気に距離を空ける。

　しかし、ミラーの中で竜が翼つばさを広げた瞬間、景人の背せ筋すじに悪お寒かんが奔はしった。

「っ──!!」

　飛んだ。

　圧あつ縮しゆくされた空気が、熱と共に排はい気きされる轟ごう音おん。爆ばく炎えんじみた熱風が首くび筋すじから頰ほおへと駆かけ抜ぬけ、頭上を大質量の物体が移い動どうする時の、独どく特とくのうねりが跨またいでいった。

　巨体に見合わない加速で宙ちゆうを飛び、あっさりと景人を追い越こした竜が、横手のビルを蹴けりつけて反転しながら急きゆう降こう下か。バイクの前を立ち塞ふさぎ──凶きよう悪あくな牙きばがずらりと並ならんだ口で、景人を嚙かみ砕くだこうとしてきた。

　ハンドルを切って車体を横にしながら急きゆう制せい動どうをかける。後先考えずの、転んだのかと錯さつ覚かくするような急停止で、どうにか牙を逃のがれる。

　が、衝しよう撃げきに襲おそわれた。

　自動車事じ故このような衝しよう突とつ音おん。全身に衝撃。現げん実じつ味みの無い速さで変わる己おのれの視し界かい、姿し勢せい。

「ぐ、ぎっ!?」

　硬かたい路面に叩たたきつけられた時、歯を食いしばってどうにか受け身のようなものがとれたのは、単なる僥ぎよう倖こうだ。僥倖を呼よんでくれた反はん射しや神しん経けいに感かん謝しやしながら、激はげしく咳せき込こみつつ、直前の記き憶おくを少し辿たどる。

　そして出た結けつ論ろんは、横よこ殴なぐりに嚙かみ──あるいは喰らい──つこうとしてきた竜の、鼻先に引っかけられただけで、自分がビニール人形のように撥はね飛ばされた、という事実だ。

　ぐぎりと気合で首を巡めぐらせると、足がある方に竜がいて、自分は道路に寝ねそべっていた。生温かい血が、体のあちこちで服やら肌はだやらに広がっているのを感じる。

「反はん則そくだろ……」

　記憶が正しければ、擬ぎ竜りゆうにはジェットエンジンが付いていて、そこから青白い炎ほのおを噴ふき出しながら跳ちよう躍やくし、宙ちゆうで急加速して回りこみ、嚙み付いてきたのだ。

　地面が揺ゆれる。竜が一歩、こちらに来た。

　上半身をどうにか起こす。

　たった一歩だけで、すでに景かげ人とが飛んだ分の距きよ離りを詰つめられていた。視し界かいいっぱいに擬竜の体があり、その獰どう猛もうな顎あぎとは、今にも景人に襲おそいかかろうとしていた。

「くそったれ……」

　毒づいたのは、それ以外に、もはや為なす術すべがないからだった。

　生身の足で走って逃にげられる相手ではない。車を軽く撥ね飛ばす相手に、対たい抗こう手しゆ段だんなど無い。助けてくれそうな人はいない。今すぐ手の届とどく範はん囲いには、車も何も無い。

　だから──景人は近くに落ちていたコンクリートの破は片へんを拾い上げ、それを握にぎり、竜を睨にらみながら立ち上がった。

　ちっぽけな石と自分の手しか、もう残っていなかったのだ。

　この後の結末は簡かん単たんに思いつく。だが、

「諦あきらめるなんて楽なことを……僕がしていいわけ、ないからな……」

　自分にそんな死に方が許ゆるされていいはずがない。これで諦めるくらいの人間なら、一人だけ生き残った説明がつかない。──たとえそれが後付の理由だろうとも、だ。三〇六人分の命を背せ負おうには、後付でも憶おく測そくでも、かじりつくには充じゆう分ぶんな理由だ。

　そんな意地だけが、景人を支ささえていた。

　口の端はしを吊つり上げて、景人は石を握る五ご指しに力を込こめた。

　そこには熱があった。奇き妙みようで頼たのもしいその熱を力の限かぎりに集めながら、竜を睨みつけた。

（せめて、一発殴る）

　そう決意を固めて睨む景人の目の前で、擬竜の顎がゆっくりと開く。

　巨きよ大だいな牙きばの向こう側に、高熱に揺ゆらめく陽かげ炎ろうと、紅あかく燃える熱を見た。

　竜の口から出るものといえば──先ほど高こう架かを灼やいて、炎を撒まいたもの。ブレス、ファイヤー、火か炎えん弾だん。呼び名はどうでもいい。浴あびる方にとっては碌ろくでもないものに他ならない。

　どうやら、喰くらいつくつもりすら無くしたらしい。

　ぐるぐると体を駆かけ巡めぐる熱は、外に血が出ていく我わが身の中で、かつてないほど、この身を灼やきそうなほど、限げん界かいまで強くなっているというのに。

「……竜りゆうなんて、嫌きらいだ」

　そして、視し界かいが朱しゆの輝かがやきに染そまる。それでも、最さい期ごの意地で、その奔ほん流りゆうめがけて、拳こぶしを叩たたきつけ──




　瞬しゆん間かん、世界が弾はじけた。




「ぐっ──う……!!」

　意図せず転がるのは本日二度目。ただし、今度は三回転する自分を自覚できた。最初に比くらべればまだソフトな衝しよう撃げきである。こめかみの辺りがずきずきと痛いたみを訴うつたえた。

「この不自由感は……」

　生きているようだ。だが、理由が分からない。耐たい熱ねつ性せいは人ひと並なみのはず。そんなことを思いつつ身を起こし、前に向き直った景かげ人とが見たのは、不ふ可か思し議ぎな光景だった。

　擬ぎ竜りゆうと自分の間に、白い光があった。

　百ゆ合りの花か弁べんのように広がるその光は、無数の絹きぬ糸いとのように細く解ほどけてふわりと広がり、虚こ空くうを漂ただよい、輝きを増ましていく。

　澄すんだ光は強い光量を持っていたが、熱はあらず、景人はそれを危き険けんだと断だんじられなかった。だが、擬竜は違ちがう意見であるようで、大きく飛び退すさって、警けい戒かいするかのように睥へい睨げいしている。

　光が頰ほおに触ふれてようやく、そこに熱を感じた。手の中を奔はしる不定形の熱量。それと同じ、肌はだを灼やかず、空気を揺ゆらさず、ただ感覚へと直じかに触れてくる熱を。

　惹ひき寄よせられるように、光の束へと手を伸ばした。絹糸のような光が景人に絡からんで──閃せん光こうが生まれた。

　目の前で目ま蓋ぶたを開けていられないほどの光量が炸さく裂れつして、少しの間、何も分からなくなる。

　きつく閉とじた両目をおそるおそる開けていく。

　謎なぞの光は消えていて──かわりに、神しん秘ぴ的てきな柔やわらかい曲線を見た。それは、

「尻しり？」

　そこから上には細い腰こし、肉の薄うすい白い背中が続き、下には太ももがある。白絹のような滑なめらかで美しい布地がふわりと翼つばさのように舞まい広がって、きらきらと光を弾はじいて身を彩いろどっていた。

　幻げん想そう的てきな光景から現あらわれたのは、端はし々ばしにきらびやかな意い匠しようの施ほどこされた服を身に纏まとった、後ろ姿だけで性別の分かる、美しい曲線を持った少女だった。

　全身がひどく痛まなければ、天使か死神のどちらかだと思っただろう。それと──少女の頭部から突き出た捻ねじくれた角と、その細腰の下に、綺き麗れいな鱗うろこに覆おおわれた白い尾おが無ければ。

　その二つは、

「……ドラゴン？」

　幻げん想そう生せい物ぶつの有するべきもの。景かげ人との目には、そう見えた。

　遠ざかっていた擬ぎ竜りゆうが、威い嚇かくの咆ほう哮こうをあげた。

　その雄お叫たけびに、竜の角と尾を持つ少女がそちらを見上げ──肩かたと尾おを跳はね上げてびっくりして、怯おびえた動きで手を振ふり回し始める。

（あんまり頼たよれるわけでも、ない？）

　少しばかり期待と違ちがう展てん開かいに、景人は胸きよう中ちゆうでそう呟つぶやいてから、立ち上がった。

　左ひだり腕うでの動きが鈍にぶい。骨ほねでも折ったのだろうか。ちらりと見てみると、折れていて、焼けていた。それでも、あの全身を骨まで焼き尽つくせそうなブレスを向けられたにしては、腕うで一本なら軽けい傷しようだろう。せいぜい──左腕が炭たん化かして、痛いたみすら感じ取れない程てい度どだ。

「ねえ」

　そう呼よびかけた。

　少女がこちらを振ふり返る。この世のものとは思えないような、綺き麗れいな深い蒼あおの瞳ひとみが見つめてきた。

　その瞳が景人の姿を上から下まで見て、顔を凝ぎよう視しして、見開かれる。驚おどろいているようだ。

（何か変な格かつ好こうしてたっけ？　……ああ、腕だけでも充じゆう分ぶん、変な方に曲がってるか）

　一いつ瞬しゆん、考えてしまったものの、そういえば全身がぼろぼろだったと思い出す。

　肩をすくめて口の端はしを持ち上げ、笑って見せた。

「痛くない。早く逃にげて」

　途と端たん、少女が口を引き結んだ。その目尻にはなぜか涙なみだが浮うかんでいて、唇くちびるは今にも叫さけびだしそうに震ふるえていた。そして、傍かたわらに倒たおれていたＤトラッカーを見る。バイクに向けて細い腕を伸ばして手をかざし、

「Ixitistli!」

　何かを叫んだ。

　少女の華きや奢しやな体の表面で、山やま吹ぶき色いろの光が、紋もん様ようのようなものを描えがいて走ったように見えた。

　陶とう磁じ器きのような白い肌はだを走った光は、肩から腕、掌てのひらへと向かい、肌を離れて宙ちゆうを飛び、バイクへと吸すい込まれた。

　変へん貌ぼうする。

　Ｄトラッカーの表面を山吹色の幾き何か学がく模も様ようが彩いろどった瞬間、ひとりでに車体が震えて何十もの真っ直ぐな亀き裂れつが走り、タイヤが縦たてに割われてホイールが収しゆう縮しゆくし枝えだ分わかれして、別の部位と引っ付き──似にたような現げん象しようがバイク全体を駆かけ巡めぐり、造つくり変えていく。

　やがて、それが立ち上がった。『それ』とはつまり、景人を襲おそったそれと同じもの。

　景人が買ってからおよそ一年の間、何の変へん哲てつもない機械として、乗り続けていたＤトラッカーが──擬竜に、化けたのである。

「あ？」

　景かげ人との口から、思わず間の抜ぬけた声が出た。

　襲おそってきた方の擬ぎ竜りゆうとは違ちがい、Ｄトラッカーの竜は立って見下ろせる程てい度どの、バイクとあまり変わらないサイズの竜である。猛もう禽きん類るいと同じような、二本脚あしだった。

　だが、竜であることだけは、変わりなかった。

　景人を襲った擬竜が吼ほえる。翼つばさを広げて身を屈かがめ、跳ちよう躍やく姿し勢せいを取った。

　その叫さけびに対たい抗こうするかのように、Ｄトラッカーも吼えた。小さいせいか、あちらより甲かん高だかい雄お叫たけびだった。

　小竜が翼を打ち振ふるって素す早ばやく飛び上がる。少女が景人へ振り返り、走り寄よってきた。

　大きいほうの擬竜が跳躍して、襲い掛かかってきた。

　少女の遅おそい走りに、背後からＤトラッカーがすぐに追いついて、その肩を二本の脚で摑つかむと、そのままぐんと持ち上げた。少女の足が地面から離れて、華きや奢しやな体たい軀くがふわりと飛ぶ。

　一気に速度を上げた少女の体が、景人にぶつかった。

「ぉぐ──!?」

「Choloa!」

　少女に耳元で何事かを告げられつつ、景人の体は細く柔やわらかい腕うでに、意外な力強さで抱だきすくめられて、そのまま浮遊感に連れ去られた。人間二人をぶら下げた小竜が、気合の雄叫びを上げて翼を激はげしく打ち、速度を上げた。

　景人は思わず少女の体にしがみつき返す。密みつ着ちやくした体に柔らかい感かん触しよくが伝わり、細い銀髪が鼻先を掠かすめて、甘あまい匂においを仄ほのかに感じる。

　だが視し界かいには、車を苦も無く齧かじり取るほどの牙きばがずらりと並ならんだ、大竜の顎あぎとに追われる映えい像ぞうが目に飛び込んでくる。

　視覚と触覚にギャップがあり過すぎて、意識が遠のきそうだった。

　ぎゅっと自分を摑む少女と密着していなければ、吐はいていたかもしれない。

　と、少女の右腕が離された。

　抱きついている温かい体がいっそう熱を高め、その熱は密着した体の表面を移い動どうして、ほっそりとした右腕へ集結。かざされた右手の先で、またしてもあの現象──乗用車が竜に変じていく光景が飛び込んできた。

　ボディーは合ごう金きんの肌となり、フレームは翼持つ骨こつ格かくとなり、ガラスは獰どう猛もうさを宿す瞳ひとみとなり、四し肢しが生えて首を伸のばし牙と爪つめを持つ。何をどうしているのかさっぱり分からないのに、それには強い力があると、見るものに無条件で伝えてくる。

　そして、Ｄトラッカーよりは大きめの竜に素早く変じた自動車は、ドアの素材でできた翼で空を打って飛び上がり、敵の擬竜めがけて果か敢かんに攻撃を仕し掛かけていった。

　鋼こう鉄てつの鉤かぎ爪づめが金属とぶつかり合う凄すさまじい異い音おんと、複ふく数すうの獣けものの咆ほう哮こうが多重に響ひびく。

　二体の竜がもつれ合って格かく闘とうをする光景が、流れて消えた。

　激はげしい音が遠ざかっていく。どうやら少女は、いまのうちに逃にげることにしたようだ。そして、それはどうやら成功しそうである。

　景かげ人とにとってもそれは喜ばしいことなのだが──一つ、気がかりがある。少女の柔やわらかな体はやけに温かく感じる。

　つまり、景人の体が冷めていっているのかもしれない、ということだ。

（目が開かない……）

　左ひだり腕うでだけが、生温い熱に包まれている。焼けただれ、折れ曲がった左腕だけが。

　あまり痛いたみを感じなくなってきた。

「Tehuatl kuali!?」

　少女が景人に何か呼よびかけている。

　重くなる目ま蓋ぶたを押おし戻もどすことができず、景人はゆっくりと目を閉とじ──意い識しきを手放した。










　暗く冷たい場所で、意識だけがぽっかりと浮ういている。

　下の方は生温かく、上の方は灼やけるように熱い。ゆっくりと、沈しずんでいく。──下へ。

　その時、声が聞こえたような気がした。上の方から、自分を呼ぶ声が。

　その声の響ひびきは切実で、抗あらがい難がたい温ぬるさに沈しずみゆく中、しかしそれを拒きよ絶ぜつしろと訴うつたえているようだった。

　景人は沈んでしまいたかった。熱に灼かれながら手を上げることは、難なん題だいだったからだ。

　しかし──奇き妙みようなほど郷きよう愁しゆうを誘さそう懐なつかしい響きを聞いた気がして、つい、応こたえていた。

　瞬しゆん間かん、彼の中に異い物ぶつが挿さし込こまれた。

　骨ほねを砕くだきながら押おし進んでくるような、異質な拒きよ絶ぜつ感かんの塊かたまり。それがゆっくりと、だが深く潜もぐり込んで──己おのれの一部をもぎ取っていった。

　そして、居い座すわられる。

　狂くるおしい焦しよう燥そう感かんと喪そう失しつ感かんに襲おそわれて、底知れない闇やみの中、身み悶もだえすらできないまま、景人はひたすらに苦しみ続けた。

　どれくらいそうしていただろうか。

　ある時、頰ほおを撫なでる心ここ地ち好よい誰かの手を感じた。

　じんわりとした温かみを持つ、優やさしい手つきで己を撫でる、繊せん細さいな手指の感かん触しよく。その感覚に集中していたら、だんだんと苦しみは減へっていった。







「……ぅ」

　短い唸うなり。己おのれの喉のどが発したものだ、と乾いた口内と唇くちびるが訴うつたえる。

「ぁ──」

　感覚としては、寝ね起おきだ。それも、長く寝た。

　後頭部にある枕まくらの感かん触しよく、体を受け止めるベッドの軋きしみ、それに、窓まどから差し込こむ陽光。一年前にようやく帰ってきて、一年間でどうにか慣なれてきた、そんな自分の部屋である。

　ぼやけた視し界かいがある。ぎゅっと強く口と目を閉とじ、鼻から深く息を吸すい込んでから、ゆっくりと口から吐はき出した。

　ようやく意い識しきと視界がクリアになる。ただ、記き憶おくだけがいまひとつはっきりしない。いつベッドに入ったのか、まるで思い出せないのだ。

　景かげ人とはひとまず起き上がろうとして、

「ぴー……ぴー……」

「…………」

　すぐ隣となりで間の抜ぬけた寝息があることに気付く。

　驚おどろこうとした自分の口を無理やり噤つぐんで、頭を左に向けてみると──枕元に、上半身だけをベッドの縁ふちに預あずけて、見知らぬ少女が眠ねむっていた。

「…………」

　まつ毛の本数まで数えられそうな所にある寝顔に動どう悸きが速まったが、景人はまだ無言を貫つらぬく。

　じっとして少女を起こさないようにしながら、急いで記憶を掘ほり出す。これは誰だれだったか。

　齢としは景人と同じくらい。高い鼻に、柔やわらかそうな頰ほお、整った顔立ち。きめ細かな雪のような白い肌はだ。と、極細の髪が持つ非ひ現げん実じつ的てきな銀の輝かがやき。

（こんな顔に覚えは──）

　眉まゆ根ねを寄よせる景人の鼻先に、仄ほのかな芳ほう香こうが漂ただよってきた瞬しゆん間かん、記憶が蘇よみがえる。

　むしろなぜ思い出せなかったのか分からないような、強烈な体験が。

　巨きよ大だいな機械の竜に襲おそわれ、火ひ炙あぶりにされた。かと思えばこの娘こに助けられた。そこまでは思い出すことができた。

「ぴひゅー……ぴー……」

　ひとまず寝息はちょっと面おも白しろいものの、このまま動かないわけにもいかないだろう。

　幸せそうなあどけない寝顔を突つき崩くずすのは少し憚はばかられたが、声をかけてみる。

「ぁ──……」

　出そうとした声が掠かすれていた。口に感じた乾きは喉のどまで及およんでいるらしい。

　腕うでを動かす。襲われた時のことを思い返したせいか、起きたばかりだというのに疲ひ労ろう感かんが酷ひどい。妙みように重く感じる左ひだり腕うでを曲げると、その手を少女に握にぎられていることに気付いた。

　細い指先に摑つかまれた腕を顔の横に持ってきながら、右手で布ふ団とんを押おし下げた。

「ぴぃー……？」

「っ──!?」

　が、自分のその左ひだり腕うでを見た瞬しゆん間かん、景かげ人とは息を吞のんで動きを止めた。

　目にした己おのれの手指が、金きん属ぞくで構こう成せいされていたからだ。

　驚おどろいて飛び起きた景人と、ほぼ同時、

「ひよっ!?」

　連動したかのように、少女まで跳はね起きた。

「腕が──く、けふっ!!　ごほっ──!!」

　思わず大声を上げようとした景人の喉のどが詰つまり、咳せき込こみ続けて身動きが取れなくなった。

「あっ、あっ、ちょっと、ちょっと待ってください！」

　少女がベッドテーブルからペットボトルを取って、差し出してくる。

　なんとか咳を抑おさえこんでから、景人はそれを受け取って口をつけた。ぬるい水だった。

　かなりの勢いきおいで喉に流し込んでしまってから、なんとか自じ制せいして、嚙かんで含ふくむようにゆっくりと飲み下していく。

　そのままペットボトルの中身を半分以上消費してからようやく、口を離はなして息を吐はく。

「ぇほっ。……ふ、ありがと」

　とりあえず礼を言ってから、もう一度左手に目を落とす。無む機き質しつな手指に。

　少し重い気がするが、握り、開く、指の動きは支し障しよう無なく行えた。反はん射しや的てきに胸を押さえた仕草も、まったく生の手と変わらず動いた。

　だが、胸むねに置いた時の感かん触しよくは、紛まぎれも無く金属のそれだった。

　手首から先だけでなく、前ぜん腕わん部ぶから、肘ひじも二の腕も肩の付け根辺りまで、機械──と言うべきなのか、金属と言うべきなのか。とにかく、肌はだと肉ではなく、無機物に変わっていた。

「あのっ、あっ、よ、横になります……？」

　焦あせったような愛想笑いと、不安げにそわそわ体を揺ゆらしながら、銀髪の少女がベッドの横に座すわり込んで、上目遣いでそう言ってくる。

　吸すい込まれそうな蒼あおい瞳ひとみを揺ゆらしながら、胸の前に上げた両手の薬指で挟はさんだペットボトルキャップを、中指の小さい爪の先で弄いじっている。不安を紛まぎらわすように。

（……普ふ通つう、怯おびえるのはこっちの方だと思うけど）

　密ひそかにそんなことを考えつつ、景人は右手で頭を搔かいて、深しん呼こ吸きゆうした。

　どうやって自分の家まで戻もどってきたのか、この腕はなんなのか、少女はいったい誰だれなのか。聞きたいことは山ほどあるし、事情が分からずに困こん惑わくすべきなのは、景人の方だ。

　まずは落ち着いて、相手から話を聞き出さなければならない。

「君の名前は？」

　そこから入ってみる。

　問われた銀髪の少女は、手を胸むねの前から下ろして、景かげ人とを真っ直ぐに見つめてきた。その目の中に宿る光が、なぜだか、一いつ瞬しゆん、悲しげに見えた。

「……クウクルです。クウクル・テティワカン・エルカトルです」

　いったん言葉を切ってから、すっと一度息を吸すって、己おのれの胸に手を置いて、言った。

「わたしは、ドラゴンです」

　景人はじっとその目を見返して、

「…………」

　ちょっと考えこむ。

　ドラゴン。少し前までは、ゲームと神話以外では縁えんの無い生物だった。しかし、確たしか気を失う前にそれに襲おそわれた覚えがある。

　それと同種であるという、クウクルと名乗った少女。彼女に助けられた覚えもある。

　襲われたのがドラゴンなら、助けてくれたのもドラゴン、ということなのだろうか。

　景人が無言で考えを巡めぐらせている間、クウクルという銀髪の少女は、居い心ごこ地ち悪そうにもぞもぞと体を揺ゆらし、首元にあるチョーカーネックレスのような装そう飾しよく品ひんをいじって、

「ドラゴンです。ぎゃおーってやります」

　そう付け加えた。景人はクウクルを見つめ、気付く。助けられた時には生えていた角と尻尾しつぽが、消えている。

　ふと思う。見た目が完全に人間の少女と変わらない彼女が、『ぎゃおーってやる』のは、もしやドラゴン的な行動を指すのではないだろうか。

「……やってみて」

「えっ」

　クウクルはなぜか戸と惑まどっている。景人は重ねて要求した。

「やってみてくれ。今ここで」

「え、あの、今のは、その──」

「やって」

　クウクルは恥はずかしげに目を逸そらしつつ、肩かたを縮ちぢめて、

「…………ぎゃおー」

　顔を真っ赤にしつつ、か細い声で言った。

「…………」

　さらに無言で見つめる景人。その視し線せんに気け圧おされるかのように、クウクルは大きく突つき出た胸の前までそろそろと手を持ち上げ、細い指を鉤かぎ爪づめ状じように折り曲げるポーズを取った。

　頰ほおを赤く染そめながらも、今度は目線を景人に向けて、しかし開き直れないのか上うわ目め遣づかいで、

「……ぎゃ、ぎゃおーん？」

　もう一度言った。

　顔から火が出そうなほど──これは慣かん用よう句くの方だ──真っ赤にして、小こ刻きざみに肩かたを震ふるわせ、涙なみだ混まじりの視し線せんを泳がしているその様は、どう見ても恥はずかしがっていた。
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「恥ずかしいならそんなこと言わなきゃいいのに」

「にっ、二回もやらせておいてそんなっ!?」

　率そつ直ちよくな感想を述のべた景かげ人とを、クウクルが泣きそうな顔で振ふり返った。

「いや『ぎゃおー』っていうのは、あの時にバイクとか車を竜りゆうにしてた力のことかな、と。あれが夢ゆめじゃないって、手っ取り早く目に見せて信じさせてくれるのかと思ったから」

「だっ、だったら早くそう言ってくださいよぅ！」

「いや可愛かわいくてつい」

「かわっ──そ、そうでした？　えへへ」

「ドラゴンらしさは皆かい無むだったけど」

「信じてくださいよぅっ」

　再ふたたび涙なみだ目めで訴うつたえてくる。神しん秘ぴ的てきな見た目と幻げん想そう的てきな服に反して、ずいぶん打たれ弱いようだ。

　だいたい気が済すんだので、こんこん、と自分の左ひだり腕うでをノックして感かん触しよくを確たしかめてみた。

　打たれた左腕は叩たたかれる感触を伝えてくる。打った右手は鋼こう鉄てつじみた硬かたい反動を伝えてくる。

「……絶対におかしい」

　鉄の肌はだに繊せん細さいな触覚があるのもおかしいが、叩たたいた感じからして、表面だけでなく中身もぎっしり金きん属ぞく部ぶ品ひんが詰つまった腕うでだ。生の腕よりもっとずっと重くてもいいはずなのに、曲げ伸のばししても、見た目ほどには重さを感じない。

「えーっと……エル、カトル？　さん？」

「あ、はいっ。でも『クウクル』の方か、もしくは『お姉ちゃん』って呼よんでもらえるとー」

　呼よびかけられたクウクルが、照れ顔でそんなことを言ってくる。女の子を呼び捨すてにするのには慣なれていないものの、相手がそう言ってくるのに、わざわざ断ことわるのも理由に欠かける。

「じゃあ、クウクルで」

「……お姉ちゃんでも」

「クウクルで」

「はい……」

　と、あからさまに寂さびしげに萎しおれるクウクル。どう見ても同年代のクウクルに、なぜそんな呼び方を要求されるのかが分からない。

　ベッドの上で佇たたずまいを直しながら、自じ己こ紹しよう介かいをする。

「クウクル、僕は結ゆう城きかげ──」

「あっ、ちょっと待ってください！　あの、あんまり動くと、その！」

「ん？」

　そのまま立ち上がりかけて、景かげ人とはふと気づく。布ふ団とんの下の己おのれの体が、下着一つ着けていないことに。

「ＯＨ……」

　口からなぜか英語が出た。

「い、いったん出ていきますよぅ！」

　立ち上がろうとした景人から逃にげるように、顔を真っ赤にして背せを向け、クウクルは急いで部屋を出て行った。

　だが、去り際ぎわに一いつ瞬しゆんだけ、ちらりと部屋を振ふり返っていたように見えた。

「…………」

　腕や脚あしに貼はられたガーゼや、ベッドの脇に落ちている蓋ふたの開いた救急箱などを見るに、悪い人間ではなさそうだ。──本人の自じ己こ申しん告こくでは、人間ですらないようだが。

　これは医い療りよう行こう為いだ。そう、たしかに、仕方のないことなのだろう。──なのだが。

「太ももまで……これは……見えたかな……」

　ガーゼの位置を確かく認にんするたびに、いたたまれない気持ちが湧わき上がるのもまた、思春期男子としては仕方ないことだった。







　スマホで確かく認にんしたところ、表ひよう示じされた日付が変わっていた。ということは、まだ午前中とはいえ、襲おそわれてからほぼ一日が経けい過かしていることになる。

　それほどの間寝ねていたのなら、喉のどがカラカラに渇かわいていたのも頷うなずける。猛もう烈れつな空くう腹ふくも、だ。

　着き替がえ終えた景かげ人とが部屋を出ると、クウクルは扉とびらの横で待っていた。とりあえず彼女を客間に案内した景人は、台所で茶ちや菓が子しと緑茶を用意した。

　お盆ぼんにポットごと持ってきたお茶と湯ゆ吞のみ、それと、菓子皿に載せられる限かぎりの食べ物を満まん載さいして客間に行くと、クウクルは物もの珍めずらしげに畳たたみを引っ搔かいていた。

　座ざ卓たくを挟はさんで向かい合って座すわり、お茶を差し出して茶菓子を真ん中に置く。

　それからどう話しかけようかと悩なやみつつ景人はひとまずお茶に手をつけて、卓の上に戻もどして、

「えっと……自己紹しよう介かいしようか」

「そ、そうですね！」

　クウクルは手を合わせて頷うなずき、借りてきた猫ねこのように小さく座って、景人を見つめてくる。

「わたしはさっき名前言ったので、次はかー──げ、と……景人さんに、お願いします」

「……」

「？」

　景人は無言で見つめてみるが、クウクルは首かしを傾げた。

「ダメです？」

　こめかみを指で搔かきつつ、景人は指し摘てきしてみる。奇き妙みように切れ切れの言い方はともかく、

「僕の名前。今言ったので合ってるんだけど」

「──あっ。あ、あはは……あの、これはですね……」

　笑って誤ご魔ま化かそうとするクウクルは、焦あせったように手をわたわたさせている。

「あの、ちゃんと理由があるんですよぅっ」

　慌あわててそう言い募つのるクウクルに、景人は眉まゆを寄よせながら答えた。

「……とりあえず最初に、昨日見たもののこと、訊きいていい？」

「はいですっ」

　と、緊きん張ちようした様子で意い気き込ごんだ返事をするクウクルを、しっかりと見つめて、聞かねばならないことを口にした。

「クウクルってさ、角、生えてなかった？　あと尻尾しつぽも。今は生えてないみたいだけど、どうしたの？」

「……最初に、そこなんです？」

「おかしいかな？　普ふ通つうの人と違ちがうものを、今一番手っ取り早く確認するなら、そこかなと思ったんだけど」

　景人としては、おかしいとは思わない。白はく昼ちゆう夢むや幻げん覚かく、あるいは少女の妄もう言げん。そうした可か能のう性せいを無くすなら、角や尾おをしっかりと目で見てみたいところだった。

「あ、なるほど。えっと、はい、生えてますよぅ。見たいです？」

　言うなり、クウクルの頭に二本の角がすばっと生え、体の後ろから、白い尾おがひょっこり姿すがたを見せた。

「ちゃんと気をつけてたら隠かくせます。わたし、竜りゆうですから」

　大きな胸むねに手を当てながらそう告げて、クウクルは尻尾しつぽをくねらせる。しかし、その頭にある角が昨日とは違ちがう姿すがたであるのに気付いて、景かげ人とは思わず目を瞠みはった。

「ちょっ、片かた方ほう！　左側、折れてる！」

　ぽっきりと、昨日は頭の両側を飾かざっていた白はく磁じの角が、左側だけへし折れたような断だん面めんを晒さらして、短くなっていたのだ。

「気付いてくれました？　変わってませんねえ。えへへ」

「いやすごい変わってるよ！　それともなに、ドラゴン的には『髪型ちょっと変えた』ぐらいのことなのか!?」

　はにかむ少女に景人が眉まゆを顰ひそめると、クウクルが手を否ひ定ていの仕草で振ふった。

「あはは、そういう意味じゃないですよぅ。角は折ったら五、六年は元に戻りませんし、骨折したくらい痛いたいです。敏びん感かんな感覚もありますし、骨ですから」

「大事じゃん」

　少なくとも笑顔で言われることではない。しかしクウクルは頰ほおを仄ほのかに赤く染そめたまま、

「でも、角も尻尾も受け容いれてくれるし、心配までしてくれるって分かりました。景人さんがそういう人に育ってくれてるのは、嬉うれしいですよぅ？」

　そう言って笑った。言い回しは少し引っかかるものの、てらいのない真っ直ぐなその言葉に、景人は若じやつ干かん目を逸そらしてしまいつつ、答える。

「まあその、昨日、クウクルが助けてくれたからね。命の恩おん人じんだし、手当てまでしてくれてるから──」

「わたし、好感度高いです？」

「なんでそんな言葉知ってるんだよ……。まあでも、悪くはないよ」

「ふふー。良かったです」

　肩かたから力を抜ぬいて、クウクルが笑った。

「──ひゃうっ!?」

　そして、小さな悲鳴を上げる。緊きん張ちようが解とけたのか、くー、とクウクルの腹はらの虫が可愛かわいらしい鳴き声を上げたのだ。

「……お腹なか空すいてない？　僕は空いてる」

　景人は菓か子し皿ざらを押おしてクウクルに差し出しながら言った。

　羊よう羹かん、煎せん餅べい、カロリーメイト、それにバナナなど、載のせられるだけ載せた。食事として見ればあまり健全とは言いがたいラインナップだが、非ひ常じよう時じなので仕方ない。

　カロリーメイトの包ほう装そうを剝むきながら、肩かたをすくめる。

「良かったら、これ食べながらでいいから、最初から説明してよ」

「……はい、それじゃあ、いただきますね」

　クウクルが個包装の袋ふくろに入った煎せん餅べいを一つ手に取って、少し見つめたあと、手の中で割わってから袋を開けて食べ始める。

　硬かたい煎餅の破は片へんを一つ咀そ嚼しやくしてから、いったん目を瞑つむって、景かげ人とを見た。

「美お味いしいですっ」

「それは良かった」

　景人は肩かたをすくめて頷うなずき、話を促うながす。クウクルが目を見返してこくりと頷いてくる。

「えっと、まずは……わたしのことから、でいいです？」

「そうだね。それじゃあ、まずはそこから」

　景人が聞く姿し勢せいになると、クウクルは唇くちびるに指を当てて少し考えてから、一息に告げた。

「わたしは、こことは別の世界から来た、煌こう竜りゆう族ぞくの血ち筋すじを継つぐ竜です」

「……こことは……別の……？　それはつまり……あー、異い世せ界かいとか、そういう？」

　いきなり言われた言葉に、景人は眉まゆ根ねを寄よせて理り解かいに苦しむ。そんな景人を見るクウクルは微び苦く笑しようして、ゆっくりと口を開く。

「どういう風に言っていただいてもいいです。こことは全く異ことなる世界から来ました」

「……なる、ほど」

　胡う乱ろんげに呟つぶやいた景人が一いち応おう頷いて見せると、クウクルが話を続けた。

「わたしのいた向こうの泡あわ──いえ、異世界は、アーシェラっていいます。そこには力ある種族がたくさんいて、竜族はその中でも、一人で持つ力が特に強い種族なんです。煌竜族っていうのは、竜族の家系の一つです。それが、わたしの血筋の名前です」

「……竜の他にもあれこれいるの？　神とか悪あく魔まとか」

　半分ほど冗じよう談だんのつもりで言った景人だが、クウクルは気負いもせず普通に頷うなずいた。

「んー、住んでる領りよう域いきが重なるのは、どっちかというと魔族です？　神族と会うなら、いったん人間さんの領域から経けい由ゆしないとダメですし。この世界だと、人間さんのいる大地しか無いらしいので、ややこしくなくていいですよねぇ」

　電車の乗り継つぎじみた気軽さで、神界と魔界を語ったりまでしてくる。

「エキセントリックな世界だな……。それで、その世界にはああいう、昨日の竜みたいなのがたくさんいるのか？」

　半なかば呆あきれた心しん境きようで訊たずねた景人に、クウクルは「いえいえ」と指をひらひら振ふって否ひ定ていする。

「昨日のあれは〝セリオン〟っていう、煌竜族が造つくりだすお手伝いさんですよぅ」

「あの、竜のモノマネした機械みたいなのが？」

　怪け訝げんに思いながら呟つぶやく景人に、クウクルが頷いた。

「竜族には、血けつ統とうによってそれぞれいろんな力があります。煌こう竜りゆう族ぞくはかなり特とく殊しゆで、竜の血が持つ力を、物に分け与あたえて竜に変え、それに助けてもらえるんです」

　言われた内ない容ようで引っかかったのは『物を竜に変える』という部分だ。

「……たとえば、飛行機や車みたいな機械を、ドラゴンにして、従したがわせたり？」

　景かげ人とを襲おそった擬ぎ竜りゆうと、クウクルが似にた物を造つくり出していた光景が思い出される。

「そうです。竜の体を動かす魔ま法ほうと魔力は独どく特とくで、竜の体でしか力を出せません。ですから、それを分け与あたえられたものは、竜に変わってしまうんです。大昔のご先せん祖ぞさまとかは、この力で動物を竜の仲間に変えたりもしたそうですよぅ」

　景人は柿かきピーの袋ふくろを開けつつ、眉まゆを顰ひそめる。

「動物と機械じゃ、だいぶ違ちがうと思うんだけど」

　クウクルは首をゆっくりと横に振ふった。

「問題は、力を受け容いれてくれるかどうか、ですよぅ。竜の力は、動物の精神にとっては異い物ぶつです。どうしても抵てい抗こうしてしまいます。特に、この世界では竜は異質ですから。その点、いくつか触ふれた感じだと、この世界の道具には魔力が希き薄はくで、あんなに複ふく雑ざつで大きい物でも、竜の力に抵抗がない物ばかりです」

「……まあ確かに、ハッキング対たい策さくはしてあっても、魔法に対たい抗こう手しゆ段だん講こうじてる物って、なかなか聞かないけどね」

　そんな軽口を叩たたいてから、ふと、景人は気付く。

「あれ、じゃあ僕を襲ったのがクウクルが造ったような擬竜──じゃなくて、セリオンって奴やつなら、それを造り出した親玉がいるってことだよね？」

「そのとおりです」

　クウクルが力強く頷うなずいていったん食べるのを止め、深しん刻こくそうに景人を見つめた。

「わたしが異い世せ界かいから来たのは、その竜を追ってきたからです。ニズレグっていう、平気で人を殺あやめるような、悪い竜です。景人さんを襲ったのは、その竜が造ったセリオンなんです」

「……クウクルと同じ力を持った竜がいて、それを追ってきた……っていうことは、敵てき対たいしてるの？　同じ血ち筋すじの、竜同士で？」

「そんなに珍めずらしくないですよぅ。祖そ先せんが同じっていうだけで、あっちはわたしの二〇倍は生きてます。それに、この世界の人間さん同士だって、よく争ってるみたいじゃないですか」

「まあ、それは。犯はん罪ざい者しやだったり、主しゆ張ちようの違いだったり、いろいろあるし」

「竜にだってありますよぅ」

　言って、クウクルは卓たくの上に置いた手をきゅっと握にぎりしめる。

「ふむ……」

　昨日、自分を襲ってきた相手とクウクルは、見るからに敵対していた。人を襲う竜と戦い、助けてくれたクウクルの言げんを疑うたがう理由は特に無い。

　ひとまず、それで納なつ得とくしておくとして。

　景かげ人ととしては、そんなことより何より、訊きいておかねばならないことが一つある。

「それで、この腕うでは、なんでこうなったんだ？」

　左腕を持ち上げて見せながら、訊たずねた。

　肩かたから先、左腕が根本から金きん属ぞくの肌はだと肉で構こう成せいされた、異い質しつな腕について、である。

　その腕は生身さながらに滑なめらかに動いて、景人の思い通りに五指を開かい閉へいしているが、耳にはほんの微かすかにだが、金属の擦こすれ合う硬こう質しつな音を届とどけてくる。

　景人の質しつ問もんに、クウクルが湯ゆ吞のみを置いて神しん妙みような顔をした。──これから叩たたかれることを覚かく悟ごした子供のような、不安と覚悟を混まぜた顔だった。

「昨日、景人さんは、酷ひどい怪け我がをしてました。憶おぼえてます？」

「一いち応おうね。あのバカでかい竜に転がされて、酷い目にあった」

「あのセリオンから、なんとか逃にげることはできました。でも、その時に、景人さんは……その、もう、」

「死にかけてた？」

　言い辛づらそうに口ごもるクウクルの代わりに、景人が簡かん潔けつにそう言った。

　クウクルはおそるおそる頷うなずく。

「その中でも、その腕は特に酷くて、血が止まらないし、焼け焦こげてました。それで、仕方なく……そうなりました」

　薄うすい桜さくら色いろの小さな爪つめで景人の左腕を指差して、クウクルがそう言い切った。

「いや待って。詳しよう細さいが不明なんだけど、何をしたらこうなるんだ？」

　金属質な手の甲こうを右手の指でこつこつ叩いて追つい及きゆうすると、クウクルは肩を縮ちぢこまらせながら、景人を上うわ目め遣づかいに見て、

「景人さんの元の肉体と、ディート・ラッカーのセリオンが一体化して、それぞれの存在が重ね合わさると、そうなります。普通のセリオンと人間にはできないことなので、わたしの角を埋うめ込んだりもしました」

「つ、角を？　埋め込んだ？」

　突とつ拍ぴよう子しも無いその発言に、景人は困こん惑わくする。

「スパルトイ、って知ってますか？」

　言われて景人は少し記き憶おくを手た繰ぐり、知ち識しきを引っ張ぱりだす。

「えーっと……たしか、ギリシャ神話でいた、竜の歯から生まれた兵士、なら知ってる」

『カドモスの竜退たい治じ』という伝説の一ひと幕まくだ。竜を倒たおしたカドモスが女神のお告げに従したがい、倒たおした竜の歯を地面に蒔まくと、そこから屈くつ強きような男たちが生まれた。テーバイ人の祖そ先せんになったとも言われる、ギリシャ語で『蒔かれたもの』を意味する竜の戦士スパルトイ。

「景人さんは、スパルトイみたいに、竜の力で治なおりました」

　じっと目を見ながら、クウクルはゆっくりとそう言って、続ける。

「わたしは、景かげ人とさんを助けるために、わたしの血を景人さんに分けて、竜の治ち癒ゆ力りよくを使いたかったんですよぅ。でも、さっき言ったとおり、竜の力を受け容いれるには、竜の体が必要です。だから、わたしは、自分の角を、景人さんの腕うでの骨に埋め込みました」

　カドモスの竜退たい治じでは、まずカドモスが差し向けたたくさんの部下が殺され、それからカドモスが竜を退治した。──カドモスが歯を蒔いた地面は、もしかすれば、倒たおされた部下が折り重なる地面であり、竜の血が降ふり注いでいたのかもしれない。

「景人さんの体の中に、わたしの角を埋め込んで、力を受け容れられるようにしたんです。こっちの角は今、景人さんの中にあります」

　クウクルが自分の角の左側、折れている方を指差して、続ける。

「歯と角で違ちがいはありますけど、スパルトイと同じように、竜の骨を景人さんの体の一部にしました。この角が折れてるのは、自分でやったんですよぅ」

　たおやかな指で、角をくきりと折り取るようなジェスチャーを見せた。

「でも、左腕だけはそれでも間に合わないくらい、傷きずが深くて……それで、危き険けんなことでしたけど、景人さんのディート・ラッカーっていう子に、左腕になってもらいました。景人さんの体が、わたしの骨を受け容れてくれていたおかげで、ディート・ラッカーは景人さんの中に吞み込まれて──それで、その、そういう腕に、なったんです」

　そう結んで、クウクルは景人を見た。

　不安げに肩かたを縮ちぢこまらせて、顔を伏ふせがちにしながら、上目遣いに景人の反はん応のうを待っている。

　景人はといえば、正直なところ──どう反応するべきか、迷まよっていた。

　バイクが腕になった、などと言われても、どこがどうしてどうなっているというのか、まるきり分からない。

　いやそれは置いておいても、こんな目立つ腕になったら、果たして学校になんと言われるか。いや、たとえば叔お母ばのつぐみに聞かれて同じように説明したとして、納なつ得とくしてもらえるのか。というか医者に連れて行かれた場合、どうなってしまうのか。

　ようやく手に入れた平へい穏おんな生活が、またも不ふ可か思し議ぎな現げん象しように、脅おびやかされているのだろうか。

「……結局、この腕は治るのか？」

　自分でも驚おどろくほど厳きびしい声こわ音ねで、そう訊きいてしまった。その言葉を投げかけられたクウクルが、びくりと肩を跳はね上げて息を吞のんだ。

　その顔を見て、自分がどんな表情でクウクルを睨にらんでいたのか、自覚した。

　違ちがう。

　言うべき言葉を間違えた。クウクルの怯おびえた様子を見た瞬しゆん間かん、自分が過あやまちを犯おかしたことに気付いたものの、

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　あの、傷がちゃんと治った頃ころにセリオンと切り離せば、普ふ通つうの腕に戻りますよぅ！」

　焦あせり顔でそう言い募つのるクウクルはただ必死で、先ほどまでの明るい様子が噓うそのようだった。

　そんな顔をさせてしまったことに後こう悔かいしつつ、景かげ人とは頭を振ふって自分が勝手に予想していた不安を振ふり払はらう。

「……いやその、違ちがうんだ。クウクルは助けてくれたんだから、悪くないよ。むしろお礼を言わないと。あの、えっと──ありがとう」

「あ、えっと、はいですよぅ」

　お互たがいに、誤ご魔ま化かすような笑顔を交わした。

　最初にお礼が言えれば、こんな気まずい笑みを作らなくても良かったのかもしれないのに、と改めて後悔が胸むねに広がる。

　ぬるくなったお茶を飲んで間を取ると、やけに苦く感じた。

　クウクルをそっと窺うかがうと、分かりやすく肩かたを落とし、尻尾しつぽまでしゅんと垂たれて見えなくなっていた。

「そういえばさ、クウクルって、たしか最初は日本語じゃなかったよね？」

　話題を変える。脈みやく絡らくの無い景人の質しつ問もんに、クウクルはゆっくりと答えた。

「竜には、同族との同どう調ちよう本ほん能のうがあるんです。セリオンにした機械や、竜の骨ほねと一体化した景人さんにも、その習しゆう性せいは受け継つがれます。わたしは景人さんの腕から精神を同調して、景人さんが隠かくそうとしてない知ち識しき──たとえば、言葉とかを、わたしに写し取りました」

「そんな便利なことができるのか。それで、他のことも分かってたり？」

　言葉が通じる謎なぞが解とけた。名前や家の場所も、そうやって知ったのだろうか。

「ディート・ラッカーの帰き巣そう本ほん能のうで、このお家の場所も分かりました。便利なのはそのとおりですけど……ただ、それも、今はちょっと問題かなって思うことがありまして……」

　言いにくそうにしながらも、クウクルは頷うなずいて続けた。

「同調する力も、だんだん退たい化かしてるらしいですけど、でも、近くで誰だれかが大きな力を使ったりすると、分かるんですよぅ。だから、竜の力で動いてる景かげ人とさんの腕うでも、もしかしたら、さっきお話しした、ニズレグに感じ取られちゃうかも、って──」

　クウクルの言葉の先を予想して、景人の中にぞっとしたものが滲にじみ出てくる。

「まさか、僕を竜りゆうだと勘かん違ちがいして、また襲おそってくるかもしれない？」

　呻うめくように言うと、クウクルがこくりと小さく頷いた。

「この世界だと、誰も力を使ってませんから……その腕一つでも、寄よってきちゃうかもしれませんよぅ」

「そんな！　だったら今すぐ──」

　言いつつ腰こしを浮うかせたものの、景人の動きはそこでぴたりと止まる。

（逃にげる？　戦う？　どこに？　どうやって？　警けい察さつ？　竜に追われてますってか？）

　今すぐ、なんだろうか。何をすればいいのか、思いつかない。

「……今すぐ、襲おそわれるかもしれないってことなのか？」

　クウクルはあの擬竜から『逃にげて』この家に来た、と言っていた。だとすると、あの竜が景かげ人とを追ってまた襲いに来るのだろうか。

　しかし、クウクルは首を横に振ふった。

「すぐ、ってほどではないです。逃げる途と中ちゆうで何体かセリオンを造つくって、別の方に行くようお願いしておきましたから。大きな力を使わない限かぎりは、しばらくは大だい丈じよう夫ぶなはずですよぅ」

「……つまり、いずれ見つかる、ってこと？」

　再ふたたび腰こしを下ろしながら景人がそう訊たずねると、クウクルは申し訳わけなさそうに目を細める。

「悪い方に考えると、そうなるかもしれません。この世界のどこか、そう遠くない所に、ニズレグはいるはずですから」

　その言い方にふと、景人は違い和わ感かんを覚える。

「『はず』って、あっちからはこっちの居い場ば所しよが分かるのに、クウクルには分からないのか？」

「あっ、えと、そのー……」

　クウクルは分かりやすく動どう揺ようして、視し線せんを彷徨さまよわせた。指をつつき合わせて、景人から目を逸そらす。

「隠かくす方法もあるらしいですし、同どう調ちよう本ほん能のうもだんだん退たい化かしてますし、わたしまだ一〇〇年も生きてないので、そういう感じで、わたしが力不足で……」

　言っていることはもっともらしいが、言葉数が多く、何かを避さけているような物言い。──噓うそつきに接せつする機会が嫌いやでも多かった景人には、すぐに分かった。

「それ噓だよね？」

「ひゃぅ」

　すっぱりと指し摘てきすると、クウクルは肩かたを小さく跳はねさせた。

　おそるおそる景人を窺うかがいつつ、黙だまる。──本当のことを言うつもりは、無いらしい。

　景人はじっと観察してみる。すると、クウクルはするすると角や尻尾しつぽを引っ込めて、くっと目に力を入れて、見返してきた。

　どうやら噓をつこうとして目を逸らしてはバレるので、沈ちん黙もくで根こん比くらべをする方を選んだらしい。にらめっこに備そなえているくらいにしか見えないものの、本人は真しん剣けんなようだった。

　座ざ卓たくの上に握にぎりしめた手を乗せて前のめりになる。そして、そうしていると丸く大きくせりだした胸きよう部ぶが、座卓の上に乗って圧あつ迫ぱくされて、

「視し線せん誘ゆう導どう術じゆつ……！」

「はい？」

　思わず口に出てしまったことはともかく、

「もしかして、その角が問題？」

「はぅっ!?」

　景かげ人とが下向きになりつつあった目線を上に戻もどして指し摘てきすると、クウクルは隠かくしたはずの角と尾おを、驚おどろきの声とともにすばっと飛び出させる。図星だったらしい。

「角を折ったせいで、鈍にぶくなったとか？」

「そ──う、ですけどでもわたし、頑がん張ばりますから、大だい丈じよう夫ぶです！　景人さんのことは、この身の限かぎり守ってみせますよぅっ！」

　わたわたと焦あせり顔でそんなことを言うクウクルが、なぜ今の発言を隠したのか、気付かない景人でもない。

（僕に気を遣つかってくれた……か）

　クウクルが角を折ったのは景人を助けるためだ、と言っていた。

　角が折れていない方がニズレグを追うのに役立った──ということはつまり、景人を助けようとしなければ、クウクルは痛いたい思いもせず、不利を被こうむることも無かった、ということ。

　それを隠そうとしたのは、景人がそんな風に考えてしまうことにまで気を遣ってくれた、そういうことなのだろう。

「あの、景人さん、本当に、誰だれがどこにいるのかすぐ分かるみたいな、そんな便利な力じゃないんです。だから、気にしないでください。向こうはきっと、隠す方法も持ってますし」

「……そうか。うん、分かった」

　困こまったような顔でそんなことを言ってくるクウクルに、迷めい惑わくをかけた側の景人がそれ以上の追つい及きゆうをできるわけもなく、頷うなずいておく。

　クウクルはほっと胸むねを撫なで下ろして、にっこりと笑った。

「でも、それならどうやって、ニズレグを探さがし出すつもりなんだ？」

　景人が口にした疑ぎ問もんに、クウクルが少し考える間を置いてから、答える。

「んー……やっぱり、人間さんの中で竜りゆうの姿すがたを見た話が広まってないか、調べるのが早いかな、って思います。──あ、そうです」

　名案を思いついた、とばかりの顔で手を打ち合せて、

「景人さん、誰だれかご贔ひい屓きの行商人さんとか、いませんか？」

　そんなことを言った。

「……いや、いまどき行商人とか、見つける方が難むずかしいから」

「そ、そうなんです？」

　戸と惑まどった様子のクウクルを見て、景人は自分の方から提てい案あんする。

「ただ、四六時中うわさ話を集めてる、テレビとネットならあるから、それを一回見てみよう」

　やれることが分からない、という状じよう態たいよりはマシだろう。あれから何が起きているのか、多少は知れるはずだ。

　そう考えて、景人は今度こそしっかりと腰こしを上げて、立ち上がった。







　景かげ人ととクウクルはリビングに場所を移うつした。竜についての情報が何か無いか、テレビのニュース番組なども見ながら調べる為ためだ。

　クウクルを手て招まねきしてテレビをつけ、画面を指差す。

「とりあえずクウクルはニュース聞いておいて。僕はネットで検けん索さくしてみるから」

「分かりましたよぅ」

　こくこくと頷うなずいて、クウクルがテレビの前のソファーにぽすんと座すわった。だが、テレビの画面を見ずにきょろきょろと部屋を見回している。

「……どうかした？」

　景人が訊たずねると、クウクルは少し気まずそうに笑った。

「あ、いえ、このお家、他には誰だれもいないのかなーって」

　落ち着かなげに体を揺ゆらしながら、そんなことを言う。

　ソファーは大きめの物が二つもあって、リビングに飾かざられている物は古いが整せい頓とんされている。──しかし、整頓され過すぎている。家か族ぞく団だん欒らんの場に、生活感はほとんど無い。

　そうした違い和わ感かんというのは、知ち識しきや常じよう識しきではなく、肌はだで感じ取れてしまう。クウクルはそれを感じ取ってしまったのかもしれない。

　景人は肩をすくめて答えた。

「……親は五年前からいなくなってるんだ。祖そ父ふは去年死んじゃってね。ちょっといろいろあって、この家に戻もどってきたのは一年前。僕の他は、叔お母ばがたまに来るくらいかな」

　五年前まで両親とともに住んでいたこの家は、しかしそれ以来、使われることが少なかった。

　リビングや客間、そして両親の寝しん室しつなど、整理整頓はしたものの、ほとんど昔のままだ。ごくたまに掃そう除じだけして、普ふ段だんはほぼ手付かずである。

「……寂さびしく、ないです？」

「別に。慣なれたよ」

　間かん髪はつを容いれずの景かげ人との答えに、クウクルは眉まゆ尻じりを下げて悲しげな顔をした。

「えっと……あの、五年の間に、何か──」

「やめてくれ。ノーコメントだ。僕は過か去このことを言われるのが、一番嫌きらいなんだよ」

　クウクルの言葉を遮さえぎって、景人はきっぱりと線を引いた。

　憶おぼえていない記き憶おくを詮せん索さくされるのも、両親について憶測されるのも、他の何だろうと、過か去こに関わる話には、全く良い思い出がないからだ。

　しかし、その効こう果かは思っていた以上だった。

「そ──う、なんです、か」

　クウクルは泣き出す寸すん前ぜんのような顔にまでなって、きつく唇くちびるを引き結び、俯うつむいてしまう。

「あ、いや……クウクルが悪いわけじゃないけど……まあその……」

　つい言い訳わけがましいことをもごもごと呟つぶやきつつ、景かげ人とは目を彷徨さまよわせた。

　思いがけなかったその顔から逃にげるように、ソファーの脇わきに立ったまま、景人はスマートフォンの画面を見る。

　スマホは反はん応のうしなかった。よく見るといつの間にか電でん源げんが切られていたので、立ち上げる。

「部屋よりテレビ見てくれないと……って、ドラマになってるな。リモコンは──」

　気まずさに声に出して動こうとする景人の横から、ぐっと、俯うつむいていた顔を、無理やり力を込こめて持ち上げて、

「っ……『りもこん』ってなんです？」

　クウクルは、ほんの少し悲しみの残ざん滓しが残る目をしながらも、声には平静さを取り戻もどして、そう返してきた。

「それだよ」

「どれです？」

　目の前、リビングテーブルの上にあるリモコンを指差したというのに、クウクルは首を傾かしげてそう返してきた。不思議に思いつつ、クウクルの横に歩み寄よる。

「だから、これを──っと？」

　景人がリモコンを取り上げた途と端たん、服の端はしを摑つかまれた。くい、とクウクルに引っ張ぱられて、身を屈かがめていた景人はそのままクウクルの隣となりに座すわらせられる。

「教えてください。ね？　──一いつ緒しよに見たほうが、寂さびしくないですよぅ」

　景人が腰こしを落とした瞬しゆん間かん、ぴったりと寄より添そうような近さにクウクルが肩かたを寄せてきた。

　しばし葛かつ藤とうが生まれる。

　同情されたのを突つき放した途と端たん、強引に距きよ離りを詰つめられた形だ。

　プライドを取るならば、体を離はなしてこの絶ぜつ妙みようにふわふわとあちこち触さわられる部位があるこの体たい勢せいを拒きよ絶ぜつして、何か一言言ってやらねばならない。景人の中の反はん抗こう期き思春期が混まざったプライドが、男として意地を張はるべき時であると訴うつたえる。当然だ。

　だから、

「こっち側を画面に向けながら、この数字のボタンを押おすと、あれに映うつるものが変わるんだ」

「こうです？」

　プライドは敗北した。

　だが、テレビ画面がニュースチャンネルに切り替かえられた瞬しゆん間かん、そんな葛藤や敗北感などは、全て遥はるか彼方かなたまで吹ふっ飛ぶことになった。

『──という事じ態たいです。警けい察さつには多数の目もく撃げき証しよう言げんが寄よせられており、現げん場ば付近は警察の調ちよう査さのため現げん在ざい封ふう鎖さされ、立ち入り禁きん止しとなっていますが──ご覧らんください！　あの建物の壁かべに、大きくヒビが入っています。すさまじい衝しよう撃げきがあったのが分かります！』

　興こう奮ふんした様子のリポーターが紹しよう介かいしている場所。どこか遠くから望遠で映うつし出されているその場所は、近くにある建物に見覚えがあった。サンシャインシティである。

「昨日の道路!?」

　景かげ人とが機き竜りゆうに襲おそわれた場所だった。

「やっぱり、大おお騒さわぎになってます？」

「いや『やっぱり』って──でも冷静に考えるとそうだけど、でも、あー、なんだろ、心の準じゆん備びしてなかった」

　まさか朝の特集を組まれるほどのニュースになっているとは、景人はなぜか考えていなかった。そんな景人をよそに、リポーターは若じやつ干かん早口になりつつ、朗ろう々ろうと手元の原げん稿こうを読み上げる。

『番組に寄よせられた視し聴ちよう者しやの声によりますと、問題のロボットは空から降ふってきたという意見が多数あります。各航空会社へ問い合わせましたが、担たん当とう者しやによると「問題となるような貨物や飛行機は確かく認にんできない」とのことで、政せい府ふ機き関かんの調査発表が待たれております』

「ロボットじゃなくて、セリオンですよぅっ」

「そこ問題じゃないと思う」

　テレビにそんな指し摘てきをするクウクルに、横から景人がツッコむ。

　まるでご家庭のやりとりのようでありつつも、景人の心中はまったく穏おだやかにならない。

「犯はん罪ざい者しやが自分のニュース訂てい正せいしてる気分だなこれ……」

　呻うめくようにそう呟つぶやきつつ、景人はふと思い立ってスマートフォンを操そう作さする。

　様々なニュースサイトがこの事じ件けんを取り上げていて、まとめ記事すらあった。

　奇き妙みようで大きな事じ故このような扱あつかいでありながらも、目もく撃げき者しやたちの証しよう言げんに『怪かい獣じゆう』や『ドラゴン』といった一節が含ふくまれることから、なかなかに注目を集めている。

　大おお手て掲けい示じ板ばんサイトのまとめ記事には、ネット上からかき集められたとおぼしき現げん場ば写しや真しんが、多数掲けい載さいされていた。

　激はげしく動く擬ぎ竜りゆうを捉えられなかったのか、ほとんどの写真がブレていたり、体の一部分しか写っていなかったりで、詳しよう細さいが分かるようなものは無かったが、




『絶ぜつ対たいに車じゃなかった』『交差点で潰つぶされた車の写真ある。上から潰れてるの変じゃね？』『俺写真撮とれなかったけど現場凄すごかったぜ。地面揺ゆれてた』『これ羽っぽい形だよな』『なんかのテロ？』『この画像の左、頭っぽい』『端はしっこのバイク死んだだろ』『白い女の影かげみたいなの何？』『ぽ』『あの時すげえ鳴き声？　みたいなのあったよね？　聞いた奴やつ俺だけ？』『オカルト帰れよ』




　続々と情報が集まっているようだ。

　ふと、景かげ人とは未読メッセージがある、というアプリの通知に目を留とめた。自分にメッセージを送ってくる相手に、心当たりは少ない。メッセージを読まずに差出人だけ見ると、やはり、叔お母ばのつぐみからだ。

　問題は相手ではなく、そのメッセージの件けん数すうだ。五〇件以上もある。──普ふ段だん、何もなければ、相手からの返信も無しに、たった一日でこんなに送ってくることはない人だ。

　メッセージは敢あえて読まず、景かげ人とはメールの受信ボックスを見る。そちらにもやはり四通ほど未読メールがあり、およそ十分前に届とどいた、最新のものを読んでみる。

　すると、奇き妙みようなことが書いてあった。

『ねえ、昨日から連れん絡らくが無いけど、大だい丈じよう夫ぶなの？　家のあたりでガス漏もれがあったらしいって聞いたけど、避ひ難なんしてるの？　携けい帯たい忘わすれてる？　メッセージでもメールでもいいから、早く返事しなさい』

　という内ない容ようだ。

「……ガス漏れ？」

「何かありました？」

　険けわしさを含ふくんだ景人の声に、横に座すわるクウクルが体を寄よせてきて、手元のスマホ画面を一いつ緒しよに覗のぞきこむ。

　景人はＳＮＳのサイトで、付近の人が何か現げん状じようについて投とう稿こうしていないか検けん索さくした。防ぼう災さいガイドのアカウントによる告知を見つけ、それを引用したアカウントを追う。すると、

「自じ衛えい隊たいが来てる、だって？」

　避ひ難なん誘ゆう導どう中ちゆうに自衛官らしき姿すがたを見かけたという投とう稿こうを見つけて、眉まゆを顰ひそめた。

　ガス漏もれが公こう示じされたのは、一時間半ほど前。景人が起きるより前だ。警けい察さつと消しよう防ぼうが一軒けん一軒家を訪ほう問もんして、すでに避難が完かん了りようしているらしい。

「何か起きてるんですか？　教えてくださいよぅ」

　横から肘ひじのあたりを引っ張ぱってそうせがまれる。

「いや、ガス管が壊こわれて、この辺一帯は避難地ち域いきらしいんだけど……家うちに誰だれか来た覚え、ある？」

「いえ、昨日から誰も来てないですけど」

「……まあ、偶ぐう然ぜんタイミングが悪くて、気付いてなかっただけ、かな？」

　テレビの方に目を向ける。何か公示されているかと思ったのだ。が、

『えー、現げん場ばの地下では、ガス管の異い常じようも発見されており、今け朝さから封ふう鎖さされています。近辺にお住まいの方も避難されていて、住民の間では「いつ家に帰れるのか分からない、不安だ」との声も上がっております。この封鎖について、いつ解かい除じよになるのか──』

　リポーターが、そんな原げん稿こうを読み上げていた。

「偶然ですねぇ、『がす』って壊れやすいです？」

「偶然──」

　で片かた付づけるには、少しでき過すぎている。

「──じゃなくて、僕たちを追ってたりして」

　景かげ人とは頭の中に浮うかんだ、推すい測そくとも言えない、妄もう想そうじみた考えを口にしてみた。

「？　どういうことです？」

「いや、その……もしかしたら、昨日の事じ件けん、政せい府ふの方にはクウクルがセリオンを造つくってるのも、ここに飛んだのも、もうバレてる、とか。周辺住民を避ひ難なんさせてから、自じ衛えい隊たいの部隊が確かく保ほしに来るかも──なんて」

　マスコミに追つい跡せきされ、政府機関に尋じん問もんを受けた経けい験けんもある景人である。プロが権けん限げんを使って情じよう報ほう収しゆう集しゆうしている時に、自分に都合の良い想そう像ぞうはあまりできない。

　たとえ空を飛んで街頭カメラなどに映うつりにくい逃とう走そう経けい路ろでも、逃にげたのは昼間だ。目もく撃げきされていないとは言えない。現場は混こん乱らんしていたから、思い込みや誇こ張ちよう混まじりの証しよう言げんもたくさん出てくる。しかし、それを比ひ較かくして選別できるくらい証言の数が揃そろってくれば、事実に近いものが浮かび上がるはず。それに、公開されないような情報を閲えつ覧らんできる場合や、捜そう査さ用ようの画が像ぞう認にん識しきソフトがあれば、どうだろうか。

　景人が半笑いで呟つぶやいた時、クウクルが声を上げた。

「あ」

　何かに気付いたように。景人は首を傾かしげる。

「うん？」

「あの、景人さん、今思ったんですけど……もしも、この世界の探さがし物得意な機械をセリオンにしてたら、景人さんと同じやり方で、この場所が分かっちゃう……かもしませんよぅ？」

　擬ぎ竜りゆうが昨日暴あばれた場所と、同じ公こう示じを出して封ふう鎖さされた地ち域いき。これに関連を見出せば、それがたとえ偶ぐう然ぜんでも、敵てきがこちらを見つけ出してしまうかもしれない。

　ある程てい度どの範はん囲いさえ分かってしまえば、相手はこちらを感知する方法を持っているのだから、簡かん単たんに発見できる。──クウクルが言ったのは、そういうことだ。

　景人はその嫌いやな推すい測そくの中に、必死で否ひ定ていする材料を探す。

　なぜならそれは、起きてほしくない、最悪の事じ態たいだからだ。

「いやでも、全部『もしかしたら』の話だよ。そうそう悪いことばっかり起きたりは──」

　ふっと、窓まどの陽を陰かげが遮さえぎった。

　違い和わ感かん。同時に、既き視し感かんと危き機き感かん。──瞬しゆん間かん的てきに思い浮かんだのは、昨日の襲しゆう撃げき。陽光を遮って急きゆう降こう下かしてくる竜の影。

「まさか」「はぅっ」

　景人とクウクルが顔を見合わせて腰こしを浮かせた直後。

　轟ごう音おんと雄お叫たけびと共に家の壁かべを粉ふん砕さいして、機竜の頭部が家の中に突つっ込んできた。







　砕くだかれた窓まどガラスや天てん井じようからの塵ちりが降り注ぐ中、景かげ人ととクウクルは折り重なって倒たおれていた。

「またお前か──」

　クウクルの下した敷じきにされつつ景かげ人とが見たのは、見み憶おぼえのある顔の擬竜セリオンだった。

　この竜も何かの機械を擬竜としたのなら、ジェットエンジン付きでここまで巨きよ大だいな機械など、一つしかない。

　飛行機だ。しかも、グレーのロービジ迷めい彩さいの塗と装そうに、鋭えい角かくなライン。その特とく徴ちようが示しめすのはただの飛行機ではなく、

「──戦せん闘とう機き野や郎ろう」

　どこかの軍隊のものだ。そして、見憶えがあるということはつまり、昨日と同じ機体である。

　機竜は顔を突つっ込こんだはいいが、こちらを見つけてはいないようだ。

　その時、景人の体の上でクウクルが呻うめいた。

「あたた……」

　クウクルが頭を振ふってガラス片へんを振ふり落とした時、機竜の目がこちらを向いた。

「やばいよ」

「ひはっ!?」

　左手で柔やわらかな脇わき腹ばらを叩たたきつつ警けい告こくした景人の言葉に、びくんと反はん応のうし背はい後ごを振り返ったクウクルが、素す早ばやく白い尾おを振ふって床ゆかを叩たたき、景人を抱だきすくめて横に転がった。

　もつれ合いながら転がる二人のすぐ横に、擬竜が無む造ぞう作さに頭を振り落とし、床が粉ふん砕さいされた。その衝しよう撃げきで景人とクウクルはさらに勢いきおい良く飛ばし転がされ、壁かべへと叩きつけられる。

「──っぉぇ」

　景人は壁とクウクルに挟はさまれて思わず吐はきそうになったものの、それを堪こらえて腕うでの中のクウクルを確かく認にん。同時に見上げてきた蒼そう瞳とうと目が合った。

「脇わき腹ばら弱いんですよぅ！」

「そういう場合じゃない」

　建材を砕くだく不ふ穏おんな音を立てながら首を引いた擬竜が、縁側のすぐ外で高音の空気の唸うなりを上げている。

　エンジンが回転数を上げるようなその音が響ひびきを高めるにつれ、擬竜の口の中に光が籠こもる。それには見覚えがある。収しゆう束そくした熱の光──竜の吐息ブレスだ。

　見るより先にそれに気付いたように、クウクルの瞳ひとみが危き機き感かんと共に金の眼光を揺ゆらめかせた。

「手を借りますよぅ！」

　くるりと向きを反転させ、景人の左腕を手に取ると、脇に挟はさんで己おのれの手を重ね合わせて、前へと伸のばす。

　クウクルの腕に光の紋もん様ようが奔はしる。と、景人の腕の中を勢いきおい良く熱が奔った。まるでクウクルの光と同期するかのように、血がいきなり熱を持ったかのように、熱いものが左腕を駆かけ上がったのだ。

　そして、手指が自然に開かれ、クウクルの光と景かげ人との熱が掌てのひらで合流し──撃うった。

「──っ！」

　びりびりと肌はだを叩たたく擬ぎ竜りゆうの叫さけび。しかしそれは、攻こう撃げき的てきなものではない。煙けむりを燻くゆらせた口の中から、威い圧あつではなく苦く痛つうの響ひびきを孕はらんで放たれた。

「なんだ、今のは」

　景人は驚きよう愕がくをそのまま言葉にした。

　己おのれの掌てのひらから白い熱線じみたものが迸ほとばしり、機き竜りゆうの巨きよ大だいな顎あぎとの中に蓄たくわえられていた光にぶち当たって、爆ばく発はつに似にた破は裂れつを生じさせたのだ。

　少し指を動かしてみると、きちんと動く。それをむしろ不思議に思ってしまうほど動どう揺ようしている景人に、クウクルは口早に答えた。

「セリオンはたいてい火ぐらい吐はけます！」

「火には見えなかったけど」

　むしろビームだ。

　そう反はん論ろんする前に、クウクルが景人から体を離はなして立ち上がり、機竜の開けた穴あなから外へと駆かけ出していった。

「クウクル!?　──つっ！」

　慌あわててそのあとを追おうとした景人だが、前に出した足にガラスの破は片へんが刺ささってたたらを踏ふんだ。その間に、どこかへ走っていったクウクルの姿すがたは見えなくなり、機竜がそれを追っていった。

　景人は足の裏うらに刺さったガラスを抜ぬき取ってから、今度は足元に気を付けつつ部屋を出て、玄げん関かんで靴くつを履はいて外へ出る。

　なんとか外へ走り出た景人の耳に、重い重量物の着地音。道路に向けて走りつつ振ふり仰あおぐと、隣りん家かの屋根に跳とび移うつった機竜と、隣家の軽自動車・アルトラパンが駐ちゆう車しやスペースで竜に変形している光景があった。

　軽自動車は怪け鳥ちようじみた二本脚あしの姿で雄お叫たけびを上げると、地を蹴けって飛び上がり、己より五倍以上も大きな戦せん闘とう機竜に向けて飛びかかる。

　機竜はアルトラパンの攻こう撃げきを避さけて嚙かみつこうとするが、その牙きばはぎりぎりのところで躱かわされた。

　屋根に穴を開けつつ機竜も飛び上がり、空中を行く竜に食いつこうと追いかけ始める。剝がれた屋根板が落ちてくる中を、クウクルが駆け寄ってきた。

「景人さん、もっと大きい子とか知りませんか!?　あの子だけじゃ勝てませんよぅ！　早く助けてあげないと！」

「あんなデカブツに対たい抗こうできるほどでかいのなんて、一〇トントラックでもないと──」

　轟ごう音おん。

　金きん属ぞくのひしゃげる心しん臓ぞうに悪い音が、耳の奥おくを針はりで突つき刺さすように強きよう烈れつに響ひびき渡わたる。

　飛び上がったばかりのアルトラパンが、二人の横手に落ちてきていた。ぎぃぎぃと、歪ゆがんだ翼つばさが立てる音と同じような鳴き声を上げつつも体を起こし、空へと睨にらみを向ける。

　擬ぎ竜りゆうの視し線せんを追って景かげ人とが見上げた空の中で、灰はいの機き竜りゆうがジェットエンジンを噴ふかして旋せん回かいし、こちらへと滑かつ空くうしてくる。

「逃にげよう！」

　クウクルの手を取ってとにかく駆かけ出した。視界の隅すみでアルトラパンがもう一度飛び上がり、翼を羽ばたかせて高度を上げようとしているのが見える。

　釘くぎ束たばをミキサーに突っ込んだような重じゆう騒そう音おんが、空気を搔かき毟むしった。

　断だん末まつ魔まの悲ひ痛つうな叫びとともに軽自動車が墜つい落らく。クウクルの小さな悲鳴。景人たちを追い越こして地に落ちたアルトラパンが、力を失ってその動きを止めた。

　その翼はへし折れ、胴どう体たいにはいくつもの穴が穿うがたれていた。

「機き関かん砲ほうも使えるのか」

　景人は頭の上を通つう過かした機竜を見上げつつ呟つぶやいた。直前の発はつ射しや音おんや道路脇の弾だん着ちやく痕こんから、あの機竜のガンポッドによる銃撃だと当たりをつける。

「どうする……？」

　他の家の自動車は出で払はらっているようで、次が見み繕つくろえない。

「来ますよぅ！」

「さっきのじゃ無理かな？」

　左手を開かい閉へいしつつ訊きくが、クウクルは銀髪を揺ゆらしてあわあわと敵てきと景人を交こう互ごに見てから、

「景人さんまだ体が治りきってないんですから、あんまり無理したら血が無くなっちゃいますよぅ！」

「血？」

　景人の疑ぎ問もんにクウクルが答えるより早く、旋せん回かいした機竜が戻もどってくる。

　一直線に飛んでくる敵が吼ほえた。ブレスを放つため、口中に光を溜ためているのが見える。

　早すぎる。逃にげ場が無い。

　──空で炎ほのおが咲さき乱れた。

　しかしそれは、竜の吐はいた炎熱ではなかった。

「なんですっ!?」

　クウクルが戸と惑まどいの声を上げる。

　唐とう突とつに、オレンジ色の爆ばく炎えんが、竜の翼で炸さく裂れつしたのだ。爆発が起きる寸すん前ぜん、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、太い鏃やじりのような影かげが竜へ激げき突とつするのが見えた。景人はその正体を推すい測そくして、呟く。

「ミサイル？」

　機き竜りゆうは翼つばさから炎ほのおと煙けむりを吹ふき上げて姿し勢せいを崩くずし、またも景かげ人とたちの頭上を飛び越こえて墜つい落らく。胴どう体たい着ちやく陸りくするように路ろ上じように落ちて滑すべる。

　直後、重い唸うなりを持つ排はい気き音おんが急速に、いくつも近づいてきていることに気付く。

　そちらに振ふり返ると、住宅地に似につかわしくない、迷めい彩さいを施ほどこした装そう甲こうを持つ自じ衛えい隊たい車両が、民家の横から走りこんできた。

　それも、一台ではない。

　二台、三台と現あらわれた自衛隊車両が、道の脇わきに突つっ込み、民家の駐ちゆう車しやスペースに乗り上げたりと、かなり無理矢理にどうにか停とまる。

　最初の一台が停止するなり、ドアが開いて三人の人間が飛び出てきた。全員がヘルメットとボディーアーマー姿で、自じ動どう小しよう銃じゆうをその手にしている、武ぶ装そうした人間が、である。

　運転席と助手席から飛び出てきたのは、上から下まで緑と茶の斑はん点てん迷めい彩さい色しよくだったが、一人だけ、ヘルメットと防ぼう弾だんチョッキしかその色に染そまっていない人間がいた。真っ黒な服の上から大おお慌あわてでチョッキを着けたような。

　その人物が景人を見て、手振りと叫さけびで何度も呼んでくる。

「こっちに！　早く！　こっちに来い！」

　少しだけ迷まよったものの、車両に描えがかれた日の丸を信用することにして、クウクルの手を引いてそちらに走り寄よった。

　景人とクウクルが近くに来ると、黒スーツの人物は竜に対して車両を盾たてにする位置に景人を誘ゆう導どう。クウクルと共に、軽けい装そう甲こう機き動どう車しやの裏うらに回る。左右を黒服と迷彩服に挟はさまれた形で、クウクルと目を見交わして、景人は黒服へと訊たずねる。

「自衛隊ですか!?」

「彼らがそうだ。私は違ちがう！」

　黒服が迷彩服の二人を指差して短く答えてから、肩かたに着けている無線機を摑つかんで叫さけぶ。

「こちら特とく施し官かん。対象を確かく保ほした。射しや撃げきを許きよ可かする！　繰くり返す、射撃を許可する！」

『了りよう解かい。射撃を開始する』

　音のでかい無線機は相手の声も聞こえてくる。

　無線機の声が言い終わるより先に、景人たちが盾にする一台目とは別の車両、二台目と三台目から駆く動どう音おんが響いた。兵員を運ぶための軽装甲機動車とは異ことなる種類、異なる能のう力りよくを持つ車両の装そう備びが動く音だ。

　８７式偵てい察さつ警けい戒かい車しやの主武装である、二五ミリ機き関かん砲ほうが。

　倒たおれていた機竜が体を起こして咆ほう哮こうするのと、ほぼ同時に、

『撃うち方始め！』

　重々しい発砲音が凄すさまじく連なって耳を満たす。二五ミリ機関砲弾が一秒間に一〇発もの速度で、二両の偵察警戒車ＲＣＶから吐き出される音だ。

　道の向こうで、起き上がった機き竜りゆうが全身から火花と金きん属ぞく部ぶ品ひんを撒まき散らしている姿すがたがそこにあった。

　アスファルトに爪つめを突つき立てて、暴ぼう風ふうに耐たえるように身を低くして構かまえ、弾だん丸がんの嵐あらしを全身に浴あびながら苦く悶もんと怒いかりの声を漏もらしている。

「トドメがいるか」

　黒服が舌した打うちして呟つぶやいた。

　軽装甲機動車ＬＡＶのドアを開けて素す早ばやく乗り込むと、上部ハッチから姿を現あらわして、車内からずるりと武器を引っ張ぱり出した。

　長さおよそ一メートルほどもある鉄てつ筒とうを、淀よどみない動きで肩かたに担かつぎ上げて構える。──それは、発射筒だった。

　０１式軽対戦車誘ゆう導どう弾だんの発射器を構えた黒服が、後ろを向いて叫んできた。

「頭を下げろ！」

　景人が慌あわてて顔を引っ込めた半秒後、ロケットモーターの唸うなりが轟とどろく。

　ＬＡＶの後部へ移動していた景人が見る先で、対戦車誘導弾が超音速で竜へと飛来。低伸弾道ダイレクト軌道で竜に激げき突とつした。
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　機関砲とミサイルの着弾が巻き起こす煙が機竜を覆おおい尽つくし、何も見えなくなる。

「撃うち方待て！　撃ち方、待て！」

　黒服が無線機に叫さけぶ。不気味な残ざん響きようを残しつつ、銃じゆう撃げきの喧けん騒そうが静まって、鼓こ膜まくから遠ざかっていく。

　やがて黒こく煙えんが薄うすまって、竜りゆうが姿すがたを露あらわにした。──首の根元から片かた翼よくに至いたるまで大きく抉えぐれ、半身が崩ほう壊かいした様相を。

　戦車の特とく殊しゆ装そう甲こうすら貫つらぬくよう設せつ計けいされた二重成型炸薬タンデムＨＥＡＴ弾は、効こう果か的てきに威い力りよくを発はつ揮きしたようだ。秒速八キロメートルを超こえるメタルジェットで機竜の肌はだを貫かん通つうし、モンロー効果で一点集中された超高温の爆ばく風ふうが、その巨きよ体たいを灼やき荒あらしたのだろう。

　牙きばを並ならべた竜の顎あぎとが項うな垂だれるように下がっていき、重じゆう厚こうな体が崩くずれ落ちるように倒たおれて、それだけで軽い交こう通つう事じ故こじみた衝しよう突とつ音おんのような轟ごう音おんが響ひびき──それで、終わった。

　倒れ伏した竜から完全に力が抜ぬけて、再ふたたび動き出してくることはないだろうと思える程てい度どに待ってから、

「ふぅ……」

　詰つめていた息を吐はく。同様の息いき遣づかいを近くに聞き咎とがめてそちらを見ると、機き銃じゆう手しゆハッチから上半身を生やしている黒服と目が合った。不ふ機き嫌げんそうに目を細め、

「あの──」

「少し待ってなさい。動かないように」

　意を決して話しかけようとした景かげ人とを遮さえぎって指差しながら、そう釘くぎを刺さしてくる。無線機を摑つかんで周囲を見み渡わたしながら、口早に喋しやべった。

「指し揮き車しやへ、こちら特とく施し官かん。送れ」

『こちら指揮車、特施官へ。感度良好。送れ』

「指揮車へ。目標は制せい圧あつした。繰くり返す、目標を制圧した。ただ、周辺に少し被ひ害がいが出た。施し設せつ科かを急いで入れて確かく認にんと修しゆう復ふくを頼たのむ。目標の回かい収しゆうにも重機が必要だ。それと、もう一つの作戦は──通つう常じよう進しん行こうで良さそうだ。エスコートチームの待機は解かい除じよ。以上だ」

『指揮車了りよう解かい。ご苦労様です』

「お疲つかれ様です。通信終わり……そこの二人、なんでそんなにじっと見てるんだ」

　無線機とのやり取りを終えてから、胡う乱ろんげな目で景人とクウクルを見下ろして、そんなことを言う。

「ちょうど見てる時に、動くなって言われたので」

「言われましたよぅ」

　肩かたをすくめて言った景人と、それに便びん乗じようするクウクル。

　先ほどの景人の陰いん謀ぼう論ろんどおりなら、この部隊の目標は昨日池いけ袋ぶくろで起きた騒そう動どうの中心人物である、景人とクウクルの確かく保ほのはずだった。しかし、予想に反して彼らはむしろ助けてくれたので、どうリアクションを取るべきなのか分からない。

　なので、ひとまず黒服の言葉を待っている景人と、経けい緯いを見守っているクウクル。

「今そっちに行く」

　黒服は呆あきれたように言って車内に引っ込こみ、ヘルメットを脱ぬぎながらドアから出てくる。

　防ぼう弾だんチョッキを手早く脱ぬぎ去ってＬＡＶに置いてから、スーツの襟えりを正しつつ景かげ人とたちに向き直り、最後に眼鏡めがねを取り出して掛かけた。

　竜りゆうに気を取られていてよく見ていなかったが、改めて見れば、本当に黒服だった。スマートな深い黒のパンツスーツである。おそらく二十代。ヘルメットで隠かくされていた頭部は、くせのある黒髪のショートカット。

　上うわ背ぜいがあり、同年代男子の平均である景人より少し高く、スタイルの良さとしなやかで淀よどみない動きは、鍛きたえられた体たい幹かんを有する証あかしだ。眼鏡越ごしにも鋭するどい目つきと揺ゆれる黒髪が、怜れい悧りさと野性味を醸かもし出し、女性らしさとは異ことなる美を感じさせる彼女に、却かえって艶つやを纏まとわせていた。

「私は内ない閣かく府ふ宮く内ない庁ちよう管理部特別施設管理官、マイタケ・マイだ」

　思いのほか美お味いしそうな名前だった。ただし、柔にゆう和わとは程ほど遠とおいその目を見ていると、きのこご飯を一いつ瞬しゆん連想したのは永えい遠えんに黙だまっておこう、とも自動的に思わせられる。

「ちなみにこう書く」

　『舞まい嶽たけ舞ま唯い』という名前が書かれた、警けい察さつ手て帳ちように似にたものを開いて見せてくる。書き方にすぐ言げん及きゆうするあたり、本人も気にしているのかもしれない。

　しかし、彼女個人の名前はともかく、耳みみ慣なれない特とく殊しゆな部署の名前は、いったい何なのか。

　警察でもなければ、自じ衛えい隊たいでもない。

「どんなお仕事の人ですか？」

　目的を問い質ただした景人に、舞嶽特施官はきっぱりと、単刀直入に告げた。

「我われ々われは君たち──そこの銀髪の子と、ああいう竜りゆうが、異い世せ界かいからの来らい訪ほう者しやである、と認にん識しきしている組そ織しきだ。今回のことで聞きたいことがある。一いつ緒しよに来てもらおう」

　その物言いは、有無を言わさない響ひびきを持っていた。

「どうする？」

　景人の陰かげに隠かくれるようにしながら舞嶽を窺うかがっていたクウクルは、話を差し向けられて、困こまったように笑って言った。

「わたしは今言われたこともよく分かんないですし、景人さんにお任まかせしますよぅ」

「だそうだが、君の意見は？」

　舞嶽が腕うで組ぐみして話を急かしてくる。仕方ないので、景人が応対する。

「どこに連れて行かれるんですか？」

「東京だ。今はまだ、それ以上詳くわしくは言えないが」

「連行されるようなことはしていませんけど」

　そう返した景人の言葉に、舞嶽なる人物は親指を立てた手で機竜の骸むくろを指し示しめし、

「連行じゃない。任にん意い同どう行こうだ。昨日の襲しゆう撃げき事じ件けんだが、付近のカメラに、君たち二人の姿すがたが映うつっていた。そっちの銀髪の子が、あの竜と似にたものを造つくっている姿もだ。結ゆう城き景かげ人とくんはおまけだったが──」

　景人の腕うでに目を向けてくる。金きん属ぞくで構こう成せいされた手指と、機き竜りゆうと、そしてその腕を抱だくクウクルにちらりと目を向けて、

「──その腕についての事情も聞きたい。どうやらある程てい度どの信しん頼らい関かん係けいもあるようだし、協力してほしい。まあ、そんな腕をぶら下げているなら、連行という形にもできる。しかし、それはおすすめしない」

　最後に景人に目を戻もどす。口ぶりこそ乱らん暴ぼうだが、その内ない容ようには悪意を感じない。──まだ。

「僕の腕があれを引き寄よせたかもしれない、って言ったらどうしますか？」

　じっと舞まい嶽たけの目を見返しながら、景人が言った。『危き険けん物ぶつを運ぶことになる』と、言外にそう述のべた景人の言葉に、黒服の公務員は、つまらないことを聞くなとばかりに鼻を鳴らした。

「ふん、なおさら放っておけない、というだけだ。特とく施し課かにも危き険けん手て当あてくらいある。八〇〇円だけだがな」

　それを聞いて、景人は苦笑しながら頷うなずいた。

「分かりました。でも、お願いが二つあります」

「なんだ？」

「着き替がえたい。それに、何か食べたいです」

　ジーパンとシャツだけの心こころ許もとない格かつ好こうである。外出するなら準じゆん備びがいる。それに、先ほど自分の腕から熱線を撃うってから、軽い目め眩まいがしていた。クウクルの発言からすると、貧ひん血けつなのかもしれない。血を補ほ給きゆうしたかった。まともに朝食が摂とれなかった、ということもある。

「あ、じゃあわたしの分もご飯ください」

　クウクルが小さな声で付け加えた。それ以外に異い論ろんは無いらしい。

　そんな二人の返答に、舞嶽が少し呆あきれたような顔をした。

「分かった。三分で着替えてくるように。ただし、誰だれかに連れん絡らくするのは駄だ目めだ。誰にも何も言わないように。食べる物はこっちで用意する」

「了りよう解かいです」

　景人はクウクルと共に小走りで家に向かう。舞嶽は付いて来なかった。見張る気は特に無いらしい。

　内ない閣かく府ふ宮く内ない庁ちよう管理部特別施設管理課。

　耳みみ慣なれないその部ぶ署しよ名もそうだが、自じ衛えい隊たいと一緒にやって来て、指し揮きを執とっているのが宮内庁、というのもよく分からない。

　しかし、面めん相そうも住所も割われているし、この腕うでを誤ご魔ま化かせる気はしない。となれば特とく施し官かんの言うとおり、連行されるか付いて行くかしか、選せん択たく肢しは無さそうだった。

「さて、鬼おにが出るか、蛇じやが出るか……」

　ぽつりと呟つぶやいた景かげ人との横で、クウクルが言った。

「鬼族って人間さんと似にてますし、わたし鬼さん肉なら遠えん慮りよしますよぅ」

　景人は少し考えて、

「いや献こん立だての話じゃない。それに共とも食ぐいっぽさで言えば、竜が蛇へび食べるのも微び妙みようだと思う」

　──というか異い世せ界かいにいるのか、鬼。景人の中にもやもやとしたものが生まれた。
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「ＬＡＶに乗って銃じゆう持った自じ衛えい隊たいに囲まれながら移い動どう、かと思ってました」

　首都高に乗って進む車中、ドライブスルーで買ったハンバーガー類を全て食べ終えて、景人は何気なくそう言った。

　ハンドルを握にぎる自衛隊員も助手席の舞まい嶽たけも何も喋しやべらないし、車の前後を装そう甲こう車しやに挟はさまれてることもあって、少し空気が重く感じたのだ。物を食べているのが、後部座席のクウクルと景人だけ、というのも少し気まずかった。

　景人の口にした言葉に、助手席に座すわる舞嶽が肩かた越ごしに振ふり返り、

「安心していい。一見普ふ通つうのセダンだが、防ぼう弾だん仕し様ようだし、エンジンも普ふ通つうより良い」

　などと言ってから、前に向き直った。先ほどからスマートフォンを忙いそがしくいじっている。

「耐たい久きゆう性せいの心配はしてません。こっちで良かったって話です」

「そうか。肝きもが据すわっているな」

「えーっと、褒ほめてくれてます？」

「もしくは、かなり鈍にぶいか」

　一言多い。

「銃じゆう撃げき戦せんの直後に朝飯を奢おごらされたのは初めてだ。たぶん、鈍い方だな」

　一言どころでもなかった。

「……舞まい嶽たけさん、出世しなさそうですね」

「君は友だちがいなさそうだ」

　勘かんだろうが、核かく心しんだけは突ついてくるという厄やつ介かいさ。

（この人苦手だ）

　お互たがいに沈ちん黙もくし、顔をそむけ合う。

　景かげ人とは心中で出た結けつ論ろんを口に出さないよう、Ｌサイズのカップに刺ささったストローを咥くわえ、ウーロン茶を啜すすり上げた。貧ひん血けつにはまず水すい分ぶん補ほ給きゆうから、というのが経けい験けん則そくである。コーヒーとお茶、二つもドリンクを頼たのんで変な顔をされたが。

「貧血なのは、やっぱりクウクルにアレをやらされてからだよな……」

　左手から放たれた熱流を思い返しつつ、助手席の舞嶽には聞こえないよう、小声で呟つぶやく。

「わたしです？」

　名前を口に出されたクウクルが振ふり返る。ちなみにクウクルはメニューがよく分からなかったらしく、景人と同じ物を頼んで食べていた。

　マイペースに食べ進めるその速度は遅おそい。そして、急ぐ様子もない。

「いや、何でもないから」

　食事中のクウクルを問い詰つめる気にはなれない。

「そうです？」

　もふもふと食事を再さい開かいするクウクル。その姿をバックミラーで見ていた舞嶽が告げてくる。

「とりあえずだな、食べた分は喋しやべってもらうからな。まずは昨日起きたことについてできるだけ詳くわしく。それから、知ってることを全部だ」

　『食べた分』と言った直後に『全部』と告げてくるあたり、理り不ふ尽じんとしか言いようがない。つい、ちくりと刺さしてやりたくなる。

「うわ、買ばい収しゆうだ」

「買収……これ、食べたらだめです？」

　ハンバーガーを口に運ぶ手を止めて、クウクルが景人を見てきた。

「人聞きの悪いことを言わないように。特に公務員には」

　舞嶽のその言葉に僅わずかながら本気で嫌いやそうな響ひびきを聞き取って、つい軽い笑みが漏もれた。景人はストローに口をつけ、それを見たクウクルも食べるのを再開する。

「話すのはいいですけど、僕より、そっちの方が詳くわしそうなんですけどね。異い世せ界かいのことも、竜がいるってことも知ってたみたいだし、戦う用意もしてたようで」

「そう見えたか？」

　またも振ふり返ってくる舞まい嶽たけに、景かげ人とは肩かたをすくめて答える。

「噓うその公こう示じでご近所さんだけ避ひ難なんさせるとか、まさか映画でもないのに見れるとは思いませんでした。それにＲＣＶと携帯式軽対戦車誘導弾軽ＭＡＴで武ぶ装そうした部隊は、最も寄よりの駐ちゆう屯とん地ちから出てきた部隊が偶ぐう然ぜん来た、なんて見えません。まともにガス漏もれ対たい策さくする部隊なら、化か学がく防ぼう護ご車両が来るだろうし」

「景人くんは軍事マニアか？」

　舞嶽は眉まゆを顰ひそめて景人を見てくる。

「いや別に。個人的な事情があって、都市伝説とか調べてたんです。で、そういう眉まゆ唾つばな話を調べてると、それが本当か考えるのに、そういう知識も少し必要なんですよ」

「ふん？」

　少し不ふ可か解かいそうな目をしたものの、舞嶽は座すわり直して端たん末まつに視し線せんを落とした。

「こちらで分かってるのは、昨日、君が池いけ袋ぶくろでドラゴンと鉢はち合あわせたことと、それをクウクルくんが助けたこと。それと──この事件は特とく施し課かの管かん轄かつで、課うちに保ほ存ぞんされている資し料りようからすると、かつてないほどの事件になりそうだ、ということだ。だからこれだけの部隊を動かした。だが、君たちの事情が分かってるわけじゃない」

　つまり、舞嶽の名乗った特別施設管理課にとっては、この事じ態たいもまた前例があって、それに基もとづいた予想の下に対たい処しよした結果、８７式偵てい察さつ警けい戒かい車しやが用意してあった、ということらしい。

　問題は、薬やつ莢きよう一つ見失っただけで数百人が徹てつ夜やして捜そう索さくする自衛隊が、市街地で機き関かん砲ほうを撃うちまくるほどの『資料』とやらに、都市伝説や世界の変事に耳みみ聡ざといつもりの景人が、まるで思い当たらないことだ。

　よほどの大事件の『前例』でもなければ、こんなことはできないだろう。どれほど隠いん蔽ぺいしても、都市伝説としては残ってしまうくらいのことがなければ、だ。

「あの、特施課ってどういう部署なんですか？」

「それはまだ言えないが、景人くんとクウクルくんの身み柄がらはうちの管轄だ」

　にべもなくそんな答えが返ってきた。

「……自衛隊、連れてきて良かったですね」

「襲おそわれたからか？」

「普ふ通つうのセダンと黒服だけで来てたら、人ひと攫さらいか詐さ欺ぎ師しにしか見えないからです」

「非ひ武ぶ装そうで誠意を見せる方より、銃を持って会いに来る方を信用するのか？　それは改めた方がいいぞ」

　相性が悪いとしか言いようがないやり取りだった。

「……で、知ってることを話したら、もっと詳くわしいことを聞かせてくれるんですか？」

　裏うらがあるならもっと知りたい。景人としては自然とそう思う。それは、記き憶おくを失くした経けい験けんから染しみついてしまった景かげ人との、習性のようなものだ。

「ちゃんと話してくれれば、内ない容よう次し第だいである程てい度どは話せるように取り計らえる。それは約束できる。ただし後出しは無しだ。私の評ひよう価かに響ひびく」

「……もしかして『出世しない』って言われたこと気にしてますか？」

　眼鏡めがねを掛かけた目とバックミラー越ごしに視し線せんを合わせて景人が訊たずねると、舞まい嶽たけは真顔で答えた。

「いや、文もん句くを言われるのも公こう務む員いんの仕事の一いつ環かんだ。気にしてない。大人だからな」

「ワーカホリックっぽいですね」

「出世する公務員は、みんなそうなんだ」

　冗じよう談だんなのか根に持ってるのか、判はん断だんに迷まよう切り返しだった。







　景人は昨日から今日にかけて起きたことを、かいつまんで話した。

　目の前に竜が降ふってきて、忽こつ然ぜんとクウクルが現あらわれた。目を覚ましたら腕うでが金きん属ぞく製せいになっていて、クウクルから軽く事情を聞いたものの、腕が竜を引き寄よせると聞いて、慌あわてて相手の動向を探さぐろうと思ったら、いきなり家に突つっ込こんでこられたという経緯いきさつを。

「──それで今は、こうやって怪しい黒服に回かい収しゆうされてるわけです」

「君が何と言おうと、私のおかげで朝飯と囮おとりを用意できたのは記録してあるからな？」

　呆あきれたようにそう言いつつも、聞いたものをタブレットに入力していく手は止めない舞嶽。

　舞嶽の言う『囮』というのは、現げん在ざい景人たちとは別の場所へと運ばれている、クウクルのセリオンたちのことだ。

　景人の家が襲しゆう撃げきされたのは、クウクルの言っていたとおり、敵てきがクウクルやクウクルの作るセリオンのことを、同どう調ちよう本ほん能のうを利用して追ってきたとしか考えられない。そこで、数機の無人機ドローンをセリオンに変え、自衛隊がそれぞれ別の駐ちゆう屯とん地ちへ運んでいったのだ。

　舞嶽がタブレットから指を離はなして少し唸うなり、

「つまり整理すると、景人くんが襲おそわれる。クウクルくんが助ける。景人くんがヘタレる。クウクルくんが戦う。そういう状じよう況きようなわけだ」

「僕の株かぶだけ積極的に下げようとするのやめましょうよ」

「で、景人くんの状況はだいたい分かったが、クウクルくんには、もうちょっと詳しよう細さいを聞けそうだな。クウクルくん、『ニズレグ』というのが君の追ってきた敵で、あの機械のドラゴンを送り込んできた、というので間ま違ちがいないんだな？」

　舞嶽にそう言われて、景人は自分の危き機き的てき状じよう況きようを把は握あくするのに手て一いつ杯ぱいで、敵については詳細に聞いていなかったと気付く。

　景人を完かん璧ぺきに無む視しして話を続けた舞嶽の問いに、クウクルは二人の間で視線を彷徨さまよわせながら、おずおずと頷うなずいた。

「は、はい、そうです」

「そのニズレグという奴やつについて、もう少し詳くわしく知りたい。話してくれないか」

「いいですけど……えとあの、景かげ人とさんも、それでいいです？」

「いや別に気を遣つかってくれなくていいから。──僕も、聞いておきたいし」

「そうなんですか」

　クウクルが小さく咳せき払ばらいして、

「わたしが追っている竜は、ニズレグ・ニザフ・ストレンドっていう名前の、とっても危き険けんな相手です」

　舞まい嶽たけの方に向き直って、そう切り出した。

「煌こう竜りゆう族ぞくは異い種しゆ族ぞくとの融ゆう和わを目指してます。でも、ニズレグと彼に親ちかしい一族は、それに強く反対してたらしくて。四〇〇年くらい前に、竜の里に招まねかれた獣じゆう人じんの里を、焼き払はらうことまでしました。そのせいで、竜族は内ない乱らん状じよう態たいにまでなったとか」

　舞嶽が再ふたたび忙せわしく指先を動かしながら、頷うなずいた。

「つまり、過か激げき派はの親玉みたいな奴やつか」

「あんな怖こわい相手、できれば関わりたくなかったですよぅ……」

　弱り切った顔と声でそう言うクウクル。

「そんな奴やつを追ってくるって、クウクルは警けい察さつ的てきな仕事でもしてるの？」

　景人の口にした疑ぎ問もんに、クウクルは手を小さく横に振ふった。

「あ、それは違くて。ちょっと事情があったんですよぅ」

「どんな？」

「えっと……空を飛んだりどこかを走ったりしても、この世界からアーシェラに行ったり、その逆ぎやくもできません。異世界に行くには特別な魔ま法ほうが必要で、竜にその力は無いです」

　無い、とはっきり言われて景人は眉まゆを顰ひそめた。

「それなら、ニズレグもクウクルも来られないはずだろ？　どうやってここに？」

「大昔に作られた、世界を渡わたる為ための施し設せつがあります。煌竜族が厳しく管理してましたけど、そこが、ニズレグに襲われました」

　クウクルが両手で持ったカップのストローに口を付けて一口飲み込んでから、続ける。

「その時に、わたしはその施設にいたんですよぅ。わたしも一いち応おう、お父様が族長ですし、止めようとしたんです。でも、間に合いませんでした」

　クウクルがその時のことを思い返すかのように、視線を遠くにやった。

「わたしが追いついた時にはもう、ニズレグはセリオンに施設を壊すように命令して、異世界への門に入っていきました。だからもう無む我が夢む中ちゆうで、わたしも、閉とじかけの門に飛び込んで、あとを追って……それで、景人さんに会えましたよぅ」

　と、微び笑しようを浮かべて景人へと目の焦しよう点てんを合わせてくる。

　クウクルの、ハンバーガーを小さく齧かじるような小さな口から、そんな冒ぼう険けん譚たんが出てきたのを意外に思いつつ、今の話をよく考えて、

「……クウクルって、もしかしてお姫ひめ様さまじゃないのか？」

　何気なく言われた『族長の娘むすめ』という一節からして、それに近いのではないだろうか。と、そんなことが気になった。

「んー、一いち応おう、そう呼よばれることもありますけど」

　あっさりと頷うなずかれ、景かげ人とは頰ほおを搔かく。

「……もっと高いお茶ちや菓が子しとか、出すべきだった？」

「そんな。一いつ緒しよに食べたの、美お味いしかったですよぅ」

　にっこりと笑いながら、クウクルにそう言われてしまう。その嬉うれしげな顔を見ていると、いまさら態たい度どを改めるのも、逆ぎやくに地じ雷らいを踏ふみそうな気がして、

「まあ、クウクルがいいなら、いいか」

「いいですよぅっ」

　そういうことに決まった。

「ちょっと待ってくれ。景人くんの話だと、君が現あらわれたのは昨日になっている。だが、今の話のとおりなら、ニズレグも同じところにいないと、おかしくないか？」

　舞まい嶽たけがタブレットのメモを見返しつつ指し摘てきしてくる。

「言われてみれば、確たしかに」

　頷く景人の怪け訝げんな視線に、クウクルが答えた。

「さっき言ったとおり、ニズレグが門を通ったあと、セリオンに門が壊こわされたんです。閉とじかけだった門は、時間と場所の繫つながりが、もう切られちゃってました。ですから、わたしとニズレグは、時間も場所もちょっと離れたところに出てきてるはずです」

「ふむ……要するに、ニズレグとは別の道順でここに来た……みたいな？」

「そんな感じですよぅ。一年とかは経たってないと思いますけど、一〇日くらいはズレがあってもおかしくないです」

「おい、私の仕切りだぞ。勝手に要よう約やくするな」

「じゃあ、今の要約パクってメモらないでくださいよ？」

「……それで、ニズレグはいったい何をしにこの世界に来たのか、目的に心当たりはあるか？」

「誤ご魔ま化かしたぞ!?」

　その質しつ問もんに、クウクルは困った顔で答えた。

「信じてもらえないかもしれないですけど、ニズレグが口にしてた名前があって──」

　視線を彷徨さまよわせながらおずおずとそんなことを言っていたが、ひゅうっと息を吸すって、

「──二万年前に失われた巨きよ竜りゆう兵へい器きの、『レヴァイアサン』を探さがしてるんだと思います。すごく大きいんです」

　そう言った。舞まい嶽たけが眉まゆ根ねを寄よせて、タブレットを叩たたく。

「どのくらい？」

　と、興きよう味み本ほん位いで聞き返したのは景かげ人とである。

「えっと、この世界で言うと……たぶんですけど……三〇〇〇キロメートルくらい、です？」

「そっか、三〇〇〇キロか……三〇〇〇キロメートル!?」

「はいです」

　景人の脳のう裏りで、少しの間、言葉の検けん証しようが行われる。

（ロシアの国土がたしか南北に四〇〇〇キロメートル。月の直径がおよそ三四〇〇キロメートル。木星の衛星エウロパの直径が三一〇〇キロメートル……）

　物差しスケールにする物からして異い常じようだ。その大きさは兵器というより、もはや地形である。

「……それを、動かすの？　っていうか、動くの？」

「はい。動かして、操あやつるつもりだと思いますよぅ」

　もしもそれが、昨日や今日見た竜りゆうのように、手足を生やして動く生物なら──陸だろうと海だろうと、周りに撒まき散らす破は壊かいは、すさまじいものになるだろう。

「普ふ通つうなら、そんなものがどこかにある、っていうのが、まず、信じられないんだけど……」

「やっぱり、そう思います？」

「……まあ、まともな状じよう況きようなら、ね」

　と、景人はスモークガラスの後部窓リアウインドウから、後続車を見る。迷めい彩さい柄がらのＬＡＶがしっかりと付いて来ていた。前に目を戻もどすと、前方にも先行するＬＡＶがあり、運転席には自じ衛えい官かん。そして、助手席の舞嶽は、

「レヴァイアサン……と」

　真顔で指先を動かしているのだ。

「……あの、日に本ほん政せい府ふ的には、この話、信じるんですか？」

「私は個人的な見けん解かいしか言えない」

「じゃあ、個人的には信じるんですか？」

「それは言いたくない。うちの上司にも聞かれることになる」

「言うつもり無いなら最初からそう言ってくださいよ」

　しかし、何か引っかかる言い方だ。

「で、ニズレグはそいつで何をやるつもりなんだ？」

　舞嶽のその問いに、クウクルは「たぶんですけど」と前置きして答える。

「融ゆう和わ政せい策さくと逆ぎやくのこと──竜以外の種族と戦って、アーシェラの全部を竜の領りよう地ちにして、他の世界も侵しん略りやくしていくつもり、だと思います。……本人が、ひどい事件を起こすたびに、そうするって言っていますから」

　テロリストの犯はん行こう声せい明めいを読み上げるように、クウクルが嫌いやそうにしながらも口にした。

「ちなみにその時、この世界はどうなってると思う？」

「んー……少なくとも、近くの国は全部、無くなってると思いますよぅ」

　いっそあっけない口く調ちようで、クウクルはそんなことを告げた。

「アーシェラに侵しん攻こうする前に、動くもの全部をセリオンにしながら走り回ると思います。レヴァイアサンの力を利用すれば、戦せん艦かんでも何でも、セリオンにできると思いますし」

　全長三〇〇〇キロメートルの竜りゆうが動き回れば、間ま違ちがいなくその周辺全てが壊かい滅めつする。それに加えて、あらゆる機械が奪うばわれるとなれば、あとに残るのは不毛の大地くらいだろう。

「ニズレグ本人について詳くわしいことは？　たとえば、特別な能のう力りよくとか」

　特とく施し官かんがそう訊たずねるが、クウクルは首を横に振ふった。

「んー……分かりません。わたしよりいろんな力を使いこなしてる、としか」

「ふむ……では、同どう程てい度ど以上の力はある、と？」

「向こうの方が、ずっと格かく上うえですよぅ」

「そうか……」

　すっ、すっ、とタブレットの画面をスクロールしつつそう言って、

「よし、と。取り急ぎ聞きたいことはだいたい知れたな」

　こくりと頷うなずき、景人たちを振ふり返ってくる。

「で、約束のこちらの話だが──目的地に着くまで、私からの話は無しだ。あっちで作成した書類にサインをもらえば、ちゃんとした話ができるようになる。すまないな」

　舞まい嶽たけは指をぷらぷら振りながら言った。そして、景人を見て、付け足してくる。

「ただし、景人くんがまだクウクルくんに付き合うつもりがあるなら、だ。どうする？」

「え？」

　という声に景人は左を振り返った。クウクルが瞬まばたきしてから、はっと息を吞のむ。

「あっ、そうですね。安全な場所にいてもらう、っていうのも……あり、ですね……」

　言いながらだんだんと目を逸そらして肩かたを縮ちぢめていくクウクル。助手席の舞嶽が頷いた。

「そういうことだ。襲おそわれる危き険けんがあるというなら、保ほ護ごしてやる。ただ……私の上司は、連れて来ていいと言ってる。もしこのまま付いて来るなら、特とく殊しゆな公務員より厳げん重じゆうな守しゆ秘ひ義ぎ務むが発生することになるが、どうする？　私はおすすめしないぞ」

　からかっている様子も、試している様子も無かった。舞嶽はただ訊きいてきているだけだ。

　それが大人なりの気き遣づかいであるのは、景人にも分かった。しかし、景人からすれば、そんなものは愚ぐ問もんだ。

　理由は二つ。一つは、景人が石にかじりついてでも足あ搔がこうとしたのと、同じ理由。

（自分だけ安全な場所に、なんて、許ゆるされるわけがない）

　個人的な、そういう想いだ。そして、自分の事情とはまた別に、もう一つ、

「…………!!」

　隣となりで必死に何も言わないようにしながら、全ぜん神しん経けいを景かげ人との返事に向けているクウクルを、何も分からない世界に一人で放り出すのは、憚はばかられた。

「まだ降おりる気にはなれません。もう一回死にそうになったら考えます」

　そう景人が答えると、クウクルがぱあっと顔を明るくした。

「わっ、わたしがこの身の限かぎり守りますよぅっ！」

　左手の無む機き質しつな手指と繊せん細さいな肌はだの細指が絡からみ、握にぎられる。見た目の頼たのもしさと実じつ際さいの役やく割わりが逆転しているが、事実としてクウクルに頼たよらざるをえない。──しかし、

「いや、最後の最後は自分の身のほうを守ってくれていいから」

　景人としては、そこは正しておきたいところだ。

「頑がん張ばりますよぅっ」

「人の話聞いてる？」

　クウクルは機き嫌げん良よさげに肩かたを揺ゆらしていた。

「話を聞いた限り、もうすでに二回は死にかけたようだが、本当にいいのか？」

　と、舞まい嶽たけがそう告げてくるが、景人は肩をすくめる。

「人生そんなこともあります」

　半年ぶんの記き憶おくが無い──つまり、半年間死んでいたも同然、という状じよう況きようすらあった景人からすれば、一日意い識しきを失った程てい度どでは、死んだ気にはならない。

（それに、少し気になることもある）

　思い起こされるのは、クウクルが忽こつ然ぜんと現あらわれたことだ。クウクルはニズレグも、同じように世界を渡わたったと言った。そして、巨きよ大だいな竜でさえ世界間を渡れると。

　ならば──逆に、忽然と大きな物が消えることも、ありうるのではないだろうか。

　たとえば、大きな乗り物。たとえば、三〇七名の人間を乗せた旅客機のような物さえ、だ。

　加えて、景人の〝馴じゆん化か〟という力についても。機械を操あやつるという点では、竜の造つくるセリオンと通じるところがある。

　この事件を追うことで、五年前の事件や失った記憶の一いつ端たんを摑つかむことができるかもしれない。

　そんな下心が、景人の腹はらの中にあった。

　嬉うれしさと尊そん敬けいの念を合わせて太陽光のように照りつけてくるような、クウクルの純じゆん白ぱくの視線から逃げるように、景人は舞嶽に目を向ける。

「ところで、今どこに向かってるんですか？」

　景人の見立てでは、すでに都内の都心環かん状じよう線せんに乗ってしばらく経たっている。埼玉からずっと南下してきた形だ。

　舞嶽は一度窓の外を見て、また視線を戻し、短く答えた。

「議ぎ事じ堂どうだ」

　言われた言葉を景人は少し反はん芻すうして、

「……それ、もしかして立法する会議とかやる所ですか？」

「そうだ。千ち代よ田だ区にあるあれだ」

　先ほど言われた『特とく殊しゆな公務員より厳げん重じゆうな守しゆ秘ひ義ぎ務む』の重みは、考えていたよりよほど大きいのかもしれない。そう察して、景かげ人とはさっそく少しだけ後こう悔かいした。







　千代田区永なが田た町ちよう一丁目。敷しき地ち面めん積せき一〇万三〇〇一平方メートル。左右対たい称しようのシンメトリーデザインの建けん築ちく物ぶつ。国会が開かい催さいされる、行ぎよう政せい府ふ管理下の施し設せつ。

　景人たちを乗せたセダンが入ったのは、教科書にすら載のっている──国会議事堂だった。

「しつこいようだがもう一度説明するぞ。君から情報が漏もれた疑ぎ惑わくがかかった場合、令れい状じよう無しで無む期き限げんで拘こう束そくし、過か去こ全ての通信・通話記録、家か宅たく捜そう索さく、交友関係、その他にも──」

「人じん権けんとかプライバシーとか無む視しで監かん禁きんして調ちよう査さするために、二枚まいの宣せん誓せい書しよと三枚の自筆の念書と七枚の同意書とその写し、車の中で全部読んで二四枚に署しよ名めいしたのは分かってます」

　議事堂の地下駐ちゆう車しや場じように停まった車の中で書類を作り、車から降おりて通路を歩き、地下駐車場からさらに下へ向かうエレベーターの中。景人は半なかば呆あきれるような心持ちでそう答えた。

　扉とびらの右側、操そう作さパネルの前に立って景人に背を向けている舞まい嶽たけは、ジャケットのボタンを留とめ、皺しわを伸ばし、隙すきの無い黒スーツ姿すがたを整えている。

　景人の左ひだり腕うでに当たり前のように引っ付いているクウクルが、小さく手を挙あげて主しゆ張ちようした。

「わたしも書きましたよぅ」

「僕と違ちがって二枚だけだったけど」

「クウクルくんは日本国民じゃないからな」

　背せ中なかに棒ぼうでも入っているかのような立ち姿で、舞嶽が振ふり返った。景人は肩かたをすくめる。

「まあ、あんなもの書かなくても、国会議事堂の地下に秘密の空間があるとか、誰だれに言っても馬ば鹿か話ばなし扱あつかいされそうですけど」

「馬鹿話で逮たい捕ほされたくなかったら、友達とでもそういう話をしないようにな」

　舞嶽がそう告げた時、Ｇを感じた。エレベーターが停止したのだ。

「一つ忠ちゆう告こくだ。私から離れずに付いて来るように」

　舞嶽がそう言って前に向き直る。そして扉が開く。エレベーターから一歩出た途と端たん、それが正しく忠告であったことを悟さとった。

　自動小銃ＨＫ４１７を手にした警備の人間がいたからだ。

「お疲つかれ様です」

　と、短く挨あい拶さつしながら、舞嶽が通り過ぎて行く。すたすたと歩いて行く黒服姿に離されないよう、その背中を追って横を通り過ぎるが、警備員は訝いぶかしげな顔でこちらを見て、景人の胸むねに付けられたＩＤを凝ぎよう視ししてきた。

「厳げん重じゆうですね」

「そのとおり。部外者は絶ぜつ対たいに入れない」

　そう前置きして、歩きながら話し始める。

「特とく別べつ施し設せつ管理課は、文字どおり宮く内ない庁ちようが特別施設を管理するための、秘ひ匿とくされた部ぶ署しよだ。そして、その『特別施設』とは、この議ぎ事じ堂どう地下全体のことを指している」

「『特別施設』って分かりにくい名前じゃないですか？」

　廊ろう下かの脇わきにいくつか扉とびらがあるが、いずれも分ぶ厚あつそうな隔かく壁へきじみた扉で、たしかに特別な用よう途とを匂におわせる施設ではあるが。

「秘匿はしやすい。予よ算さん申しん請せいの時とかな。議員ですらほんの一部しか知らない施設だ。目的どおりの名前を付けるわけにはいかない」

　そんなことを言われた。

「どんな目的ですか？」

「……特別な目的だ」

　その答えに、景かげ人とはうんざりと呟つぶやく。

「あれだけサインさせて、まだ全部の秘密を話すのに、足りないものがあるんですか」

「あるぞ。レンジャー課か程ていの訓練とかな」

「……冗じよう談だんですよね？」

　選せん抜ばつされた現げん役えき自じ衛えい官かんが途と中ちゆうリタイアすることさえある訓練だ。やれと言うのもおかしいし、やったというのも怖おそろしい話だ。

「わたしが入庁するには必要だった。やって欲ほしいところだ」

　真顔で言われて、景人は戦せん々せん恐きよう々きようと押おし黙だまる。

　ちょうどそれと同時に、舞まい嶽たけが一枚の扉の前で立ち止まり、脇の認にん証しよう装そう置ちに指し紋もんとＩＤを照合させる。

「さて、ここが特施課の通つう常じよう業ぎよう務むに使ってる部屋だ。中にいる上司から、約束どおり、我われ々われの知っている情報を話そう」

　そう言って、思った以上に分厚い扉を開けて手で押おさえながら、入るよう促うながしてくる。

　クウクルとともに中に入ると、室内には低いパーテーションに区切られた、事務オフィスのような空間があった。

　高い壁のような衝つい立たてで区切られた一角もあり、ドア付きの衝立がその一面を構こう成せいしているのが見えたので、そちらは簡かん易い応おう接せつ室しつといったところだろう。

「よく来てくれた。結ゆう城き景人くんと、クウクル・テティワカン・エルカトルくんだね」

　と、男性の声がした。低く落ち着いた声音に目を向けると、並ならびからして上じよう長ちよう席せきらしき事じ務む机づくえの向こうに、大きな男が立っていた。

「私は宮内庁特別施設課課長、玖く我が宮みや彰あき常つねだ。未み曾ぞ有うの危き機きに、勇ゆう敢かんな選せん択たくをしてくれたこと、心より歓かん迎げいしよう」

　どこか芝しば居いがかっているようなその言葉を、さらりと自然体で口にしてしまえるのは、その男以外にいないだろう。そう思わせるような男だった。

　近くに立たれれば見上げる他ない長身に、安定感を持つ広い肩かた幅はばと厚あつい胸むな板いた。オーダーメイドらしきフォーマルなスーツに身を包み、厳いかつい顎あごと太い首を持ちながら、その目元は穏おだやか。

　ゆったりとしていながら、止められないほど力強い。雄お牛うしのような印象の男だった。

「舞まい嶽たけくんから報ほう告こくは来ているよ。景かげ人とくんとクウクルくん──でいいかね？」

　みしりと、己おのれの重量感に負けぬ足運びで机つくえを回り、二人に大きな手を差し出してくる。

「ど、どうも」「いいですよぅ」

　連れて来られた二人がそれぞれ端たん的てきに握あく手しゆと挨あい拶さつを返すと、玖く我が宮みやは一つ頷うなずき、応おう接せつスペースの方を手で差し示しめした。

「では二人ともそちらへ。契けい約やく書しよと宣せん誓せい書しよを確かく認にんしたが、不ふ備びは無い。約束どおり、こちらで摑つかんでいる話をしよう」

　特とく段だん前置きを述のべることもなくそう告げてくる。

「ずいぶん急ぎますね？」

　景人がつい口を挟はさむと、応接室に向けた足をぴたりと止めて、重々しく頷いた。

「ことは急を要するのだ、結ゆう城き景人くん。我われ々われの戦いは、すでに始まっている」

「えっ、と……？」

　全く完かん璧ぺきに真しん剣けんな面おも持もちでそう言われても、わけの分からない威い圧あつ感かんに、景人としては気け圧おされるしかない。

　何と返事するか迷まよっている景人の後ろから、舞嶽がそっと耳元で囁ささやいた。

「安心しろ。課長はいつも深しん刻こくそうな顔をしている。デスクワークの時も同じ顔をしている」

「それで疲つかれないのはすごいと思いますけど。部下も上司も」

　簡かん易い応接室の衝つい立たてに付いているドアを開けて、玖我宮が振り返ってきた。

「早く来たまえ。いまごろ、国家安全保ほ障しよう会かい議ぎが同じことについて話しているだろう。彼らの会議が一いち段だん落らくしてしまったら、我々に問い合わせが来て、隙ひまが無くなってしまう。それまでに君と話しておきたい」

　景人はぐりりと半はん眼めで舞嶽に振ふり返った。

「……実じつ際さい深刻じゃないですか」

　舞嶽は何言ってるんだこいつ、という完かん璧ぺきに自分が悪いとは思っていない顔で、

「別に、そうじゃないとは言ってないだろう？」

　そんなことをのたまった。







「まずはこれを見てくれたまえ」

　応おう接せつ室しつのソファーにクウクルと並ならんで腰こし掛かけた景かげ人との前、ローテーブルに玖く我が宮みやがすっとタブレットを置いて見せてくる。それに映うつっていたのは、

「あ、ネットのニュースで見ました。一一日前にスミソニアン博物館に残されてた、でかい猛もう獣じゆうの足あし跡あとですよね？」

　角度も鮮せん明めいさもニュースのものより見やすいが、ネットで紹しよう介かいされていた珍ちん事じ件けんの一つだ。

　アメリカ合衆国の首都、ワシントンＤ．Ｃ．にある、世界最大級の博物館群を襲おそったその事件では、

「たしか、警けい備び員いんと警察にも被ひ害がいが出た事件ですよね。いまだに警察発表もほとんど進しん展てん無しで、現場は今も封ふう鎖さ中ちゆう。夜に博物館が襲しゆう撃げきされて、展てん示じ物ぶつが被害に遭あったとか。この足跡は、警察の封ふう鎖さした外にあって、メディアが偶ぐう然ぜん見つけて取り上げたとか──な、なんですか？」

　昨日検けん索さくに引っかかってきたので、記き憶おくも新しい。景人がそう答えると、玖我宮がその力強い視し線せんをじっと向けてきていた。若干慄おののく景人に、特とく施し課か課長はぎらりと眼めを輝かがやかせている。

「大した記憶力だね。それに報道に興きよう味みを持っているようだ。感心したよ」

　うんうんと頷うなずいている。「いや珍事件くらいしか追ってないです」とは言えないうちに、玖我宮が別の画像に画面を切り替かえた。

「スミソニアン博物館が受けた被害内容は、盗とう難なん。そして警備と警察が、犠ぎ牲せいとなっている。つまりこれは強盗事件と分ぶん類るいできるのだが、その手口と盗まれたものが特とく殊しゆでね。被害を受けた展示物というのが、これだ」

「……戦せん闘とう機き、って、まさか？」

　タブレットに映うつし出された展示物の画像を見て、景人が玖我宮を見ると、

「この事件は、竜りゆうの仕し業わざだ」

　特施官ははっきりとそう告げて、景人を重々しい眼がん光こうで見返した。

　その手元で証しよう拠こを示しめしながら、だ。玖我宮が見せた画像は、スミソニアン博物館に立ち並ならぶ戦闘機。展示物として飾かざられているそれが、スクロールされるごとに変形していく。

「この事件直後に、アメリカ空軍のレーダーが、首都上空にいきなり複ふく数すうの正体不明機が出現したのを捉とらえた。大統領官邸ホワイトハウスは厳げん戒かい態たい勢せいを取ったが、この正体不明機は重要施設や中心街に目もくれず、西へと飛び去った」

　景人は眉まゆを顰ひそめる。

「そんな話は聞いたことないですけど」

「そのとおり、一いつ般ぱんには出回っていない。これから話すのは、国こつ家か機き密みつというカーテンの内側にあった話だ」

「マジですか」

　思わず呻うめくように呟つぶやいた景人に、

「マジなのだ」

「……」

　玖く我が宮みやが真顔で返してくるので、とりあえず大人おとなしく聞こう、と心に決めた。

「Ｄ．Ｃ．から離れた森林上空で迎げい撃げき機きが追いついたものの、正体不明機からの攻撃で撃げき墜ついされたのを皮切りに、彼らは合がつ衆しゆう国こく軍ぐんと交戦を開始したのだ」

「アメリカ本土上空で？　戦せん闘とう機きと竜りゆうが？」

「そうだ。アメリカ空軍は熾し烈れつな交戦の末、多数の正体不明機を撃墜した。空軍側にも少なくない損そん害がいを受けながら、だ」

　表ひよう示じする写真のフォルダを切り替かえながら、玖我宮は続ける。

「明朝、森林地帯を捜そう索さくし敵機の残ざん骸がいを回かい収しゆうすると、それこそがスミソニアンから消えた機体であることが判明した。パトカーの物まであったそうだ」

「ここまでで、すでに非ひ常じよう事じ態たい宣せん言げんしてておかしくないですね……」

　さすがに引き攣つった笑いさえ出てくる景かげ人と。しかし、この話に続きがあるのは、自分の家に突つっ込こんできた物体で、分かっていた。

「でも、全ての機体を撃墜できたわけじゃなかった、と？」

　今け朝さ方がたの擬ぎ竜りゆうは、どう見ても戦闘機だったことを思い出しつつ訊きくと、太い指がタブレットの画像をスライドさせていく。

「そうだ。消えた機体の数と、回収された残骸の数は合っていなかった。厳げん戒かい態たい勢せいのアメリカ空軍のレーダーや偵てい察さつ衛えい星せいの目を、どうやってか搔かい潜くぐり、彼らは姿を消していたのだ」

　そして、不ふ鮮せん明めいな写真が表示される。

「この三日後、西海岸の沖合いで偶ぐう然ぜん、ヨットが〝飛行物体〟を目撃するまで、彼らは発見されなかった」

　玖我宮が次に見せたのは、街頭カメラの映えい像ぞうだった。──日本の。

「そして七日後、つまり昨さく日じつに、日本に竜が現あらわれ、市街と市民に被ひ害がいを出した。すでに四日前にはＤ．Ｃ．に特施課の人員を派は遣けんし、外がい交こう筋すじから情じよう報ほう開かい示じを呼よびかけていたのだが、これを見せてようやく胸きよう襟きんを開いてもらえたよ」

　見覚えのある、景人が襲おそわれた時の映像が再さい生せいされていた。と言っても、景人はほとんど雑モ踏ブとして扱あつかわれ、目立ってはいない。

「日本政府は米軍と交戦した勢せい力りよくが日本国内を襲撃したことで、これを武ぶ力りよく攻こう撃げき事じ態たいに発はつ展てんする可能性を考こう慮りよし、『共同対たい処しよ事態協議対たい策さく本部』を設せつ立りつした」

「そんなこと、内ない密みつにできるんですか？」

「いいや、できないし、していない。今朝方、合衆国の郊外で武装勢力との交戦があった、と発表をした。共同対策本部の設立も公こう布ふされている。国こつ会かい議ぎ事じ堂どうや、付近の多くの駐ちゆう屯とん地ちも、見学者を断ことわり立ち入り制せい限げんをしているのだが……ニュースでやっていなかったかね？」

　その質しつ問もんに、期待されすぎても困こまる、という気持ちを込こめて、景かげ人とは肩かたをすくめた。

「テレビ見始めたところで、でかい竜りゆうにチャンネル権けんをリモコンごと持っていかれたんです」

　ニュースを充じゆう分ぶん見る時間も無く、襲しゆう撃げきされている。

「そうか。それなら仕方ないだろう」

　景人の冗じよう談だんにも、玖く我が宮みやは太い眉まゆを上げることなく、得とく心しんしたようにそう言うのみだった。

「ともあれ、我われ々われ特とく施し課かが把は握あくしている現げん在ざいの状じよう況きようは、そんなところだ。不ふ甲が斐いなくて申し訳わけない。君たち二人から得た情報の方が、敵てきへの手て掛がかりという意味ではよほど大きいのだよ」

　玖我宮は、景人とクウクルを見ながら、そう結んだ。

「いや、思ってたよりずっと大事でした。まさか、ニズレグがアメリカですでに一戦交えてるなんて……」

「日本の関かん与よを疑うたがわれて、特施課の課員がＮＳＡに拘こう束そくされかかった時は、対たい応おうを間ま違ちがえれば戦争に発はつ展てんする危き険けんすらあった。今こうしているのは、ずいぶん落ち着いた方だよ」

「報ほう復ふく行こう為いには躊ちゆう躇ちよ無いですよね、アメリカ人。怖おっそろしい……」

　頭を抱かかえたくなるような話だ。薄うす々うす感じていたものの、一いつ介かいの高校生が嘴くちばしを挟はさむような事じ態たいではない。

　だが、

「あの、今のお話って、そんなにまずいんです？　でぃーしーが大変です？」

　きょとんとした顔で、あまり理り解かいできていないクウクルが隣となりにいて、景人はその味方だった。

　ただ単に頭を抱えているわけにもいかない。

「簡かん単たんに言うと……ニズレグはこの世界で最強の国と、角つの突つき合わせてがっつり戦ったそうだ」

　アメリカの国内で空軍機が出動し、交戦して、損そん害がいまで出しているなど、もはやテロ扱あつかいですら生ぬるい。戦争をしたに等しい事態だ。

　景人が要約して告げた内ない容ように、クウクルが驚おどろいた。

「ええっ、そんなことしたら──竜りゆうが嫌きらわれちゃいますよぅ！」

「軽いな!?」

　クウクルが動どう揺ようしているが、微び妙みように言葉が軽い。

（いやでも、族長の娘としての発言なら、種族全体のイメージとか気にしてるわけで、理解できてる、のか？）

　少々疑うたがわしいものの、事の重大さは分かってもらえたと判はん断だんして、景人は頷うなずいた。

「アメリカ空軍とやり合った敵てきなんて、武ぶ装そう的てきに言えば、自じ衛えい隊たいのＲＣＶでも物足りない方だな……。っていうか、アメリカは大混乱が起きてるんじゃないか？」

　控ひかえめに言って、同時多発テロの時と同等程てい度どには深しん刻こくな事態として受け止められていても、おかしくはない。玖我宮が景人を見て頷き、大きな身を乗り出してくる。

「いくつかの幸運も働いて、目もく撃げき者しやの数は少なく、記き録ろく映えい像ぞうも軍のもの以外はほぼ無い。これを利用して、アメリカ政せい府ふはいったん情じよう報ほう統とう制せいをした。戦せん闘とうの詳しよう細さいなどは出回らないようにしたまま、今後、国民心理にショックの少ない形で、徐じよ々じよに情報公開をしていく方ほう針しんらしい」

「そこで問題になるのが、敵てきの正体ってことですか」

「そうだ。『正体不明の敵から国土を脅おびやかされた』となれば、パニックが起こりかねない。たとえ荒こう唐とう無む稽けいと思われようと、とにかく確かく定てい情報が必要なのだ」

　だからこそ、一いつ刻こくも早く景かげ人とたちから敵の正体について話を聞き出したがったのだろう。

「君たちから聞いた情報は、既すでにアメリカ政せい府ふと共有している。アメリカに派は遣けんした課員を通じて、ＮＳＡやＣＩＡとの情報共有を求められ、我われ々われはこれを受じゆ諾だくした」

「ＣＩＡって、またロバートソン査さ問もん会かいでも開くつもりで？」

「ほう、詳くわしいね」

　ロバートソン査問会とは、一九五三年に行われた『未確認飛行物体ＵＦＯの危き険けん性せいを評ひよう価かする会議』のことである。ＣＩＡの開かい催さいしたその会議により、全米を沸わかせていたＵＦＯの論ろん争そうは一区切りをつけることになった。

　もちろん、普ふ通つうに生きていて必要のない雑学トリビアだ。

「あの、景人さん、結局、ニズレグはどこにいるんです？　その『あめりか』に行ったほうがいいです？」

　写真以外はよく分からない、という顔をしながらも辛しん抱ぼう強く聞いていたクウクルだが、さすがに脱だつ線せんした気配に気付いたか、二人の会話にそう口を挟はさんでくる。

　景人は首を横に振ふった。

「いや、ニズレグの目的地は日本みたいだし、いまさらアメリカに行かなくていいんじゃないかな」

「そうなんですか？」

「合ってるかは分からないけどね。ほら、地理的に見ると、一直線にこっちに来てるっぽいと思わないか？」

「んー……えっと？」

　クウクルは首を傾かしげる。

「あの、世界地図とか貸かしてくれませんか？　もしくは紙とペンとか」

　予よ備び知ち識しきが無いクウクルには、図で説明した方が早い。そう考えた景人が玖く我が宮みやにそう言うと、手にしていたタブレットをこちらに差し出してきた。

「私にも聞かせてくれたまえ。先入観の無い意見を聞きたい」

「……はあ、ありがとうございます」

（先入観？）

　その言葉に少し引っ掛かかりを覚えつつもタブレットを受け取り、クウクルと玖我宮、両方に見えるように目の前のテーブルの上に置く。

「いい？　クウクル、これが僕らの世界だ。ここが日本。僕らがいるところ。で、今の話に出てたアメリカ合衆国っていうのが、こっちのこの部分。この色のところ全部だ」

　そこに表ひよう示じされた世界地図の縮しゆく尺しやくと表示位置を指で調整しつつ、景かげ人とが説明していく。

「で、一一日前にニズレグが現あらわれたらしいワシントンＤ．Ｃ．のスミソニアン博物館っていうのが、東海岸線沿いの、えーっと、この辺だ。で、玖く我が宮みやさんの話だと、ここから西へ飛んで、郊こう外がいで交戦した。でも、人がたくさんいる地ち域いきで交戦してたらもっと大事になってる。アメリカ政せい府ふがどれだけ情じよう報ほう統とう制せいしても、絶ぜつ対たいに。だから、よっぽど人里離れたところまで飛んだんだと思う。何百キロメートルも」

　景人の憶おく測そくに対し、玖我宮は何も言わず、景人の指先だけを目で追っている。

　クウクルもふんふん頷うなずきつつ景人の手元を覗のぞきこんでいるので、続ける。

「それから姿すがたを消して、三日後にアメリカ西海岸の沖合い。さらにおよそ一週間後に日本──ってことは、ニズレグは最初に現あらわれてからずっと、西へ西へ移い動どうしてるんだ。つまり、こっちに向かって移動してる。それなら、クウクルが現れるよりずっと前から、ここを目指してたことになる」

「なるほどです」

　素す直なおに感心したような声を出すクウクル。

　しかしふと、首を傾かしげてじっと地図を見つめて、言った。

「これ、見覚えありますよぅ？　わたしが見たのは紙でしたけど、この世界のこういう地図、お父様が持ち帰ってきてました。ニズレグが最初からこの国を目指してたなら、アーシェラで同じような地図を、手に入れてたのかもしれません。写しとかは禁きん止しされてませんし」

「それは確たしかかね？」

　と、玖我宮が食いつきを見せた。クウクルは頷く。

「はい、見覚えあります」

「こういう地図って……日本の正せい確かくな形があるやつ？」

　景人がもう少し詳くわしく訊きくが、答えは同じ、肯こう定ていだ。

「そうですよぅ」

「えーっと……一い八や二に一いい地図、日本地図。で、伊い能のう忠ただ敬たかが日本地図を完成させたのが二〇〇年前だけど」

「んー……そんなに前のじゃなかったですよぅ？　一〇〇年も経たってないと思います」

「なるほど」

　頷いて、景人は玖我宮を見る。

　目を向けられた特とく施し課か課長は、何事かを考えている様子だったが、視し線せんに気付いて疑ぎ問もん符ふを顔に浮うかべた。

「なにかね？」

「いや、議ぎ事じ堂どうの地下空間って、当時の土ど木ぼく技ぎ術じゆつから言って、地下鉄や議事堂の後から作るのって、無理っぽいですよね。だから、特とく施し課かは議事堂建けん設せつ当時からあるかも、と。それなら、一〇〇年以内の出来事なら、特施課に記録があって、玖く我が宮みやさんがご存ぞん知じかと思ったんです」

　景かげ人とがそう答えると、玖我宮が「なるほど」と呟つぶやく。

「大した推すい察さつだ、結ゆう城き景人くん。君の言うとおり、私には心当たりがある」

　背せもたれに体を預あずけながら、玖我宮は続けた。

「君なら『ソロモン諸しよ島とうのフー・ファイター』と言えば、分かるかね？」

「……第二次世界大戦中、ソロモン諸島で一〇〇以上の銀色の飛行物体の群むれが、アメリカ海兵隊により目もく撃げきされた。そういう都市伝説ですね」

　と、隣となりのクウクルにも分かるように口に出してから、

「もしかして、それが竜りゆうだった、とか？」

　先を予想して言ってみる。玖我宮がみしりと体を起こした。

「そのとおりだ。詳くわしい経けい緯いは残っていないものの、およそ七〇年前のその時、竜は日本の軍人を助けてくれたそうだ。見返りに、地図や時計など、兵士の手持ちの物を要求した」

「命の値ね段だんにしては、お安いようで」

「当時の兵士たちも、君と同じ意見だったようだ。要求されていないものまで、全て渡わたしたそうだ。我々特施課は、そうして生き残り、戦後、出世していた人物たちに、協力を依い頼らいした」

　玖我宮は体を起こし、説明を続ける。

「当時の上じよう層そう部ぶにいた彼らが、特とく殊しゆな状じよう況きよう下か──つまり、異い世せ界かいの住人による怪かい事じ件けんが発生した時にだけ有ゆう効こうな、目立たない条じよう文ぶんを様々な組そ織しきに滑すべり込ませた。特施課が自じ衛えい隊たいの部隊を借りられたのも、そのおかげだ」

　そう言ってから、重々しく、しかし小さく呟く。

「まさか、地図まであるとは……いよいよ、この国が危あやういな」

　ひとり言のようだったが、景人は思わず眉まゆを顰ひそめる。

「まだ何か、隠かくしてませんか？」

　訊きかれた玖我宮は、景人の目を見返して、

「……すまない」

　岩のように気配を硬かたくして動かなくなった。秘ひ密みつはあるが、言えない。そんな態たい度どであった。

　追つい及きゆうしても無理そうだ、と景人が諦あきらめたところで、ドアがノックされる。

「どうぞ」

　玖我宮が間かん髪はつを容いれずに応こたえた。衝つい立たての向こうから現れたのは、舞まい嶽たけだった。

「課長、襲おそってきた擬ぎ竜りゆうの残ざん骸がいの分ぶん解かい調ちよう査さの報ほう告こくが来ました。サーバーにも上げてあります」

　朝の機き竜りゆうのことだろう。動かなくなった擬竜は、現場に駆けつけた自衛隊がさっそくとばかりに回かい収しゆう作さ業ぎようを開始していたが、どうやら解かい体たいまでされて調べ尽つくされたらしい。

「そうか。こちらも、ひととおりの情じよう報ほう交こう換かんをしたところだ。少し確かく認にんしておこう」

　机つくえの上のタブレットを取り上げて操そう作さする玖く我が宮みや。舞まい嶽たけは手に持っていたクリアファイルを掲かかげて、

「印刷したものもありますが」

「それは景かげ人とくんたちに見せてあげたまえ」

「……見たいか？」

「ください」「くださいよぅ」

　さっそく手を出す景人と、それを真ま似ねするクウクル。

　手て渡わたされたファイルからは、三センチほどの厚あつさの紙束が出てきた。ぺらりと表紙をめくる。横からクウクルが景人と頰ほおを合わさるほど近付いて来て少々驚おどろきつつも、書類に目を走らせた。

　だが、

「……長い」

「写真とかもっとないです？」

　読み込もうと思えばできなくもないが、早々に諦あきらめたくなるくらいには堅かた苦くるしく、長い文章だった。

「……あの、舞嶽さん、要点だけ聞かせてくれたりしませんか？」

　駄だ目め元もとでそんな質しつ問もんをしてみると、舞嶽は腕うで組ぐみして景人とクウクルを見下ろして、

「ふむ。検けん査さをした技ぎ師しに聞いた説明だと、『これでなぜ動くのか分からない』が結けつ論ろんらしいが」

　そんな身も蓋ふたも無いことを言った。

「しかし、対戦車ミサイルも二五ミリ機き関かん砲ほうも、効こう果かがあったと認みとめられた。人間の武ぶ器きが効きかない相手ではない、というわけだ。ただし、残ざん骸がいに行った実じつ射しやテストの弾だん痕こんと、生きている間に撃うち込んだ弾痕の深さが、まるで違ちがうらしい。機竜が生きている間は、我々の知る物理法則以外の力が存そん在ざいし、もっと頑がん丈じようである可能性が高いそうだ。……厄やつ介かいなことだ」

「少なくとも装そう甲こう車しや両りよう並なみの堅けん牢ろうさがある、と、覚かく悟ごして挑いどまねばならないな」

　舞嶽の説明が終わったところで、玖我宮がそう言いながら目をクウクルに向けて、

「……ところで、機械ばかりが擬ぎ竜りゆうにされているようだが、クウクルくんの故こ郷きようの……アーシェラ？　でも、機械が発達していて、それを擬竜にするのが一いつ般ぱん的てきなのかね？」

　そう訊たずねてくる。クウクルは手を振ふって否ひ定ていした。

「いえいえー。アーシェラでは機械より魔ま法ほう使つかいが作った道具とか、そういうのですよぅ」

「では何な故ぜ、地球では機械を使うのか分かるかね？　竜にされない方法などがあれば、聞きたいのだが」

　言われて、クウクルは頰ほおに手を当てて考え、

「んー……岩とか剣けんみたいな、動かない物より、もともと動く仕し掛かけを持っている物の方が、セリオンに向いてるんですよぅ。それと、小さい物より大きい物の方が、血の力を受け容いれる器が大きい傾けい向こうがあります。あとは──」

　と、何を言うべきかと考える仕草と間を置いてから、

「器用な竜りゆうなら、ちょっと改かい造ぞうとかもできます。器用じゃなくても、身の一部を捧ささげたりすると、何かと言うこと聞いてもらえます。わたしがこの子を、景かげ人とさんにしっかり同化するようにしたみたいに」

　景人の金きん属ぞくの左ひだり腕うでを持ち上げつつ、クウクルがそう言った。

「でも、セリオンにならないようにする方法は……んー、そういう呪じゆ術じゆつを掛かけるとか、魔ま族ぞくさんみたいに血の契けい約やくを織おり込こむとか、どうです？」

　舞まい嶽たけが眉まゆ根ねを寄せる。

「戦せん闘とう機きの操そう縦じゆうができる巫み女こでもいれば、できるかもな」

「じゃあそれですよぅっ」

「無理だと言ってるんだ」

　皮肉が通じないクウクルに、舞嶽がきっぱり否ひ定ていを表明した。

「つまり、我われ々われの持つ兵器は全て、奪うばわれる危険性を孕はらんでいるということだね」

　玖く我が宮みやはタブレットに目を落とし、何かを打ち込んでいく。

「ようやく動き出した対たい策さく本ほん部ぶでは、まだ武ぶ力りよく攻こう撃げき事じ態たいどころか、緊きん急きゆう対たい処しよ事じ態たい──テロ攻こう撃げき下かにあるという宣せん言げんすら、いまだ布ふ告こくできないでいる。本ほん格かく的てきに自じ衛えい隊たいを派は遣けんするには、まだ下地が整っていない。……充じゆう分ぶんな戦力を動かせないのでは、却って敵を増ふやすことになるな」

　玖我宮が重い憂ゆう慮りよを滲にじませた声でそう呟く。予よ断だんを許ゆるさない、そんな声音と目をしている。

　が、

（派遣、だって？）

「……なにかな？」

　その目が、景人の怪け訝げんな表情を捉とらえたらしく、ぎょろりと振ふり向いてくる。

「あ、いや、部隊を派遣する場所に心当たりがあるのかな、と思っただけです。それも教えてくれるのかな、と思って見てました」

　先ほどから、景人やクウクルを動かす話をしていない。狙ねらわれているのがこの二人なら、富ふ士じの演えん習しゆう場じようにでも連れて行って、そこに部隊を集めればいい。自衛隊が自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちに部隊を集結させることなど、市街地を封ふう鎖さするよりはよほど簡かん単たんなはずだ。

　そんな景人の疑問をぶつけられて、

「すまない……！」

　やってしまった、と、表情こそぎりぎり変わっていないものの、顔に浮ういた汗あせと雰ふん囲い気きで、思い切り焦あせっている玖我宮がいた。

「うわあ」「だ、大だい丈じよう夫ぶです？」

　隠かくし事が向かない性せい格かくらしい。後ろめたさが本人を苛さいなんでいるのが、ありありと察せられた。

　そんな玖く我が宮みやの懐ふところで、ピリリリ、と携けい帯たい電でん話わの着信音が響ひびく。

「む……少し、失礼する」

　結果的にそれに助けられるような形で応おう接せつ室しつを出て行った大きな背せ中なかを見送ると、

「余よ計けいな詮せん索さくはやめろ。うちの課長は旧きゆう華か族ぞくの出なんだぞ」

　と、横に立っていた舞まい嶽たけが腕うで組ぐみしながら告げてくる。

「なんですかその唐とう突とつな権けん力りよく者しや発言」

「課長は育ちが良いから、正面から訊たずねられると隠かくし事ができない。と先せん輩ぱいが言っていた」

「じゃあ部下がフォローしてみればどうですか？」

「そうだな。ではこうしよう。──黙だまってないと殴なぐるぞ」

「わかりやすいけど隠し事する態たい度どじゃないですよそれ」

　景かげ人とはもはや呆あきれを隠さず答えてから、頭を抱かかえた。

「なんか、だんだん複ふく雑ざつなことになっていく気がする……」

　関わりを深めていくごとに、自分の身の安全が遠ざかっていく気がするのだ。

　顔を顰しかめる景人に反して、クウクルが宥なだめるように腕うでを撫なでてくる。

「わたしにはよく分からないですけど、でも、舞嶽さんと玖我宮さんは手伝ってくれてます。景人さんのことも、守ってくれるみたいですし。わたしはそれでいいですよぅ？」

「でも──ゴールが分からない。現げん状じようだと、襲おそってきたところを迎むかえ撃つしかないことになる。しかも相手の手札が不明のままじゃ、何が起こるのかもさっぱりだ」

　うんざりと言った景人に、

「そうでもないぞ」

　横に立った舞嶽がそう声をかけてきた。景人とクウクルが振ふり向く。

「って言うと？」

「相手の手札なら見えてきている。君たちからの情報で、今まで憶おく測そくに過すぎなかった『兵器を奪うばう』という敵てきの特性が確かく定てい情報になった。これまでに奪うばわれた兵器のリストから、撃げき破はした機体を引いていけば、相手に残った手札が判はん明めいする」

「どこかで増ふやしてる可か能のう性せいは？」

「増やす方法が『近付いて手をかざすこと』だと分かったから、自じ衛えい隊たいの各かく部ぶ署しよで厳げん戒かい態たい勢せいを取ってある。それに警けい察さつにも手配済ずみだ。どこかで何かが擬ぎ竜りゆう化かすれば、必ず犯はん人にん──ニズレグの居い場ば所しよが判明する。居場所さえ分かれば、追いかけて撃うつだけだ」

「ますますテロ対たい策さくっぽくなってますね……。頼たのもしいですけど」

　景人たちの渡わたした情報はしっかりと警けい備びに反はん映えいされ、活用されているようだ。

「それで、ニズレグの手札は、どんなのですか？」

　景人が訊たずねると、舞嶽はスマートフォンを取り出して操そう作さして、

「スミソニアン博物館以外で奪われた兵器は無いそうだ。展てん示じされていた機体のうち、ほとんどは米軍との交戦で撃げき破はされている。Ｆ６Ｆ‐３ヘルキャットやＰ‐38ライトニングほか、太平洋戦争中の機体が多いが、Ｆ‐８Ｅクルセイダーなどの残ざん骸がいもある、らしい。……Ｘ‐35Ｂがあるな。最さい新しん鋭えいのステルス実験機だ」

「ちょうどソロモン諸しよ島とうのフーファイター──クウクルのお父さんが来た、七〇年前の時期に重なる機体から、手をつけていったのかも。で、だんだん新しくしたとか」

「あ、それ、ありそうです」

　機体の名前を聞いた景かげ人との推すい測そくに、クウクルが同意する。舞まい嶽たけは肩かたをすくめた。

「あと、米軍は交戦時にＦ‐16ファイティングファルコンを奪うばわれてもいる。博物館から無くなった多数の機体のリストにＦ‐16を加えて、米軍に撃げき墜ついが確かく認にんされた機体と、わたしが対戦車ミサイルマルヒトで爆ばく破はしたＡ‐６イントルーダーを消すと、リストに残っているのは──」

　と、スマホの画面をスクロールしてから、舞嶽は言う。

「──残り三機だ。これが無くなれば、ニズレグは必ず姿すがたを現さざるをえない」

「この世界で姿を眩くらましたら、どうしますか？」

「じきに門が直れば、アーシェラから応おう援えんが来てくれると思います。わたしよりずっと戦える竜りゆうが来てくれるはずですから、ニズレグを探さがすのも戦うのも、そのほうが有利ですよぅ」

　景人の不安を拭ぬぐい去ろうというように、小さな握にぎり拳こぶしを両手で作ってそう主しゆ張ちようするクウクル。

　今の話を総そう合ごうすれば、

「つまり、ニズレグの擬ぎ竜りゆうを迎げい撃げきし続けるか、ただ時間が経たつだけで、必ず本人が出てこざるをえなくなる、か」

　あえて楽観的な考えを口に出しつつも、景人の中にはやはり懸け念ねんが残った。

（最初のあの時に、なんであの竜が僕を襲って来たのか、それだけは謎なぞのままだ）

　時じ系けい列れつが合わないことが、一つだけある。クウクルは景人の腕に竜が引き寄よせられると言っていた。が──池いけ袋ぶくろで襲おそわれたのは、ただの偶ぐう然ぜんなのだろうか。

「で、本人が出てきたとして、勝算は？」

　考えこむ景人を置いて、舞嶽がクウクルにそう訊たずねる。

　問い質ただされたクウクルがむにむにと唇くちびるを引き結んだり緩ゆるめたりと、複ふく雑ざつな顔をしてから、

「わたし、実は今、竜の姿に戻もどれないんです」

　弱りきった顔でそう言った。景人はふと今までのことを思い返し、

「そういえば……危あぶない時でも人間の姿だったよね。なんで？」

「アーシェラでは、勝手に異い世せ界かいに渡わたるの、今は禁きん止しされているんです。だから、異世界に関わる施し設せつに入る前に、〝誓せい印いん〟を……あー、えっと、『竜の姿に戻りません』っていう力ある誓いを、装そう飾しよく品ひんに刻きざんで、封ふう印いんされてからじゃないと、そこに入れないんです」

「ああ、ニズレグに襲われたっていう施設が？」

　クウクルが居い合あわせたという、襲しゆう撃げきされた施し設せつの規き則そくでそれを着けることになっている、ということだろう。

「そうです。ただ、ニズレグは何な故ぜか厳げん重じゆうな警けい備びの内側に、原身の、ドラゴンらしい姿すがたで現あらわれたんです。……竜りゆうの力を竜の姿で振ふるえるので、全力ですし……わたしは竜族的にはひよこみたいな齢としですし……」

　誤ご用ようなのかそういう慣かん用よう句くなのか判はん断だんに困こまりつつ、景かげ人とは言い淀よどむクウクルに、結けつ論ろんを迫せまってみる。

「負けそうだってこと？」

「この世界の物を借りれば、対たい抗こうくらい……でも、そういうの貸かしてもらえないと、その……と、とにかく絶ぜつ対たいにっ、簡かん単たんに負けたりしませんよぅ！」

　その言葉に勝てそうな自信は感じ取れなかったが、決意だけは、必要以上に込められていた。

　実際のところ、クウクル単たん独どくで勝てそうな相手ではない、ということなのだろう。

「いや、まあ何とかなるんじゃない、かな？」

「思ったより楽観的だな？」

　と、舞まい嶽たけがつっこんでくるのに、景人は考えつつ答えた。

「ニズレグに人間がどうしても勝てないくらい力があるなら、米軍から逃にげたり、姿を隠かくしたりもしないんじゃないかと。手下を安あん易いに増ふやさないのも、見つからないようにしてるっぽいですし」

「それは……まあ、そうかもしれないが」

「だから特とく施し課かが自じ衛えい隊たいの協力を取り付けてくれれば、クウクルが有利になる。……と思うんだけど、さっき玖く我が宮みやさんが言ってる感じだと、芳かんばしくないんですよね……舞嶽さん？」

　景人がそちらを振ふり向くと、呼よびかけられた舞嶽が眼鏡めがねを押し上げて、

「善ぜん処しよしている」

　という一言を返して、押し黙った。景人は思わず眉まゆを顰ひそめる。

「そんな官かん僚りよう的てきな。現げん場ばの人間は命がかかってるのに。あと僕のも」

　非ひ難なんの言葉に、舞嶽はむっと唇くちびるを尖とがらせて反はん応のうした。

「私も現場の一部だ」

　思うところがありつつも、口にしないようにしている。そんなものを含ふくんだ反はん駁ばくだった。

　景人は膝ひざの上で頰ほお杖づえをついて、ぼそりと悲ひ観かんを口にする。

「相手は過か激げき派はみたいな、戦い慣なれた奴やつらしいじゃないですか。大だい規き模ぼ作戦で最初の予定が崩くずれた時には、すぐに次善策プランＢを実行してくるんじゃないですか。残った手札を全部使う荒あらっぽい手とかでも、自衛隊の対たい空くう砲ほうとかあちこちに準じゆん備びされる前に──」

　瞬しゆん間かん、舞嶽の手にしていたスマートフォンから甲かん高だかい電子音が強く鳴った。それと同時に、天てん井じようかどこかのスピーカーからも、警けい報ほうが鳴り響ひびく。

「ひゃぅっ!?」

　とクウクルが驚きよう愕がくの悲鳴を上げてきょろきょろと周りを見回す。

「…………」

「いやあの、僕を睨にらむところじゃない、と思います」

　無言で見つめてくる舞まい嶽たけから、景かげ人とはすっと目を逸そらす。

　特とく施し官かんがスマホの画面に目を落とし、剣けん吞のんな光を目に宿して、告げた。

「敵てきの襲しゆう撃げきだ」







　千葉県南みなみ房ぼう総そう市、嶺みね岡おか愛宕あたご山やまの山さん頂ちようにある防ぼう空くうレーダー施し設せつ、峯みね岡おか山やま分ぶん屯とん基き地ちの航こう空くう警けい戒かい管かん制せいレーダーが、領りよう空くう侵しん犯ぱん機きをレーダーに捉とらえた。

　が、その時には、国こく籍せき不ふ明めいの領空侵犯機はすでに、常じよう識しきでは考えられないほどの至し近きんにまで来ていた。太平洋上、勝かつ浦うら沖おき一二キロ地点である。

　関東一帯の空を監かん視しし、数百キロに及およぶ探たん査さ距きよ離りを持つはずのレーダーサイトが、ほとんど目前と言っていい距きよ離りに近づかれるまで、正ア体ン不ノ明ウ機ンの存そん在ざいに気付けなかったのだ。

　ただちに防ぼう空くう指し揮き所しよが警けい告こくを発したものの、アンノウンの速度は秒速約四〇〇メートル。一二キロメートルをおよそ三〇秒で通過する。

　五分で離り陸りく可か能のうな緊きん急きゆう発はつ進しん機きすら間に合わない速度である。

　そして、易やす々やすと日本領土上空を侵おかしたアンノウンは、一直線に東京へと向かう。

　首都まで直線距離ならば、およそ七〇キロメートル。

　アンノウンの持つ音速の一・二倍という速度なら──たった三分で到とう着ちやくする距離だった。







　その時、国こつ会かい参さん観かんバス駐ちゆう車しや場じようには、練ねり馬ま駐屯地から派は遣けんされた第１偵てい察さつ隊たいが展てん開かいしていた。

　国会議事堂の北側にあるその敷しき地ちには、普ふ段だんなら名前どおりの目的を持った大型バスが駐車しているが、昨日に竜りゆうの襲撃があってから、国会議事堂は参観者を受け入れていない。

　駐車場北側に設せつ営えいされた小隊本部の天てん幕まくで、指揮通信車から正体不明機の一いつ報ぽうが入り、偵てい察さつ隊たいを率ひきいる二等陸りく佐さは、背せ筋すじが凍こおるようなその内ない容ように、思わず椅い子すを蹴けって立ち上がっていた。

「出動準じゆん備びだ！　全隊直ただちに配置につけ！　三分以内にだ!!　本部に防衛出動や何か命令が来ていないか確認しろ！」

「り、了解！」

　そのすさまじい剣けん幕まくをぶつけられて、本部テントにいた一等陸りく尉いが慌あわてて飛び出ていく。

　慌ただしく書類をかき集めてテントを出て行く隊員。外にも騒さわぎが広がっていく。

　通信士が答えた。

「出動命令は来ていますが、特とく施し課かからです！　どうしますか!?」

「命令は命令だ！　待機以外なら何でもいい！　内容は!?」

「出動命令です！　敵の目標は議ぎ事じ堂どう周辺と推すい定ていされる、我われ々われは情じよう報ほう提てい供きよう者しやを移い送そうさせるために合流するように、と！」

「つまり護ご送そうか!?　こんな時に!?」

　思わず言い返してしまってから、

（──いや、護送はただの名目か？　朝も同じ任にん務むだったはずが、実じつ包ぽうを撃うつことになった）

　二佐さが心中で考えを巡めぐらせていると、外で叫さけびが上がった。

「敵だ！　見ろ！」

　急ぎ外に出た隊長が見たのは、議事堂の向こう、南東の空から飛んでくる、真っ黒な機き竜りゆうの影かげだった。二佐が咄とつ嗟さに叫ぶ。

「レーダー車の出力上げろ！　ＲＣＶ、射しや程ていに入り次し第だい撃ち方始め！　目もく視し照しよう準じゆんでもいい！」

　三両の８７式偵てい察さつ警けい戒かい車しやが砲ほう塔とうを旋せん回かいさせ、二五ミリ機き関かん砲ほうが火を吹ふいた。対地・対空両用を可か能のうとする機関砲が、毎分五二〇発以上もの発射速度で、目標に向けて弾だん幕まくを飛ばす。

　空に浮うかぶ敵てき影えいが素す早ばやく反はん応のうした。すさまじい加速で上じよう昇しようし、そして急きゆう降こう下かしてきたのだ。

「攻撃来るぞ！」

　真っ黒なその機竜が、ほんの二〇メートルほど上空を通つう過かしながら光を噴ふいた。その光が高こう架かを抉えぐるほどの熱の奔ほん流りゆうであると、事前に受け取った情報で聞いていたが──装そう甲こう車しや両りようすら貫つらぬく大たい砲ほうじみた威い力りよくだと、体感させられることになった。

　獣けものじみた雄お叫たけびと、ＲＣＶの爆ばく発はつ音おんが重なる。

　熱砲の光が砲塔を貫き業ごう火かが噴ふき上がった。破は壊かい的てきな大だい音おん響きようと熱風が、隊員たちの全身を叩たたいて通り過すぎた。

　第１偵察隊の主力車両を大たい破は炎えん上じようさせた敵はそのまま遠ざかり、隊長が命令を叫ぶ。

「火を消して乗員を救助しろ！　ありったけ消火器を持ってこい！　裏の消しよう防ぼう署しよからもだ！」

　急過ぎる襲しゆう撃げきでもはや奇襲を受けたも同然の彼らに、さらに絶ぜつ望ぼう的てきな報しらせがもたらされた。

「師し団だん本部より、連れん絡らくがあります！　今の奴やつとは別に、もう二体の敵が接せつ近きん中ちゆうであると！」

「本部へ現げん状じようを報ほう告こく！　移動準備も進めておけ！　戦闘に必要な物以外は置いていっていい！　急げ！　これは実戦だぞ!!」







　久ひさしく用いられることの無かった『実戦』という言葉が、現実感を伴ともなって叩きつけられた最初の現場が、第１偵察隊のいる、その場所だった。

　何十年もの間、忌き避ひされ、仮か定ていの上でしか使われていなかったその言葉は、最初に用いられたこの時から間を置かず、ありとあらゆる場所で叫さけばれることとなった。







「五分で準じゆん備びしても敵てきの方が早いとか、日本の防ぼう空くう体たい制せい大だい丈じよう夫ぶなんですか」

　地下深くにいた景かげ人とたちは、地上に出るまでにどうしても数分の時間を要した。

「領りよう海かい・領空侵しん犯ぱんが多いのは日本海側だからな。太平洋側から、米軍の早そう期き警けい戒かい衛えい星せいすら搔かい潜くぐる性能を持った相手が、普ふ通つうなら飛行機が飛べないような超ちよう低空飛行で来ると、発見が遅おくれるんだ。ロシア軍機は昨日も防ぼう空くう識しき別べつ圏けんすれすれを飛んでくれたしな」

「……それは相手が悪い」

「そういうことだ」

　一いつ行こうは地下駐ちゆう車しや場じようまで戻もどり、景人とクウクルは再ふたたびセダンに乗せられる。運転席に滑すべり込こんだ舞まい嶽たけが猛もう烈れつな加速で発進させた。

「どこに行くんですか？」

「市いちヶが谷やだ。あそこなら核かくシェルターも警けい備び部ぶ隊たいも整ってるから、第１偵てい察さつ隊たいと──」

　車が地上に出て議ぎ事じ堂どうの正面玄げん関かん前に出た瞬しゆん間かん、目の前に真っ黒な機き竜りゆうが降ふってきた。

　舞嶽が左に急ハンドルを切って衝しよう突とつを避けたものの、金きん属ぞく質しつで巨きよ大だいな尻尾しつぽが横合いから叩たたきつけられる。──瞬間、

「踊れMitotilistli！」

　クウクルが鋭するどく声を上げながら車を叩たたいた。耳みみ慣なれない言葉なのに、景人の頭には意味が響ひびく、奇き妙みような現げん象しよう。

　同時に景人の腕うでが引っ張ぱられ、後こう部ぶ座ざ席せきの上で折り重なるように、引き倒たおされる。

　クウクルの豊ゆたかな双そう丘きゆうに景人が側頭部から突つっ込んで座席に寝ねそべる。瞬時に運転席と助手席のリクライニングが限げん界かい以上に後ろに倒たおれ、車体までもが車自ら沈しずみ込んだ。

　あらゆる部品が隙すき間まを生んで、車が平たく潰つぶれながらドリフトする。隙間だらけの屋根の上を、尻尾が通つう過かしていくのが見えた。

　横よこ薙なぎに襲しゆう来らいした機竜の尾を下にくぐって避けた車が、元に戻もどりながら全てのドアを開き、完全に停てい止しするよりも先に、車内の三人が吐はき出されるように外へ転がり出された。

　車はそのまま擬竜へと姿すがたを変えていく。変身の過か程ていでも操あやつることができたらしいと察する。

「大だい丈じよう夫ぶです!?」

「気持ち良さと気持ち悪さがせめぎ合ってる」

　撹かく拌はんされた三さん半はん規き管かんと胃い袋ぶくろがもたらす吐はき気と、顔を埋うめたものの感かん触しよくで脳のうが混こん乱らんしている。今も埋まったままだ。

「意外に余よ裕ゆうそうだな」

　首根っこを摑つかんだ舞嶽の無む慈じ悲ひな豪ごう腕わんが、景人を立ち上がらせた。目の前に、現げん実じつ逃とう避ひしたくなるものがいた。クウクルも尻尾しつぽを揺ゆらめかせながら立ち上がり、それを見る。

　全身を漆しつ黒こくに染そめ上げている金きん属ぞくの肌はだ。四本の脚あしを地に着けて低く構かまえたその体たい勢せいですら、見上げるほどの巨きよ体たい。上を見上げれば重機のような大おお顎あごを持ち、下に目線を落としても破は城じよう槌ついじみた尾おがのたうつ、ただそこにいるだけで凶きよう器きを彷ほう彿ふつとさせる体の持ち主。

　端たん的てきに言うなら──すさまじく巨大な黒竜が、すぐそこにいた。

「おそらくスミソニアン博物館から失われ、見つかっていない機体の一つ、ＳＲ‐71Ａだな」

　その機種名は〝世界最速〟をも意味するものだ。音速の三倍以上の速そく度ど域いきを住すみ処かとし、対空ミサイルが飛び交う戦場を幾度も飛行しながら、退たい役えきするまで一度も撃墜されたことがない最速にして不落のジェット機。

「……通つう称しよう『ブラックバード』？」

　冷戦時代の超ちよう音速高高度戦せん略りやく偵てい察さつ機きの通称を口にすると、舞まい嶽たけが頷うなずいた。

「そうだ」

「勘かん弁べんして欲ほしい」

「手て強ごわそうですよぅ」

　全長三〇メートル以上の漆黒の機体が、擬ぎ竜りゆうとして現れたことに景かげ人とが戦せん慄りつしていると、その巨大な体を折り曲げて、ブラックバードが唸うなり声を発した。

　──と、

「あ、やっぱり。あたしラッキーじゃ～ん」

　そんな声が降ふってきた。

　軽く、それでいて気け怠だるそうな感情の響ひびきを孕はらんだ声だった。ブラックバードの頭の上に、脚あしを放り出すような歩き方で、一人の女が姿すがたを現あらわした。

「……何者だ、あれ？」

　一見した限かぎりでは、中学生くらいの子供だ。

　金髪に赤がまだらに混まじる髪。肌はだを大きく露ろ出しゆつさせつつ、全身をきらきらと装そう飾しよく品ひんで彩いろどった格かつ好こう。未み成せい熟じゆくな肢し体たいに不ふ似に合あいなほど派は手でな装よそおいながら、着られている感は無く、こなれた気怠さを纏まとわりつかせていた。

　道みち端ばたですれ違ちがうだけなら、ただのマセた中学生、くらいに思えただろう。しかし、機竜の頭の上にいるのなら、話は別だ。ただの人間であるわけでもない。
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　クウクルに向けた景人の声を聞き咎とがめたのか、女が景人を指差して、

「いい勘かんしてる。あたしを見ると、大抵の人間は子供扱あつかいするんだけど、違ちがうんだよね～」

「なるほど、ババアだと」

　真しん剣けんに頷うなずいた景人だが、

「違うし若わかいしなにアンタむかつく」

　いきなり不ふ機き嫌げんになってしまった。クウクルが景人の横から叫さけぶ。

「ティフォニアさん！　まさか、ニズレグに協力してるんですか!?」

「そのとおりだよんクウちゃん」

　からかうような口ぶりで肯こう定ていするティフォニア。舞まい嶽たけが訊たずねる。

「知り合いか？」

「ちょっとだけですけど、そうですよぅ。……まさか、煌こう竜りゆう族ぞくの守りがニズレグに破やぶられたのって、ティフォニアさんが中から──」

「ま、積もる話はまたあとってことで」

　ティフォニアが人差し指を立てて、宙ちゆうを撫なでるように振ふった。

　ブラックバードが牙きばを剝むいて吠ほえる。

「やっちゃおうか」

　瞬しゆん間かん、クウクルがセダン型擬ぎ竜りゆうの首を摑つかみ、景かげ人とと手を繫つないで空中へ飛び上がった。強い羽は撃ばたきで巻まき起こった風ふう圧あつが舞嶽を吹ふき飛ばす。

　三人がいた場所を瀑ばく光こうが通つう過か。黒竜の熱ねつ砲ほうは議事堂の正面玄げん関かんにぶち当たり、『開かずの扉とびら』と呼ばれている正面扉を吹ふき飛ばして風かざ穴あなを開けた。その衝しよう撃げきの余よ波はだけで、議事堂の窓が一いつ斉せいに割われてガラスを散らす。

　クウクル操あやつるセダンからもブレスの応おう射しやが放たれ、黒い機竜の頭を殴なぐりつけて相手を怯ひるませる。その隙すきに、セダンは首を振ってクウクルと景人を首元に放り投げ、高度を上げた。

「摑つかまっていてください！」

　首の根本に跨またがったクウクルが、その後ろに乗せられた景かげ人とを振ふり返って叫さけぶ。

「分かった」

　腕うでを回した腰こしの、噓うそのような細さに景人が慄おののく。想そう像ぞう以上に柔やわらかく華きや奢しやな体の感かん触しよくに、これ以上力を入れていいのかと一瞬戸と惑まどうが、体にかかる慣かん性せい力りよくはそんな遠えん慮りよを吹き飛ばした。

　気を抜ぬくと即そく座ざに後ろへ取り落とされそうなＧが全身を襲おそう。セダン型擬ぎ竜りゆうが、信じられない速さで高度を上げたのだ。

　そして、急きゆう旋せん回かい。内ない臓ぞうが全部横よこ腹はらにひっつきそうな暴ぼう力りよく的てきな進しん路ろ変へん更こうの直後、笛のような甲高い風切り音が、すぐ近くの空気を切り裂さいた。

　顎あごを肩かたで支えるようにしながらなんとか背後を振り返ると、さらにもう一体、灰はい色いろの竜が現あらわれていた。

「新手か!?」

　景人の脳裏をよぎったのは、舞嶽が言っていた『リスト』のことだ。ニズレグに残された手札の。

　残り三体。舞嶽はそう言っていた。

　ニズレグがどのような目もく論ろ見みを持っているにせよ、全ての手札を使ってできることをやってくる。景人はそう予想した。

　そして、それが当たっているなら、

「残り三体。なら、他にもう一体いてもおかしくな──」

　言いかけた瞬しゆん間かん、竜りゆうが激はげしく傾いバンクして下方宙ちゆう返がえり。ほぼ同時に、翼つばさの横すれすれを光の帯が貫つらぬいて、下から上へと黒い影かげが飛び抜ぬける。

　ジェットエンジンの凄すさまじい豪ごう風ふうが鼓こ膜まくと体を叩たたいた。

（言ってる場合じゃないか）

「逃にげますよぅ！」

　クウクルが叫さけび、セダンが吠ほえた。

　斜スめラ下イ方ス宙バ返ツりクした擬竜が、縦たてにした翼を開いた正門に通すほどの低さで通つう過か。そばにいた衛えい視しが驚おどろいて転ぶ。

　道路上を超低空飛行で通過し、羽は撃ばたいて速度を稼かせぎ大きな交差点で旋回しつつ上じよう昇しよう。灰色の機竜から放たれたブレスが、的まとを外して交差点のアスファルトを砕くだく。通りがかった車が爆ばく破はの衝しよう撃げきでフロントガラスを罅ひびで真っ白にされ、衝しよう突とつ事じ故こを起こした。

　次の瞬間、景人の乗る擬竜が翼を畳たたんで急速に傾きバンク角を変えた。かと思えば、すぐさま鋭するどく羽撃いて上方から降ふってきた熱砲を回かい避ひ。的を外した熱ねつ粒りゆう子しの柱が皇こう居きよの堀ほりに着ちやく弾だんし、水柱を噴ふき上げる。

　すぐ後ろを通った黒竜が体をうねらせて急旋回し、追つい随ずいしてくる。

　急加速、急減速を繰くり返して鋭く追撃してくる敵機を、クウクルは細かいロールを重ねて方向を不ふ規き則そくに変えて避よけ続けるが、常に上頭を押おさえられ、高度をなかなか上げられない。

　推力偏向ベクタードノズルどころではない。翼つばささえ形を変え、重心移い動どうすら瞬しゆん時じに可か能のうな竜は、空を泳ぐように自じ在ざいに飛び交う。

「ぎ、ぃ、い──」

　方向をくるくる変える慣かん性せい力りよくに翻ほん弄ろうされ、景かげ人とは歯を食いしばって耐たえていた。

　擬ぎ竜りゆうと一体化した左手は、こんな時でもクウクルの手が添そえられる微び細さいな感覚をきちんと伝えてきた。クウクルの手て肌はだから、腕うでを伝って熱いものが体を巡めぐり、体が少し楽になる。何かの処しよ置ちを施ほどこされたのかもしれない。

『頑がん張ばってください！』

　ごうごうとうるさい耳に、ではない。自分の内側から響ひびいたクウクルの声が励はげましてきた。

（これ、もしかして念話テレパシーか？）

　訝いぶかしく思ったその瞬間、横から黒い影かげが突つっ込こんできた。

「獲とったぁ──!!」

　ティフォニアの叫さけびと共にセダン型擬竜の翼が食い千切られた。

「きゃああああぁ！」

　擬竜の悲ひ痛つうな咆ほう哮こうと、クウクルの悲鳴が重なる。

　コマのように回転しながら落ちていった擬竜は、何かの屋根にぶつかってバウンドし、ガラスの天てん窓まどに激げき突とつ。天窓を粉ふん砕さいして屋根の建材を押おしのけ、中に落ちてようやく止まった。

「うわああ!?」「なに、なんなの!?」「逃にげてください！　警けい報ほうが出ています！　逃げてください！」「なんでそんな──」「こっちは駄だ目めだ！」

　喧けん騒そうを耳にして、知らないうちに塞ふさいでいた目ま蓋ぶたを意い志しで押し開く。

「いい加か減げん、死ぬぞ僕……」

　天てん井じように大おお穴あなが開いていた。広く天窓がある天井で、奥おくは二階分ほど高さのある吹ふき抜ぬけとなっていた。途と中ちゆうで擬竜から振ふり落とされていたら、硬かたい床ゆかに激突して死んでいただろう。

「っと、クウクル？」

「へ、平気ですよぅ」

　擬竜の翼の上で倒たおれていた景人が身を起こすと、クウクルが胴どう体たいの方で起き上がっていた。

「うぅ、ごめんなさい……逃げ切れなくて……」

「そうだ、ブラックバードは？」

　天井に開いた穴から空を見る。敵が追つい撃げきして──きていなかった。
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「む、いいところでお邪じや魔まが」

　遠くの空に浮うかんだ機き影えいがみるみる大きくなるのを見つけて、ティフォニアはそう呟つぶやいた。

　似にたような物を見た覚えがある。速度だけを頼たよりに大気を押おしのけ、竜から見ればとても奇き妙みような小さい三角形の翼つばさを、空に突つき立てて飛び続けているその姿すがた。──戦せん闘とう機きだ。

「ふぅん？」

　瞬しゆん間かん、ティフォニアと黒竜目がけてあるものが発はつ射しやされた。それはすさまじい速さで宙ちゆうを走り、黒竜のエンジンに狙ねらいを定めて飛んでくる。

　族長の家か系けいよりは劣おとるものの、ティフォニアとてセリオンから多少は知ち識しきを引き出す術すべを持っていた。

　超音速で飛来するその物体は──短たん距きよ離りミサイルだ。

「いっきなり来たなぁ!?」

　ブラックバードがジェットエンジンを噴ふかして加速。すぐに音速を突とつ破ぱし、地上の施し設せつのガラスが衝しよう撃げき波はで一いつ斉せいに震ふるえて、光をきらきら揺ゆらす。

「でも甘あまいっ！」

　竜であるティフォニアは、音を置き去りにするその速度の中でさえ、不ふ敵てきに笑ってみせた。




　　　　　●




「Ｆイ─ー15グＪルか？」

　黒竜のものとは違ちがうエンジンの唸うなり声と、遠く上空に一いつ瞬しゆんだけ見えた機き影えいを目にして、景かげ人とがぼそりと呟つぶやく。

　緊きん急きゆう発はつ進しんした自じ衛えい隊たい機きがようやく追いついたのかもしれない。

　まともに考えれば、偵察機ブラツクバードと戦闘機イーグルなら、空戦能力に優すぐれた航空自衛隊のＦ‐15Ｊが視し程てい内ない戦せん闘とうで負けるわけがない。

　だが、相手はまともではない。

　高高度戦せん略りやく偵てい察さつ機きＳＲ‐71Ａは、高度数百メートルの低空を自じ在ざいに飛ぶような機体ではない。にも拘かかわらず、ティフォニアは飛ばしているのだから。

「景人さん、ここ、なんだかいろいろありますよぅ？」

　歩み寄よってきたクウクルに言われ、景人は周囲を見回す。──すぐそばに、機関車があった。

　二階建ての建物だが、景人たちの落ちた玄げん関かん口ぐちは吹ふき抜ぬけになっていて、壁かべ際ぎわに受付とエスカレーターがあり、そこを上がると、手すり付きの通路が二階の高さにある。

　景人が上を見上げると、その通路から覗のぞきこんでいる警けい備び員いんらしき中年男性と目が合った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかね？　一いつ緒しよに逃げるかい？」

「お構かまいなく」

　景人が左手を振ふると、警備員はぎょっとした目で見つめてきた。

「そ、そうか」

　どうやら、景かげ人とが竜に乗って落ちてきたのは察していたらしい。それに加えて機械の腕うでを見せられて、警けい備び員いんは気け圧おされるように頷うなずくと、小走りに去っていった。

　景人はぐったりと力を失って動かなくなったセダン型擬ぎ竜りゆうから、心の中で合がつ掌しようしつつ離はなれる。

　周囲にあるのは、太平洋戦争中に使われ、今は歴れき史し資し料りようとして保ほ管かんされている、何十年も前の、大たい砲ほうや機械だ。

「……ここは、遊ゆう就しゆう館かんか」

　靖やす国くに神じん社じやに併へい設せつされた、祭神ゆかりの資料が保ほ存ぞんされている、日本国内における最初で最古の軍事博物館だ。分類としては博物館ではなく、宝ほう物もつ館かんらしいが。

　その名を呟つぶやきつつ周囲を見回した景人の横で、クウクルがあるものを指差して言った。

「景人さん、あれ、飛びそうな感じしません？」

　その細い指先の指し示しめしたものは、緑色に塗と装そうされた、一いつ対ついの翼つばさだった。

　景人たちがぶち破やぶった天てん窓まどの真下、玄げん関かん口ぐちに構かまえられた展てん示じ物ぶつ。遊就館の顔とも言うべきそれを見て、景人は首を横に振ふる。

「いやあれはただの展示物だから。中身はぼろぼろだよ」

　形は保たもっているものの、兵器としての機き能のうは損そこなわれている。歴史的価か値ち以上のものはない。

　だがクウクルはきょろきょろと回りを見み渡わたして、

「……このへんのものも食べさせちゃえば、大だい丈じよう夫ぶですよぅ。力が余よ分ぶんに必要ですけど、きっとなんとかなります！」

　すぅっと息を深く吸って、胸に手を当てた。

　その体が山やま吹ぶき色いろの光を纏まとい、しかしすぐには離はなれず、徐じよ々じよに密みつ度どを増ましていく。

　そして、ゆっくりと両手を前に出した。

「死者の地の竜の子は目覚Cochtlachiyめては眠りまた目覚めるCoatlipilことをくり返すmictlan。魂がそれを求めるゆえにtumen tetonali kaxan」

　クウクルの体全体にまとわりついていた光の粒りゆう子しが、ふわりと散った。部屋の中にある展示物に、吸すい込まれるように寄り集っていく。

　展示物を慰い撫ぶするように飛んだ光が、染しみ込むように機関車やセダン、その他の展示物に潜もぐり込んでいく。

　やがて、緑の機体が揺ゆれ動き、変形を始めた。

「目を覚まして、わたしIxitistli qualtxinの可愛いあなたたち no tehuantzin!!」

　ぱん、とクウクルが両手を打ち鳴らした。──瞬しゆん間かん、横にあった機関車から、倒たおれ伏ふしているセダンから、内部の部品が弾はじけるように飛び出てきた。

　見み慣なれない現げん象しようはさらに続く。

　飛び出た機械部品の群むれやガラスケース内にあった錆さびついた銃じゆう身しんまで、まるで磁じ石しやくで砂鉄を引き寄せるように、目の前の機体へ吸い込まれていくのだ。

　やがてそれは、もぞもぞ蠢うごめく奇き怪かいな塊かたまりになった。何か、岩を嚙かみ砕くだいているようなけたたましい音が、中で何度も鳴っている。

「あれは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　つい景かげ人とが指差して聞いた瞬しゆん間かん、おもちゃ箱をひっくり返して思い切り床ゆかにぶちまけた音を何十倍にも大きくしたような、凄すさまじい騒そう音おんが奏かなでられる。

　そちらを振ふり返ると、いまだ背せ中なかなどに乗る余よ剰じよう部品を振るい落とす、二本脚あしで緑色の飛竜が、そこにいた。

　クウクルが得意げに景人を振り返った。

「どうです？　言ったとおりいけますよぅっ」

　景人は遠くから響ひびく爆ばく発はつ音おんに耳を傾かたむけて、

「日本の空でまたこいつが飛ぶとはね。しかも〝戦時〟に」

　その皮肉に、ついそんなことを呟つぶやく。クウクルは首を傾かしげた。

「戦える子です？」

　言葉を理り解かいしたわけでもないだろうが、翼つばさに日の丸を掲かかげた緑の竜が一声、鳴き声を上げた。

　戦意ある咆ほう哮こうを耳にしながら、景人はクウクルに頷うなずいてみせる。

「……まあね。最初に飛んでからしばらくは、世界最強だった奴やつだよ」

　緑りよく竜りゆうと化したのは、かつて世界に名を轟とどろかせた大日本帝国の傑けつ作さく機き──零ぜろ戦せんだった。

「でも、あれに対たい抗こうしようっていうのはな……」

　全長九メートルの零戦と全長三〇メートル超ちようのブラックバードでは、体たい格かくが違ちがいすぎる。

「他にも仲間を探さがしてみますし、この国の人たちの武ぶ器きだって飛んでます。時間稼かせぎくらい、してみせます。景人さんに手出しはさせませんし、他の人たちだって、傷きずつけさせません」

「──そうか、仲間か」

　景人は遊ゆう就しゆう館かんの壁かべの向こうをつい見てから、ふと、先ほど頭の中で響いたクウクルの声のことを思い出す。

「クウクル、二つ質しつ問もん。さっき、声を出さずに僕に話しかけたよね？　離はなれててもできる？」

　ゼロの顎あごを摑つかんで引き寄よせていたクウクルが、きょとんとしながら答えた。

「えっと、少し離れてるくらいなら大丈夫です。それに、景人さんもできるはずです」

「じゃあ、もう一つ。その擬ぎ竜りゆうは僕の言うこと聞く？」

「んー……セリオンは力を注いだ竜と性せい格かくが似にるんです。それに、景人さんの腕うでには、わたしの角がありますから……手を触れていれば、同どう調ちよう本ほん能のうで景人さんが強く念じることを読み取れますし……たぶん、ちゃんと聞いてくれると思います」

「なるほどね。それなら、ロッテが使えるかな」

　景人はそう呟いてゼロを見上げた。

「ろーて？」

　グァ、と小さく唸うなりながら、擬ぎ竜りゆうがクウクルと一いつ緒しよに首を傾かしげていた。
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　凄すさまじい加速をしながら急きゆう降こう下かしたことで、ＳＲ‐71Ａを赤外線追つい尾びしていた短たん距きよ離りミサイルは、突とつ如じよとして爆ばく発はつした。間ま違ちがっても地表に落ちないように、高度が下がれば自爆するように安あん全ぜん装そう置ちが設せつ定ていしてあったのだ。

　ティフォニアはアメリカ本土でも、同じように戦せん闘とう機きと空戦をしている。あの手のミサイルに地上の目標は狙ねらえないことを、ティフォニアは知っていた。

　上空で捕ほ捉そくされたとしても、建物の陰かげに隠かくれればいい。──というつもりだったものの、思った以上に簡かん単たんにミサイルを振り切ったことで、逆に意気込みを挫くじかれる。

「あーあー、もうっ！　こんな低くして損そんした！　このヘタレ！　ヘタレミサイルぅ～！」

　肩かた透すかしを食らって憤ふん慨がいしながら、ミサイルを振ふり切ろうと近くの川に向けてダイブし、川面すれすれまで高度を下げていたティフォニアは、ブラックバードに翼つばさを大きく広げさせて風を打たせ、減げん速そくした。

　とはいえ、ティフォニアを追って飛んできていたのは、ミサイルだけではない。二機の航空機のうち一機が真後ろを追つい随ずいして、徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめてきている。ティフォニアが機首を上げた瞬しゆん間かん、機き銃じゆうで狙ねらい撃うつつもりだろう。

　川──ではないのかもしれない──がいきなり途と切ぎれて建っていた高いビルを避よけて、脇わきにあった広い道路の上を飛んでいく。いまだ逃にげ惑まどっている人間たちが、路上で熱風とエンジンの轟ごう音おんに煽あおられて悲鳴を上げていた。

　旋せん回かいして南へ。建物の屋上すれすれを飛行し、背の高いビルの壁へき面めんにはエンジンの熱風を噴ふきつけさえするほどの低空飛行をするが、イーグルを振り切るには至いたらない。

　自じ在ざいに翼を翻ひるがえす竜を相手に、猟りよう犬けんのようにぴったりと食らいついていくイーグル。ほんの少し操そう作さを誤あやまればビルやアンテナに機体が激げき突とつする危険を冒おかしながら、紙一重でそれに至らぬように細心しながら、である。どちらも正気の沙さ汰たではない。

「根こん比くらべをしてれば、仲間が来るか、チャンスが来る──」

　イーグルは地表に沿そって飛んでいる限かぎり、流れ弾だまを気にして引き金を引けない。しかし根比べをしても、イーグルの仲間が徐々に集まって来て、ティフォニアが不利になる。

「──とでも、思ってるんだろーなー」

　先ほど見つけた場所へ飛んでいく。頭とう頂ちように金色の飾かざりを付けた、八角形の建物だ。

　ティフォニアは木々と堀に囲まれたその建物の上を通つう過か。後ろに付いてきた戦闘機も同じコースを通過し──

「いっけぇえ!!」

　──武ぶ道どう館かんの陰かげに潜ひそんでいた、別の機き竜りゆうに襲おそい掛かかられた。

　アフターバーナーを全開にして、地上から垂直に飛び上がってきたＦ‐14トムキャットの擬ぎ竜りゆうが、待ち伏ぶせで作った好機を逃のがさずに食らいついていく。

　上昇して逃にげようとした相手に強引に突とつ撃げきして、翼つばさに爪つめを立てて摑つかみかかった。下から飛びかかった機竜は、イーグルに逆さかさまに貼はり付いた姿勢になる。

　二機はもつれ合って錐きり揉もみ回転しながらいったんは上昇したが、その螺ら旋せん軌き道どうはすぐに下向きに変化する。翼と長い首を振って重心を操あやつり、強引にイーグルを下した敷じきにしたトムキャットが、その体勢で行く先にあるのは──地面に他ならない。

　空中で捕つかまえられたイーグルは、道路に激げき突とつした。竜ではない飛行機の耐たい久きゆう力りよくはすぐに音ねを上げる。機首が潰つぶれ、翼がもげ、燃え上がった。

　機竜が飛び降おりた。イーグルは地面でバウンドし、走っていた車に衝しよう突とつ。片かた翼よくをボンネットに引っ掛けてくるくる回り、片かた方ほうすっぽ抜ぬけたエンジンを時代がかった建物にぶつけて、最後に爆ばく発はつして胴どう体たいがへし折れた。

「ふふん」

　機き嫌げん良く笑いを浮うかべつつ、ティフォニアもいったん着地する。相あい棒ぼうを失って単機で上空を通り過すぎて行くもう一機のイーグルが、着地した機竜に手を出せず空むなしく旋せん回かいしている。

「あれくらいは正面からやってもいいけど──ぁたっ!?」

　ごん、と額ひたいに衝撃があった。そちらを振ふり返ると、時代がかった建物の中で、人間が慌あわてて窓まどから離はなれて走っていくのが見えた。

　当たり方が悪かったらしく、額に貼り付いてしまった物を、指でぴっと弾はじいて取り去る。飛んでいくのは、潰つぶれた鉛なまりの塊かたまり──銃じゆう弾だんだ。

　たしかに人化している時は原身より脆もろいが、普ふ通つうの人間の武ぶ器きでやられるほどではない。

「お返しで一発、やっちゃおうか」

　ブラックバードの首くび筋すじを叩たたく。黒竜の首がそちらを向いて、光を口こう腔くうに溜ためていく。建物ごと中の人間を灼やき尽つくす──直前で、ティフォニアの耳が機竜の慟どう哭こくを聞きつけた。

「あれっ!?」

　ティフォニアが振ふり仰あおいだその先で、一条の光が、上昇しようとしていたＦ‐14の頭を殴なぐりつけていた。よろめいた機竜の翼に、全体重と速度を乗せた爪つめの一撃が叩たたき込まれる。

　片翼をへし折られたトムキャットが悲鳴を上げて堀ほりへ落下した。

「それ以上やらせませんよぅ！」

　クウクルの新しいセリオンが、乗り手に同調するかのように咆ほう哮こうした。

　空から急降下してトムキャットの片翼を奪うばったのは、緑の鱗うろこを持つセリオンだった。

「このゼロが相手になります！」




　　　　　●




　Ｆ‐15Ｊのエンジンが突つき刺ささって燃もえ上がる英国大使館。墜つい落らくしたＦ‐14が突き刺さった半はん蔵ぞう濠ぼり。残ざん骸がいの一部を受け止めた濠ほり沿ぞいの街がい路ろ樹じゆに、炎ほのおが飛び火して燃え始める。

　空へ立ち上る炎と煙けむりを、一条じようの鮮せん烈れつな白い光が貫つらぬいた。

　クウクルの操あやつる零ぜろ戦せんが、急降下からのブレスで戦闘を開始したのだ。

　ティフォニアの乗ったブラックバードが、バックステップして熱ねつ粒りゆう子し光を回かい避ひ。翼つばさを打って飛び上がり、空中でくるりと姿し勢せいを変えて反転し、ジェットエンジンの炎で加速した。

　瞬しゆん間かん、ゼロが隕いん石せきのように落下した。特とく徴ちよう的てきなガスタービンエンジンの音を轟とどろかせながら亜音速に到とう達たつする加速で急降下。ブラックバードの背中に爪を突き立てて着弾する。

　本来ならば、ジェット機にレシプロ機が追いつけるはずはない。それぞれ竜の血を受け取った『器』たる機体の性能は、生まれ持った『体格差』として、擬ぎ竜りゆうになっても影えい響きようが残る。

　最高速度で言えば黒こく竜りゆうとなったＳＲ‐71Ａはマッハ三・五。一方、緑竜の零れい式しき艦かん上じよう戦せん闘とう機きは時速五三三キロ。およそ六倍だ。

　擬竜化してお互たがいに性能が変わっているにせよ、差は歴然としている。

　しかし、今この時だけなら別だ。緑竜にはすでに高度があり、速度があった。一方、黒竜はたった今飛び上がったばかり。

　ゼロは蹴け爪づめを叩たたき込こんだ直後に跳ちよう弾だんのように飛び上がり、黒竜は路面に叩きつけられながら速度を落とした。苦鳴とコンクリートの破は片へんを撒まき散らしつつも、四し肢しを踏ふん張ばって破は壊かい的てきな墜落は免まぬかれ、ジェットエンジンに頼たよらず脚あしと翼で逃にげ出した。

　ゼロの急降下攻こう撃げきは、エンジン推すい力りよくに任まかせた強引な加速中では、回避や対たい応おうが間に合わない。だが、体たい格かく差さは歴然としている。黒竜は竜としての翼を使って加速し、徐じよ々じよに高度と速度を得ていく。そこに肉弾戦を仕し掛かければ、不利なのはゼロの方だろう。

　しかし、上空を押おさえるゼロには、遠距離攻撃の手しゆ段だんもある。上昇しようとした黒竜の鼻先で、背はい面めん上方からの熱ねつ砲ほうが通つう過かした。黒竜は上昇できずに急きゆう旋せん回かいし、ゼロを振り切ろうとする。

　だが、旋回して速度を失うのは、高度と速度を持たないうえ、巨きよ体たいを持つブラックバードだ。それより遥はるかに小さいゼロの機体は、鋭するどく上昇しつつ切りかかるようにその鼻先へ先回りする。

　根こん比くらべに入った。黒竜はジェットエンジンを使わなければ勝てない。しかし、使った瞬間にゼロが刺す。性能では明らかに優まさっているというのに、黒竜は対空ミサイルを嫌きらって着地していたことが、同族につけ入られる隙すきになった形だ。

　再び、高度を上げようとしたブラックバード。ゼロがその前を塞ふさぐように光を撃うち込んだ。黒竜がビルを蹴けりつけてそれを躱かわす。ゼロはさらに猛もう追つい。

　その瞬しゆん間かん、黒こく竜りゆうがじりじりと稼かせいだ高度を、一気に落とした。虚きよを突つくかのようなその動きに、慌あわてて緑竜が追つい随ずい。後を追う。

　ブラックバードが向かったのは、再ふたたび国会のある方向だ。

　黒竜のジェットエンジンが一ひと際きわ輝かがやいた。アフターバーナーが強く加速を後あと押おしする。その瞬間を見み逃のがさず、翼つばさを急きゆう降こう下かの角度に固定したゼロが、重力加速も利用して上から襲おそい掛かかった。

　速度が上がれば空中での姿し勢せい制せい御ぎよは困こん難なんになり、高度が低ければ立て直すより前に地面に激げき突とつしてしまう。体格で劣おとる緑竜の攻こう撃げきでも、黒竜を止めることが可能なはずだ。

　が、その瞬間、エンジンを停止したブラックバードが翼で風を打ちながら、脚あしを伸のばした。その体のすぐ下にあったのは、国会図書館である。

　黒竜は加速した勢いきおいのまま蹴け爪づめから、図書館の屋根に激突。屋根を砕くだきながら、それでも止まりきれず進んでいく。

　アフターバーナーは見せかけだった。フェイントを掛けての急きゆう減げん速そく──だけならば、急降下の角度を変えた緑竜が上から跳とびかかっていただろう。だが、図書館の屋根をもブレーキに使った、自傷を厭いとわない強引な行動までは、クウクルの予想の埒らち外がいだった。

　黒竜が屋根の端はしを蹴って上じよう昇しよう機き動どうへ。今度こそアフターバーナーの猛もう炎えんが巨きよ体たいを急加速させた。クウクルの乗るゼロへ向け急上昇して、下から腹はらを突つきにいく。

　ジェットとレシプロではありえないと思われた、オーバーシュートによる捕ほ捉そくだ。

　翼を傾かたむけて緑竜が機動を変えた。降下から急きゆう旋せん回かい、そして上昇へ。それは追う側から追われる側への移い行こうでもあった。

『やられました！』

　速度を保たもっていたおかげで、黒竜の突撃は回かい避ひできた。だが、ブラックバードはアフターバーナーを全開に噴ふかしつつ羽は撃ばたき、すぐさま緑竜への距きよ離りを詰つめる。

「左に回れ！」

　ゼロが上昇しつつ旋回。体ごと捻ひねって左へ。黒竜がその尻しりを追う。

　激しく羽撃きながら旋回するゼロと、翼を大きく広げたまま追いすがるブラックバード。黒竜から放たれる熱ねつ砲ほうを、ゼロがロールや旋回を重ねてどうにか避よける。

　だが、すぐに避けられないだろう距離まで翼が近づき、黒竜の口に光が籠こもって──その時、ティフォニアがはっと振ふり向いた。

「バレた。撃うて」

　景かげ人との乗る彗すい星せいが、黒い翼にブレスをぶち当てた。







　ロッテ戦せん術じゆつ。ドイツ空軍の撃げき墜つい王おう、ヴェルナー・メルダースが実戦経験をもとに考案した、格かく闘とう戦せんで優位に立つための戦術である。

　基き本ほんは単たん純じゆんで、まず二機一組で分ぶん隊たいを組み、長機が攻撃や追つい撃げきを行っている間、僚りよう機きは上空や後方に待機して、援えん護ごや警けい戒かいに専せん念ねんする、というだけだ。

　仮かりに長機が攻撃に失敗した場合、上じよう昇しようして僚機と合流する。その際さいに敵機が追いかけてきた場合、僚機が敵てきに攻撃を仕し掛かける。

　遊ゆう就しゆう館かんに保ほ存ぞんされていたもう一機の戦せん闘とう機き、艦かん上じよう爆ばく撃げき機き彗すい星せい一二型。

　太平洋戦争の兵器を展てん示じしている遊就館の大展示室。そこに置かれたその前世紀の機体と、景かげ人ととクウクルの間で交わされる念話テレパシーが、その戦せん術じゆつを可能にしていた。

　本来なら、旋せん回かい性せい能のうに劣おとり、加速性能に勝るような機体に向いた戦術だが──急降下の速度だけは、擬ぎ竜りゆうの生物としての側面が底上げしてくれたらしい。

　僚機の接せつ近きんを許ゆるした黒竜の翼に、彗星型セリオンから放たれた熱ねつ砲ほうがぶち当たった。

　急上昇中だったブラックバードは翼つばさを打たれて体たい勢せいを崩くずし、くるくると横向きに回って、やがて錐きり揉もみしながら墜つい落らくしていく。

　だが、致ち命めい打だではなかった。ばたばたと何度も翼を動かして墜つい落らくに抵てい抗こうする。エンジンを小こ刻きざみに噴ふかし、徐じよ々じよに回転を止め、総そう務む省しようの屋上にあったヘリポートにどうにか浅い角度で足から激げき突とつ。ヘリポートを踏ふみ砕くだきつつバウンドする。

「とどめを──」

　景人が呟つぶやいて竜の首くび筋すじを叩たたき追撃を仕掛けさせた。その時、

『待ち伏ぶせ！』

　珍めずらしく鋭するどいクウクルの声が景人の中で響ひびく。

　遅おそかった。

　近くのビルの壁へき面めんが内側から破は裂れつし、中からセリオンが飛び出てきたのが、ぎりぎり景人の目に映うつった。

「っ──!?」

　断だん末まつ魔まの、甲かん高だかく、しかし濁にごった叫さけび声。鼓こ膜まくを刺さすその咆ほう哮こうと背せ骨ぼねを揺ゆさぶる衝しよう撃げきが、景人の生命を翻ほん弄ろうし始めた。

　景人の乗る彗すい星せいに、待ち伏せしていた灰はい色いろの機竜が襲おそい掛かり、その片かた翼よくをもぎ取っていったのだ。

　コマのように回転しながら落ちていく擬竜。振ふり落とされれば、壁かべに投げつけられたトマトと同じ運命を辿たどることになる。歯を食いしばって、必死で緑竜に引っかけた指の先に籠こめた力を保たもつが──耐たえ切れない。

　落ちゆく彗星から、遂ついに指先が外れた。

「クウ──」

　クル、と続けようとした言葉は、続かなかった。

　景人を襲おそった機竜はそのままアフターバーナーを噴かして上昇し、レシプロ機のクウクルに圧あつ倒とう的てきな速度で襲おそい掛かかっていったからだ。

　敵てきの最後の伏ふく兵へい、Ｆ‐16ファイティングファルコンの擬ぎ竜りゆうに、見事にしてやられた。

　上空百数十メートルほどで空中へ放り出された景かげ人とは、背せ筋すじを駆かけ上がる強きよう烈れつな悪寒──死の予感の中で、為なす術すべもなく落下していく。

　何も体に触ふれる物がない。小さなこの身を世界に繫つなぎ止めておくための手て掛がかり。それがまったく感じ取れない。全ての支ささえを失い、肌はだの内側に隔かく絶ぜつされた感覚だけが己おのれだった。

　なぜだか、猛もう烈れつな孤こ独どく感かんに襲われて、喉のどが一いつ瞬しゆんで干ひからびたような気さえした。

（え、なんか……）

　遅おそい。

　時間の流れがゆったりとしているようにすら感じながら、景人は下を見た。地面を。そこに到とう達たつするまでに、少しでも生を感じたいとでもいうのだろうか、自分の本ほん能のうは。

　だが、

『景人さん！』

　叫さけびとともに、クウクルが飛んだ。

　いや、飛んでいない。落ちてきたのだ。

　ゼロの首から飛び降おりて、ロールを打たせた緑りよく竜りゆうの翼つばさに自分の足あし裏うらを打たせ、景人に向けて落ちてくる。

　その背はい後ごで、ゼロとＦ‐16が摑つかみ合いの格かく闘とう戦せんに入っていた。

　遅おくれて理り解かいする。クウクルは完全に戦闘を放ほう棄きして、景人へと向かってくるためだけに、セリオンから降おりたのだ、ということを。

（なっ──!?）

『死んだらダメです！』

　驚きよう愕がくに目を瞠みはる景人に、クウクルの念話テレパシーが、そんなことを告げてくる。

　無む慈じ悲ひな現げん実じつは続く。景人の落らつ下か軌き道どうに滑すべりこむように、ティフォニアが駆かるブラックバードが現れた。

　地面までのわずかな落下時間。その間の生せい存ぞんも許ゆるさない、というように。

　怒いかりに燃もえるその目を景人に向けて、重機のような、家ごと嚙かみ砕くだけそうな大おお顎あごが、大きく開かれていた。

　食われる。

　それをしっかり理り解かいできるほど、加速した知覚の中で──景人の目の端はしで、Ｆ‐16がゼロから離れて反転して、クウクルの背中に目め掛がけて飛んできているのを見た。

　どちらにも同じような危き機きが迫せまる。しかし、景人には今、何も選ぶことができない。クウクルやティフォニアの手て練だれ、あるいは不ふ手て際ぎわによっては──自分だけが生き残るかもしれない。

　また。

　腹はらの内に熱が灯った。足場の無い恐きよう怖ふを押し退のけて、その熱がぐるぐると体を巡めぐる。

　自然と、左ひだり腕うでを伸のばしていた。

　まずは下。擬ぎ竜りゆうと一体化したその掌てのひらを限げん界かいまで開き、自分を挟はさもうとするその大口の中心目め掛がけて、熱を集める。

　できるはず──否いな、できる。

　すでに一度経けい験けん済ずみの体感を引っ張ぱりだす。鮮せん明めいに。そして再さい現げんする。

　自分の命運は、この手が握にぎるのだと、強く叫さけぶ。

「ぁぁぁああああっ!!」

　雄お叫たけびを上げて、景かげ人とは伸ばした手の先から、ブレスを撃った。
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　朝にも同じことをしたばかりである。その時はクウクルの手で撃うたされた。その再現だ。

「んなっ!?」

　ティフォニアの驚きよう愕がくの声。黒竜の痛いたみを孕はらんだ叫び。

　景人の手から放たれた熱ねつ砲ほうは大口を開けていた竜の喉のどを焼いて怯ひるませ、口を塞ふさいだ。

　しかし黒竜は口を閉とざしたまま、景人にぶつかってきた。体当たりで弾はじいてしまうだけでも、クウクルの手の届とどかないところに景人を突つき飛ばし、亡なき者にできるからだろう。

「こぉぉおおのおおおお!!」

　手から放たれたブレスの反動で、景人の落下速度は落ちていた。そこへ、黒竜の鼻先がぶち当たってくる瞬しゆん間かん、景かげ人とは左ひだり腕うでを盾たてにしてぶつかりつつ、右の手を広げて思い切り黒こく竜りゆうに叩たたきつけていた。

　そして、過か去こに無いほど鮮せん烈れつに、意い識しき的てきに、ある力を使う。

　──〝馴じゆん化か〟だ。

　機械を馴ならすその熱を、機竜に挿さしこみ、馴らして、意志を徹とおす。

「へっ？　これなん──」

　ティフォニアが戸と惑まどいを口から漏もらした時には、景人の手から乗り移うつったその熱は、黒竜に浸しん透とうしていた。

　次の瞬間、黒竜が首を振ふって景人を宙ちゆうにそっと浮うかべつつ、進路をずらす。──背せ中なかのティフォニアと、景人をぶつけるような軌き道どうだ。

「お、あああっ!!」

　景人が体を捩ねじって旋せん転てん。遠心力と重力加速度を込こめて、バックハンドで左腕を叩きつけた。呆あつ気けにとられていたティフォニアは、ぎりぎりでガードをしたものの、もろに勢いきおいを食らう。

　両者ともが巨大な機竜の体の上を、もつれ合うように衝しよう突とつしながら転がり落ちた。首から背中、翼つばさの根本、尾おの付け根を辿たどり──

「は」「あ」

　──二人ともが宙に浮いた。

　しかし、

「きゃああ──!?」

　落ちていく叫さけびは一つだけ。──甲かん高だかい、少女の声だけだった。

　宙に浮いた瞬間、景人の手の届とどくところに、黒い尻尾しつぽが差し出されていたのだ。必死の思いでそれを摑つかみ、

「やれ!!」

　意思を込めて景人は叫ぶ。ブラックバードが応こたえて吼ほえた。

　黒い尾が強く上に振られ、景人はタイミングを合わせて手を離はなして、再ふたたび浮ふ遊ゆう感かんと孤こ独どく感かんを味わいつつも、腕を伸のばした。

　その手の先に、クウクルの体がある。

「ひゃぅっ!?」

　落ちてくるクウクルを引き寄せ、受け止めた。その体を抱だきとめると、クウクルもぎゅっと景人の背せに腕を回してくる。

　柔やわらかな感かん触しよくと、甘あまい髪の匂におい。出会った時の再さい現げんのようなその瞬間──今度は、景人が左腕を離して伸のばした。

　金きん属ぞく製せいの手指を伸ばしたそこへ、上じよう昇しよう機き動どうを取った黒竜の首根っこがあった。

　太い首を金属製の指でがしりと摑んだ景人が、足に力を入れて竜に乗り、歯を食いしばる。

　暴ぼう力りよく的てきな加速で生まれたＧが、景かげ人との骨ほねをミキサーにでも突つっ込んだように震ふるわせる。アフターバーナーの噴ふん射しや炎えんで空に残ざん像ぞうを描えがきながら急加速。黒竜が突っ込んでいくその先で、敵てきの擬ぎ竜りゆうが困こん惑わくの叫びを上げていた。

　クウクルに背はい後ごから襲おそい掛かろうとしていたその機竜と、景人たちが乗る黒竜が真正面からすれ違ちがい、ブレスを撃うちこんた。

　ブラックバードの大おお顎あごから放たれた光の粒りゆう子しが、Ｆ‐16の胴どう体たいを深く灼やき抉えぐり、飛びかかる蛇へびを叩たたいたかのように戦せん闘とう機きの体を跳はね飛ばした。

　胴を大きく抉られ、日ひ比び谷や公園へと落ちていくファルコンの悲鳴を耳にしながら、景人は自分の肩かたを摑つかむクウクルの手を感じ取って、大きく安あん堵どの息を吐つく。

「竜まで〝馴じゆん化か〟できるなんて思わなかったけど……」

　成功したことが信じられない。命の危き機きが去った途と端たん、そんな思いが胸に湧わいた。

「か、景人さん、今のは──」

　ゆっくりと旋せん回かいし始めたブラックバードの背の上で、クウクルの困こん惑わくした声を耳にする。

　その瞬しゆん間かん、景人は先さき程ほどの光景を思い出して、つい怒ど鳴なり返していた。

「何やってるんだ！　死ぬところだったぞ！」

「ひぅっ!?　す、すみませんっ。で、でも、景人さんが危なかったんですよぅっ」

「僕のことなんていいんだよ！」

「──それ、どういう意味です？」

　血を上らせた頭が、初めて見るクウクルの剣けん吞のんな目で、若じやつ干かん冷れい却きやくされる。しかし、一度口にした言葉は、もう口の中には戻もどせない。だから、景人も退ひかず視し線せんを返す。

　ほんの少しの間だが、張はり詰つめた沈ちん黙もくがあった。景人がふっと視線を外す。

「何でもない。それより、ティフォニアは……？」

　と、地上を探さぐった景人は、ぱたぱたと両手を振ふる少女の姿を見つけた。

　さすがに人間と違って頑がん丈じようらしい。数十メートルの高さから落ちたというのに、自分の足で立ち上がっている。

　ふらついてはいるが、景人たちから逃にげようともせず、白いハンカチを振っている。

「……なんだ？」

　首を傾げた景人に、クウクルが告げてくる。

「んー……たぶん、降こう参さんしてるんだと思います」

「異い世せ界かいでも白しろ旗はたは共通なのか。……今度から、僕も出かける時はハンカチを忘わすれないようにしよう。食われる前に振ってみる」

　あえておどけて言った景人に、クウクルが小さく微笑ほほえんだ。

「竜は捕ほ虜りよを丁てい寧ねいに扱あつかいますからね。お風ふ呂ろもマッサージもクリームも渡わたします」

「下した拵ごしらえだろそれ。鬼おにかお前ら」

「どっちかっていうと蛇へび、です」













　　　　　○第三章　War of the world







『本日、東京二三区全ぜん域いきを対象として避ひ難なん警けい報ほうが発令されました。共きよう同どう対たい処しよ事じ態たい協きよう議ぎ対たい策さく本ほん部ぶに出席していた総そう理りは、自じ衛えい隊たいから正体不明機の報しらせを受けて、独どく断だんで東京都へ防ぼう衛えい出しゆつ動どうを要よう請せいしたものと発表されています』

『首相官かん邸ていに召しよう集しゆうされた国土安全保ほ障しよう会かい議ぎのメンバーの中から、総理の対たい応おうについて審しん議ぎを行うべきであるという意見も出されており、日米安全保障条じよう約やく締てい結けつ以来、史上初となる、武ぶ力りよく攻こう撃げき事じ態たい宣せん言げんにおける日本の対応は、世界各国の注目を集めています』

『共同対処事態協議対策本部と、武力攻撃事態対策委員会では、機能を一元化し、かかる事態における迅じん速そくな対応を目指す体たい制せいの見直しが提てい案あんされて──』

『国会議事堂前は封ふう鎖さされていますが、各地区で奇き妙みような目もく撃げき証しよう言げんが相あい次ついでいます。こちらの画が像ぞうをご覧らんください。都内の男性がインターネット上にアップロードした画像ですが、このようにくっきりと、ロボットの姿すがたがあります。これと似にたものが先日──』

『これはね、問題ですよ。私たちのね、安全、安全にね、関わることをね、まず第一にね──』

　夕方のニュースは──というより、夕方まで続いているニュース速そく報ほうは、どれも興こう奮ふんしたナレーターが捲まくし立てており、たまに意味があるのか分からないコメンテーターの顔芸もある。

　が、要約すると、




・東京全ぜん域いきに避ひ難なん警けい報ほうがあったが、政せい府ふの立ち上げた対たい策さく本ほん部ぶの判はん断だんにより、現げん在ざいは解かい除じよされている。ただし千ち代よ田だ区ほか被ひ害がいのあった周辺地域は、立ち入りが制せい限げんされている。

・緊きん急きゆう発令された防ぼう衛えい出しゆつ動どうについて、総そう理りに対し責せき任にん追つい及きゆうを行うべきと主しゆ張ちようする勢せい力りよくもある。

・現在、都内各地で行われている自じ衛えい隊たいの派は遣けんについては、防衛出動はすでに解除され、対策本部が治安出動を要よう請せいした。その後、自衛隊に『防ぼう御ぎよ施し設せつ構こう築ちくの措そ置ち』を発令したが、どちらの命令も国会の承しよう認にんは経へておらず、正式な手続きを踏ふんでいないことが問題になっている。

・各地で混こん乱らんが発生し、東京からの避難が推すい奨しようされ、進められてもいる。が、一部の会社員たちからは、働けない状じよう況きように対する不満の声が上がっている。

・武ぶ装そう勢せい力りよくの詳しよう細さいな情報については現在調ちよう査さ中ちゆう。

・「ドラゴンを見た」という証しよう言げんが相あい次ついでいる。いずれ調査のうえで発表されると通達された。が、なんらかの幻げん覚かく症しよう状じようを引き起こすガスが散さん布ぷされた可能性を、識しき者しやが主張している。




　それが公的な状じよう況きようのようだった。

「つまり、日本はまだ平和みたいだ」

　またしても特とく施し課かの地ち下か施し設せつに戻もどされた景かげ人とが、応おう接せつ室しつのコンパクトなテレビでしばらくニュースを巡めぐったあとで出した結論に、横に座すわるクウクルが首を傾かしげた。

「そうなんです？」

「相変わらず銃じゆうを使うと非ひ難なんされてる。……『早く撃うて』ばっかりになるよりは、良いか？」

「んー、景人さんはどっちです？」

「さあ？　考えたことない。……けど、撃ったことは、後こう悔かいしてない、かな」

　ちらりとスマートフォンの画面を見る。そこには、叔お母ばのつぐみからのメッセージがあった。

『東京は今危あぶないから、絶ぜつ対たいに来ちゃダメ。来たらバイク取り上げるからね。あたしは大だい丈じよう夫ぶだから。そっちは大丈夫？』

　都内で働く叔母からのメッセージに『大丈夫です』と返しておく。無事でいてくれたことにほっとしつつ、景人はクウクルに目を戻もどした。

「まあでも、とりあえず降こう参さんした相手は撃ちたくないよ」

「ティフォニアさんのことです？」

「事が事だからなあ……どうなるんだろうって思って」

　ティフォニア・ティクス。それが降伏を申し出た彼女の名前だった。

　未知の力を持つ相手だと、降伏を受け入れるのも一苦労だった。紆う余よ曲きよく折せつの末、ティフォニアは拘こう束そくされ、議ぎ事じ堂どう直下、特とく施し課かの施設に収しゆう容ようされることになった。

　過か去こに凶きよう暴ぼうな生物が異い世せ界かいから来たこともあり、万が一の事じ態たいに備そなえて、拘束しておくための部屋があったのだ。

　とはいえ、魔ま法ほう的てきな力に対たい抗こうできるような材ざい質しつや構こう造ぞうが分かっているわけでもなく、単たん純じゆんに頑がん丈じようで物が無い部屋、というだけの代しろ物ものらしいが。

　それでも、いくつかある選せん択たく肢しの中では、それが一番だと判はん断だんされた。まさかティフォニアを、警けい察さつの拘こう置ち所しよに置いておくわけにもいかない。

『通信事業者各社からは、災さい害がい用よう伝でん言ごんダイヤルが提てい供きようされています。対たい策さく本ほん部ぶは市民に落ち着いた行動を呼よびかけており、また、負ふ傷しよう者しやや行方ゆくえ不明者の確かく認にんについては、警察や消しよう防ぼう、自じ衛えい隊たいが連れん携けいして、早急に進められている、とのことです』

　都内各所でかなり混こん乱らんが起きているらしい。大半は友人家族の安あん否ぴ確かく認にんの声だ。ニュース速報の合間に、災害用伝言ダイヤルの使い方などが、何度も報ほうじられていた。

「さっきので、また大変なことになってるんですよね……」

　ニュースの方を見て、クウクルが憂ゆう鬱うつそうな声でそう呟つぶやき、沈しずんだ表情を浮うかべる。

「ティフォニアさんがニズレグに……何でなんでしょう……？」

　クウクルがソファの上で身を縮ちぢめた。不安から身を守るように。

「知り合いなのか？」

　景かげ人とが訊たずねると、クウクルが首を縦たてに振ふった。

「異世界の資し料りようを集めてた書庫で、何度か顔合わせしたことがありました。ティフォニアさんのお友達が、そういうの好きなんだって、言ってましたよぅ」

「たしかに、本人がそういうの好きそうには見えなかったけど」

　偏へん見けん込こみだが、休日の楽しみ方については、座すわって本を読むよりは、外を歩いて探さぐる方が似に合あいそうな格かつ好こうだった。そんなことを思う景人の横で、

「……こんな風に会うのは、なんだか、つらいです」

　明らかにへこんだ様子でクウクルが呟く。毎日挨あい拶さつをしていた隣りん人じんが犯はん罪ざいに加か担たんしていたような心しん境きよう、だろうか。

「さっき頼たのんだら面会させてくれるって言ってたし、知り合いなら何か話してくれるかもしれない。その時に訊きいてみるしかないよ」

　ちょうどそのタイミングで、舞まい嶽たけが応おう接せつ室しつのドアを押し開いて現あらわれた。手には大きなコンビニ袋ぶくろを携たずさえている。

「待たせたな」

　上かみ座ざのアームチェアに袋を置きつつそう言った。

　皺しわ一つ無い黒スーツ姿の特施官は、小さな液晶テレビで流れているニュースを一いち瞥べつした。景人が手元のリモコンで消音ミユートすると、小さく頷うなずいて口を開く。

「で、待たせたのに悪いんだが、面会までもう少し時間が掛かかりそうだ。情報開かい示じについての問い合わせや、ティフォニアの身み柄がらについて少し揉もめててな。回かい収しゆうした敵てつ機きの残ざん骸がいについても、アメリカが所しよ有ゆう権けんを主しゆ張ちようするし──」

　と、愚ぐ痴ちに入りかけてからはたと口を閉とじて、

「そうじゃなかった。聞きたいことがあるんだ。クウクルくんに」

「わたしです？」

　クウクルが首を傾かしげつつ聞き返すと、舞まい嶽たけがメモ帳を取り出してペンを構かまえる。

「ティフォニアの扱あつかいだが、俘ふ虜りよとして、人道的に赤十字条じよう約やくに準じゆん拠きよするつもりだ。だが、どこまで人と同じように扱っていいのかが、分からない。竜りゆうに対して命取りになったりする行こう為いはあるか？　食べられない物は？　文化的に屈くつ辱じよく的てきなことは？」

「いえいえ、人よりずっと頑がん丈じようですし、体の造つくりも人化していれば、あまり変わらないです。あ、でも角と尻尾しつぽをいじるのはやめてほしいですけど」

「ふむ……触さわらないようにしておこう」

　かりかりと言われたことをメモする舞嶽。

「で、しつこいようだが、ドラゴンの姿すがたに──えっと、原身、だったな？　それに戻もどる危き険けんは無いんだな？」

「心配なのは分かりますけど、大丈夫ですよぅ。ティフォニアさんも誓せい印いんを着けてましたから」

　自分の腕うでをつつきながらクウクルはそう答えた。ティフォニアの身に着けていた装そう飾しよく品ひんのうち、腕うで環わにクウクルと同様の封ふう印いんが施ほどこされている、らしい。

　腕環を着けている限かぎり原身には戻もどれないし、人の姿であれば戦せん闘とう機きのセリオンよりは脆もろく、力も普ふ通つうの人より少し強い程てい度どに収おさまる。

　クウクルがそう説明したため、ティフォニアの降こう伏ふくは受け容いれられたのだ。

「装飾具には手を出さない方が無ぶ難なん、と」

　声に出してメモしてから、舞嶽が肩かたをすくめた。

「政せい府ふ筋すじがまだうるさくてな。何度も何度も、同じことを確かく認にんするように要求してくるんだ。現げん場ばからの報ほう告こくは、全部報告書で上げていても、だ。自分で検けん索さくして読めば済すむのに、課長がひっきりなしに掛かかってくる電話で、仕事を妨ぼう害がいされてる」

「で、面会が遅おくれてて、僕らは放置。舞嶽さんは……パシらされてる、と？」

「連れん絡らく員いんと言え。せっかく飲み物を買ってきてやったのに」

　嫌いやそうな顔で、先ほど置いたビニール袋を指差す舞嶽。

「それやっぱり、パシ──」

「刺さすぞ」

「連絡員お疲つかれ様です」

　ボールペンの先を向けられ、景かげ人とは早々に降伏した。舞嶽はつまらなそうにペンを仕し舞まう。

「ブラックバードを拿だ捕ほしてくれたおかげで、各方面への説明がずいぶん楽になったから、見み逃のがしてやる。──実じつ際さいに動いてる擬ぎ竜りゆうを目の前に置くと、やはり説得力が違ちがうな」

「あー……あれですか」

　景かげ人とが馴じゆん化かしたブラックバードのセリオンは、今は皇こう居きよ前まえ広ひろ場ばに仮か設せつされた自じ衛えい隊たいの陣じん地ちで、大人おとなしくしているはずだ。

　念の為ために周囲を自衛隊の部隊が固めて、その体に爆ばく薬やくも仕し掛かけられているが、閣かく僚りようや自衛隊の士官などの説得に使われているらしい。

「あれだ」

　と頷うなずいてから、舞まい嶽たけがじっと景人を見つめてきた。

「あれに何が起きたのか、本当に分からないのか？　暴あばれる様子は無さそうだが、なぜ大人しくさせられたのかきちんとした説明ができなくて、余よ計けいに問い合わせが増ふえている」

「いや、それが僕にもさっぱりで」

　景人は複ふく雑ざつな心持ちを抱かかえつつ、曖あい昧まいに肩をすくめて誤ご魔ま化かす。

　景人の持つ〝馴じゆん化か〟については、話していない。これまでずっと秘ひ匿とくしていた力の存そん在ざいは、バレてほしくはなかった。

「ふん、クウクルくんも、同じ意見か？」

　と、舞嶽がクウクルを見る。問われたクウクルは、ちらりと景人を見て、困こまり顔で答えた。

「んー……よく、分かんないです」

「よくあることなのか？」

「えっと……神族さんとか、精せい神しんに作用する魔ま法ほうが得意な方だと、セリオンが狂くるわされたりすることはあるそうです」

「つまり神のご加か護ごですよ。はっはっは」

　と、一ひと欠片かけらも本気ではない景人の言葉に、クウクルが首を傾かしげた。

「え、景人さん、あの人たちとお付き合いあるんです？　あの、神族は独ひとり占めしたがるし束そく縛ばく強いって言いますし、景人さんは竜族のほうが、相性良いと思いますよぅっ」

「冗じよう談だんだからその異い世せ界かい的てき性せい格かく診しん断だん持ち出さないでくれ」

　Ｏ型は保ほ守しゆ的てきで頑がん固こ、みたいな話を言い出すクウクルに視し線せんを合わせず答える景人。

「……まあいい。私は仕事に戻もどる」

　舞嶽はそう告げて、コンビニ袋ぶくろを持ち上げ、差し出してくる。

「アイスコーヒーとお茶と、あとは適てき当とうに買ってきた」

「ありがとうございます」

「じゃあ、もう少しここで待っててくれ」

　舞嶽はそう告げて、部屋をあとにした。

　その後ろ姿を見送ってから、景人は受け取った袋を覗のぞき込む。二本のペットボトルと、それにクッキーとチョコ菓が子しが入っていた。

「なんかまた血が足りない気もするし、水すい分ぶん補ほ給きゆうするか。クウクルも飲む？」

「はいです。……あの、一つだけ、教えてもらってもいいです？」

「何を？」

　袋ふくろの中から紙コップを取り出しつつ聞き返した景かげ人とに、クウクルは怪け訝げんそうな顔で言った。

「景人さんの、その〝力〟のことは、誰だれにも話せない秘ひ密みつなんです？　それとも……わたしが隠かくすの苦手だから、話してくれないだけですか？」

　ローテーブルの上に物を並ならべる景人の手が、ぴたりと止まった。

「……やっぱり、クウクルには隠せないか」

　どうやら何も言わずに話を合わせてくれていたらしい。そんなクウクルが、景人のその答えに、悲しげな顔をした。

「……わたしにも、隠したいことです？」

　景人はつい、首を横に振ふっていた。

「そういうわけじゃない。ただ……誰かと秘密の話をするのは、苦手なんだ。慣なれてない」

「じゃあ、わたしで練習ですよぅっ」

　にっこりと笑ってそう言ってくるクウクルに、景人は微び苦く笑しようを浮うかべながら頷うなずいた。

「むしろ本番な気がするけどね」

「本番でもいいですよぅっ」

「勢いきおいだけで押おし切ろうとするのはやめようなクウクル」

　言っている意味が分からなくなってきているのを止めてから、景人はクッキーの箱を開けた。







　お茶とお菓か子しをいくらか消費しながら、景人はクウクルに己おのれの力をかいつまんで話した。

　クウクルに触ふれられた時と同じような熱を感じ取ることができること。力を使うと機械が操あやつれること。それに〝馴じゆん化か〟と名付けて、たまに頼たよっていたことだ。

「機械を操れる力、ですか」

　クウクルは思案げな顔で、そう呟つぶやいた。

「そういうこと。まさか竜りゆうにまで通じるとは思わなかったけど」

　景人はそんなことを呟きつつ、クウクルをじっと観察する。

「んー……景人さんの感じている熱っていうのは、やっぱり血に宿った力、だと思います。それを物に分け与あたえるのは……竜のものと似にてます」

「ああ、やっぱりそうなのか」

　半なかば予想できたことではある。景人のその答えに、クウクルはしかし眉まゆ尻じりを下げて続けた。

「でも、他の竜のセリオンを、あんなに簡かん単たんに奪うばうのは……やっぱり、ちょっと特とく殊しゆですよぅ。たぶん、人間さんの道具なので、異い世せ界かいの竜りゆうより景かげ人とさんに法ほう則そくが近くて……でも、こちらに寄よっていて……不安定になっていても、おかしくないですけど……んー？」

　不ふ可か解かいそうに首を傾かしげるクウクルの様子からすると、竜にとってもよく分からないらしい。

「ふむ。竜の力っていうのも、そんなに万ばん能のうじゃない、ってことか」

「って言うより、景人さんの力が少し外れたところにあって、抵てい抗こうできないんですよぅ。ほら、景人さんも言ってたじゃないですか。えっと……『はきんぐ』にはなんとかーって」

「ハッキングね」

　竜の力に機械が無む抵てい抗こうに従したがってしまうように、景人の力に擬ぎ竜りゆうが抵抗できない、ということらしい。

「こういうのは、よくあることなのか？」

　そう訊たずねると、クウクルは首を横に振ふった。

「分からないです。竜の骨ほねを受け容いれられる人はそうそういませんし、長い間、異い世せ界かいには行かない規き則そくでした。だから、何百年も前の話を、ご本人に聞くしかないですけど……自分から人間さんに骨をあげるのは、めったにないことですし」

　しゅん、と肩かたを落としながら言ったクウクルの様子と、スパルトイの伝説を思い返して、景人はその意味を悟さとる。

「……つまり、奪うばわれる方が多かった？」

「はい」

「それは、なんて言うか……」

「何百年も前の、景人さんとも違ちがう世界の人たちの話です。気にしないでください」

　五〇〇年前から同じ問題を引きずることもある人間としては、見習いたい台詞せりふだ。

「そもそも、世界が違うと、その世界にとっての力の在あり方が違いますし、他の世界の話はあてになりません」

「まあ、そういう話がありふれてたら、あの時、とどめを刺さすのに嚙かみつくより丸焼きを選ばれてただろうし、そうしたら……焼肉が食べられなくなったかな。共食いっぽくて」

　先ほどの空戦の最後、迫せまるブラックバードの大おお顎あごを思い出しつつ、そんなことを呟つぶやく。

　軽口を叩たたきつつも、顔つきが渋しぶいものになるのまでは止められない。そんな景人の様子を見て、クウクルはきゅっと手を握にぎり締しめて、悔くやむように肩を落とす。

「わたしが……守るって、そう言ったのに、できなかったせいです。ごめんなさい」

「……あの時は肝きもを冷やしたよ。クウクルがあんなことをするとは、思わなかった」

　景人の身が宙ちゆうに投げ出された時のことだ。クウクルが、いきなり戦いを放ほう棄きして景人を救おうとした、あの行動。

「もうあんなことするのやめてくれよ、クウクル」

「……景人さん、『あんなこと』って、何のことです？」

　と、いつの間にか、クウクルが景かげ人とに向ける表情を改めていた──厳きびしいものに。

　だが、今度は景人も、その程てい度どでは怯ひるまない。

　はっきりと、口にすることにした。

「ああいう時は、僕を見み捨すててくれていい。今、クウクルの力と知ち識しきに、何億人もの人命がかかってる」

「ッ、何を言ってるんですか!!」

　凄すさまじい大音声だった。まさに、竜りゆうが吼ほえたような。

「何を言ってるんだ、はこっちの台詞せりふだよ。最初に言っただろ？　自分の身を守ってくれ、って。聞いてくれてなかったみたいだから、今はっきり言っておこうと思って」

　景人は淡たん々たんと答える。椅い子すを蹴けって立ち上がったクウクルは、そんな景人を見下ろして、怒いかりを目に宿した。

「なっ──なんなんですかそれ!?　景人さん、まさか死にたいわけじゃないですよね!?」

「別に、何でもない。違ちがうよ。僕は精せい一いつ杯ぱい生きていないといけないんだ」

「……なんでそんな、『いけない』なんて言い方、するんですか？」

　クウクルの眼まな差ざしは真しん剣けんで、常つねなら聞き流す程度の言い方一つさえ見み逃のがしてくれず、誤ご魔ま化かそうとした言こと葉ば尻じりに食らいついてきて、その尻尾しつぽを離はなしてくれなかった。

「……景人さんの言ってること、分からないです。わたし、ただ、目の前の景人さんを、助けなくちゃって──」

「そうかもしれない。でも、状じよう況きよう考えてくれ」

　クウクルの言葉を手で遮さえぎって、景人は首を横に振ふる。

「仕事で助けるのはいい。義ぎ務むとか責せき任にん感かんでも、いい。でも、あんな風に自分の命まで危き険けんにして、もしも──」

　こみ上げてくる忸じく怩じたる思いが、どろりと、景人の声を粘ねばつかせてくる。喉のどがひくついたのを誤魔化そうと、額ひたいに拳こぶしを当てる。

「──もしも、僕だけ生き残ったら、どうしたらいいんだ」

　どうしても、平静ではいられなかった。過去の体たい験けんが、こみ上げてくる。心しん臓ぞうを締しめ上げられるような錯さつ覚かくに襲おそわれて、

「そういうのは、もう、こりごりなんだよ……！」

　つい、そう口にしていた。

「景人さん、それ──」

「二人とも、いいか？」

　舞まい嶽たけのノックと声に遮さえぎられる。

　がちゃりと衝つい立たてのドアを押し開いて顔を覗かせた舞嶽が、二人を見て首を傾かしげた。

「何か話し中だったか？」

　景かげ人とは顔を上げ、首を横に振ふった。

「……いや、大したことじゃないです。どうかしましたか？」

　舞まい嶽たけは少し怪け訝げんそうにしたものの、聞き返してはこなかった。

　クウクルは立ったまま、ただ無言でいる。景人は、己おのれをじっと見つめてくるその目を、初めて煩わずらわしく思った。

　舞嶽が二人を見み比くらべてしばらく間を挟はさんだが、埒らちが明かないと判はん断だんしたか、話を進めた。

「ティフォニア・ティクスとの面会の準じゆん備びができたんだが、いいか？」

「……はい、ありがとうございます」

　と、クウクルが頭を下げる。

「こちらの尋じん問もんには何も答えようとしない。なるべくいろいろ聞き出してみてくれると助かる」

「は、はい」

「それと、向こうからのご指名がある。景人くん、一いつ緒しよに行ってくれるか？」

「僕ですか？」

　思わず首を傾かしげるが、舞嶽は肩かたをすくめた。

「なんでも『自分のことぶん殴なぐった人間の顔をじっくり見たい』とかでな。景人くんに会わせる代わりに、まともに話をすると約束させた」

「そういうことなら、仕方ない」

　正直に言えば、クウクルと今一緒に行動するのは気まずい。しかし、どうにかその気持ちを棚たな上あげして、景人は立ち上がった。

「行こう、クウクル」

「……はい、です」

　クウクルは硬かたい表情のままではあったが、頷うなずいて答えた。







　真四角の真っ白い部屋の中、壁かべと一体化しているベッドに、小さなサイドテーブルと、壁に埋うめ込こまれた鏡かがみと洗面台。出入口らしい扉とびらの反対側の壁に、小こ窓まどが付いていた。地ち下か施し設せつで外の景色が楽しめるわけもないので、トイレスペースだと察した。

「あ、クウちゃん。それと、さっきの左ひだり利きき君」

　やっほー、と指をひらひら動かしてそんな挨あい拶さつをされる。

　歩いているうちにようやく気持ちの整理がついたらしいクウクルが、ゆっくりとした足取りでティフォニアに歩み寄よる。

　部屋の中に入っていき、ベッドに腰こし掛かけた中学生のような少女の前に立って、クウクルはまず頭を下げた。

「お、お久ひさしぶりです、ティフォニアさん」

　景かげ人とは会え釈しやくで留とどめて続く。

「はじめまして。結ゆう城き景人です。それと、僕は左ひだり利ききじゃないです」

「ユーキカゲト、ね。利きき腕うでじゃない割わりには、その腕、ずいぶん馴な染じんでるね？」

　にっこりと笑いつつ、しかし目だけは凶きよう暴ぼうな光を滲にじませて、景人の擬ぎ手しゆを見つめてくる。ちりりと剣けん吞のんさを目の中に覗のぞかせているあたり、やはり、殴なぐられたのを根に持っているらしい。

「まあ、いろいろあって」

　想定内のことだったので、景人は曖あい昧まいに答えてやり過すごした。

「あのぅ、ティフォニアさん……どうしてこんなことしたんです？」

　クウクルが不安げにしながらも、まっすぐにそう訊たずねる。

「いきなりそれ訊きく？　……どーせなら、もうちょっと楽しいこと話してからにしようよ。尋じん問もんみたいなの、もううんざりだし」

「た、楽しいことです？　えっと、ティ、ティフォニアさんいつも綺き麗れいな服着てますねっ」

　無理に取り繕つくろった笑顔ながら、話題としては確たしかに悪くない選せん択たくに思えた。

　ティフォニアはミリ波スキャナーと後こう方ほう散さん乱らんＸ線検けん査さ装そう置ちで身体検査をされ、ほぼそのままの格かつ好こうで収しゆう容ようされている。

「捕ほ虜りよだから奪うばえるよ？　この腕うで環わとか外して取ってくれるなら大だい歓かん迎げい」

「それは、えっと……あ、あはは……」

　服の襟えり元もとを引っ張ぱって、挑ちよう発はつするように見上げてくるティフォニアに、クウクルは困こまり顔で苦笑いを返した。

　クウクルがくるりと振ふり返ってきて、小声で囁ささやいてくる。

「景人さん、何か楽しい話題知りませんか？」

　景人も小声で返す。

「連休でも一いつ緒しよに遊ぶ相手がいなくて一人で襲われた僕に期待するのか？」

「景人さんかっこいいから大だい丈じよう夫ぶです！」

「いきなり『面おも白しろい話して』って、ハードル高すぎないか……？」

　ともあれ、景人は咳せき払ばらいして、ティフォニアに向き直る。

「ティクスさん」

「ティフォニアって呼よんでいいよ？」

「じゃあティフォニアさん……えーっと、お仕事は何を？」

『お見合いかっ！』

　部屋のどこかから、スピーカー越ごしの舞まい嶽たけの声が響ひびいた。クウクルが天てん井じようや壁かべを見回してきょろきょろとその姿すがたを探し始める。

「……やっぱり、収しゆう容よう施し設せつらしくカメラやマイクがあるんですね」

「そ。顔も合わさないでアレコレ訊いてきたの。あたしがうんざりする気持ち、分かる？」

　苦笑いしながら、ティフォニアが景かげ人とを見上げてくる。

「分かります。あの人冗じよう談だん通じないし、一七キロあるマルヒトを軽く片かた手てで吊つり上げるし、眼がん光こうだけなら竜りゆう並なみで──」

『話を進めないならさっさと出てこい。私が出で迎むかえてやる』

「──わりと怖こわいんで、ティフォニアさんもクウクルみたいに話しやすくしてくれると、助かるんですけど」

　同じように苦笑いを浮うかべつつ、景人は肩かたをすくめた。

　ティフォニアは奇き妙みような形の置物でも見たように、怪け訝げんそうな目をする。

「カゲトくんさぁ、ドラゴンは怖くないって言うの？　角とか、尻尾しつぽとか、それに、力とか」

　するりと、角と尾おを伸のばして、鱗うろこの並ならんだ硬こう質しつな肌はだを揺ゆらめかせるティフォニア。景人は少し考えて、

「クウクルが最初に、ドラゴンのことを『ぎゃおーってするモノ』とか紹しよう介かいしたせいで、怖さがいまいち──」

「わーわー！　そ、それ言わないでくださいよぅっ！」

　ばたばたと手を激はげしく振ふって景人を遮さえぎるクウクル。

「『ぎゃおー』？」

　ティフォニアが不思議そうにくり返すと、クウクルが赤くした顔を振り向かせて主しゆ張ちようする。

「違ちがうんですよぅ！　あれはちょっと、失敗しちゃっただけです！」

「こう、手を前に構かまえて──」

「どうして説明するんです!?」

「ふっ、ふふ」

　軽やかな笑い声が上がる。ティフォニアが吹ふき出していた。それを見て、景人はクウクルを促うながす。

「よし、今だクウクル」

「もうやりませんよぅ！」

「それじゃなくて。面おも白しろい話は提てい供きようしたから、そろそろ本題を話してもらうんだよ」

「あたしはそれ見たいけど？」

「もうやりませんっ。わたしの恥はずかしい所見るのは、景人さん限げん定ていです！」

　景人は手を挙あげて天てん井じようを向きながら、どこかから見ているはずの舞まい嶽たけに呼よびかける。

「今の発言はカットでお願いします」

『いい加か減げんにしないと催さい涙るい弾だん撃うちこむぞ』

「──ということらしいんで、いいですか？」

　と、ティフォニアに視し線せんを向け直すと、金髪の火竜は尻尾をひゅっと小さく鋭するどく振った。

「そうだね。いいよ？　何から聞きたい？」

　待ち構かまえるように尾おを揺ゆらしつつ、愉ゆ快かいそうな目を向けてくる。

「だとさ、クウクル」

「え？　あ、はいっ」

　クウクルが佇たたずまいを直してから、ティフォニアへ向き直った。

「あの、ティフォニアさん、ニズレグと一いつ緒しよに〝門〟を襲おそって、ここに来たんですか？」

　不安げな顔で、そう訊たずねたクウクルに対して、ティフォニアは昨日の天気を訊きかれたようにあっけらかんとした態たい度どのままだった。

「そだよ。異い世せ界かいに来るなんて、そうでもしないと無理くない？」

「なっ……なんでそんな!?　ニズレグが昔どんなことしたのか、知らないんですか!?」

「一個ずつ答えるけど、『なんで』っていうのは、さっきので充じゆう分ぶん理由になるでしょ？　あたしは異世界に来てみたかった。だから、ニズレグに協力したの」

　ぷらぷらと足を揺らしながらそう答えて、気楽な調子はあくまでも崩くずさない。

「で、ニズレグねー……あたしはここに来たかっただけだから、ここに来たあと、約束破やぶって逃にげようとしたんだけど、『逃げたら殺す』って脅おどされちゃったんだよねー。あいつがあたしをスパイにしたの、誓せい印いんで力を封ふうじるのも目的だったんだわきっと。むかつく」

「じゃ、じゃあ、脅されて……？」

「ううん別に？　最初に打ち合わせした約束を通してるだけ。そのへんはあっちも考えてるよ。あの施し設せつの警けい備びの竜をさ、家族を人ひと質じちにして協力させたんだけど、用よう済ずみになったその竜を始末したの、あたしだもん。どんな奴やつかなんて、あたしの方が身に沁しみて分かってるって」

「そんなことを……!?」

　口元に手を当てて顔を青くするクウクルに、ティフォニアは瞳ひとみの奥おくで剣けん吞のんな光を熾おき火びのように垣かい間ま見せた。

「どうしてもここに──まあ、どこでも良かったんだけど、とにかく、異世界に渡わたってみたかったからね。理り不ふ尽じんだと思わない？　大昔はさ、いろんな世界を股またにかけて戦争やるくらい、世界は広かったのに……今じゃ、族長みたいな偉えらい竜が、五〇年に一回あるかどうかの機会に、ちょっと覗のぞくだけ。──つまり、あたしにはチャンスが無い」

　にぃっと、口の端はしを歪ゆがめて、ティフォニアは笑った。笑顔なのに、あまり愉快そうには見えない。そんな顔で。

「だから、無理をするしかない。当然の結論でしょ？」

「で、でもっ、殺すなんて……ひどいです」

「ほらね、やっぱり。無理しないといけないのは、否ひ定ていしないじゃん？　ま、あたりまえだよね。クウちゃんだって、閉とじかけの門に飛び込むなんて無理をしてるもんね？　下手したら消えちゃうような危き険けんをしても、来たかったんでしょ？　──あたしもだよ」

「ぅ……」

　クウクルが呻うめいて、一歩下がる。

「話を聞いてると、どうもニズレグとは仲が悪いみたいに思えるんですけど」

　代わりとばかりに、景かげ人とが話しかけた。

「ん、そうだけど？」

「なら、ニズレグがどんな奴やつか。今どこにいて、何を企たくらんでるのか。話してくれませんか？」

「えー、面めん倒どい」

「……話してくれたら、何か差し入れしますよ」

　物で釣つることにした。

「え、ほんと？　じゃあさ、この世界にもアイスあったよね？　差し入れしてくれる？」

　あっさり釣れたことに、景人はむしろ薄うすら寒いものを覚える。

　馬ば鹿か話ばなしに笑って、同じような表情のまま同族殺しを語り、差し入れ一つで大おお勢ぜいの命がかかった選せん択たくを翻ひるがえした。

　角や鱗うろこの肌はだよりも、むしろそんな態たい度どの方が、景人にとっては不ふ可か解かいで、空そら恐おそろしく見える。

「特とく施し官かんさん？」

　念の為ために舞まい嶽たけの名前を出さないようにしながら呼よびかけると、呆あきれたような声こわ音ねで、返答があった。

『バケツで食わせてやるから、全部聞き出せ』

「だそうで」

「あたしぃ、味にはうるさいのぉ。ちっちゃくても、おいしぃのがいいカナ～？」

　なぜか甘あまったるい声と上うわ目め遣づかいのポーズを決めて、そう返してきた。あからさまにおちょくられている。反はん射しや的てきにぶん殴なぐりたくなるが、堪こらえた。

「……きちんと質しつ問もんに答えてくれれば、『連れん絡らく員いん』さんがやる気を出してくれると思います」

「ふぅん？」

　奇き妙みような言い回しに不ふ審しんげにしつつも、ティフォニアは視し線せんを少し巡めぐらせて、足を組み替かえながら、小さな指を誘さそうように揺ゆらめかせる。

「いいよ。なんでも教えてあげる。何が知りたい？」

　問われて、景人は考える。ティフォニアはどうやら気まぐれだ。その気になっている今のうちに、核かく心しんとなる質問をした方がいい。

「さっきの襲しゆう撃げきは、何が目的だったんだ？　レヴァイアサンを探さがしに来たのか？　もう目星はついてるのか？」

　矢や継つぎ早ばやに述べた景人の質問に、ティフォニアはきょとんと目を丸くして、

「へ？　いやいや、あんたら、そんなことも知らなかったんだ？　なのにあたしとやり合ったワケ？　あははっ、すごいムカつくー」

　最後には、けらけらと笑いだした。──怒いかりを滲にじませながら。

「レヴァイアサンは全長三〇〇〇キロメートルの巨きよ竜りゆうだよ？　海に沈しずんでるんでもないと、隠かくせるようなものじゃないし、すぐ見つかったってば」

「どこに？」

「分かんないかなあ、ここだよ、ここ。いい？　レヴァイアサンは大昔の決戦兵器よ？　その全長はおよそ三〇〇〇キロメートル。その体は、海に寝ねそべっても、特別巨大な島と同じほど大きいの。……こういう、大地と同じくらいにね」

　だんだん、と足で床ゆかを叩たたくティフォニア。いや、それは床ではなく──地面を、だ。

（三〇〇〇キロメートル……エウロパの直径……いや、北海道から沖縄……？）

　景かげ人との中で、ようやく合が点てんがいった。それはしかし、荒こう唐と無む稽けいな連想でもあった。

「っ、あの地図……！」

　小さく呟つぶやかれたその声に、クウクルを横目で見ると、目を瞠みはって石でも吞のみ込んだように胸むねを押おさえている。

　小こ刻きざみに震ふるえるその肩かたの強こわ張ばりと、耳にした『地図』という単語から、自分の連想が合っているんじゃないか、と思わざるをえなかった。

「つまり、レヴァイアサンっていうのは……日本そのもの、なのか？」

　島国である日本。日本地図を見れば、その形は──寝そべった竜のようにも見える形をしている。ティフォニアの言う『ここ』というのは、日本という大地そのものを指しているのではないか、という連想だ。

「そ、正せい解かい。物理的にこの国をひっくり返して起き上がらせることが、ニズレグの目的で──もう、あとほんのちょっとで、実じつ現げんすると思うよ？」

　クスクスと笑いながら、ティフォニアはあっけなく肯こう定ていした。

「……ま、待った。なんか、理解ができないんだけど、この国に、足が生えて、動く。そう言ってるのか？」

　景人がこめかみを押おさえながらそう訊たずねると、ティフォニアは面めん倒どうくさそうな顔で頷うなずいた。

「あったま悪いなあ。そう言ってるじゃん」

「……僕が悪いのか？　いやでも、常じよう識しきはずれにも程ほどがあるだろ」

　自分が立っているこの場所が、今にも手て脚あしを生やして動き出す、そう言われたのだ。オタマジャクシの上で生活していると言われて、すぐに飲み込める人間が正しいとは思えない。

「最初から話してくれないか？」

　景人がそう言うと、ティフォニアは「むー」と唸うなり、物覚えの悪い相手を前にした教きよう師しのような苛いら立だちを顔に浮うかべた。

「常識はずれなのは、その腕うでもでしょ？　頭固いねえ」

　景人は左腕を叩いて、こんこん、と音を立ててみせた。

「このとおり、硬かたい腕をくっつけられたみたいなんで、ね」







　およそ七〇年前、世界に次元の裂さけ目が生まれ、その裂け目はアーシェラと繫つながった。

　裂け目を作り出す原げん因いんとなったのは、一隻せきの船だ。

　その船は世界の間に広がる虚きよ無むの海すら渡わたって、アーシェラに舳へ先さきを突つっ込こんで現あらわれる。

　船の名前は米駆く逐ちく艦かん『エルドリッジ』。突とつ発ぱつ的てきに世界を渡った船の乗員は、惨さん憺たんたる姿すがたに変わり果て、そして、大昔の別の裂さけ目に流されて、元の世界へと戻もどっていった。

　それはこの世界では『フィラデルフィア計画』と呼ばれる都市伝説。テスラコイルを用いた軍用艦のステルス実験だ。

　その変事を感知した煌こう竜りゆう族ぞくは、念の為ためにその船の足そく跡せき──船だから航こう跡せきと呼よぶべきか──を辿り、どこのどんな世界のものなのか、調ちよう査さした。

　煌竜族の族長が自らその世界に調査に赴おもむき、現地の人間を助け、その見返りにいくつかの物品を持ち帰った。当然、その調査は内ない密みつに行われたものの、その時に、ニズレグはこの世界に何かがあると気付いた。

　秘ひ密みつ裏りに族長の持ち帰ったものを調べ、そして遂ついに、族長の調べていたものの正体を知る。

　レヴァイアサンが今、日本という大地になっている、ということを。

　それからニズレグが計画を練ねった。世界を渡る方法、煌竜族の足止め、レヴァイアサンの捜し方、起こし方。何十年にも渡わたり、入念な下した準じゆん備びをした。

　そして今、この世界を襲おそい、計画は少しの遅おくれを含みながらも、いまなお進行中である。







「レヴァイアサンっていうのはね、自じ我がを手放し、ただひたすら巨きよ大だい化かして同族の兵器と化した、巨竜の名前なの。どの世界でも、もうあれほどの力を持つ存そん在ざいはいない。レヴァイアサンを起こして同調してしまえば、どんな相手も叩たたき潰つぶせる」

「そんな……そんなの駄だ目めです！　そんなことしたら、この上に住んでいる人たちは一人も助かりません！　景かげ人とさんも、景人さんのお家も、みんな、無くなっちゃいますよぅっ!!」

「駄目って言われてもねー……あたしの役目は、もう済すんだし。最さい終しゆう段だん階かいがそろそろ始まる頃だよ？　もうあたしができることなんて、何も無いし」

　投げやりに足をぷらぷらと振りながらそう答えるティフォニア。

「最終段階って、どういうことだ？」

　景人が眉まゆを顰ひそめて訊きくと、ティフォニアは肩かたをすくめた。

「レヴァイアサンは不死身の竜よ？　だから封ふう印いんされて、眠ねむらされて、世界から追放された。──でも、不死の竜の心しん臓ぞうを止めることだけはできなかった。心臓だけはまだ微かすかに動いてて、レヴァイアサンを起こすには、そこに火を入れてやるのが一番手っ取り早いの」

　だから、と続ける。

「特別に敏びん感かんな竜りゆうなら、その波長を追えたりして。火竜族なのに先せん祖ぞ返がえりして煌こう竜りゆう族ぞくの血が色いろ濃こく出た竜なんかが、大当たりだね。──たとえば、あたしとか」

「じゃあ……ティフォニアさんが、レヴァイアサンの心臓を探さぐり当てる役、だったんです？」

「クウちゃんせいかーい」

　ぱちぱちぱち、と小さく拍はく手しゆしながら、ティフォニアが言った。

「レヴァイアサンの波長を追って、三方向にセリオンを飛ばしたの。だけど、北側の一体が、似にたような波長があって邪じや魔まされて、追えなくなっちゃった。それが、ユーキカゲトくん」

　景人を指差して言った。だが、直後に渋しぶい顔をする。

「殺しちゃえばいいかなって思ったら、意外にしぶといし。クウちゃんまで現あらわれるし。ニズレグは『明日までに心臓の正確な位置を割わり出せなければ殺す』とか言うし。もう直ちよく接せつあたしが出てくるしかなくなって──」

　前のめりになり、景人を睨ねめつけて指差す。

「──予期せぬ相手にやられた、ってところ」

「やられたのに『役目が終わった』っていうのは、どういう意味だ？」

　景人の問いに、ティフォニアが口の端はしを吊つり上げて笑った。

「たしかに、捕つかまったのは予定外。でも、ちょっと時間かけ過すぎだったね。カゲトくんと会う前に、あたしもうこの辺ぐるっと飛び回ってたんだよねー。で、ここに戻もどってきた。心臓を探して、ね。……意味分かる？」

　その言葉を聞いて、景人は口を噤つぐんだ。その言葉が意味するところを察したからだ。

「えっ？　えっと……あの、もしかして──」

　だんだんと、クウクルの顔に焦しよう燥そうが湧わき上がってくる。その焦あせりを楽しむかのように、ふふ、と笑って見上げてくるティフォニア。

「そ。心臓はもう見つけた。ニズレグに場所も教えた。この施し設せつの真下に、レヴァイアサンの心臓がある、ってね」

「ここの真下です!?」

　瞠どう目もくして飛び上がったクウクルに、息を吞のむ景人。そんな二人の様子を愉ゆ快かいげに見上げて、ティフォニアが笑った。

「いーい反はん応のう」

「なら、そのあともあれだけ暴あばれてたのは、ただの遊びか？」

　歯を剝むいて笑うティフォニアの、悪意を滲にじませた笑みに、景人が言い返す。ティフォニアは表情をつまらなさそうなものに一変させた。

「ふん、邪魔されたんだから、ちょっとお仕置きしとかないと、気が済すまなくない？」

「へえ、お家じゃ、叩たたき落とされて捕つかまるのがお仕置きだったんですか？　変わってますね」

「……この大地がひっくり返る時まで、そんな態たい度どでいられるかな？」

　険けん悪あくな笑みを景かげ人とと交わすティフォニアに、クウクルが動どう揺ようしながら言い返した。

「で、でも、でも！　レヴァイアサンを起こすには、ニズレグ一人の力じゃ無理ですよぅ！　いくら心しん臓ぞうが動いていても、こんな巨きよ大だいな竜を起こすなんて、そうそう──」

「ニズレグはこれの為ために何十年も準じゆん備びしてた。この世界には都合良く、誰だれにでも従したがう武ぶ器きばっかりがたくさんある。ニズレグなら、従えたセリオンから逆ぎやくに力を補おぎなえる。準備不足だっていうのは、ないね」

　すぱっと否ひ定ていしたティフォニアの言に、血の気の引いた顔で、クウクルが景人に向き直る。

「あの、ぶらっくばーどっていう子が、あと一〇体くらいないですか!?　それでも絶対足りないですけど、時間稼かせぎくらいは!!」

　両手を握にぎって上下に振ふりつつ、クウクルが必死に訴うつたえてくるが。

「世界中からかき集める気か」

　五〇年前に開発されたＳＲ‐71の生産数は三二機。現げん存ぞんしているのは半分以下だろう。

「でもでも、たくさん戦える子が必要で──」

「無む駄だなこと止めなよ。もしも奴やつが全力で来たら、止められると思う？」

　言いかけたクウクルを、ティフォニアの指し摘てきが遮さえぎった。

「それは……」

　強く言い返せないところを見るに、自信が持てない部分らしい。

「わ、わたし一人だと無理ですけど、それだけ大事をしたら、人間さんたちもすごく集まって来てくれるはずですよぅ！　そうしたらいくらニズレグでも、どうにもならなく──」

「どうにもならなくなる前に事を終えて、姿を消す。ニズレグはずっとそういう奴だったでしょ。今回も、素す早ばやく事を終えるだけ。違ちがうのは、姿を消す必要が無いってところ」

　いちいち指摘するのももう飽あきた、とでも言うように金と赤の髪をいじりながら、

「五年前の時は運が良かっただけだよ？　あの時は煌こう竜りゆう族ぞくの兵隊も近場にいたし、人間の子供が──」

「そっ、それでもやりますよぅ！」

　ティフォニアの口上を慌あわてたクウクルの声が遮る。だが、

「五年前？」

　思わず、景人はそう口走っていた。

「あっ、あの、あのっ……!!」

　動どう揺ようしたクウクルの声が、ぱらぱらと部屋に振り撒まかれる。

　ティフォニアはきょとんとした目で景人とクウクルを見て、それから、にやりと口の端はしを持ち上げて笑った。

「ああ、そっか。なんで壊こわれかけの門でこっちに来れたのか不思議だったけど……ユーキカゲトくんが、五年前の──」

「待っ──」

　遮さえぎろうとしたクウクルの肩かたを、景かげ人とが摑つかんだ。細い肩がびくりと跳はね上がって、クウクルが涙なみだ目めで見上げてくる。

　景人はそれを無む視しして、悪意を湛たたえたティフォニアの瞳ひとみと、目を合わせていた。

「──アーシェラで墜つい落らくした飛行機の、生き残りの子供なんだ？」

「……生き残り」

　嚙かみ締しめた奥歯を無理やり動かして、景人はオウム返しにそう言った。──それが、精せい一いつ杯ぱいだった。

「そ。意味分かるよね？　たった一人だけ助かった人間。ニズレグが世界を渡わたるための実験に失敗して、この世界から飛行機を呼よび寄よせた。あたしは話を聞いただけだけど……乗ってた人間は一人を除のぞいてみんな死んだ。地面に叩たたきつけられて、飛行機がバラバラになって、ね」

　調子良く話すティフォニアを前にして、景人もクウクルも、何かを恐おそれるように口を閉とざしていた。ただ黙だまりこくって、それを聞いているしかなかった。

「人の燃もえる匂においがあちこちから立ち上ってたってさ。形の残ってる死体は、半分もあったかどうか。──不思議だね？　あの中でどうして君だけ生き残れたんだか」

　悪意という毒を塗ぬったティフォニアの言葉の刃やいばは、一言一言が景人に刺ささり、じわじわと心へ苦く染しみこんでくる。

「まあでも、死体の形なんてどうでもいいよね？　だって、門を管理する煌こう竜りゆうたちは、生せい存ぞん者しや以外は何も帰す気は無かったんだから。──君以外の全員は誰だれ一人として、この世界の土にすら還かえれなかったんだよ。そこの、煌竜族のせいでね」

　遺い品ひん一つ、形見一つ、なんでもいいから持っていないのか、最さい期ごの姿すがたを覚えていないのか。──何十回、何百回と言われた覚えのある詰きつ問もんの記憶が、景人の中に呼よび覚まされる。

「いつもどおり、記き憶おくも消して、アーシェラの痕こん跡せきはこの世界には渡さなかった。それで合ってる？　合ってるでしょ？　そぉんな驚おどろいたお顔、あたしの前で見せてくれてるんだから」

　それまでで一番の、とびっきりの笑顔を浮うかべて、ティフォニアが可愛かわいらしく小首を傾かしげた。

「ねえ、その子、信用してていいの？」

　しばらく、沈ちん黙もくだけがその場に満たされていた。

『二人とも、外に出ろ』

　これ以上は何も聞き出せないと判はん断だんされたのか、舞まい嶽たけの声が届とどいて、クウクルと景人に退たい出しゆつを促うながしてきた。

「アイス忘わすれないでねー」

　晴れ晴れとしたティフォニアの声を背せに浴あびながら部屋を出た二人が分ぶ厚あつい扉とびらをくぐると、廊ろう下かで舞嶽が待ち構かまえていて、二人を見下ろしてこう言った。

「たった今連れん絡らくがあった。横よこ須す賀か基き地ちからだ。在日米軍の……原子力空母が、敵てきの手に落ちた、らしい」

　頭が理り解かいを拒きよ否ひした。景かげ人とはつい、舞まい嶽たけに問い返した。

「……空母が、なんて？」

　黒髪の特とく施し官かんが、嚙かんで含ふくめるように、ゆっくりともう一度告げてくる。

「空母が、竜りゆうになって、東京に向かってきているんだ」

　滑こつ稽けいなほど悪い報しらせを。













　　　　　○第四章　Dragon strike







　アメリカ海軍第７艦かん隊たい・第５空くう母ぼ打だ撃げき群ぐん──ニミッツ級航こう空くう母ぼ艦かん〝ジョージ・ワシントン〟。

　米国本土上空で戦せん闘とうを行った武ぶ装そう勢せい力りよくに、東京都が空くう襲しゆうを受けたという一いつ報ぽうにより、ジョージ・ワシントンはすぐさま横須賀港を出発した。

　目的は日本近海の捜そう索さくだ。敵の出しゆつ現げんした方角へ、空母打撃群の艦かん艇ていを散開させ、多数の哨しよう戒かい機きを飛ばして探たん索さくし、しかし成果が無いまま時間だけを消費していた。

　それでも、彼らは必要なことは全て済すませていた。第二戦闘配置で哨戒を続け、世界で最大にして最強の空母の戦力を展てん開かいし、叩たたきつける。その瞬しゆん間かんを待ち構かまえていた。

　──そんな人間の気構えを嘲あざ笑わらうかのように、常じよう識しきの埒らち外がいからその男は現れた。

　陽が傾かたむき、水平線の向こうにその姿すがたを消すまで、あと少し。宵よい闇やみが空を染そめ始めた頃ころのことだった。空母ジョージ・ワシントンの飛ひ行こう甲かん板ぱんで、異い変へんが起きた。

　発進準備を施ほどこして待機させていた艦上戦闘機が、轟ごう音おんとともにへし折られ、爆ばく発はつしたのだ。

「敵襲In coming──!!」

　船ごと空気を打ち揺ゆらす爆ばく発はつ音おんが、全ての船員に甲かん板ぱん要よう員いんの叫さけびと同じことを伝えた。

　炎と煙けむりが広がる飛行甲板で、慌あわただしく怒ど号ごうが交わされる。

「カミカゼか……!?」

　艦かん橋きようから飛行甲板を見下ろした士官が、忌いま々いましくそう呟つぶやいた。甲板を監かん視ししていた彼は、かろうじて爆発の瞬しゆん間かんを見ていた。何か巨きよ大だいな影かげが、真上から甲板に落ちてきて、艦かん載さい機きにぶつかり、へし折り、爆発させた光景を。

　爆ばく弾だんでもミサイルでもないその様子から、体当たりだ、と見当をつけたのだ。

　──が、それは誤あやまりだった。

　炎と煙の中から、まるで劇げき場じようの幕まくでも割わるかのように悠ゆう々ゆうと、一人の男が現あらわれたのだ。燃もえ盛さかる炎の熱も、気管を灼やく黒煙も、海風程てい度どにしか感じていないような、確かくたる足取りで。

　その男がゆったりとした仕草でフードを取り去り、頭部を露あらわにした時、それが彼らの捜さがしていた敵てきだと確信した。なぜなら、その頭部に、無ぶ骨こつな兜かぶとを戴いただいているかのように、禍まが々まがしく捻ねじれた巨大な角があったからだ。──竜が、あちらから攻せめてきたのだ。

　次の瞬しゆん間かん、銃弾が竜へと降り注ぐ。小は拳けん銃じゆうから、大はＭ２重じゆう機き関かん銃じゆうまで。すさまじい鉛なまりの濁だく流りゆうは、その流れ弾だけで、竜の傍かたわらにあった航空機牽引車プツシユバツクが引き裂さかれるほどだった。

　しかし、銃弾の雨を浴あびながら、竜は意に介かいした様子すら無く、歩み続けた。

　やがて、飛行甲板の中央へと立ち、空を仰あおぐように上を向いて、立ち止まる。全身に着弾の火花を散らしつつ、ローブの下から太い両りよう腕うでを広げ、動きを止めた。

　竜の全身で、銃弾の火花とは異なる光が灯る。血ち潮しおのように脈動する、金こん色じきの光だ。身の内から溢あふれるように、巡めぐるように、だんだんとそれは嵩かさを増ましていき、強くなっていく。

　そして、竜が拳こぶしを作り、

「────────────！！！！！」

　一瞬。飛び交う弾丸さえ静止させるような、無音が支し配はいした。

　否いな、無音ではない。その逆ぎやく──銃声や警けい報ほう全てを押し退のけて轟とどろくほどの咆ほう哮こうが、空間へと叩たたきつけられたのだ。

　長く尾を引くその咆哮と共に、竜は飛行甲板に拳を突つき立てていた。硬かたい甲板が拳によって貫つらぬかれ、その腕を伝って、溶よう岩がん流りゆうじみた全身の光が、空母へと注ぎ込まれていく。

　光はまるで意い志しを持つ無数の蛇へびのように素早く船体を奔はしり、砂浜に指を突き立てるように容易たやすく、甲板からさらに奥おく深ふかく、高こう張ちよう力りよく鋼こうの構こう造ぞう材ざいの内部まで侵おかしていった。

　空母が震えた。排はい水すい量りよう一〇万トンを超える原子力空母が、荒あら波なみに揉もまれる小舟のように頼たよりなく揺ゆれ震えている。警報を聞くまでもなく全ての船員が異い常じよう事じ態たいを悟る。その最さ中なか、さらなる異変が起きた。

　割れたのだ。──巨きよ大だいな鋼こう鉄てつの船体、全てが。

　船体を侵しん食しよくした異い形ぎようの光が、光の粒りゆう子しを噴ふき上げ、その周辺にある空母の構造材を変形させている。ありとあらゆる無機物が、傷きず一つ無いままに花か弁べんのように押おし開かれ、揺ゆれていた。

　やがて、異い変へんがようやく終わる。

　竜りゆうの体から光が失せた。空母を侵しん食しよくしていた光の筋すじも、潮しおが引くように消えていく。

　しかし──もはやその竜が動かずとも、世界は書き換かえられていく。

　戦闘指揮所ＣＤＣにいた司令官は、空母が割れた段だん階かいで大たい破はしたと判はん断だんし、総そう員いんに退たい艦かん命令を下していた。

　舷げん側そくからは救きゆう命めい艇ていが次々と艦から落ちて離れつつあり、間に合わなかった兵などは、救きゆう命めい胴どう衣いを頼たよりに身一つで海へ飛び込んでいく。

　空母の機関部では原げん子し炉ろに緊きん急きゆう停てい止し処しよ理りが行われ、あらゆる手段で核かく分ぶん裂れつ反応が消えるように手配されていた。──その機関部から、人じん造ぞうならざる金の光が滲にじみ出いでてこようなど、いったい誰だれが想像していただろう。

　原子炉は停止するどころか、出力をぐんぐんと上げていく。差し込まれるはずだった制せい御ぎよ棒ぼうを拒きよ否ひして、蛇へびのような血ち潮しおのような光を放出し、艦の全ての区画を光が侵した。

　やがて、原子力空母が、遂ついに船体全てを変形させ始めた。

　機関部だけではない。迸ほとばしる金の脈動が船体全てを個別に、それでいて全体と調和するように、軋きしみ、震え、轟音を立てて分かれ合い、ほつれ合い、融とけ合って、形を変えていくのだ。

　船の中のありとあらゆる場所が、その破は壊かいと再生の渦うずに叩たたきこまれた。

[image: ]

　九階建てのビルと同じ高さを持つ艦かん橋きよう、三〇〇メートル以上の広さの飛ひ行こう甲かん板ぱん、分ぶ厚あつい装そう甲こうの下にあるギャラリーデッキ、主甲板たる格かく納のう庫こ甲板、四層そうの甲板と機関区画に喫きつ水すい線せん下の防ぼう御ぎよ構こう造ぞうや球状船首バルバス・バウに至いたるまで、六〇〇〇人を乗せることができる巨船の、全てが、である。

　巨大な船が悍おぞましくも意志を持ち、人の手を離れて哮たけり声に喉のどを震ふるわすなど、悪あく夢むに他ならない。

　逢おう魔まが時の海上に、悪夢が出しゆつ現げんしている。──全長三〇〇メートル超、東京タワーに等しいサイズの海竜が、産うぶ声ごえを上げていた。




　　　　　●




「玖く我が宮みやさんは──いや、特とく施し課かは、本当はどこまで知ってたんですか？」

　特施課のオフィスに戻もどった景かげ人とは、単刀直入にまずそう訊たずねた。

　デスクの上で忙いそがしく万まん年ねん筆ひつを動かしていた玖我宮が、ぴたりとその手を止めて、目の前に立つ景人を見てくる。

「〝心しん臓ぞう〟のことかね？　結ゆう城き景人くん」

「そのとおりですよ。ティフォニアの話でようやく分かった。最初から、玖我宮さんは自じ衛えい隊たいに守らせる場所や地図の話を気にしてた。それは、心臓の為ためだったんですね？」

　苛いら立だちでざらつく声をそのまま叩たたきつけた。景人の声と目を受け止めた玖我宮は、視線を書類に向け直し、止めていた手を動かして末まつ尾びにサインをしてから、景人へと向けてくる。

「これに署しよ名めいをしてくれたまえ。そうすれば、全て話せる。もちろん、今より重い守しゆ秘ひ義ぎ務むが発生するが、それで構かまわなければ、だ」

「これでいいですか？」

　景人は内ない容ようをほとんど目にしないまま、慣なれない万年筆で署名を殴なぐり書きして答えた。玖我宮がそれを検あらため、頷うなずく。

「ありがとう。それでは、君の質しつ問もんに答えよう」

　景人を見つめて、口を開いた。

「まずは、先ほどの問いだ。我われ々われはこの日本という大地が竜であることを、知っていたのか。──答えは、イエスだ。この地ち下か施し設せつが『特別施設』としか言えない理由こそ、日本の心臓を守る為なのだから。しかし、軽々に言えることではなかった。それを分かってほしい」

　朴ぼく訥とつな視し線せんと誠せい実じつそうな声で、真っ直ぐに景人を見返しながら、玖我宮はそう答えた。悪人なとぼけてるのか善人素なのか、判はん断だんが難むずかしい。前者なら大だい悪あく党とうだし、後者なら厄やつ介かいだ。

「この施設の直下、最さい奥おうに核かくシェルターより堅けん牢ろうな造つくりの、さらなる奥深くに、心臓はある。しかも、まだ動いている。過か去こ五〇年に亘わたる我々の調査では、日本の水脈や火山活動と密みつ接せつな関係があると予想されている。心臓に異い変へんが起こった時、水害や地じ震しんが観かん測そくされているからだ」

　やはり、秘ひ密みつはあった。それを聞いて、景かげ人とは息を吸すい、もう一つの質しつ問もんを投げる。

「……五年前のノースライン航空７５５便失しつ踪そう事じ件けんが、異い世せ界かいに関わりがある、ということは？」

　玖く我が宮みやは、目を眇すがめて景人を見返してくる。その目には見覚えがあった。ぽかんとしたまま両親の墓はかの前に立つ自分を、祖そ父ふが同じような目をして見ていた。

「憶おく測そくではあったが……把は握あくしていた」

　息を、ゆっくりと吸った。意味も無く喚わめき散らしたい衝しよう動どうを、堪こらえる為ために。

「当然ですけど、僕をここに連れて来る前に、身しん上じよう調ちよう査さはしたんですよね？　それで、僕があの事件の生き残りと知っていて、それを把握してて、黙だまっていたんですね？」

　それは質問の形式を取っていたが、ただの確かく認にんだった。答えは分かっている。

　玖我宮が立ち上がった。自分より大きな男の顔を追う景人の首が、上に向いて、そして、下を向く。

「そのとおりだ。……すまなかった」

　玖我宮は、頭を下げていた。

　真しん摯しな謝しや罪ざいだった。景人の倍以上の年ねん齢れいだろう玖我宮が、目の前で頭を下げているのだ。

　誠せい実じつに職しよく務むを全うし、誠実に人間として謝罪をしてくる。そんな姿すがたを責せめ立てることは、できなかった。だが、すぐにさっぱり許ゆるして忘わすれることも、できそうにない。

　だから、かわりにこう言った。

「最後の質問です。……クウクルが、僕に関わっているというのは？」

　玖我宮はゆっくりと姿し勢せいを直し、景人をまた真摯な目で見つめる。

「分からない。我われ々われの知っていることは、この地のことだけだ」

「そう、ですか……」

　景人は玖我宮の前を離はなれた。近くのデスクに寄よりかかり、額ひたいに手を当てながら考える。

　いや、考えているのではない。ただ単に、頭が落ち着いてくれない。自分の中で渦うず巻まく様々な感情や思考が、処しよ理りしきれないだけだ。

　クウクルはこの場にいない。舞まい嶽たけと共に、応おう接せつ室しつにいる。──景人が、そうしてくれと頼たのんだからだ。

「クウクルが記き憶おくを……？　僕は、何を忘れてる？　助けられたのか？　僕一人だけ？」

　呻うめくように、溢あふれる思考がぶつぶつと漏もれてくる。

「景人くん」

　玖我宮に呼びかけられて、景人はびくりと顔を上げた。いつの間にか近くに立っていた玖我宮を見上げると、彼は揺ゆるぎのない真しん剣けんな声で、告げてくる。

「事前に言っておいたとおり、我々は君たちとティフォニア・ティクスのやり取りを監かん視ししていた。……今、君たちの間に蟠わだかまりのあることは、歳としの離はなれた私にも分かる。協力者である君たちには、あらゆる助けを惜しまない。専せん門もん家かを今すぐ手配し、精神治療メンタルケアの席を設もうけ──」

「そんなものはいらない」

　景かげ人とは玖く我が宮みやを遮さえぎった。その大きな体が遠ざかる。──違ちがう、景人が一歩、下がったのだ。

「僕は、大だい丈じよう夫ぶです。何も心配いらない。だって、僕は、病気じゃない。そうでしょう？　ただ、少し、時間がかかってるだけだ」

　玖我宮は途と切ぎれ途切れの景人の言葉を、何も口を挟はさまずに聞き終えてから、頷うなずいた。

「そうか。私はその言葉を信じている。しかし、できることがあれば、力を惜しまない。それを、覚えておいてくれたまえ」

「……はい」

　景人の胃の腑ふを冷たく締しめ付ける不安を、隠かくせたとは思えない。それでも、玖我宮の声に虚きよ飾しよくは感じられなかった。

　だから、景人も必要だと思う言葉を吐はき出すことができた。

「……あの、外の空気、吸すってきていいですか」

　非ひ常じよう事じ態たいであるのは分かっていた。だが、地ち下か施し設せつは空調のせいか、どの部屋も空気が同じに思えるのだ。──ティフォニアのいる留りゆう置ち所じよのような部屋と、同じ空気に。

　景人の訴うつたえに、玖我宮はしっかりと頷いて答えた。

「舞まい嶽たけくんに付き添そってもらおう。目の届とどくところにいてくれればいい」

　立ち入り禁きん止し区く域いきに指定された中を出歩こうというのだ。そのくらいは予想していた。

「ありがとうございます」

「その付き添いをするなら、もう一人も一いつ緒しよでいいか？」

　背はい後ごから舞嶽の声がそんなことを言ってきた。景人が振ふり向くと、

「……景人さん、お話だけでも、聞いてくれませんか？」

　舞嶽とクウクルが、二人並ならんで立っていた。

　景人は反はん射しや的てきに後あと退ずさりしそうになったのを、どうにか堪こらえる。

「……いいよ。こう見えても僕は、秘ひ密みつの話をする練習、したことがあるからね」

　無理やりそんな軽口を言ってみる。クウクルもぎこちなく笑って答えた。

「実は、わたしもです」







　陽が沈しずみきったとはいえ、こうも暗い東京の夜は、なかなかお目にかかれないだろう。

　非ひ常じよう事じ態たいの対たい応おうをしている一部の公こう務む員いんを除のぞいて、千ち代よ田だ区は一般人の通行を制せい限げんしている。車の交通量はほぼゼロに近く、歩道を歩く人間に至っては、景人たち以外には全く見かけない。

　周囲の高こう層そうビルなども灯りのついた窓まどは乏とぼしく、明かりはかなり少ない。それでも灯火制せい限げんがされているわけではないようで、街灯のおかげで歩くのに苦労は無かった。

　しばらく無言で歩いた景かげ人とたちが辿たどり着いたのは、日ひ比び谷や公こう園えんだった。今日は見る人もいないだろうに、無む駄だにライトアップされた噴ふん水すいを眺ながめながら、クウクルと並ならんで座すわっていた。

　Ｆ‐16の落下した花か壇だんの方では、自じ衛えい隊たいの部隊が残ざん骸がいの警けい備びをしている。どうせならそこに顔を出しておきたいと言う舞まい嶽たけの希望で、公園まで来たのだが──

「お前たちはここで待ってろ。こっちは日に本ほん滅めつ亡ぼうの話で忙いそがしいからな」

　不ふ機き嫌げんそうな声でそう告げると、舞嶽はすたすたと歩み去っていった。それが彼女なりに話し合いの場を作ってくれたものだと、理り解かいしてはいる。

　理解はしていたが──何を口にすればいいのか、分からなかった。

　頭の中でぐるぐると、ティフォニアに言われたことが何度も繰くり返される。とりわけ、端たん的てきに言われた一つの事実。

『乗ってた人間は一人を除のぞいてみんな死んだ』

　そう断だん言げんされた。誇こ張ちようする必要もない。ただの事実を教えるだけで充じゆう分ぶんだから。──そんな、何気ない口調だった。

（みんな、死んだ……）

　全員だ。景人以外の全員が、死んだ。

　景人は楽観的な方ではない。五年も前の事件だ。行方ゆくえ不ふ明めいとして扱あつかわれた乗客が、どこかでまだ生きているなどと、思っていたわけではない。

　それでも、今すぐクウクルの肩かたを叩たたいて「何も気にしてないから平気だよ」なんて態たい度どを取ることは、できなかった。

　クウクルが、自分のことを知っていた。それを言ってもらえなかったという事実が、景人に深く突つき刺ささり、ティフォニアに言われた言葉が頭に反はん響きようし、混こん乱らんしている。

　クウクルを信用してていいのか、と──。

「……木の焦こげる匂においがします」

　クウクルが、ぽつりとそんなことを口にした。

　少女の澄すんだ声に、景人はなぜか小さく息を吞のんでしまった。ゆっくりと息を落ち着けながら、緩かん慢まんな動作で顔を振ふり向かせる。

「なに？」

　景人から少しだけ離はなれて座すわるクウクルは、そんな鈍にぶい反はん応のうに、少し悲しげに目を細めてから、遠くを見た。

「お昼に、向こうでセリオンが落ちた公園ですね、ここ。少し、木が焦げた匂いがします」

「……ああ、Ｆ‐16がね。少し植え込みが燃もえたのかも。火事とかには、ならなかったみたいだけど」

「……五年前の、あの時も、同じ匂いがしてました」

　クウクルが静かな声色で、そう呟つぶやいた。

「わたしが気付いた時には、もう飛行機が落ちてました。森が燃もえていて、その破は片へんでわたしも怪け我がをして、そんな酷ひどい光景の中で、一人だけ、生きてる人間さんを見つけました。……その時に見つけたのが、景かげ人とさんでした」

　景人は無言でクウクルの話に耳を傾かたむける。

「それからしばらく、わたしと景人さんは一いつ緒しよに過すごしました。景人さんは大おお怪け我がをしてましたけど、その時にも角を埋うめ込こんで助けました。その角は、この世界に送り還かえす時にも、そのままでした。……景人さんの〝馴じゆん化か〟という力は、その時の角のせいだと思います」

　やはり、と言うべきだろうか、景人の中にはもともと、竜の角が埋め込まれていたようだ。最初に景人のところにセリオンが現れた謎なぞも、これで解とけた。

「それが、わたしが秘ひ密みつにしていたことです。……ごめんなさい」

「……僕はそれ、何も憶おぼえてない」

　景人はそう答えた。クウクルは、振ふり向かずに続ける。

「分かってます。……ずっと黙だまってるつもりは、ありませんでした」

「なら、どうして黙ってたんだ？」

「……お話が、聞きたかったんです」

「なんの？」

　銀の髪が揺ゆれて、深い海のような色をした瞳ひとみが、ようやく景人を振り向いた。

「景人さんの、お話です」

「僕の？」

「そうです」

「……どういうこと？」

　クウクルの答えは端たん的てきで簡かん潔けつだが、理り解かいすることは難むずかしかった。景人は首を傾かしげ、重ねて訊たずねる。すると、少女は視し線せんを外して噴ふん水すいを見ながら、遠い眼まな差ざしを投げた。

「……ずっと、景人さんに会いたかったです。五年間、どんな風に過すごしてるか、いつも考えてました。どんな世界なんだろうって知りたくて、資し料りよう庫こに何度も通って、調べたりしました。そうやって、手を触ふれることもできない景人さんを、ずっと思い描えがいてました」

　口にしたその日々を、瞼まぶたの裏うらに思い描くように、クウクルはそっと目を閉とじて、息を吸すった。

　ゆっくりと吸い込んだ夜や気きを、同じだけ吐はいてから、クウクルは不意にその瞳の中に喜色を少しだけ揺らめかせた。

「でも、実際に景人さんを目にしたら、想像と全然違ちがいました」

「……思ってたより、ひどい顔してたかな？」

　景人がそんなことを口にすると、クウクルはくすりと笑って、

「思ってたより、血まみれでしたよぅ」

　そんな冗じよう談だんを口にした。最初に会った時は、たしかに血まみれだったのを思い返し、景かげ人とは小さく笑う。クウクルは首を横に振ふって銀の髪をさらりと揺ゆらした。

「だけど、それ以外は──わたしが考えてたよりずっと、立りつ派ぱになってました。嬉うれしかったです。傷きずまみれになってるのに、心は折れてなくて、わたしを庇かばおうとまでしてくれて、かっこ良かったです。……でも、」

　じわりと、クウクルの目に悲しみが滲にじみ出る。

「お家の中はがらがらで、お父さんやお母さんの遺のこした物もそのままでした。昔の話は嫌きらいって言われちゃって……だからきっと、もう全部忘わすれたいのかもって、そう思いました」

「クウクル……」

　たしかに、景人は口にした。『過か去この話は嫌いだ』と、クウクルに面と向かって吐き捨すてた。

　あの時に見た、クウクルの悲しみに歪ゆがんだ顔を思い出して、景人の中で苦い心ここ地ちが広がる。

「そんな風に話せないでいるうちに、戦いが始まって、ますます、言い出せなくなりました。こんな大変な時に、景人さんにもっと大きな負ふ担たんを──」

　と、言いかけて、クウクルは途と中ちゆうで止めた。口と目をきつく閉とじて、小さく首を横に振る。

「違ちがいますね。きっとわたしが、臆おく病びようだったんです。もう一度会えた景人さんに、辛つらい過去のお話をしたくなかったんです。記き憶おくを消した竜りゆう族ぞくのことを、景人さんがどう思うのか、怖こわかったんです。──その全部を持ってきたわたしを……き、嫌きらわれちゃうのが、怖かったんです」

　かたりと、じっと座すわっているのが耐たえ切れないというように、クウクルが立ち上がって、数歩を歩む。

　景人が思わずその細い背せ中なかを追って腰こしを浮うかせかけたところで、銀髪が翻ひるがえり、表情を微び苦く笑しように固定したクウクルが、感情を押おし隠かくした瞳ひとみで見つめてきた。

「でも、ばれちゃいましたね。だから、しかたないです。……ごめんなさい、景人さん。わたしは、五年前に景人さんに会ったことが、あります。隠してたわたしを、信用できなくても、いいです。でも、ニズレグや左ひだり腕うでのことが終わるまででいいです。だから、わたしも協力させてください。……お願いします」

　そう言って、クウクルはじっと懇こん願がんするように景人の目を見つめてくる。

　信用されなくても、嫌われても、それでもなお、助けてくれると──いや、助けさせてほしいと、そう言っていた。

　それはまるで親のようでもあり、旧友のようでもあり、一人でたくさんの想いを抱かかえた少女の、純じゆん粋すいな、願いのようでもあった。

「……この五年間、何をしてたか、最初に訊きこうとしたよね、クウクル」

　ようやく、景人も腹はらを割わって話す覚かく悟ごができた。クウクルときちんと目を合わせる。

「はい。景かげ人とさんは、教えてくれませんでした」

「……当然だけど、いろいろ苦労した。でも、僕が話したくなかったのは、そんなことのせいじゃない。──僕以外の三〇六人は、みんな、苦労することすらできなかったから、なんだよ」

　クウクルは景人を見つめたまま、聞きに徹てつしている。

「雨あめ川かわ紗さ友ゆ里りさん、九歳さい。お母さんと一いつ緒しよに乗ってた。海外に赴ふ任にんしたお父さんのところに行くところだったらしい。ご両親は、娘に小学校のお友だちとお別れをさせてあげる為ために、苦心した。母が娘むすめと残り、父は単身赴任。そして、クラスのみんなでお別れ会をしたそうだ」

　景人は指を組み合わせながら、話し続ける。

「乗員乗客三〇七名。そのうち、僕より歳とし下したの子は、八人。小さいのにピアノのコンクールに出た子もいた」

　重い息を吐つく。息を吸すって、肺はいを膨ふくらませて、続ける。

「年商二〇億円も稼かせぐ会社の社長もいた。町まち田だ幹みき也やさん。五〇人の社員に給料と仕事を世話できる、立りつ派ぱな人だ。何百人も命を救ってきたお医者さんもいた。宮みや坂さか恭きよう介すけさん。臓ぞう器き移い植しよくの技ぎ術じゆつを学ぼうとしてた」

「三〇六人、みんな憶おぼえてるんですか……？」

　クウクルが呟つぶやいたことに、景人は首を横に振ふって否定した。

「まさか。報ほう道どうや週しゆう刊かん誌し、それにインターネットサイトと、直ちよく接せつ聞いた遺い族ぞくの話……知れたのは、ほんの一部だ。だけど……その中の、たった一人でも、助かってほしかった」

「景人さん……」

　クウクルが、悲しそうな目をした。景人は構かまわず続ける。

「僕だけが生き残った。それは、運が良かったからだ。世の中、理り不ふ尽じんなことはあっても、運が良いか悪いかなんていう、どうしようもないことに振り回されるのは、仕方ないんだ。……そうやって、自分を納なつ得とくさせてた」

　そうでもしなければ、耐たえ切れなかった。

「運が良かったなら、その分、精せい一いつ杯ぱい生きるべきだろうって、僕も必死に努力してみたよ。大人より知ち恵えをつけて、一人でも生活できて、強くて、諦あきらめなくて、とにかく目一杯生きるべきなんだって、そう思って」

　精一杯生きていないと許ゆるされない。そんな強きよう迫はく観かん念ねんがあったのは、確たしかだ。何年も掛けて身辺が落ち着くまで──いや、落ち着かせるまで、相手の手口を読んで上回ろうとする好戦的な部分は、戦うより逃にげる方が怖かったというだけだ。

「でも、どうしても、何をしても……僕は……彼ら全部の未来を、埋うめ合わせることなんて、できない。……できるわけが、ない」

　奥おく歯ばを嚙かみしめる。黙だまりたくなる自分を叱しつ咤たして、続ける。

「五年前、いろんな人から、くり返し訊きかれたんだよ。『あなたはなぜ生き残ったのか？』って。言葉を変えたり、同情するフリをしたりしながら、何度も、何度もだ」

　脳のう裏りに浮うかぶのは、生き残った自分を取り囲んだ様々なモノだ。質しつ問もん、尋じん問もん、マイク、ライト、カメラ、全てが刃は物もののように顔に突つきつけられ、何度も同じことを訊きかれる。様々な人が、入れ替かわり立ち代わり、一つの言葉を投げつけてくる。『なぜ生き残ったのか？』と。

「そんなの、僕が知りたかった。……ずっと、知りたかったよ」

　それはまるで、呪のろわれているようだった。景かげ人とに投げつけたい硬かたい石を、色いろ紙がみのようなその言葉でくるりと包んで、傍はた目めには歓かん迎げいしているように見せながら、当たった景人だけに分かるようにぶつけている。

「でも、知っても……今、クウクルの話を聞いても、変わらないんだ。……変わって、くれないんだ。落ちた飛行機の中で、僕は運良く生き残った。そうなんだろ？」

「……そうです、けど」

「ならやっぱり、僕には分からない。……何かの間ま違ちがいだったんじゃないかな。きっと、その時に、僕も──」

　中の石に刻きざまれた言葉は、お前も──

「──死んでいるべきだったんじゃないか、な」

　そして景人は口を引き結んだ。クウクルの反はん応のうが怖こわくて、景人は顔を背そむけていた。

　考えながら、ではあったが、自分の内心を全て吐と露ろしたつもりである。こんなことをするのは初めてで、ここから何を言えばいいのか分からない。

　だから、相手の反はん応のうを待った。

　自分でも気付かないうちに項うな垂だれていた景人は、ふと、下に向けた視し界かいの中に、クウクルの足を見る。それほど近くに、立たれている。

　はたと顔を上げた景人の目の前に、クウクルの瞳ひとみがあった。

「そんなことないです」

　身を屈かがめ、座すわり込んだ景人の膝ひざに手を置いて、額ひたいを突つき合わせるほど近くで──

「景人さんが何を言っても、わたし、それだけは、絶ぜつ対たいに違うって、言います」

　海色の瞳ひとみから、尽つきない海水をただ流れるに任まかせているように、大おお粒つぶの涙なみだを止めどなく溢あふれさせながら、そう言い切った。

　一語一語に火を宿しているようなその言葉に、冷たく沈しずめていた心を炙あぶられて、景人には無む視しすることも黙だまり続けていることも、できなかった。

「クウクルにはそうかもしれない。でも、この世界にとっては、違うんだよ」

　景人はそっと華きや奢しやな肩かたを押おし返して立ち上がり、少女から身を離はなした。

　しかし、クウクルは景人に強い瞳を当てたまま、視線を外さなかった。

「──わたしが理由になれなくても、です。景人さんの世界は、そんなにひどいところじゃ、ないです」

「……どうして、そんなことを断だん言げんできるんだ？」

　景かげ人とには、それが不思議だった。クウクルがよく知りもしない世界を、そこまで信じられる理由が、思い当たらない。

「景人さんが、そんなに苦しんでるからです」

「なんだって？」

　今度こそわけが分からず、景人は困こん惑わくの声を上げた。

　クウクルは、ゆっくりと景人に近づきながら、静かに言った。

「景人さんが生きているおかげで、景人さんの死を背せ負おわずに済すんだ人が、どこかにいるからです。……景人さんは、お祖じ父い様を亡なくされたって言ってました。叔お母ばさんも、たまにお家に来るって、言ってました。ご両親がいなくなっても、景人さんがいてくれたおかげで、そのお二人があの事故で失った人は、三人じゃなく、二人になりました」

　死の重み──心を押おし潰つぶされてしまいそうなくらい、今景人が感じている苦しみ。

「景人さんのおかげで、一人ぶん、家族の死の重さを、軽くできたんです」

　それを、一人分だけでも、軽くできたとしたら、それは──何にも代えがたい、救いになるだろう。

　クウクルは、それを景人がすでに果たしていると、そう言っているのだ。

「……僕のおかげ、で？」

「そうです。景人さんと同じ苦しみを、景人さんのおかげで、感じないで済んでます」

　胸むねに染しみ入るような、温かい声だった。

　だが、景人はその温かみに惹ひかれながらも、拒きよ否ひしてしまう。

「……で、でも、他の乗客にだって、家族はいたんだ。僕より、もっと、立りつ派ぱな人が、大おお勢ぜいいたんだ」

「命はみんな、重いんです。景人さんだけ特別にしちゃうのは、ずるいです」

　景人は息を吞のむ。それは当たり前で、普ふ遍へん的てきで、だからこそ、否定のしようもない言葉だった。例外は無い。特別無む価か値ちな命なんて、三〇六人分の死を想っていた景人だからこそ、認みとめることはできない。

「大勢死んだんだ。だから、僕の家族だけなんて……」

「どうしてもたくさん、救われた人が必要ですか？」

　クウクルは悲しげに目を細める。景人は首を縦たてにも横にも振ふれず、答えを迷まよう。だが、

「飛行機を飛ばしてた人は、三〇七人の死を、三〇六人に減へらせました」

　クウクルは続けてそんなことを言った。

「それは……航空会社のこと？　それとも、操そう縦じゆう士しか？」

「わたしより、景人さんが思いつく人のほうが、多いと思います」

　じっと、景人を見つめながら、クウクルはそう言った。思い出してみて、と、そう訴うつたえているような視し線せんだった。

「そんな、思いつくの、なんて……」

　ある。──ノースライン航空社の社長や整せい備び員いん、操そう縦じゆう士し。彼らはきっと、

「きっと、飛行機を飛ばした人たちは、一人でも助かってほしいって、そう思ってたはずです。その人たちの願いを、景かげ人とさんが叶かなえたんです」

「それは……」

「飛行機を探さがした人たちは、三〇七人みんな救えなかったって、きっとそう思ってました。でも、三〇六人に減へらせました。──たくさん、いるんです。景人さんのおかげで、救われた人は」

「…………」

　自分のおかげで救われた人がいる、など、考えもしなかった。

　いつしか目の前に立っていたクウクルが、惹ひき込こまれるような深い蒼あおの瞳ひとみで見つめてくる。

「それは、たしかに、一人分だけかもしれません。でも──」

　ぎゅっと、景人の手が握にぎられた。温かい想いの込められた白い指先から、景人に熱が伝わってくる。クウクルの、言葉に宿るものと、同じ熱が。

「──誰だれかの死は、一人分だけでも、背せ負おうには重すぎます。死を背負うのは、つらいことです。だって……どんなに傷きずついても、竜に立ち向かえる景人さんが、自分から、死を、口にするなん、て……五年もの間……そんなに苦しんでた、なんて……」

「なんで、クウクルが泣くんだ……？」

　大おお粒つぶの涙なみだを流しながら、クウクルはだんだんと声を震ふるわせていた。

「だって……悲しいです……」

　景人の言葉が最後の堰せきを破やぶってしまったかのように、くしゃりと、綺き麗れいな顔が一気に歪ゆがんだ。

　震える声で景人に答えた瞬しゆん間かん、クウクルの温かい体が、景人の胸むねに飛び込んできた。驚おどろいている間に背せ中なかに腕うでを回され、強くしがみつかれる。

　そして、クウクルが、叫さけんだ。

「死んじゃえば良かったなんて、言わないでくださいよぅ！」

「クウ、クル……」

　涙で濡ぬれたクウクルの声は、湿しめっていて、激はげしい。景人はただ、震える肩かたを呆ぼう然ぜんと見下ろしていた。

「わたしが黙だまってたの、どれだけ責せめたっていいです。嫌きらいになってもいいです……！　だから、だから……いっぱい、いっぱい、生きてくださいよぅっ……！」

　背中に回された細ほそ腕うでは痛いたいほど強い力が籠こめられていて、それはまるで、景人の体をこの世から離はなすまいとしているような、懸けん命めいさがあった。

　言葉で、行動で、心で、ありとあらゆる方法で、クウクルは景人の口にした呪のろいを打ち消そうとしてくれているのだ。
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　その姿すがたに籠こめられた熱が、言葉に宿る火のような熱意が、景かげ人との中にあった冷たい呪じゆ詛そを、慙ざん愧きを焼いていく。

「クウクル……ごめん」

　自然と、華きや奢しやな肩かたに手を添そえていた。クウクルはいっそう強くしがみついてくる。経けい験けんしたことのない、心地よい息苦しさという不可思議な感覚を味わいながら、景人は続けた。

「もう、あんなことは言わない」

「……本当です？」

　ぐす、と涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみでクウクルが上うわ目め遣づかいに顔を上げてくる。

「うん。それと──」

　視し界かいが歪ゆがんだ。そっとクウクルの頭を撫なでて、自分の顔を隠かくした。

　景人の眼まな尻じりから、涙が少し、こぼれる。

「──助けてくれて、ありがとう」

　声を揺ゆらさずに言えたつもりだった。

　だが、クウクルは背せ中なかに回した腕うでから力を抜ぬいて、景人を慰なぐさめるように、そっと背中を叩たたいてきた。

　いつものように、騒さわがしくて明るい東京の夜なら、ばれずに済すんだかもしれないのに。そんな益やく体たいもない考えがよぎる。

　噴ふん水すいの小さな水音だけが響ひびく、暗く静かなその夜。

　しばらくの間、景かげ人ととクウクルは、お互たがいの涙なみだを感じながら、じっと、抱だきしめ合っていた。







　規き則そく正ただしい足音が近付いてきて、景人とクウクルはどちらからともなく身を離はなした。

　目を合わせた瞬しゆん間かんにいまさら照れ臭くささがこみ上げてきて、素す早ばやく足音の方に顔と体を向けた。

　クウクルも同じような動きをしたので、たぶん同じような心持ちだろう。

　そんな二人の少年少女のもとへ近付いてきた足音の主は、舞まい嶽たけだった。

　わざとらしい大きな足音を刻きざんで二人の前に立ち、缶かんコーヒーを差し出しながらこう言い放った。

「良いニュースと悪いニュースがある。どちらから聞きたい？」

「……良いニュースから」

　お決まりのその返しに、舞嶽が頷うなずいた。

「私たち特とく施し課かがやはり正しかった。空母が乗っ取られてすぐ東京全ぜん域いきに避ひ難なん警けい報ほうを出しておいた。政せい府ふの対たい策さく本ほん部ぶは反対していたが、そのおかげで、避難誘ゆう導どうは着々と進行中だ」

「……なんか予想できましたけど、悪いニュースは？」

「さきほど、空くう母ぼ竜りゆうが米海軍の追つい跡せきを振ふり切った。じきにこちらへ現あらわれるだろう」

「たしかに、最悪ですね、それは」

　景人は呻うめくように、そう呟つぶやいた。







　米海軍の原子力空母、ジョージ・ワシントンが、ニズレグに奪うばわれた。

　鯨くじらじみた膨ふくれた胴どうを持つ巨きよ体たいに、しかし獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうのような鉤かぎ爪づめの付いたヒレを有し、乱らん杭ぐい歯ばの並ならんだ大おお顎あごには、鰐わにのように上下に大きく開く骨こつ格かくがある。三〇〇メートル超ちようの海竜──怪かい物ぶつ、と言って差し支つかえないその姿は、人の手を離れた確かく信しんを抱いだくのに充じゆう分ぶんな姿だった。

　無む論ろん、敵てきに奪うばわれた空母を、アメリカ海軍が放置するわけもなく、最も近くにいたミサイル巡じゆん洋よう艦かん『シャイロー』および同駆く逐ちく艦かん『ジョン・Ｓ・マケイン』『マッキャンベル』が追つい撃げきした。

　しかし──海竜は空母としても衰おとろえておらず、異い形ぎようとしても規き格かく外がいの力を有していた。

　無数の風切り音とともに降ふり注ぐ大量の対艦ミサイルと砲ほう弾だんを、空母に備そなえられたあらゆる対たい空くう兵へい装そうが迎むかえ撃うった。海竜の背せから放たれた五〇以上の対空ミサイルおよび分速四〇〇〇発以上の二〇ミリガトリング砲ＣＩＷＳが弾だん幕まくを形成して、対艦ミサイルの群むれと激げき突とつし、双そう方ほう合わせて数百キログラムの爆ばく薬やくが、空で炎ほのおの嵐あらしを吹ふき荒あらした。

　とはいえ、全ての炸さく薬やくが空で散ったわけではない。弾だん幕まくをくぐり抜ぬけたミサイルと砲ほう弾だんは狙ねらい過あやまたず海かい竜りゆうの背せに着弾し、猛もう炎えんを炸さく裂れつさせていた。

　空母竜がその体をくねらせて苦く痛つうを表明する。──が、それだけだ。駆く逐ちく艦かんなら行動不能になるほどの火力を受けても、海竜は止まることすらなかった。

　三隻せきの艦かん艇ていがさらなる攻撃を加えようとしたところで、敵のレーダー反はん応のうが消える。アメリカ本土の防ぼう空くう監かん視し網もうをすり抜けたように、海竜までもが、レーダー反応を消したのだ。

　加えて、戦せん闘とう爆ばく撃げき機き・Ｆ／Ａ‐18が擬ぎ竜りゆうになって飛び立ち、反はん撃げきした。迎撃されることなく接せつ近きんした機竜から一方的に対艦ミサイルを撃うちこまれ、ジョン・Ｓ・マケインが中ちゆう破はする。

　残る二隻の破は壊かいは、尋じん常じようならざる力で行われた。

　二隻が直線上に並ならんでいると見るや、海竜はその大おお顎あごを開いて──ブレスを放ったのだ。

　海竜が口から吐はいた極ごく太ぶとの白はく焰えんは、シャイローの艦橋とマッキャンベルの前三分の一を水みず飴あめのように歪ゆがませ、貫つらぬき、なお突つき進み、一キロメートルに渡わたって海面を蒸じよう発はつさせ、水蒸気爆発までも呼よび起こした。その一撃は、熱量だけなら核かく爆弾に匹ひつ敵てきしかねないと分ぶん析せきされている。

　そして空母竜は四〇ノットという驚おどろくべき速度で航こう走そうし、海域を離り脱だつした。

　その速度に追いつける艦艇は、いない。

　偵てい察さつ機きからソノブイを予想進路に投下し、どうにか監視を続けていた米軍だが、夜を迎むかえてしばらく経たつと、その追跡は遂ついに振り切られてしまった。







「決戦は、東とう京きよう湾わんになる」

　タブレットで戦せん闘とう記き録ろくを見せながら経けい緯いを説明した舞まい嶽たけが、そんな衝しよう撃げき的てきな発言をした。

　景かげ人とはそれを呆あつ気け無なく言える特とく施し官かんの神しん経けいを疑うたがいつつ、呟つぶやく。

「……それ、目と鼻の先じゃないですか。なんでそんな近くで？」

「敵てきを見失ったからだ。奴らはレーダーに映うつらない。電波での観測を欺ぎ瞞まんする方法を持ってるんだろう。となると、目視で見み張はるしかないが、夜の海でそれは無理だ。だから、敵の目的となる東京の近くで、防ぼう衛えい戦せんをするしかなくなる」

「なるほど。最悪だ」

「不幸中の幸いは、東京湾くらいの広さなら封ふう鎖さすることも可か能のう、という点だな。夜中にこっそりことを運ぶのは無理だろう。そこで、クウクルくんに聞きたい。竜というのは、夜よ目めが利きくか？　というか、奴やつは夜や襲しゆうしてくるかどうか、分かるか？」

　と、舞嶽はクウクルを見て言う。問われたクウクルは首をひねった。

「んー……ニズレグは用心深い性せい格かくだって聞いてます。それに、竜はともかく、セリオンたちに夜目が利くかは、それの元になった機械によります。初めての場所で無理に襲おそい掛かかってくるよりは、たぶん、日の出を待つかな、って思います」

　舞まい嶽たけは思案げに目を彷徨さまよわせた。

「米軍との戦せん闘とうは夜間に行われたが、その時はレーダーが利きいていたそうだ。だが、戦闘中に徐じよ々じよに利かなくなっていった、と報ほう告こくがある。……スミソニアンで奪うばった機体のうち、大半はその戦せん闘とうで失っている。レーダーさえあればこちらが有ゆう利り……となると、竜りゆう本人はともかく、戦闘機のセリオンは夜目がよく利くわけでもない、か？」

「でも、お日様が昇のぼるのは止められませんよ。どうします？」

「どうするのかは、これから話し合う。特とく施し課かと統とう合ごう幕ばく僚りよう監かん部ぶとの会議を設せつ置ちできた。その席で、陸海空の自じ衛えい隊たいの戦力全部を敵てきに叩たたきつけるための算さん段だんを立てる」

「……どんな手を使ったんですか？」

「東京は危あぶないから、政治家の集まる共きよう同どう対たい策さく本ほん部ぶが、逃にげ──いや、場所を富ふ士じの演えん習しゆう場じように移うつすと言っている。その政治家に付いて行きたくない幕僚長を、課長が誘さそったそうだ」

　舞嶽は景かげ人ととクウクルを順番に指差して、続ける。

「で、その会議に君たちがオブザーバーとして参加できるように、取り計らってある」

　そんなことを言われ、景人は眉まゆを顰ひそめた。

「僕らが参加したがるっていうのは、決定事じ項こうですか？」

　舞嶽は肩をすくめる。

「課長が言い出したことだ。『勇ゆう敢かんな彼らには力と、迷まよわない意い志しがある』なんて言ってな。景人くんがすでに命の保ほ証しようをしませんという書類に、即そく断だんで署しよ名めいしたとかなんとか言ってたが」

「あー」

　と、景人は呻うめく。先ほど、内ない容ようを見もせずにサインをした契けい約やく書しよのことだろう。

「わたしはいいですよぅ？　もともと、ニズレグと戦うかもって、覚かく悟ごしてましたから」

　まだ少し目元が赤いままだが、クウクルはそう言って、にっこり笑った。

「ふむ、景人くんはどうする？　やめておくか？　今からなら、地球の裏うら側がわまで逃げられるかもしれないぞ？」

　問われて、景人は一つ息を吐はいて、

「行きますよ。──ニズレグには、因いん縁ねんがあるみたいですし」

　７５５便を異い世せ界かいに落とした張ちよう本ほん人にんであるニズレグ。その相手を前に逃げるのは、両親の仇かたきから逃げるということだ。それはありえない。

「それに、クウクルに置いて行かれたくない」

　付け加えた景人の言葉に、舞嶽が片かた眉まゆを上げた。

「……仲直りはうまくいったようだな？」

　クウクルが機き嫌げん良よく頷いて、言った。

「もうばっちりです！　〝切られた腕うでも前より太く生やせる〟っていうのですよぅ！」

「「は？」」

　クウクルの妙みような言葉に、景かげ人とと舞まい嶽たけが首を傾かしげ、

「……〝雨降ふって地固まる〟みたいな意味か？」

　景人がそう言ってみる。英えい語ご圏けんだと〝折おれた骨ほねもうまくつなげば前より丈じよう夫ぶになる〟という言い回しがあったはずだ。それを聞いた舞嶽が、ぽんと手を打った。

「ああ、〝諍いさかい果はてての契ちぎり〟みたいなことわざか」

　渋しぶい選せん択たく肢しである。二人の口にしたそんなことわざに、クウクルはきょとんとしていた。

「んー、この世界だと、なんだか難むずかしく言うんですねえ」

「……まあ普ふ通つう、腕うで切られたら生えないからね」

　生えてはいないが、前より頑がん丈じようになっている景人としては微び妙みような気分になるやり取りである。

　ふと、舞嶽が雑ざつ談だんの気け配はいを追い払はらうようにぱたぱたと手を払った。

「いやそんな話はいい。それより、参加する気があるなら会議の方に行くぞ。付いて来い」

「あ、ちょっと待ってください。もう少しだけ時間ありますか？」

「なんだ？」

　呼よび止めた景人に訝いぶかしげな目をする舞嶽へ、景人は告げる。

「今の話を聞いた感じだと、空母とニズレグはまともには止められないと思うんです」

「まあ、そうだろうな」

　景人は右手を握にぎって、開いて、告げる。

「だから……隠かくしてたのを怒おこらないと約束してくれれば、空母を殴なぐるのに最さい適てきな〝手〟があることを話したいんです」

「景人さん、もしかして……」

　クウクルは景人が何を考えているのか気付いたようで、驚おどろいたような顔で見つめてくる。

「ほう、どんな手だ？」

　舞嶽が首を傾かしげて言った。

　景人は自分の手を見た。──生身の手と、金きん属ぞくの手を。

　つい半日ほど前は、どちらの手も気に食わなかった。素す性じようを隠して人から逃げ惑まどう手と、いきなり飛び込んできた厄やつ介かい事ごとの手だ。

　だが──クウクルと話して、気付いた。結局は、どちらも、

「僕の手です」

　告げて、景人は言いきった。

「この手で、できることがある」







　市いちヶが谷や地区。日本国防ぼう衛えいの中ちゆう枢すうである防ぼう衛えい省しよう本ほん省しよう庁ちよう舎しやの中、会議室のような一室に、景かげ人ととクウクルは舞まい嶽たけによって連れて来られていた。

　ホワイトボードと大おお机づくえ、そしてその上に置いてあるいくつものタブレットや、貼はり付けられた地図など、室内には作戦説明に必要な物が取り揃そろえられているが、急きゆう造づくりだ。おそらく、部外者──つまり特とく施し課か──との会議を設せつ置ちしてから、大急ぎで作られた作戦室なのだろう。

　景人とクウクルが舞嶽に連れられて来たその部屋には、玖く我が宮みやと数人の自じ衛えい官かんがいた。いずれも中年から初老くらいの士官らしき自衛官たちは、もの珍めずらしげに二人を見た。

　紹しよう介かいと玖我宮の口上のあと、景人は作戦の説明を求められ、ホワイトボードの前に立った。

　大机を囲んで立つ玖我宮や自衛官の視し線せんが集まり、いつものように舌したを動かすのはなかなかに難なん儀ぎではあったものの、景人は作戦について話を始める。

　少しだけ時間をもらい、クウクルとの打ち合わせや確かく認にんをし、特施課へ簡かん潔けつな概がい要ようだけは渡わたしてある。息を落ち着けて、口火を切った。

「まず最初に、敵てきを防ふせぎきれなかったら、日本全ぜん域いきに被ひ害がいが及およぶのは共きよう通つう認にん識しき、ってことでいいですよね？」

「あくまでこの場にいる人間だけだが、幕ばく僚りよう監かん部ぶとはその情報を共有している。レヴァイアサン、そして、国会議事堂の地下のことも、もはや完全に伏ふせておけることではないからね」

「そうですか。玖我宮さん、ありがとうございます」

　数人しかいないのはその為ためか、と納なつ得とくする。

　景人はタブレットを操そう作さして、自衛官たちの視線を画面に集める。そこには、米軍から届とどいた海かい竜りゆうとの戦せん闘とう記き録ろくの映えい像ぞうが映し出された。

「敵の空母竜は正直、常じよう識しき外はずれもいいところです。レーダーには映らないし、赤外線探たん知ちも阻そ害がいする。五インチ砲ほうも対たい艦かんミサイルも大して効いてないし、まともに外から叩たたいても、埒らちが明かない」

「付け加えると放ほう射しや能のう汚お染せんの危き惧ぐから、撃げき沈ちんの際さいにあまりバラバラにするなというお達しも政せい府ふ筋すじからは来てるぞ」

「なら、フグの調理免めん許きよ持ってるミサイルでも探しますか？　毒部分は除よけてくれるかも」

　舞嶽の注ちゆう釈しやくに景人が冗じよう談だんで返すが、残念ながら笑ってくれる人はいなかった。

「……まあそういうわけにもいかないので、こういう手があります」

　景人は机の上に置いておいたラジコンカーを叩いて、馴じゆん化かさせた。

　リモコンを握にぎられていないラジコンが、机の上を勢いきおいよく走って、玖我宮の前でドリフトターンを決めて停とまる。

　小さなどよめきが自衛官の間で起こった。

「僕が空母竜を奪うばい返します。手で直ちよく接せつ触ふれる必要がありますけど、昼間にブラックバードを大人おとなしくさせたのと同じように、あれも大人しくさせられるはずです。クウクルの話だと、それでニズレグの野望は潰つぶせる」

　事前に馴じゆん化かについて説明してあったおかげか、玖く我が宮みやはゆっくりと首を傾かたむけただけだった。

「空母を失うことで、ニズレグの目的が果たせなくなるとは、どういうことだね？」

　それにはクウクルが答えた。

「ニズレグがレヴァイアサンを起こすには、セリオンから力を補おぎなう必要があります。景かげ人とさんが言うには、空母には何十年も燃もえ続ける、すごい炉ろがあるそうですから、ニズレグはそれを利用して、心しん臓ぞうに火を入れるつもりだと思います」

「空母の戦せん闘とう力りよくだけでなく、原げん子し炉ろが狙ねらいだったということか……。では、景人くんを空母の上に運べば、我われ々われは勝利できる。そういうことかね？」

「上じゃだめですよぅ」

　クウクルがそう言って、屈かがみこんだ。足下に用意しておいた五〇センチほどもある軍ぐん艦かんのラジコンを持ち上げ、手から光を注いで擬ぎ竜りゆう化かさせると、机つくえの上にどしんと放る。

　鰐わにのような形をした擬竜が、のっそりとした動きで首を巡めぐらせていた。

「ぶらっくばーどみたいに、簡かん単たんにはいかないと思います。あれは大きすぎます。景人さん一〇〇人よりずっと大きい竜を、撫なでただけで馴化はできませんよぅ」

　言って、おもむろにラジコン擬竜の下に手を突つっ込こんで、ごろんとひっくり返す。

「やるなら、お腹なかの中に入って、心しん臓ぞうにできるだけ近付いて手を当てるのがいいと思います」

　擬竜の胸むねあたりをぐりぐり指でつつきながら、クウクルが言った。そこが心臓らしい。ぐええ、と苦しいのか喜んでるのか微び妙みような声で擬竜が鳴いていたが、クウクルは気にしていない。

「中って、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「子竜を背中に入れてる海竜らしいですから、たぶん、そこが空くう洞どうになってます。その中の、胸の方に走っていけば、景人さんなら、近付けば心臓に近い所は分かると思います」

「格かく納のう庫こ甲かん板ぱんに侵しん入にゆうするわけか」

　舞嶽が腕うで組ぐみして言った。景人はクウクルにおもちゃのラジコンヘリを投げて渡わたす。その手の中でスズメのような擬竜が生まれるのを見ながら、景人は口を開く。

「つまり作戦はこうです。まず、クウクルが空母竜に攻こう撃げきします」

　もう一度ひっくり返された小さな海竜の背せ中なかの上を、ぱたぱたと小さなヘリ型セリオンが飛んで、背中に着地。ぐえ、と海竜を一鳴きさせてから再ふたたび飛んで、少し離はなれる。

「ニズレグはきっと、わたしが邪じや魔まなはずですよぅ。レヴァイアサンは煌こう竜りゆう族ぞくの祖そ先せんの竜ですから、心臓を起こす時にわたしと一いつ緒しよにはいたくないと思います。いにしえの巨きよ竜りゆうが、もしわたしにも同調したら、大変ですから。空母から引き離したいって思うはずです」

　クウクルが説明したところで、海竜から離れたヘリの横に、景人が竜の人形を投げた。

「ニズレグはクウクルを追って、護ご衛えいと一緒に空母を離れる」

　ずりり、ずりり、と机の上を進んで、竜の人形を何度も踏ふみつけるヘリから離れていく海竜。

「敵てきの護ご衛えい機きとニズレグが離はなれても海竜は先に進むでしょう。時間稼かせぎにはならない。だけど、護衛がいないうちに、僕が中に侵しん入にゆうします」

　景かげ人とが指を振ふってラジコンカーを操そう作さ。海竜の横よこ腹はらにボンネットを叩たたき付ける。

「そして、海竜の意い識しきを奪うばい取る。ニズレグの野望はおしまい」

　竜をひっくり返して、指で胸むねを一ひと突つききした。ぐきー、と鳴いた竜は、景人が手を振ふると、手足から力を抜ぬいてぐったりと伸のびた。

「おい、残った護衛機とニズレグがいるぞ」

　舞まい嶽たけがスズメのようなセリオンに歩み寄よって、頭を小こ突づく。その指を避よけて不満げに鳴くセリオンが、指を齧かじろうとした瞬しゆん間かん、舞嶽が素す早ばやく嘴くちばしを二本の指で挟はさみ込こんで受け止めていた。

「……クウクルの見立てでは、今レーダーを無む効こう化かしてるのは、空母の力だとかで」

　景人の言葉に、視し線せんがクウクルの方へ集まる。心配げにセリオンを見ていたクウクルが、佇たたずまいを直した。

「あ、はい。えっと、ぶらっくばーどに手を触ふれてみたんですけど、ニズレグはあのセリオンに、自分の鱗うろこを分け与あたえたみたいなんです。それが波を出してます。体に当たった『れーだー』の波を受け止めて消したり、逸そらしたりしてます」

「……つまり、レーダー波を打ち消してる、と？」

　舞嶽が怪け訝げんそうにそう言うと、クウクルは困こまり顔で答えた。

「わたしには、ちゃんとしたことはよくわからないんですよぅ。わたしと違ちがって、ニズレグは何十年も準じゆん備びしてましたし、れーだーのことも、たくさんのセリオンから情報を写し取って、理解を深めてたと思いますし……それに、力の使い方も、ニズレグのほうが、ずっと器用です」

「分かる範はん囲いでいいから、言ってみてくれ」

　舞嶽に重ねてそう言われ、クウクルは視線を彷徨さまよわせながら、考えこむ。

「えっと……感覚的にはこう、飛んできた物を、受け流したり、飛んでくる勢いきおいと同じくらいの力で叩たたいて下に落としたり、そういうのと変わりません。ニズレグはそれを、魔ま力りよくを蓄たくわえた鱗でセリオンの体全体に力を巡めぐらせて、肌はだに当たる波に同じことをしてます」

　レーダー波をねじ曲げたり打ち消したりを感覚的に行っているらしい。改めて、物ぷつ理り法ほう則そくの違う異い世せ界かいの竜という存そん在ざいに、理り不ふ尽じんさを覚える。

「空母がその力を統とう括かつしている、というのは？」

「当たり前ですけど、身の一部を分け与えるのって、大変なんですよぅ。たくさんのセリオンに一体ずつやるより、えっと……きょ、共きよう振しん？　させる、みたいな。もともと、お船とそれに乗っていたセリオンたちですから、繫つながりを作るのは、簡かん単たんなはずです」

「ふむ……」

　と、舞嶽が思案げながらも、一いち応おうの納なつ得とくを含んだ頷うなずきを返してきた。

　気き難むずかしげな顔で同じような吐と息いきを机に落とす自じ衛えい官かんたちに、景人はそっと言ってみる。

「要は、空母を制せい圧あつすればレーダーが使えるようになるんです。それで、東京付近の高こう射しや砲ほう部隊やイージス艦かんが、ミサイルを撃うてます。敵てきのセリオンが七〇体近くだとしても、それなら、撃げき退たいできると思うんですけど……どうですか？」

　年とし嵩かさの自じ衛えい官かんたちはアイコンタクトで意見を交わし、小さく頷うなずいて端たん的てきに答えた。

「もちろんだ。任まかせなさい」

「お願いします」

　玖く我が宮みやが頭を垂たれながらそう言ったので、景かげ人ともそれに倣ならって一礼する。

　それから顔を上げて、口を開く。

「他にも、少し問題があるんですけど……」

　玖我宮が大おお机づくえの上でくり広げられたシミュレーションのおもちゃに視し線せんを投げ、景人にまた視線を戻もどしてきた。

「この作戦にはまだ二点ほど、懸けん案あんが残っている。自衛隊の協力が必要不可欠な点だ。景人くんが言いたいのは、そこだね？」

「話が早くて助かります」

　的てき確かくに言い当てられて、景人は心底そう思いつつ首を縦たてに振ふった。

　玖我宮が、ヘリ型セリオンを指差した。

「まず一点目。作戦の起点となる、クウクルくんの攻こう撃げきだが、五〇機の戦せん闘とう機きとニズレグの両方を引きつけ、戦わなければならない。相そう応おうの戦力を準じゆん備びしなければ、どちらも不可能だ」

「はい。なので、戦える子をお借りしたいです。それに、お手伝いしていただけないかなって、思います」

　クウクルがそう答えると、玖我宮は一つ頷いて、

「それは協力を得られるだろう。──二点目。景人くんは『中に侵しん入にゆうする』と言ったが、あれは空母だ。四方は海で、空から行けばミサイルすら撃ち落とされる。大おお型がた艦かん艇ていでは、ブレスの餌え食じきだ。高速の小型船では、近付けても少し接せつ触しよくしただけで破は壊かいされてしまうだろう」

「まさに難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい。そこに突つっ込こむ方法はあるのか、って言いたいわけですね？」

「あるのかね？」

　景人は頷いた。

「思いついたのは一つだけ。使えそうな物を昼間に見ました」

「昼間に？」

　と訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめてから、玖我宮が小さく目を見開く。

「……まさか、あれを使うつもりかね？」

「人が乗れて、船に突っ込む為ために作られてて、まさにぴったりだと思いますけど」

　景人はそう前置きして、それの名前を言った。

「遊ゆう就しゆう館かんの、回かい天てん」

　第二次世界大戦において旧日本海軍が開発した、酸さん素そ魚ぎよ雷らいにして潜せん水すい艇ていという、悪あく名みよう高い兵器『回かい天てん』。俗ぞくに言う──特人攻間兵魚器雷である。







　会議はその後、特とく施し課かと自じ衛えい隊たいの幕ばく僚りようたちとの話し合いになった。

　景かげ人との話した作戦を煮に詰つめ、概がい要ように過すぎなかったその作戦を実じつ現げんするためのものだ。陸海空の各部隊を実じつ際さいに移い動どうさせ、朝までに戦せん闘とう準じゆん備びを整える為ための命令を通達する段だんになって、景人とクウクルと舞まい嶽たけの三人は、寝ねておくように命じられた。

　作戦室の中で、その三人が、実じつ際さいに戦闘をするメンバーだったからだ。

　景人は待機車──仮か眠みんなどの休息をするための自衛隊車両──に乗って皇こう居きよ前まえ広ひろ場ばに運ばれ、後部にあるベッドに寝ね転ころがった瞬しゆん間かん、体と意い識しきが急速に沈しずみこんでいくような感覚に襲おそわれた。

　思えば日中は戦い詰づめで、公園ではここ数年で一番激はげしく感情を揺ゆさぶられた日だった。

　近くにクウクルが寝そべっているのを意識するのも数瞬だけ。景人はすぐに眠ねむりへと落ちていった。







　翌よく日じつ、まだ陽が昇らないうちに、景人は舞嶽によって叩たたき起こされた。同じ車内に寝ていたクウクルの姿すがたがない。それについて黒髪の特施官は「彼女なら先に起こした」とだけ言った。そして、重々しいボストンバッグを景人に渡わたすと、中の物に着き替がえるように言って、待機車の中で布ぬの製せいの簡かん易いな衝つい立たてを広げた。

　そのまま、服を脱ぬぐ衣きぬ擦ずれの音が届とどいてきた。舞嶽もここで着替えるらしい。

　景人はぎょっとしたものの、バッグの口を開けると、中に戦せん闘とう服ふくじみた丈じよう夫ぶそうなつなぎと軍用ブーツがあり、

「まったく、まともじゃないなこの仕事は。こんなことなら、もっと別の仕事探さがすんだった」

　恥はじらいなど欠片かけらも含まないそんな声を聞いて、理り解かいする。これは戦闘準備のようだ、と。

　舞嶽に言われたままに着替え始め、硬かたく重い生地の服を着るのに悪あく戦せん苦く闘とうするうち、妙みような考えは起きなくなった。

「舞嶽さんがそんなこと言うなんて、意外ですね」

　つなぎに両足を突っ込んでぴょんぴょん跳はねながら言うと、

「ふん。そもそも私はまだ研けん修しゆう中ちゆうで、正式な入庁は四月からだったんだ。いきなりこんなことが起きれば、愚ぐ痴ちの一つくらい出る」

「むしろ愚痴で済すむんですかそれ。今すぐ辞やめても文もん句く言われないでしょ」

「そんなことしたら給料が出ないだろう。妹が大学を出るまで、私が辞めるわけにはいかない」

　がちゃがちゃと、何か金きん属ぞく質しつな音がする。武ぶ器きか何かを身に着けているらしい。

「妹さんですか」

「そうだ。すごく可愛かわいいぞ」

「へえ、写真とかありますか？」

「ある。だが君には見せない」

「なんで」

「妹には悪い虫がつかないようにしていてな」

「虫扱あつかいですか僕」

　ぎゅっとつなぎのジッパーを引き上げ、靴くつにとりかかる。

「いいや、君を尊そん重ちようしているから、今見せないんだ」

「どういう意味ですか？」

「せめて私が銃じゆうを持っていない時にしてあげようと」

「なるほど。……殴なぐられるならいっそ、過か激げきな写真でお願いします」

　言った瞬しゆん間かん、衝つい立たての向こうで拳けん銃じゆうのスライドを動かす金きん属ぞく音おんが響ひぴく。

「渡わたした服を着たか？　その服なら九ミリ弾だんくらいストップする。試してみよう」

「まだ見てないですよ!?」

　舞まい嶽たけに慌あわてて答えてから、景かげ人とは軍用ブーツを履はき終えた。

　そこへ、舞嶽ががちゃりと装そう具ぐを鳴らしつつ、衝立の向こうから現あらわれる。

「なんだ、まだ準じゆん備び出来てないのか」

　景人と同じような黒く分ぶ厚あついつなぎの上に、胴どう回まわりに大小多数のポーチが着いたベルトを巻まき、タクティカルグローブで手を覆おおっている。眼鏡めがねを外して軍用タクテイカサンルアイプログラステクシヨンに付け替え、首と耳にはスロートマイクとイヤホンを着けていた。

　身体各所にグレネードや拳銃など武装もしている。それらを景人がつなぎとブーツの二つを着けるより早く、装備し終わったらしい。

　景人は履き終えたブーツのつま先で地面を叩たたいて、軽く足を馴な染じませつつ言う。

「いや舞嶽さんが早はや業わざすぎです」

「このくらい普ふ通つうだ。ほら、早く着けろ」

　言いつつ脇わきに置いてあった無線機を手に取り、手早く景人のつなぎのポケットに本体を突つっ込こんで、ボタンを左ひだり胸むねに取り付けてマイクを首に一周させる。

「苦しくないか？」

「大だい丈じよう夫ぶですけど……あの」

「胸のスイッチを押おしながら話すとこちらに聞こえる。分かったな？」

「あ、はい」

「着けろ」と言いつつ手ずから着けてくれるあたり、妹持ちらしい、世話焼きな性せい格かくが垣かい間ま見えた。

『通信テスト。聞こえるか？』

　一歩下がって言ってくる舞まい嶽たけに頷うなずいて見せてから、イヤホンを指差す舞嶽を見て気付き、景かげ人ともそれに倣ならう。

「感度良好。聞こえますか？」

「よし、いいだろう。……さっきの話で思ったんだが、景人くんは誰だれかに連れん絡らくしなくていいのか？　出発したら、もう誰にも連絡取れないぞ」

　後ろに立てかけていた自動小銃ＨＫ４１７を手に取りながら、そんなことを言ってくる。

「じゃあ、つぐみさんにだけ」

　そう答えた。舞嶽が忠ちゆう告こくしてくる。

「何時頃ごろまでは絶ぜつ対たい帰れないとか、逃にげろとか、そういうのも言わないようにな。守しゆ秘ひ義ぎ務む契けい約やくに触ふれる。あと、擬ぎ竜りゆうのことも今は言うな」

　スマホを操そう作さしつつ、車の外へと歩み出た。

　そこでは、ジェットエンジンの轟ごう音おんを立てる、巨きよ大だいな機竜がいた。──それも、一体だけでなく、二体も。所ところ狭せましと皇こう居きよ前まえ広ひろ場ばに竜が集まっていた。

「……言っても信じてもらえないですし、こんな光景」

「あっ、景人さん！　その服もかっこいいですよぅ！」

　そのうちの一体の頭の上から、クウクルがひょっこりと顔を出して飛び降おりてきた。

　景人の横に降り立って、セリオンたちをそれぞれ指差し、

「こっちが『いーぐる』で、あっちが『ふぁんとむ』ですよぅ」

　紹しよう介かいしてくる。航こう空くう自じ衛えい隊たいの戦せん闘とう機きであるＦ‐15Ｊイーグルと、Ｆ‐４ＥＪ改ファントムⅡが、自衛隊の隊員たちに見上げられたり、あちこち調べられたりもしている。

　そして、空から古式ゆかしいバタバタとしたエンジン音と、竜の羽は撃ばたきが降ってきた。見上げればそこに、零ぜろ戦せん型がたセリオンが飛んで来ている。

　最後に、ジェットエンジンを備そなえる超ちよう音おん速そくの黒竜が飛来し、その脚あしに抱かかえていた、小さな潜せん水すい艦かんのような、大きな魚ぎよ雷らいのような、黒い円えん筒とうを地に下ろす。

　それが、クウクルのセリオンとして戦列に加わる機竜たちだった。

　景人は改めて、昨さく晩ばんの作戦に加えられた修しゆう正せい点てんを口にして確認する。

「……まず、クウクルが東とう京きよう湾わんの中央部に敵を誘さそい出すことができれば、そこで自衛隊の飛行隊が一いつ緒しよに戦ってくれる、と」

「助かりますよぅ。わたしじゃ、何十体もセリオンは作り出せませんし、ニズレグとは一対一でも、時間稼かせぎで精せい一いつ杯ぱいでしょうし」

　次に、景人はブラックバードが持ってきた黒い円筒を指差した。

「で、セリオンにした回かい天てんを、自衛隊機のＦ‐15Ｊに積んで、雷撃する、と」

「一人乗りの回天だが、軽けい装そう備びで私と君なら、どうにか入る。あとはイーグルのパイロットの選定に難なん航こう中ちゆうだ。五分五分で撃げき墜ついされるだろう、危険な任にん務むだからな」

「誰だれも乗りたがらない？」

「逆ぎやくだ。『自分なら絶ぜつ対たいに成功させる』と息いき巻まくパイロットが何人もいる。その雷らい撃げきで奴やつが沈しずむなら──最高の任務だ、と言ってな」

　舞まい嶽たけがそう言って、景かげ人との肩かたを叩たたいた。

「私は妹に連れん絡らくしてくる。──それでは、また後でな」

　歩み去っていく舞嶽の背せ中なかを見送って、景人は肩をすくめた。

「……たしかに、まともじゃない。だけど、味方は頼たのもしい、かな」

　セリオンを見ながらついそう呟つぶやくと、クウクルが首を傾かしげて景人を見上げてくる。

「……でも、不安です？」

「まあね。不安が無いわけじゃない」

　苦笑しながら、景人はあっさりとそれを認みとめた。ぎちり、と左手を一度開かい閉へいさせて、その硬かたい感かん触しよくを確たしかめる。

「でも、やることは決めたんだ。どうせなら、やり切ってから後こう悔かいするさ」

「そこは後悔しない方にしましょうよぅ」

　クウクルが困こまったように微ぴ苦く笑しようして、景人の顔を見上げてくる。

「じゃあ、クウクルは？」

「はい？」

　景人の問いに、クウクルが小首を傾げる。

「クウクルは、後悔してないか？　この世界に来て」

「なんでですか？」

「せっかく会いに来てくれたのに、僕は記き憶おくが無いからって、何度も失言してただろ？　不利な戦いに付き合って、命を危あぶなくするのに充じゆう分ぶんなほど、僕はちゃんと歓かん迎げいしてあげられなかったと思う。我われながら、ひどい態たい度どだったなぁって……」

　『過か去この話はするな』とか『腕うでを元に戻もどせ』とか、他にもいろいろと、景人は言葉を間ま違ちがえた覚えがある。

　こみ上げる申し訳わけなさに、苦い唾つばを飲み込みながら、景人はそう口にした。クウクルがふんふん頷うなずいて、視し線せんを漂ただよわせる。

「んー……そうですねぇ。昔の話をしたらダメって言われた時は、ほんとに、困こまりましたけど……でも、景人さん、わたしに最初になんて言ってくれたか、覚えてます？」

「？　いや、憶えてないけど」

「『痛いたくない。早く逃にげて』って、そう言ってましたよぅ。ぼろぼろの体で」

「そうだっけ」

「そうですよぅ。それで──実はわたし、その言葉を聞いたことがあるんです。五年前に、景人さんから」

「僕が、そんなことを？」

「その時は『お姉ちゃん』って、呼んでくれてましたけど」

　目を丸くする景かげ人とを見ながら、クウクルはくすくすと笑い、景人の手をそっと握にぎった。景人はその手を握り返しつつ、クウクルの言葉を待つ。

　嬉うれしげに、銀の髪を揺ゆらしながら、クウクルが微笑ほほえんだ。

「景人さんは、立りつ派ぱになりました。でも、魂たましいは変わらずに、強くて優やさしいままです。だからわたし、思ったんです。『もう一度やり直そう』って。……昔、一いつ緒しよに過すごした時みたいに、一緒に歩いたり、お話ししたり、こんな風に、手を繫つないだりして、もう一度、景人さんと仲良くなればいいって、そう思ったんです」

　握った手を得意げに振ふって見せながら、そう言った。

「そう、なんだ……」

　一方的に景人に拒きよ絶ぜつされて、疑うたがわれて、それでも、そんな風に考えてくれていた。まるで、それが当たり前であるかのように。

　じんわりと、景人の中に震ふるえが広がる。繫いだ手から伝わる細い指の感かん触しよくが、いまさら気になり始めたところで、クウクルがするりと手を離はなして、困こまったように笑った。

「はいです。でも結局、そのせいで、ちょっとこじれちゃいましたけど」

「そんなことない。仲良くなったら、あれくらいの喧けん嘩かはするもんだ」

「昔の景人さんとも、ちょっとしましたね。──あ、じゃあ、これでまた一つ達成です」

　くすりと笑いながら景人を見つめる蒼あおい瞳ひとみが、ふっと移い動どうして、周囲の街まち並なみを眺ながめる。

「でも、新しいこともあります。景人さんが暮くらしている場所を見れました。まだ咲さいてませんけど、あれが『さくら』っていう花の木ですね。車で食べたのが『はんばーがー』で、丸い食べ物。それにヒーローさんが乗ってるって言ってた『ばいく』。景人さんも、乗れましたね」

　クウクルはそんな風に、一つ一つ、大切な宝たから物ものを見せるように、慎しん重ちように、しかし誇ほこらしげに、数え上げていく。

　そして、景人を振り向いた。

「もっと見たいです。景人さんと。だから、戦います」

　後こう悔かいなど一いつ片ぺんもしていない。その笑顔を見れば、疑うたがいようもなくそう信じられる。そんな、晴れがましい表情だった。

　景人は少しの間、その微笑みに見入って、

「桜の木は……」

　ふと、そんなことを無む意い識しきに口走った。衝しよう動どう的てきに口にしたせいで生まれた、不自然な言葉の切れ目に、クウクルが首を傾かしげる。

「？　はい」

「えっと、」

　その大きな蒼そう瞳とうを見返すのがなぜだか難むずかしく、景かげ人とは背せ筋すじを伸ばして若じやつ干かん目を泳およがせた。

「桜の木は、咲さいたところを見ないと。だから……花が咲いたら、一いつ緒しよに見に行かないか？」

　なんとか、そう口にした。

「っ……はい！　嬉うれしいです！」

　クウクルはそう言って、それこそ、可か憐れんな花のような笑顔で頷うなずいた。景人の手を握にぎって、高々と上げる。

「じゃあ、お花見のために、頑がん張ばりましょう！」

「ああ、頑張ろう」

　その手を握り返して、そう宣せん言げんした。










　　　　　●




　浦うら賀が水すい道どう。三み浦うら半島と房ぼう総そう半島に挟はさまれた、東とう京きよう湾わんと外洋を繫つなぐ出入口となっている海かい峡きようだ。

　穏おだやかなようでいて、その実、張はり詰つめた静けさに満たされた海の様子は、見る者が見れば、その異い状じように気付いただろう。

　一日に何百隻せきもの船が往おう来らいする世界有数の海上交通路は、その時、たった一隻の船しか航走していなかったのだ。

　石油タンカーに劣おとらぬほど巨きよ大だいながら、それに倍するほどの速力で波をかき分けて進む力を持った、建けん造ぞう物ぶつじみた船──ニミッツ級航こう空くう母ぼ艦かん『ジョージ・ワシントン』だ。

　しかし、今その艦種名はあまり意味を為なさない。なぜなら、脚あしや牙きばを生やした空母など、世界のどこにも存そん在ざいしないからだ。

　存在しないはずの空母が、東京湾わんを遡さかのぼってくる。それが意味するところはつまり──異い世せ界かいの海かい竜りゆうが、東京を目指しており、もはや目と鼻の先にまで来ている、ということでもあった。

　その侵しん略りやくを阻はばむ者は、今はいない。

　異い形ぎようにして、威い容よう。

　日の出と共に東京湾に現あらわれ、何者にも阻まれず泳ぎゆくその姿すがたは、まさしくそう見えた。

　その背はい面めん。もはやまともな飛ひ行こう甲かん板ぱんとしては用をなさないであろうほど変形した背中に、巨大な機竜に囲まれた、人ひと影かげがあった。

　それは、人と同じ大きさ、同じ姿をしていた。

　何かの間ま違ちがいのような光景だった。気まぐれに機竜が小こ突づくだけで、その男は叩たたき落とされ、波に飲まれて消えてしまうはず。

　だというのに、その人物は悠ゆう然ぜんとした態たい度どで、伏ふせた機竜の首に腰こし掛かけている。

　その頭から生えた角が、まるで兜かぶとのように禍まが々まがしく頭上を飾かざり、目元には透とう徹てつした意い志しを宿す、凍こおった湖面のような冷え冷えした眼がん光こう。鍛きたえられた体つきを長衣で覆おおったその姿すがたは、水上を行く竜りゆうの上にあってなお揺ゆるがない、異様さに満ちていた。

　彼こそが、ニズレグ・ニザフ・ストレンド。周囲全ての機竜──およそ三五〇メートルという規き格かく外がいの海竜までも含めて全て──の、支し配はい者しやだった。

　ニズレグはふと顔を上げると、泰たい然ぜんと立ち上がり、遠く東とう京きよう湾わんを見つめた。

「なんという臭におい、なんという醜みにくい大地。……こうも我わが父ふ祖その体を穢けがしたか、寄き生せい虫ちゆうたる人族どもが」

　怒いかりを滲にじませながら、彼は呟つぶやいた。

「脆ぜい弱じやくなる人族の腐ふ臭しゆうがこびりついている。大海にまで溢あふれ出すまでとなれば、父祖の穢れは根まで及およぶか。悍おぞましい愚ぐ物ぶつどもが、我が物顔で……忌いま々いましい」

　そんな嘆なげきを宙ちゆうに撒まきながら、ニズレグは鼻面に皺しわを寄よせて前を見る。

「せめて惰だ弱じやくの汚臭を撒き散らす前に、肉叢ししむらと化して身を弁わきまえれば良いものを……戦の臭いを漂ただよわせるか、蟲むしどもが」

　前を見み据すえる。その視し線せんの先に、空母目め掛がけて飛来する、戦せん闘とう機きの影かげがあった。
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　二体のセリオンが海竜の上空を飛行し、周囲を警けい戒かいしていた。

　Ｅ‐２Ｃ『ホークアイ』の擬ぎ竜りゆうである彼らは、素す早ばやく異い変へんを察知した。遠とお巻まきに彼らを追い回していた人間の航空機から、小さな矢のような物が発はつ射しやされたのだ。

　だが、その数はたった一つ。発射した航空機はすでに逃にげた。

　偵てい察さつ役やくが仲間を呼よぶまでもなく、一直線に飛んでくるその影の進路に滑すべり込み、口から熱ねつ砲ほうを噴ふいて、それを叩たたき落とした。

　それとほぼ同時に、一つの通信が行われる。

『統とう合ごう幕ばく僚りよう長ちよう殿どのへ、こちら特別施し設せつ課か課長、玖く我が宮みや彰あき常つね。敵空母が無人機ＴＡＣＯＭを撃げき墜ついした。これにより危き険けん性せいが確認されたと判はん断だんし、待機中の全部隊へ出動を要よう請せいする』

『了りよう解かいした。全部隊へ告ぐ。作戦開始！』

　東京湾に墜ちた無人機。それが、作戦の始まりだった。

　そして、操そう縦じゆう者しやの有無を問わず──かつてない戦火が、同じ海に降り注ぐこととなる。
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　作戦開始に伴ともなって、皇こう居きよ前まえ広ひろ場ばには特施課本部が仮か設せつされていた。その天てん幕まくの中で、玖我宮は大きな身をパイプ椅い子すにどうにか乗せて、その時を迎むかえていた。

「統とう合ごう本ほん部ぶより作戦開始命令出ました」

　いまだ特とく施し課かに付き合ってくれている第１偵てい察さつ隊たい。その通信指し揮き車しやからの戦せん況きよう報ほう告こくを逐ちく一いち受け取るために、玖く我が宮みやがテント内に招まねき入れていた通信士がそう告げる。

「共同対たい策さく本部に提てい出しゆつした作戦内ない容ようへの返答は？」

「ありません。協議中、とだけ」

　政せい府ふの対策本部から正式な承しよう認にんが出ていないが故ゆえの、先ほどの通信だった。玖我宮が要よう請せいした形にすることで、責せき任にんを一身に負う形になる。

「……作戦終しゆう了りよう後ごに、私が懲ちよう戒かいになる程てい度どで済すめばいいが」

　ぼそりと、ついひとり言が漏もれる。

「そんな、これほどの功こう労ろう者しやが懲戒なんて、最悪ですよ」

　声をひそめた通信士の言葉に、玖我宮は首を横に振ふる。

「いいや、その程度なら最良に近いよ。なにせ──日本がまだ存そん続ぞくしているのだからね」
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　ＴＡＣＯＭが撃げき墜ついされた瞬間、偵てい察さつ役やくが一体、叩たたき落とされた。

　大おお柄がらなホークアイのセリオンが、それよりさらに大きな体を持つ黒い機き竜りゆうによって、深く背せ中なかを切り裂さかれていた。

　黒竜の正体はＳＲ‐71ブラックバード、冷戦時代の超音速偵察機であり──今や、彼らに敵てき対たいするセリオンであった。そのセリオンの背には、小さな純じゆん白ぱくの少女が座ざしている。

　ホークアイよりもさらに高空から急きゆう降こう下かして、彼らを襲おそったのだ。墜おちるＴＡＣＯＭに目を向けていたホークアイは、上への注意を疎おろそかにしてしまった。

　少女が黒竜の首くび筋すじに手を添そえて、光を迸ほとばしらせる。

　通り魔まのようにすれ違ちがいざまにホークアイの翼つばさを抉えぐり取ったブラックバードが、雄お叫たけびを上げて、ブレスを撃うち放った。黒竜の口から放たれた白はく焰えんの猛もう火かが、二体目の偵察を貫つらぬいて、空に二つ目の断だん末まつ魔まの叫さけびを響ひびき渡わたらせる。

　そこでようやく、海竜の擁ようするスーパーホーネットたちに、異変が届とどいた。

　その背に連なっていたホーネットたちのうち、四体が空母のカタパルトを利用して、わずか二秒で時速二六〇キロ以上に加速し、上昇。一気に距きよ離りを詰つめようと飛来してくる。

　四対一。クウクルが逃とう走そうにかかった。ホーネットが追う。海竜の背から飛び立った機竜たちは、さらにアフターバーナーまでも噴ふかして追いかけてくる。

　それを皮切りに、海竜の背から次々にセリオンが飛び始めるが、追いかけてくるのは四体だけ。他は海竜の護ご衛えいとして、上空を旋せん回かいし始めた。

　カタパルトに負けじと加速してクウクルが向かった先には、第二海かい堡ほという、湾わん内ないにぽかんと浮うかぶ人工島があった。

　クウクルがその島の上を通つう過かする。あとを追って四体のセリオンが近付いた瞬しゆん間かん、島に積まれたコンテナの陰かげから、二体のセリオンが跳とび上がってブレスで迎むかえ撃うった。イーグル、そしてファントムのセリオンたちだ。

　ごく単たん純じゆんな伏ふく兵へいである。クウクルを追った四体中、二体が光に貫つらぬかれて炎えん上じようし、海面に激げき突とつしてばらばらになり、残る二体は続けて放たれた空対空ミサイルの追つい撃げきを受け、空で爆ばく散さんした。

　追撃した機竜たちが撃げき墜ついされたことで、海竜はようやく完全な臨りん戦せん態たい勢せいに入った。

　海かい竜りゆうの脇わき腹ばらにあるシャッターが開き、あるものは自力で、あるものは飛ひ行こう甲かん板ぱんを走って勢いきおいをつけて、次々にセリオンが飛び立ってくる。だが、

「ニズレグが、動きません……！」

　クウクルが最も引きつけねばならない敵てきは、いまだ周囲の喧けん騒そうをよそに、淡たん々たんと海竜が進むのに任まかせていた。
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　ニズレグは苛いら立だちを顔に浮うかべて、空を見上げた。

「小こ娘むすめめ。誇ほこり高き竜族でありながら、蟲むしどもの悪あく臭しゆうを染しみ付かせるか。使命を帯びた我わが歩みを邪じや魔ましようとは、忌いま々いましい。父ふ祖その供く物もつにしてくれるわ」

　黒竜の姿を見つめたのち、ニズレグは足を強く踏ふみしめ、命じた。

「疾く走れRask run」
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「敵てき艦かんが速度を上げました！　五〇ノット以上……!?　このままだと、すぐに第二海かい堡ほを回ります！」

　大おお机づくえの上にいくつも並ならべたノートＰＣに、偵てい察さつ機きと衛えい星せいの両方からの映えい像ぞうを映うつし出して見守りながら、玖く我が宮みやはその報ほう告こくを聞いた。

「敵の防空部隊は？」

「一部が〈シルバー〉と交戦中。いまだ四〇体近くの竜が空母を守っています」

　クウクルを指す符ふ丁ちようを口にした通信士の報告は、芳かんばしくない現げん状じようを伝えてくる。
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　黒竜が猛たけ々だけしい雄お叫たけびを上げた。急降下して海竜背はい上じようのニズレグ目め掛がけて突つっ込む。

　同時に、空母のＣＩＷＳが黒こく竜りゆうに向けて鉛えん弾だんの濁だく流りゆうを噴ふん射しや。加えて近接防空ミサイルＲＡＭが数発、発射される。

　黒竜は慌あわてて翼つばさを広げてエンジンの噴射方向を変え、急きゆう降こう下かを中止して海竜から逃とう亡ぼうにかかる。横転ロールを打ちながら回かい避ひ機き動どう。落下しかけて海面ぎりぎりにまで翼を触ふれさせながら、迫せまり来るミサイルを回避。しつこく追つい尾びする二発を、イーグルのブレスが迎げい撃げきした。

　ブラックバードは遁とん走そうする。その背はい後ごには、ホーネットが六体ほど追いかけて来るのみ。

「クウクル、無事か!?」

　景かげ人との肝きもを冷やした声に、クウクルの念話テレパシーが応こたえた。

『大だい丈じよう夫ぶです！　ですけど──敵てきが多すぎて、ニズレグが追ってきてくれませんよぅ！』
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　玖く我が宮みやは報告される現げん状じようを受け止め、決けつ断だんした。

「致いたし方ない。作戦変へん更こう。予よ備び隊たいを投入し、作戦Ｂを実行せよ」

「了りよう解かい。統とう合ごう本ほん部ぶへ作戦Ｂを要よう請せいします」

　あくまで責せき任にんの所しよ在ざいを明らかにする為ために『要請』という形を取っているものの──それは、玖我宮が今までに下した決断で、最も重い命令だった。




　　　　　●




　暗く狭せまい中で舞まい嶽たけとすし詰づめ状じよう態たいになりながら、景人は目の前に取り付けられたタブレットで、戦場を俯ふ瞰かんしていた。

　上空を飛ぶ早期警戒管制機Ｊ‐ＷＡＣＳに集められた、偵察機からの映えい像ぞうを見られるように取り付けられたものである。

『これより、作戦Ｂを実行する』

　景人の耳にある無線がそう言った瞬しゆん間かん、空くう母ぼ竜りゆうの周囲で、水柱がいくつも上がった。それは一度だけではなく断だん続ぞく的てきに続き、やがて竜の背で爆ばく発はつが起きた。海竜が身を捩よじって足を鈍にぶらせる。

　上空から高度を保たもって事じ態たいを見守る景人の目には、それがなんなのかすぐに思い当たった。

「艦かん砲ぽう射しや撃げき？」

　砲撃だ。それも、空母竜を打撃するのに充じゆう分ぶんな威い力りよくを備そなえた、一二七ミリ艦かん載さい砲ほう。

「でも、レーダーは使えないはずじゃ……」

　視点を切り替かえる。東側の岸に寄よせたところに、四隻せきの護ご衛えい艦かんがいた。着弾するごとに照しよう準じゆんを調整しながら、主砲を撃うっている。

『座ざ標ひようを手入力した着弾観かん測そく射しや撃げきだ』

　同じものを見ている舞まい嶽たけが、景かげ人とにそう言った。五〇ノットで移い動どうする空母に、一二七ミリ砲ほうで偏へん差さ射撃をしているのだ。

　空母竜の上空を警けい戒かいする機竜のうち、半分がすぐに差し向けられた。レーダーに映うつらないまま飛来する機竜の編へん隊たいに対しては、砲もミサイルも飛ばせない。

　だが、分厚い二〇ミリ機き銃じゆうの弾だん幕まくが、機竜たちを迎むかえ撃うった。

『────!?』

　機竜の戸と惑まどいの悲鳴が、聞こえたような気がした。

　機竜の先頭集しゆう団だんが生物としての本ほん能のうから、銃撃を受けた痛いたみで攻こう撃げきコースを離はなれ、回かい避ひする。先頭に合わせて後続も回避コースに入ってしまうが、対たい艦かんミサイルは発はつ射しやされた。

　しかし、機竜の腹はらを離はなれればミサイルはレーダーに映り、数の少ないミサイルでは全て撃ち落としてしまう性能が、護ご衛えい艦かんにはあった。

　至し近きん弾だんはあったものの、どうにか直撃を免まぬかれた護衛艦を観察すると──とんでもないものが見えた。ＣＩＷＳは最初から手動で照しよう準じゆんし、動かしていた。それは予想できていた。

　だが、甲かん板ぱん上じように多数のＭ２機き関かん銃じゆうを設せつ置ちし、機銃手を配置しているとまであっては、もはや正気を疑うたがう。載のせられそうな場所にはとにかく機銃が配置され、本来はヘリが乗っているべき後部甲かん板ぱんにまで、ＣＩＷＳが鎮ちん座ざしている。時代遅おくれの四連装対空機銃まで積んでいたのは、冗じよう談だんとしか思えなかった。

　そうして増ぞう設せつしたハリネズミのような対たい空くう砲ほう火かで、機竜を退しりぞけようという構かまえである。

　それだけではない。護衛艦のいる場所のすぐ近くには木き更さら津づ駐ちゆう屯とん地ちがあり、そこには８７式自走高射機関砲ガンタンクの部隊と、周囲には携帯ミサイルを持った歩兵がいた。

　ダメ押おしのように、戦せん闘とう機き部ぶ隊たいまでもが駐屯地上空へ向かう。

「目もく視し照準できる武ぶ器きで、根こん比くらべするつもりなのか!?」

　それに対して、海竜は機竜を発進させた。それも、一〇や二〇ではない。おそらくヘリも含ふくめた全ての航空部隊──六〇体以上の対地対空両用のグループを、だ。

　全面攻こう勢せいの構かまえだ。しかし、その鼻先を向けられた自衛隊も、退ひく様子はまるでない。

　戦闘爆ばく撃げき機きの機竜を主力とする竜の群むれと、陸・海・空の混成部隊が、真正面から衝しよう突とつした。
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「護衛艦『きりしま』『てるづき』『たかなみ』『おおなみ』、戦せん闘とう状じよう態たいになりました。木更津駐屯地に集結した全部隊と、百ひやく里り基き地ちから派は遣けんされた飛行隊もです。これにより、敵の防空部隊は完全に引き寄よせられました。ですが、ニズレグはいまだ艦上にいます」

　それはつまり、小国なら一隻せきで滅ぼせるというアメリカ合衆国軍の空母の戦力に対して、真正面から部ぶ隊たいをぶつけたということに他ならない。

「我われ々われが引き寄よせられるのは、ここまでだな。〈シルバー〉はどうしている？」

「ホーネット型セリオンと交戦しつつ、空母へ向かっています。おそらく、作戦どおり、ニズレグと交戦するつもりだと思われます」

　甚じん大だいな被ひ害がいを覚かく悟ごして決行した作戦だが、やはり、命令した瞬しゆん間かんから、玖く我が宮みやの心は鉛なまりのように重く苦しい感かん触しよくを伝えてきていた。

「予よ備び隊たい全てに、『生き延のびてくれ』と伝えておいてくれ」

　景かげ人とやクウクルには、あえて通信をしなかった。そんなことをすれば、きっと大声で急せかしてしまうと、分かっていたからだ。
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　東とう京きよう湾わんの上空で衝しよう突とつした両軍が、轟ごう音おんと爆ばく発はつを振ふり撒まきながら、鋭するどい空気の唸うなり声と共に、激はげしい輪りん舞ぶを繰くり広げた。

　その戦いを尻しり目めにひたすら前進し続ける空くう母ぼ竜りゆうは、風の塔とうを横切る地点にまで至いたっていたが──それを追いかけるように、京けい浜ひん運うん河がで巻まき上がる爆ばく炎えんと閃せん光こうが、徐じよ々じよに近付いていく。

　そこで黒竜──クウクルが、戦い続けているからだ。

　コンテナヤードや化学工場に挟はさまれた京浜運河の水面すれすれを飛ぶ黒竜を追って、ホーネットが吼ほえた。

　最初に六体いた追つい撃げきの機き竜りゆうは、すでに数を三体に減じていた。

　ブラックバードの巨きよ体たいは竜の力を十全に受け止め、直ちよく接せつ手を触ふれているクウクルと意い識しきや視界を共有し、鋭するどい熱ねつ砲ほうを瞬しゆん時じに放てる。加えて、本能だけで追ってくるホーネットに対し、クウクルは一度ロッテ戦せん術じゆつをした経験からか、お互たがいの支し援えんを念頭に置いたイーグルとファントム、そしてブラックバードの動きは、ホーネットを着実に撃ち減へらしていった。

　機竜の群れからブレスが吐はき出され、機き関かん砲ほうが乱らん射しやされる。

　黒竜の翼が翻ひるがえって複雑な──もしくは乱雑な機動を行い、二回転ほど天地をひっくり返しながら後方からの攻撃をすり抜ぬけた。

　黒竜の加速に引き離されそうになった機竜がさらに加速して一直線に飛ぶ。その横よこ腹はらを、待ち伏ぶせしていたゼロのブレスが突つき刺さし、姿し勢せいを崩くずしたホーネットが墜つい落らくした。

　ホーネットの最後の一体が、仲間をやられた怒いかりに駆かられ、飛びかかっていく。ゼロは素す早ばやく飛び退すさり、イーグルが代わりに格かく闘とう戦せんを始めたのを尻しり目めに、クウクルはそのまま離り脱だつ。

　これでクウクルを追う機竜は、全ていなくなった。

　クウクルが前を向く。ブラックバードが上昇すると、もはやすぐ近くに空母竜がいた。

　その竜が、黒竜を見上げて吼えた。うねる飛行甲かん板ぱんというありえない背せ中なかにある、とあるものが素す早ばやく動いて捕ほ捉そくする。

　海竜の背中から凄まじい噴ふん煙えんが上がった。二一連装のＲＡＭ、そして対シ空ーミスサパイロルーが、一いつ斉せいに火を噴ふいてブラックバードを襲おそったのだ。

　急きゆう旋せん回かいした黒竜が浮うき島しまジャンクション──網あみのように複ふく雑ざつに入り組んだ高速道路の隙すき間まをすり抜ぬけて飛び、その尻しりを追ったミサイルは次々と高速道路に激げき突とつする。しかし、まだ残るミサイルが弾丸のように回転しながらクウクルに迫った。

　ブラックバードは海に出た瞬しゆん間かん、ブレスを放ちつつ首を下から前へ振ふった。前方の海面に水柱が立ち上がると同時、翼つばさを操そう作さして体を九〇度傾かたむけ、その水柱の壁かべぎりぎりに沿そって飛ぶ。

　黒竜を追つい尾びしたミサイルは、水すい壁へきに当たってあさっての方向に飛び、爆ばく発はつした。

　ブラックバードが再ふたたび翼を広げて空くう母ぼ竜りゆうに突とつ撃げきする。対空ミサイルを撃うち尽つくしたばかりで、防ぼう空くう設せつ備びはＣＩＷＳのみ。ブラックバードは乱らん流りゆうに揉もまれるかのように飛行してその弾だん幕まくをかいくぐり、海竜の背せに熱ねつ砲ほうを叩たたき込んだ。

　巨きよ木ぼくのような野太い熱砲の光が、海竜の上にある人ひと影かげを襲った。──が、光に比すればあまりに小さい、庇ひさしにもならないような人の掌てのひらがかざされて、たったそれだけで、灼やけた光の粒りゆう子しは、呆あつ気け無なく飛び散った。

『煌こう竜りゆう族ぞくの子女、片角の姫か』

　ブラックバードのブレスを受け止めたのは、海竜の背にいる。一人の男だ。

　長衣ローブを身に纏まとった、鉄じみた頑がん健けんさを持つ偉い丈じよう夫ふ。今しがた光を受け止め、赤熱する掌に浮かぶ鱗うろこと、頭部に戴いただいた捻ねじくれた四本角。人化したまま熱砲を受け止めきる力。

　敵てきの首しゆ魁かいである、ニズレグに他ならない。

　不気味、とさえ感じるその透とう徹てつした眼光に、しかし、クウクルは怯ひるまない。

『そのとおりです！　好きにはさせません！』

　クウクルが睨にらみ返して答えると、ニズレグの背後から轟ごう音おんが迫せまった。ファントムが撃った対たい艦かんミサイルが、ニズレグへ迫る。

　猛火と衝しよう撃げき波はがニズレグを吞み込み、黒煙が空母の背で吹ふき荒あれた。──だが、

『愚ぐ物ぶつどもが』

　次の瞬間、剃刀かみそりじみた峻しゆん烈れつな光が空を切り裂さいた。

　それはファントムの体を貫かん通つうして一ひと撫なでした。──たったそれだけで、巨大な刃物で切られたかのように、一四トンの体が呆気無く真っ二つに両断される。

　切断面は鋭えい利りながら激しく燃え盛さかっており、赤い炎を血のように撒まき散らしながら、セリオンは海に落ちた。

　そして、黒煙の向こうから、四本角を備えた竜が姿を現あらわした。

　甲板に食い込ませた太い四し肢しはしなやかさを持ち合わせたまま体を持ち上げ、体表を隅すみ々ずみまで覆おおう鱗は整然と並べられた武装のように艶つやすら纏い、人を睥へい睨げいする瞳には張はり詰めた意志と力を漲みなぎらせている。

　ブラックバードを超こえる巨体に、鋼はがねじみた白の鱗うろこが幾いく重えにも重なり、ぎらぎらと陽を弾はじいて彩いろどるその姿すがたは、息をしているだけで悪夢じみた威い圧あつ感かんを放射するほど。

　白しろ鋼がねにところどころ黒を刷はいたような異様な鱗を持つ、ニズレグという竜りゆうが、ようやく本性を露あらわにして戦意を尖とがらせていた。

『我われらが父ふ祖そにたかる、脆ぜい弱じやくな寄生虫どもに与くみするなど、糞くそにも劣おとる汚お穢わいの臭しゆう気きだ。この我が、その心臓を抉えぐり出して肥こえ溜だめに捨すててくれるわ!!』

　きん、と鋭するどい閃せん光こうが黒竜を襲おそう。

　剣けん戟げきの如ごとく迫せまるニズレグの熱ねつ砲ほうを、間かん一いつ髪ぱつで避よけたブラックバード。その身体各所には、小さな箱が取り付けられ、増ぞう設せつされていた。

「目覚めてixitistli──!!」

　クウクルが呼よびかけると、箱の中からいきなり飛び出した小さな竜が、超ちよう音速でニズレグへと飛来した。それは擬ぎ竜りゆう化かして飛び出した０４式空対空誘ゆう導どう弾だん──空対空ミサイルだ。

　体当たりすることしか頭に無い細長い体のセリオンが、赤外線シーカーの目で敵てきと見定めたニズレグに向かい、音速の数倍で飛ぶ。だが、竜のブレスに切り落とされて爆ばく発はつし、散った。

『ぬ──？』

　しかし、同時に撃うたれた三発の小型ロケット弾が、海竜のＣＩＷＳを砕くだいていた。
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「心しん臓ぞうには近付けさせません。その海かい竜りゆうくらい、体当たりしてでも止めてみせます！」

『嘴くちばしの黄色い小こ娘むすめ風ふ情ぜいが……我われを前にそのような口を利きくか。その愚ぐ弄ろうの対たい価か、死で贖あがなうがいい！』

　遂ついにニズレグが海竜の背せから飛び立った。

　白しろ鋼がねの竜と、黒の機竜が熱ねつ粒りゆう子しの束を撃うち合い、体当たりをしてもつれ合いつつ、海竜から遠くへと、戦いの場を移うつしていった。
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　ブラックバードがニズレグと戦いつつ空母から離はなれていくのを見て、景かげ人とは叫さけんだ。

「敵てきは丸まる裸はだかだ。雷らい撃げきお願いします！」

『〈エスコート１ワン〉より〈パッケージ〉へ。酸さん素そマスクはちゃんと着けてるな？　しっかり摑つかまってろよ！』

　インカムから響ひびいたそんな声とともに、ぐんと前のめりになって高度が下げられた。

　景人と舞まい嶽たけをぎゅうぎゅう詰づめにした回かい天てん型がたセリオンを胴どう体たい下したに吊ったＦ‐15Ｊが、機首を下げつつ旋せん回かいし始めたのだ。今まで戦せん闘とうから離れて待機していた鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、横よこ腹はらを揺ゆさぶるＧが景人を襲おそい始める。

「うぶっ」

　女性らしくない驚おどろきの声を後頭部に浴あびた。狭せまい回天の中で、景人を後ろから抱だきかかえるように密みつ着ちやくして座すわる舞嶽のものだ。

　ちなみに、弾倉やグレネードの当たる感触は心ここ地ち好よさとは程ほど遠とおい。

　ぎぃいい、とセリオンが不満げな声を上げた。

　クウクルの手で擬ぎ竜りゆう化かされた回天は、腕うでを通じて景人に視し界かいを提てい供きようしてくれている。

　ぞっとしない高さと速度で、景色が流れていた。海うみ蛇へびめいた体をしている回天にとっては、これは気持ち良い光景ではないのだろう。景人にとってもそうだった。

『目標視認エネミータリホー』

　いつの間にか、空母竜の真横から突とつ撃げきする態たい勢せいに入っていた。と、生き残っていたＣＩＷＳがこちらを向いて、射撃を開始する。

　しかし、イーグルはまだこちらを切り離はなさない。景人は思わず無線に叫んでいた。

「もういいです！　離り脱だつする時に狙ねらわれますよ!?」

『馬ば鹿か言うな〈パッケージ〉。遠いと迎げい撃げきされるだろ。大人を舐なめんな』

　降ふり注ぐ弾だん幕まくに対して、イーグルは高度を保たもったままくるりと横転し、アフターバーナーを噴ふん射しやした。

『俺はな、昨日、奴らに僚りよう機きをやられた。相あい棒ぼうをやられた戦せん闘とう機き乗りは、生き残っても負けたのと同じだ。だがな──』

　暴ぼう力りよく的てきな加速。空母が一気に近付く。

『──負けっぱなしでいられるかよ！』

　白はく煙えんが上がる。再さい装そう塡てんを終えたのだろう、シースパローが飛んできた。

『お前たちを届とどけたら、俺の勝ちだ!!』

　だが、すでに速度も距きよ離りも充じゆう分ぶんだった。イーグルから切り離はなされる。瞬しゆん間かん、回かい天てん型がたセリオンは海うみ蛇へびのような体を真っ直ぐに伸のばし、ヒレで空を打って角度を調整すると、ずばんと、海面を切り裂さいたように着水。──背はい後ごで、くぐもった爆ばく発はつ音おんが聞こえたような気がした。

（どうか脱だつ出しゆつしててくれよ……！）

　それ以上、何かを思う余よ裕ゆうも無かった。鋭えい利りな刃物を落としたかのような擬ぎ竜りゆうの見事な潜せん行こうだが、それでも中の人間は全身全霊を懸かけて、衝しよう撃げきを堪こらえなければいけなかったからだ。

　しかも、回天は減速を嫌きらうように間かん髪はつを容いれずエンジン出力を全開にし、体を揺ゆらしてヒレを動かした。ものすごい勢いきおいで加速して突進し、さらには急速浮ふ上じようしてイルカのようにジャンプして──その鼻先に空母の横よこ腹はらが迫せまる。

　直撃した。







「……こんなの、使おうって、言った、アホは、死ね」

　ブレスを放ちつつ防爆シャッターに激げき突とつした回天は、その壁かべを貫つらぬいて中に入ったはいいものの、思い切りバウンドしたり転がったりしてくれた。

　世界から切り離されて脳みそを七回転くらいさせられたような心しん境きようで、景かげ人とは回天の中からどうにか外へ這はい出ながら、そう呟つぶやいた。

　瞬間、背中の舞まい嶽たけに潰つぶされる。

「無事に帰ったら……私が、殺してやる」

　恨うらめしそうな声が、うなじの辺りから聞こえてくる。二人の体は各部をベルトで繫つないであったのだ。マスクを千切り取るような動作が、密みつ着ちやくした体から伝わってくる。

「うぷっ……起こすぞ」

　景人ごと体を持ち上げた舞嶽が、二人の体を繫いだベルトをバシバシと手早く外して、

「ぐおっ」

　解かい放ほうされた景人がまたも倒たおれた。

「……もたもたするな。行くぞ」

　景人の腕うでを力強く引っ張ぱり上げて、舞嶽は回天の背中からボストンバッグを取り出して、走り出した。生物的な泳ぎをするせいで揺れる格納庫甲板を、転ばないように気を付けながら景人も後をついて走る。二人で壁かべ際ぎわにあった小さなコンテナの陰かげに、いったん身を潜ひそめた。

　目指すは、クウクルの言っていた心しん臓ぞう──胸むねのあたり、つまり前の方だ。

　バッグを開いて自じ動どう小しよう銃じゆうを取り出す舞まい嶽たけをよそに、景かげ人とはこっそりと周囲を窺うかがった。材ざい質しつが堅けん牢ろうな高こう張ちよう力りよく鋼こう板はんだという以外は、内部は体育館のような印象の、がらんと広い空間だ。

　──ただし、床ゆかも壁も天てん井じようも、まるで生物の体のように丸みを帯びて歪ゆがんでさえいなければ。

「なんだかこのまま消化されそうな気分だ」

「やめとけ。海を汚よごすな」

「……今自然な流れで僕を排はい泄せつまでもっていきました？」

　軽く冗じよう談だんを交わして、舞嶽と向き合う。

　その瞬しゆん間かん、肉食獣の獰どう猛もうな鳴き声が響ひびいた。

　ドラムマガジンをＨＫ４１７に取り付け、銃のスリングを肩かたに掛かけて安あん全ぜん装そう置ちを解かい除じよしながら、舞嶽が眉まゆを顰ひそめて格かく納のう庫こ内ないに視し線せんを走らせる。

　声を潜めて景人に訊たずねてくる。

「もう時間が無いが……三〇〇メートルを、何秒で走れる？」

　景人もこっそりと顔を出して、同じものを盗ぬすみ見た。

「……障しよう害がい物ぶつ走そうですよあれ」

　格かく納のう庫こ甲かん板ぱんでは、牽引車トラクターなどの甲板作業車の擬竜たちが、突然の闖ちん入にゆう者しやの気配に、ぐるぐると唸うなり声を上げながらこちらを窺っていたのだ。

　空母の上陸までは、もうあと数分しかない。
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　首都高速湾わん岸がん線せんの道路をアフターバーナーで炙あぶりながら黒こく竜りゆうを飛ばしたクウクルが、解とけかけた三つ編みが上から降ってくるような形をした、入り組んだ有あり明あけジャンクションの高こう架かをくぐった瞬しゆん間かん、頭上の道路がすっぱりと溶とけて燃もえた溶よう断だん面めんを見せつつ上下にずれた。

　足下の道路を蹴けって跳ちよう躍やくし、高架の柱をさらに蹴けりつけ、三さん角かく跳とびの要よう領りようで方向を変えた黒竜の背せに、ニズレグがのしかかってくるようなパワーダイブを仕し掛かけてくる。

「避よけられない──！」

　セリオンの変へん則そく的てきな機動ですら振ふり切れなかったニズレグに向けて、横合いから飛来した対空ミサイルが命中して爆ばく裂れつし、白しろ鋼がねの巨きよ体たいを弾はじき飛ばした。

　クウクルの呼よび寄よせたイーグルからの援えん護ご射しや撃げきだ。

　ミサイルが着ちやく弾だんして分ぶ厚あつい鋼色の鱗うろこが数枚剝はく落らくするが、ニズレグは翼つばさをはためかせて首都高に爪つめを立てて着地。翼つばさを打ち振ふるって咆ほう哮こうした。

　一いち撃げき離り脱だつで逃にげるイーグルを追って、ニズレグが飛んだ。高架をも裁さい断だんするブレスがイーグルを追う。セリオンが高度を下げて巨大な煙えん突とつのような建造物、三角柱のタワーの陰かげに隠かくれた。

　しかし、ニズレグはその遮しや蔽へい物ぶつすら意に介かいさず、熱ねつ粒りゆう子しの刃を放つ。鋭するどい煌きらめきがタワーを斜ななめに横切った瞬しゆん間かん、イーグルの痛く苦つうの悲鳴が轟とどろいた。

　──ニズレグのブレスが、タワーごとセリオンの翼つばさを切り裂さいていた。

　地に落ちたイーグルの体の上に、切せつ断だんされて倒たおれる煙えん突とつが降ふり注ぎ、機き竜りゆうの体は瓦が礫れきに圧おし潰つぶされて、断だん末まつ魔ますら途と絶だえて爆ばく炎えんに包まれた。

「た、建物ごと……!?」

『煩わずらわしい小物どもが。人族の臭しゆう気きは隠かくせんぞ』

　ぎろりとクウクルを睨ねめつけてきた。ニズレグのその視し線せんから逃にげるように、クウクルは速度を上げてミサイルを撃うちつつ距きよ離りを取った。
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「やるぞ」

　周囲に寄ってきた唸うなり声の中で、潜ひそめた声で舞まい嶽たけが言った。

　景かげ人とが目を合わせて無言で小さく頷うなずくと、特とく施し官かんは躊ちゆう躇ちよ無く手にした手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜ぬいた。

　小さなスプレー缶かんのようなＭＫ３Ａ２手榴弾のピンを抜いてレバーを弾き、コンテナの脇わきから敵てきへ向けて放る。

　腹はらに響ひびく爆発音と擬竜の悲鳴が轟いた。

「行け行け行け!!」

　背せ中なかを押されて走り出す景人の前に、手榴弾の爆発を食らって転倒している擬竜たちがいた。

　間をすり抜けて走り、小さなコンテナをジャンプして跨またぎ越こえ、

「うわっ!?」

　頭を下げて前転した。景人の顔があった所を擬竜の顎あぎとが通り過ぎる。

　一回転して走りながら立ち上がった景人だが、目の前から作業車らしき擬竜が跳とびかかってきた。

「ガァアア──!!」

　と、景人の脇をすり抜けて前に出た回かい天てんが、作業車の擬竜に食らいついた。もつれ合ってどこかへ転がっていく両者を追うべきか迷まよって、

「進め進め！」

　自じ動どう小しよう銃じゆうを景人の背はい後ごに向けて撃ちまくっている舞嶽が叫さけんだ。

　その顔に振ふり返って、

「危ない！」

　横合いから舞嶽へと襲おそい掛かかってきたセリオンに、声を上げた。

「がっ!!」

　舞まい嶽たけは避よけようとしたが、ぎりぎりで間に合わない。爪つめは避けたが、体にぶつかって床ゆかに転がる。

　倒たおれた舞嶽へと、擬ぎ竜りゆうがさらに跳とびかかる。景かげ人とは駆かけ寄よろうとしたが、分かっていた。

（間に合わない！）

　だから、景人は左手を向けた。──すでに三度目。コツは分かっている。

　舞嶽へ跳とびかかった擬竜の横よこ面つらを、景人の手から放たれたブレスが直ちよく撃げきして、灼やき抉えぐった。

「立って！　早く！」

「──まさか言われる方になるなんて」

　倒れこんでくる擬竜をどかした舞嶽が少し不満げな顔で立ち上がり、景人と一いつ緒しよに走り出す。

『こちら本部。あと少しで敵てきの上陸予想地点に到とう達たつするぞ。進しん捗ちよくを報ほう告こくせよ』

「今必死でやってるところだ！」

　舞嶽が短く答えてグレネードを投げた。前に立ち塞ふさがるセリオンを吹ふき飛ばす。

　半身を砕くだかれつつもまだ動く擬竜を避けてコンテナを迂う回かい。現あらわれた小型セリオンを景人の左手が殴なぐり飛ばし、空中でブレスの追い打ちを腹はらに叩たたき込んでとどめを刺さす。

「空母内に残ざん存ぞんする敵てき勢せい力りよくと交戦中だ！　少し時間を要する！」

　絶たえ間なく機械を砕く音を立てながら、押おし進んでいく。その一歩一歩が、命がけだった。
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　空中でもつれ合った白の竜と黒の機竜は、二つの高こう層そうビルを上階部分だけ架かけ橋で繫つないだような、特とく徴ちよう的てきな建物へ突つっ込んだ。

　ビルとビルを繫ぐ架け橋部分に、数十トンの空飛ぶ質しつ量りよう物ぶつが突っ込み、ビル壁かべを構こう成せいするガラス窓まどが粉ふん砕さいされ、破は壊かいの波は紋もんはそのまま全面に広がった。

　下した敷じきにされた白はく竜りゆうが、黒竜の爪を跳はね除のけてその首の自由を取り戻もどし、ブレスで顔を貫つらぬこうとした。

　が、黒竜は剃刀かみそりの一撃を首を振って躱かわし、ヘリポートの一部が吹ふき飛ぶのみ。

　しかし白竜の後ろ足は、ブラックバードを蹴けり飛ばしてビルの内壁に叩たたきつけた。そのまま壁をぶち抜ぬいて落ちていく黒竜が、翼つばさを打って横のビル壁にしがみつき、引っかき傷きずのような爪つめ痕あとで構こう造ぞう材ざいを粉ふん砕さいしながら減げん速そく。

　二つのビルの間、架け橋の下に着地する。

　その瞬しゆん間かん、頭上できらきらと閃せん光こうが瞬またたいた。

　両端をブレスで切り裂さかれた架け橋が落ちてくる。落ちゆく建材に乗って、ニズレグまでもが一緒に降り注いでくる。

　他に選せん択たく肢しが無く、落下物の影かげから転げ出るように飛んだ黒こく竜りゆうを、体たい勢せいを崩くずしたその隙すきを突ついて、ニズレグが襲おそい掛かかってきた。

　頭部に爪つめの一いち撃げきを食らい、怯ひるんだところで、熱ねつ砲ほうの追撃を受ける。が、どうにか横に躱かわして、しかし浅くは無い傷きずを胸むねから脇わき腹ばらにかけて刻きざまれた黒竜が、悲鳴を上げた。

「っ、が、頑がん張ばって!!」

　下へ手たをすれば、今ので胴どう体たいを串くし刺ざしにされていただろう。

　傷つき、薄うす汚よごれてしまった黒竜を、それでも首くび筋すじを叩たたいて鼓こ舞ぶし、力を注ぎながら、しかしクウクルが気にしているのは、自分のことよりむしろ、遥はるか遠くの海上で響ひびく爆ばく発はつ音おんだ。

『景かげ人とさん、まだです!?　そろそろ、人間さんの方も限げん界かいですよぅ!?』

　爆発音が多すぎる。だんだん増ふえている。

　その音のうち、いくらかが命を落とした轟とどろきだということが、クウクルには耐たえ難がたかった。
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　木き更さら津づ駐ちゆう屯とん地ち周辺で続けられる熾し烈れつな戦いは、いっそう激はげしさを増ましていた。

　護ご衛えい艦かんは一隻せき残らず黒い煙けむりを吹ふき上げており、空では竜と戦せん闘とう機きが鎬しのぎを削けずり合い、地上に降りた竜に対しては歩兵と車両で対たい抗こうするしかない。

「たかなみ、おおなみ、作戦継けい続ぞく不ふ能のう。きりしま、はたかぜ、作戦を継続していますが、すでに相当な被ひ害がいがあります。飛行隊の損そん耗もう率りつ、三〇パーセントを超こえました」

　竜がオーバーシュートを狙ねらってロールを打てば、Ｆ‐15Ｊは竜の視界から外れた瞬間を狙ねらって急きゆう旋せん回かいしてその目もく論ろ見みを外す。速度を落とした竜に僚機ウイングマンが貼はり付いて機き関かん砲ほうを撃ちこむ。竜が悲鳴を上げた瞬間、別の竜から光の帯が僚機へ放たれる。

　熱砲を撃つとしばらくは熱が籠こもり、赤せき外がい線せん誘ゆう導どうから逃のがれられなくなる。その僅わずかな時間を見逃さず撃ちこまれたミサイルが、しかし近きん接せつ信しん管かんでは致ち命めい打だにはならない。

　装そう甲こう車しや両りよう並なみの堅けん牢ろうさと、戦闘機に比する機動力。そして、空でも陸でも自在に動く獣けものが、何十体といるのだ。

　自衛隊の苦戦は最初から予想されていた。

「あと少し、持ち堪こたえてくれ」

　それでも玖く我が宮みやには、そうとしか言えなかった。
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『敵てき艦かんがレインボーブリッジの下を通つう過か中ちゆう！　上陸予想地点まで、あとおよそ一二〇秒！』

　景人はのしかかってくる擬竜と力ちから競くらべをしながら馴じゆん化かさせ、別のセリオンと同士討うちさせながら、その無線を聞いていた。

『〈パッケージ〉、間に合いそうか？』

「黙だまっててくれればやるよ！」

「行け行け行け！」

　舞まい嶽たけにまで急かされながら、景かげ人とは走っていた。コンテナや弾だん薬やく箱が転がっていて、ただ真っ直ぐには進めないのだ。

　おまけに、時々飛び出してくるセリオンと戦い、一いつ旦たん退ひいて隠かくれたりと、かなり忙いそがしい。

　それでも、向こう側にある壁かべまで、あと少し──と思った時、先ほど馴じゆん化かさせた擬ぎ竜りゆうの断だん末まつ魔まの声が響ひびいた。

　はたと振ふり向くと、景人の頭より一回り以上も大きい鉄てつ塊かいが、勢いきおいよく飛んできていた。

（これ、当たる──）

　景人の意い識しきが粉ふん砕さいされた。
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「通信が途と絶だえました」

　砂すなを擦こするような雑ざつ音おんしか入らない無線機を睨にらみながら、玖く我が宮みやは必死に進しん展てんを待つ。

　もう、時間が無い。
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　頭が砕くだけたかと勘かん違ちがいするほどの衝しよう撃げきだった。

　咄とつ嗟さに左ひだり腕うでを盾たてにした景人は、なんとか即そく死しを免まぬかれながらもふっ飛ばされ、衝撃で脳のう震しん盪とうに襲おそわれていたらしい。少し意識に断だん絶ぜつがあった。

　必死で意識を繫つなぎ止めて、襲ってきたその擬竜を見る。

　今までの小型セリオンの中では比ひ較かく的てき大きい。尻尾しつぽの先がクレーンの形をしているので、クレーン車のセリオンだろう。

　どうやら先さき程ほどの一撃は尻尾で景人を叩たたいてくれたらしい。

「こ──の──」

　腕を向ける。ひどく気持ち悪い。頭ず痛つうと吐はき気に苛さいなまれながら、熱ねつ砲ほうをどうにか撃うち込こんだ。白い光の帯がクレーンの頭に突つき刺ささる。

「ガァ──！」

　怒おこらせただけだった。

　サイズが大きいせいか、それとも景人が集中できないせいか、効こう果かが無い。

「景かげ人とくん！」

　舞まい嶽たけが気付いてクレーンに銃じゆう撃げきする。が、たった数発でその銃火が途と切ぎれ、舞嶽が忌いま々いましそうに一いつ瞬しゆんだけ銃を睨にらんだ。弾たま切ぎれだ。

　次の瞬間、クレーンが大きく尻尾しつぽを振ふって舞嶽を横よこ薙なぎにした。特とく施し官かんは咄とつ嗟さに身を低くして転がって避よける。勢いきおい余あまった尾おがうず高く積まれたケースを弾はじき飛ばし、重いケースがいくつも飛んできて、景人はそれに押し潰つぶされて動けなくなった。

（この吐はき気さえなんとか──）

　ぐるぐる回る視し界かいの中で、そう思う。確たしか最近、吐き気を抑おさえる経けい験けんをしたはずだが、それが何だったのか思い出せない。

　とにかく、どこか、何か、左ひだり腕うでだけでもまともに動けば──

（……左腕？　ああ、そうか）

　──景人は柏かしわ手でを打つかのように、手を打ち合わせた。

　瞬間、左手がびくりと震ふるえて、力が入らなかったのが噓うそのように、いきなり体の上のケースを跳はね除のけた。

　舞嶽に襲おそいかかろうとしていたクレーンがはたと振り返った瞬間、その首に激はげしい熱ねつ粒りゆう子し砲ほうが突き刺ささって、鉄の首肉を半分ほど抉えぐる。先ほどとは比くらべ物にならない威い力りよくだった。

　しかし、景人自身はまだ起き上がれてすらいない。左腕だけが、独どく立りつした別の生き物のように動いて、一連の攻撃を行っていた。

　左腕を馴じゆん化かしたのだ。

　景人の意い志しに機械が応こたえてくれる力──であれば、景人自身の技ぎ能のうや、ましてや体調にも関係無く働いてくれるはず。その目論見が成功した。

　苦く痛つうに鳴き叫さけびながら、手負いの獣特有の混乱した仕し草ぐさで、クレーンが後こう退たいしていく。

　その足下で、唐とう突とつに爆発が起きた。隙を見逃さずに手しゆ榴りゆう弾だんを擬竜の足下に投げ込んだ、舞嶽の仕し業わざである。

　転倒した擬竜が首を軋きしませながら持ち上げようとしたところへ、舞嶽の振ふり下ろした消しよう化か斧おのが抉えぐれた首くび筋すじに叩たたきこまれ、持ち上げた頭を床ゆかに打ち付けた。

　舞嶽はさらに斧を振り上げ、振り下ろす。二度、三度、四度目でようやく、擬ぎ竜りゆうは動かなくなった。荒あらい息を吐はきながら特施官が斧を放り捨すてて、景人に駆かけ寄よってきた。

「早く立て！」

　もう何度目になるのか、力強く──とはいかず、さすがに舞嶽もふらつきながらだが、ひっぱり起こして肩かたを貸かしてくれる。

「頑がん張ばれ！　もう少しだ!!　──そうなんだよな!?」

　焦あせった顔で景人を見てくる。そういえば、『胸むね側がわの壁かべの近く』と漠ばく然ぜんと指定されただけで、舞嶽にはわからないのだ。

　景かげ人とはふらつく足をどうにか動かしながら、頷うなずく。

「向こうの……床ゆかが少し、盛もり上がってる所から……鼓こ動どうがする……」

　人間で言うと完全に左の肋ろつ骨こつに隠かくれるような位置だろうか。格かく納のう庫この左側の床が、少しせり上がっているところがあるのだ。

「よし、行くぞ！」

『空母上陸まで、あと二〇秒』

　舞まい嶽たけのインカムから声が聞こえた。

　半ば引きずられるかのように進む。たった三〇メートル程てい度どが、遠い。

　ふと舞嶽の力の弱さに不安を覚えて横目で様子を窺うかがうと、彼女の右足首は妙みような方に一いつ瞬しゆん曲がっていた。──折れている。だが、それでも、景人と舞嶽は心しん臓ぞうへにじり寄よっていく。

『あと一〇』

　辿たどり着いた。瞬間、舞嶽がぷつりと糸が切れたように倒たおれてしまった。

　景人はどうにか前のめりに倒れ、心臓の上で膝ひざを突ついて四つん這ばいになった。ぬるりとした血が、頭から滴したたり落ちて床を汚よごす。

『あと五秒』

　床についた手の向こうに、鼓動を感じた。そこから、熱い奔ほん流りゆうが流れている。

　四

　床に広がる己おのれの血を手で摑つかむ。手の内に握にぎる。

　三

　震ふるえる手を振ふり上げて、己の中の奔流をかき集める。

　二

　拳こぶしを振り下ろし、挿さしこみ、

　一

　こちらの流れに巻き込んで、

　○

　意い識しきを一体化する──!!
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　それまで起きたどんな爆ばく発はつ音おんにも勝る、聞く者を精せい神しんごと揺ゆるがす大だい咆ほう哮こうが、轟とどろき渡わたった。
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「レーダーに敵てきの反はん応のう多数！」

　喜びと共に言われることは絶ぜつ対たいに無いと思われていたセリフが、一年中の祝日がいっぺんに来たかのような、歓かん喜きの響ひびきとともにこだました。

　玖く我が宮みやががたりと椅い子すを蹴けって立ち上がる。

「本当か!?」

「本当です！　上空のＪ‐ＷＡＣＳもレーダーサイトも、全ての機き竜りゆうを捕ほ捉そくしています！」

　玖我宮が間かん髪はつを容いれずに答えた。

「戦せん闘とう中ちゆうの部隊は全て撤てつ退たいさせ、周辺の高こう射しや砲ほう部ぶ隊たいに攻こう撃げき命めい令れいを。──反撃の時間だ！」
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　潮しおが引くように、残ったフレアやチャフを全て使い果たしながら、戦闘機部隊が一いつ斉せいに空くう域いきを離り脱だつしていく。

　アフターバーナーを全開にして逃にげゆくその後ろ姿に、生き残ったセリオンたちは、勝かち鬨どきを上げながら追いかけ始めた。

　敗走した敵への追撃。しぶとく戦い続けた敵どもが、ようやく崩くずれた。今から始まるのは戦いではなく、一方的な捕ほ食しよくであり、ただ狩かりに興きようじる時間なのだ。──そう勘違いして。

　その瞬しゆん間かん、セリオンたちは次々に対空ミサイルの直撃を受けた。遥はるか数キロメートルを隔へだてた迎げい撃げき。中部防ぼう衛えい区く域いきに配された対空ミサイルが、今こそ遺い憾かんなく威い力りよくを発はつ揮きしたのだ。

　ミサイルに気付いて回かい避ひ行こう動どうを取る竜や、迎撃する竜もいた。

　その全てが無意味だった。

　機銃こそ木き更さら津づの部隊に渡わたしたものの、横よこ須す賀かの護ご衛えい艦かん群ぐん並ならびに米海軍のミサイル巡じゆん洋よう艦かんおよび駆く逐ちく艦かんは、現場に最も近く、そして最高の対空能力を持つ部隊である。

　海上自衛隊と米海軍は、幾いく度ども行われた合同演習の成果を、ここぞとばかりに発はつ揮きし、共同作さく戦せん能のう力りよくの限かぎりを尽つくして数十体のターゲット全てに向けて、攻撃を開始した。

　現代で最強の対空戦闘能力を持つイージス艦を複ふく数すう含む、これ以上は無いほどの飽和攻撃サチユレーシヨンアタツクである。それこそ魔法でもない限りは逃のがれるすべなどない。

　攻撃が終わった時、東京の空に、ホーネットは一体足りとも残っていなかった。
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『──何が起きたと、いうのだ』

　空高く飛び上がって東とう京きよう湾わんを一望しながら、ニズレグがそう呟つぶやくのを、クウクルは聞いた。

　ブラックバードもクウクルも全身傷きずまみれ汚よごれまみれで、飛んでいるのが精せい一いつ杯ぱい、という風情であったものの、勝者はどちらなのか、明らかであった。

　すなわち、今、笑っている方である。

　肩かたで息をしながらも、クウクルは笑っていた。海かい竜りゆうの断だん末まつ魔まのような叫さけび声、人族の唐とう突とつな逆転──景かげ人とが、作戦を果たしたのだ。

「わたしには、頼たよれる人が、いるんです。あんな、海竜より、ずっと強い人が」

『我わが血を授さずけた海竜を、止めた、だと？　まさか、そんなことができるはずは……』

　事じ態たいを把は握あくしたらしいニズレグが、胡う乱ろんげに呟つぶやいて、空母竜を振ふり返る。

　緑の深い庭園の前で、防ぼう波は堤ていに足まで掛かけておきながら、海竜は動きを止めていた。

　じっとそれを見つめるニズレグに、クウクルがブラックバードの上でしゅたっと足を伸のばして立ち上がり、指を立てて突つきつけた。

「さあ、もう観念してください！」

『……くっ』

　だが、ニズレグは、

『く、クククッ、クハハハハハハハハ──!!』

　笑っていた。──まるで、自らが勝者のように。

「な、何がおかしいんです？」

『貴き様さまらの愚おろかしさが、だ。もはや哀あわれさに笑えるほどだ』

　鋭するどく羽は撃ばたいて、ニズレグは空母へと飛んで行く。

『我が宿願を籠こめた心の臓ぞうが、たかが蟲むしケラに従したがうものかよ！』

　哄こう笑しようを上げながら、一直線に降下していった。

「あっ、ま、待てです！」

　慌あわててブラックバードで追つい随ずいする。もはや動けなくなる直前の黒竜は、ニズレグの加速についていけない。

『永ながきに亘わたる我が宿願を超こえるモノが、貴き様さまら蟲むしケラにあるものか──!!』

　狂きよう気きを滲にじませるニズレグの咆ほう哮こうが、不吉に轟とどろいた。

　その視し線せんの先にいるのは、海竜の背に立つ景人だと気付いて、クウクルの全身が総毛立った。
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　クウクルはどうしているのだろうか。

　その気がかりに、遠のきそうになる意い識しきを手た繰ぐり寄よせて、景人は空母のサイドエレベーターから、背中に上がった。

　これだけ巨きよ大だいな海竜でも、馴じゆん化かさせた瞬しゆん間かんからは、意い志しの繫つながりを感じる。景人が死にそうなのを気付いているのか、エレベーターはゆっくりとした速度で止まった。確たしかに、一度転んだら起き上がるのは辛つらいだろう。

「……ありがとう」

　この海かい竜りゆうに凄すさまじく苦戦させられたにも拘かかわらず、景かげ人とはエレベーターを動かしてくれた竜に、ついそんなことを言いつつ、その大きな背せ中なかを歩いていた。

　空をぐるりと見回してみる。近くに汐しお留どめビル群ぐんの巨きよ大だいな姿すがたがあるので、浜はま離り宮きゆう恩おん賜し庭てい園えんであるのは分かった。が、クウクルは見当たらない。

「クウクル？　……返事無いか。ダメっぽい」

　どうしたものか、と悩なやむ景人の顔に当たる陽を、黒い影かげが遮さえぎった。

　そちらを振ふり仰あおぐと、傷きずだらけになったゼロが、そこにいた。

「お前も、無事だったか。……なあ、クウクル知らないか？　ニズレグって奴やつと戦ったんだろ？　どんな奴なんだ？」

　緑の竜にそう話しかけた。すると、竜は眼がん光こうを鋭するどくして、景人の背はい後ごを見つめた。

　瞬しゆん間かん、灼しやく熱ねつの爆ばく風ふうが景人を吹ふき飛ばす。

『臓ぞう腑ふを！　臭くさい臭い臭い臭い臭いィイいいい──!!』

　衝しよう撃げき波はに揉もまれて前に倒たおれそうになった景人を、ゼロが襟えり首くびを咥くわえて飛び退すさり、熱風から逃にがしてくれた。

『我わが眷けん属ぞくを！　我が拍はく動どうを、醜しゆう穢わいな瘴しよう気きを漂わせる人間などに渡わたすかァ──!!』

「ど、なっ、こ、こういう奴かよ!?」

　景人は甲かん板ぱんに足を下ろしたものの、暴あばれる海竜の動きで足下がおぼつかず、きちんと立てずにゼロの頭にしがみつきながら、そんな悲鳴を上げた。唐とう突とつに降ってきた巨大な竜が、海竜の背中をブレスで灼やき抉えぐりながら角を突き立て、着地してきたのだ。

　苦しみ悶もだえる海竜の悲鳴を無む視しして、凄すさまじいブレスで胴どう体たいを熱して溶とかし、自分の顔まで焼けるのも構かまわず、その赤熱した背中を角や爪で引き裂さいている。引き裂かれた背中の一部、長方形のジェットジエツトブラスト噴流偏向板デイフレクターが、ベニヤ板のように飛んできて横に落ちた。

　海竜の中から取り出したらしい大きな金きん属ぞく塊かいを口に咥くわえて、火傷やけどと鮮せん血けつ塗まみれの竜が、首を強く振った。

　その金属塊と繫つながっていた太い導どう管かんのような金属管を千切られた瞬間、海竜はエビ反ぞりにしていた体をぺたんと落とし、地じ響ひびきと共にぐったりと倒たおれて痙けい攣れんしかしなくなった。

　海竜の倒れる地じ震しんのような衝しよう撃げきを、ひたすらゼロに摑つかまって耐たえる景人の後ろに、着地音。振り返ると、綺き麗れいだった服や髪をぼろぼろにされたクウクルが、しかし五体無事にそこにいた。

「クウクル、良かった──って場合でもないか！　あいつ何なんだ!?」

「あれがニズレグですよぅ！　景人さん、逃にげてください！」

　そう叫さけび返したクウクルが、はたと景人の背後を見て顔を青くする。景人も振り返った。

『ァ──アアアア──!!』

　するとそこでは、ニズレグがじゅうじゅうと体たい液えきの蒸じよう発はつする音を立てながら、凄すさまじい熱さになっているらしいその金きん属ぞく塊かいを、口が裂さけそうに──いや、実じつ際さいに口が裂けて顎あごが外れてでもなお、吞み込んでいく姿すがたがあった。骨ほねの砕くだける音と肉の焼ける臭しゆう気きが充満する。

　その異い様ようさに、さすがに景かげ人とも呆あつ気けに取られた。

「な、ん、なん、だ？」

「──海かい竜りゆうの心しん臓ぞうを、吞み込んでます!?」

「さっき心臓なら胸むねの方にあったぞ？　腹はらの下じゃなくて」

「たぶんこの海竜、心臓が二つあったんですよぅ！」

「あ」

　それはおそらく、原げん子し炉ろのことだ。

　ニミッツ級航こう空くう母ぼ艦かんには、原子炉が二つ積まれている。景人が馴じゆん化かしたのとは、また別の心臓を、ニズレグは吞み込んだのだ。

　ティフォニアはニズレグはレヴァイアサンを起こすために、『足りない力をセリオンから補おぎなう』のだと、そう言っていた。もしも原子炉は一つでもいいのなら、

「それはまずい──ゼロ！」

　ニズレグを指差して叫ぶと、意志を汲くみとった緑竜が、９９式二〇粍ミリ機き銃じゆうとブレスをニズレグに撃うち込んだ。熱の粒りゆう子しと鉛えん弾だんの奔ほん流りゆうが、白しろ鋼がねの竜を直撃する。

　が、

『羽ムし、ニ、ジュうゾク──の、ハジよ──』

　顎が割われ、鱗うろこが捲めくれ、片顔が焼け爛ただれたニズレグが、しかし痛つう痒ようを訴うつたえることもなく、ぎこちなく振ふり返ってきた。異様な音階で何かを言ったニズレグが、動かせるのが不思議な顎を開いて、こちらへ向けてくる。

「景人さん伏ふせて！」

　一も二も無く身を投げ出すようにして伏せた景人の背はい後ごで、ゼロの悲鳴が上がり、そして唐とう突とつに途と切ぎれた。

　頭を抱かかえて這はいつくばった景人が、おそるおそる背後を振り返る。敵てきのブレスが近くを通ったわりに、景人には火傷やけども無い──にも拘かかわらず、ゼロの体は空間ごと削けずり取ったような有り様で、消失していた。ぽつんと残された零ぜろ戦せんの脚あしの向こうに、極きよく端たんに丸い穴あなが汐しお留どめビルを三つほど貫かん通つうして、見通しの悪い高こう層そうビル街にも拘かかわらず、その向こうにある空を覗のぞかせていた。

　並なみの竜より収しゆう束そくしたブレスがニズレグの武ぶ器きであるようだが、遥はるか向こうの空にある雲までが貫つらぬかれているのが見えて、ぞっとする。あれに触ふれれば、塵ちりすら残らない。

『こ、レならバ──すグ、トど──ク、ぞ』

　はっと、クウクルが顔を上げた。景人もまた、一いつ拍ぱく遅おくれでその意味に気づく。

（今なんて言った？　すぐとど──『すぐ届とどく』？　何に？　まさか、地下に？　──レヴァイアサンの、心臓に？）

　ばさりと、ニズレグが飛んだ。

　景かげ人とやクウクルのことなどもはや忘わすれてしまったかのように、頭上を飛び越こえて、空中で羽は撃ばたき、ホバリングしながらだんだんと高度を上げて、議ぎ事じ堂どうの方を向いた。

『ワがふそのいブキを──！！！！！！』

　その口に、光が籠こもった。瞬しゆん間かん、

「ダメです!!」

　黒こく竜りゆうがその背せ中なかに突とつ撃げきした。ラムジェットエンジンの強きよう烈れつな加速で、ニズレグに振ふり返ることしか許ゆるさず体当たりをくらわせ、背はい後ごの高こう層そうビルの壁へき面めんにそのまま激げき突とつした。

　ニズレグの背が壁かべにめり込んでもなおジェットエンジンが強くアフターバーナーを噴ふかし続け、お互たがいをビル壁に固定する。

　黒竜の背に乗って操あやつるクウクルがその両手から、今までに無いほど強きよう烈れつに、黒竜へと光を注ぎ続けていた。

『景人さん!!　心臓はもう一つあります！　その子の力で、ニズレグを灼やき尽つくすしかないですよぅ!!』

　はたと気付く。体を抉えぐられ、重傷だが──まだ、足下の海竜は死んでいない。

「分かった！　──悪いが、気き張ばってくれよ」

　海竜に呼びかけて、その鰐わに頭あたまに手をかざす。右手は脱だつ臼きゆうでもしたのか、うまく動かない。

　不安に思いつつも祈いのるような気持ちで左手をかざすと、海竜が身み動じろぎして、手と同じ方を向いた。ゆっくりと腕うでを動かすと、やはり同じ方へ頭を向ける。景人は膝ひざを突つき、海竜の背中にある凹おう凸とつに足あし裏うらを合わせて、体を固定した。

　そして自分が落ちないように気を付けながら、ニズレグとクウクルがいる方へ、頭をどうにか持ち上げさせ、空母の頭を向けていく。だんだんと手指を開きながら、自分の中の乏とぼしい熱を掌てのひらに集める。すると、海竜も顎を開き、口の中に光を籠こもらせていく。

（これなら、いける）

「──クウクル、離はなれろ！」

　そう叫さけんだ。しかし、ブラックバードはもがくニズレグを押おさえ込みながら、エンジンを噴かし続けている。

「……何やってる、早く！」

　もう一度言った。だが、クウクルは動かない。

　そして、困こまったような顔で振り返った。

『……ここで離したら、景人さんが狙ねらわれるかもしれません。そしたら、ニズレグの方が早く撃うってきますよぅ！』

「だったらクウクルだけでも離れろ！」

『この子、もう燃ねん料りようがないんです。わたしが手を離したら、えんじんが動きません』

「──おい、まさか、妙みようなことは言うなよ？」

　景かげ人とは、クウクルを睨にらんで告げるが、少女は、やはり、微び苦く笑しようして、言った。

『もう保もちませんから、今すぐ……わたしごと、撃うっちゃってください』

「できるか馬ば鹿か！」

　掠かすれた声でそう返す。そろそろ、海かい竜りゆうを操あやつるのも辛つらくなってきた。そんな中、クウクルは見たこともない、厳きびしい目をした。

『わたし一人と他のみんなを、天てん秤びんに掛かけるんですか？　景人さんが選んだら、この国全部──いいえ、この世界全部と、わたしが、天秤に乗ります』

「────」

　息が詰つまった。畳たたみ掛けるように、クウクルは笑った。

『でも、わたしの天秤なら、景人さんとわたしのどちらか、ってだけです。だから、わたしが選びますよぅ。──わたしは、景人さんに生きててほしいです』

　しかたなさそうに。

『恨うらまないです。……いいえ、大好きです。だから、生きてください、景人さん』

　とまで、言われて。

　鎌かま首くびを持ち上げた海竜は、あとは口の中の光を解かい放ほうするだけで暴ぼう威いを振ふるう。色んな物が甲かん板ぱんを滑すべっていく中、飛行甲板の上で、長方形の床ゆかが、ふらふらと天秤のように揺れているのを見た。

　景人は、

「クウクル、僕は──」

　決けつ断だんした。

「──それでも、自分で選ぶ。たぶん、それが、『後こう悔かいしない方』だ」

　指を──ブレスを吐はこうとする海竜の口を、閉とじた。

『景人さん!?　っ──』

　驚おどろきに目を見開いたクウクルの体が傾かしぎ、胸むねを押おさえてよろめいた。限げん界かいがきたのだろう。ブラックバードに当てていた両手から光が消えて、ジェットエンジンの炎ほのおが小さくなっていく。アフターバーナーの青白い噴ふん射しや炎えんが、消える。

　ニズレグが、黒竜を跳はね除のけて翼つばさを広げた。海竜よりも素す早ばやく、景人へと熱ねつ砲ほうを籠こめた口を向けてくる。

　塵ちりすら残さず、存そん在ざいごと灼やき尽つくすような、滅ほろびの息い吹ぶきが解とき放たれる──より、早く。

　景人が足下の甲板を殴なぐりつけた。

　刹せつ那な──ジェットブラストディフレクターが勢いきおい良く飛んでニズレグの首に突つき刺ささり、頚けい骨こつをへし折りながら、もう一度ビル壁かべに叩たたきつけた。

『──!?』

　濁にごった痛つう苦くの悲鳴と、胸きよう中ちゆうの驚きよう嘆たんの混まざったニズレグの念が、聞ける者に叫さけびを届とどけた。

　その首に、まるでギロチンの刃はのような長方形の板がめり込んでいる。それは、ニズレグが甲板から剝はがし、カタパルトに引っかかっていた、ジェットブラストディフレクター。──艦かん載さい機きが発進する際に、ジェットエンジンの噴ふん流りゆうを受け流す為ための、巨大な防ぼう護ご板ばんだ。

　先ほどカタパルトのボルトに引っかかっているのを見た景かげ人とは、海かい竜りゆうの口を閉とじて角度を調整し、二〇トンを超こえる艦載機を二秒で二〇〇キロまで加速するカタパルトに、限げん界かい以上の出力を要求して、撃うち出したのだ。

『え──？』

「クウクル！」

『あっ、は、はいっ！』

　呆ぼう然ぜんとその様子を見上げていたクウクルが、慌あわてて黒竜の翼を広げて逃にげていく。

『あく──しュ──くさ──ムシごとき、が──』

　ニズレグがごぼごぼと口の端はから体たい液えき混まじりの濁にごった泡あわを吐はき出しながらも、何かを言う。

　景人は左手に力を込めながら指を開き、

「同どう族ぞく嫌けん悪おだろ。あんたの台詞せりふも、充じゆう分ぶんクサい」

『────!!』

　怒いかりの咆ほう哮こうを、その身体からだもろとも、海竜の口から放たれた白はく焰えんが全て灼やいて押おし流した。
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　東京都が噴ふん火かした。──のちに、立ち入り禁きん止し区く域いきの外にいた人々が、まことしやかにそう噂うわさするほどの、天てん災さいじみたプラズマの嵐あらしが、空に吹ふき荒あれた。

　竜りゆうの姿はその中に揉もまれ、消えた。













　　　　　○終章　Intouchables







　頭や手て脚あしを念入りに柔やわらかい物で圧あつ迫ぱくされ、全身のあちこちに皮が引き攣つったような感覚があった。そうして傷きずとガーゼと包帯の存そん在ざいを感じながら、景かげ人とは病室で目を覚ました。

　そばにいたのは、額ひたいや手にガーゼを貼はり付けた、舞まい嶽たけだった。

「ようやく起きたか」

　新聞に落としていた目を景人に向けてそう呟つぶやくと、舞嶽は医者と看かん護ご師しを呼よんで景人に検けん診しんを受けさせ、自分は片かた方ほうをギプスで固定した足で松まつ葉ば杖づえを突つきつつ出て行き、ちょうど検診が終わった頃ころに、二本の缶かんコーヒーを手にして戻もどってきた。

　上半身をベッドごと起こした景人に、一本を差し出して、プルタブを開けた。

「病室では、これぐらいしか無理だが……お疲つかれ様」

　かつん、と缶コーヒーで乾かん杯ぱいをさせ、一口飲んでから、ふっと息を吐はく。

「さて、聞きたいことが山ほどあるだろうが、私もそんなに暇ひまじゃない。大まかには説明してあげるが、細かいところは自分で調べるように。新聞とネット端たん末まつを置いておくから」

　そう前置きしてから、舞まい嶽たけは缶かんをふらふら振ふりつつ、簡かん単たんに説明をしてくる。

「まず、きみは二日ほど寝ねていた。貧ひん血けつというかとにかく血が足りなくて、一五〇〇ｃｃほど輸ゆ血けつしたそうだ。頭も縫ぬったし、他にも全身の傷きずを治ち療りようした。経けい過かは良好だそうだ」

「……はぁ、そうですか」

　いまひとつ頭がぼんやりしている景人は、あまりうまいことも言えない。

　きし、と金きん属ぞくで構こう成せいされた左腕を動かして、景人はぼそりと呟つぶやく。

「ニズレグは？　どうなりました？」

　舞嶽は軽く頷うなずいて、ぱっと手を開いた。

「完全に消しよう滅めつした。君が空くう母ぼ竜りゆうに吐はかせたブレスで、原げん子し炉ろも残さず灼やき尽つくされたようだ。空母の方も、あの一いち撃げきを最後に完全に停止した。我われ々われが調査したところ、原子炉の火も消えていた。付近の放射線量は安全値を超こえない程てい度どだった。汐しお留どめの高こう層そうビルは軒のき並なみ上半分が焼失したが、あの状じよう況きようでこの被ひ害がいなら、マシな方だろう」

「……そうですか」

　深く息を吐ついた。戦いは終わったのだ、という事実が、ようやく頭に染しみこんでくる。ぼんやりとコーヒーに口をつけながら、起こしたベッドに背せ中なかを預あずける。

「ちなみにだな、世間にはもうすっかり竜のことは広まっている。少し落ち着いてから、異い世せ界かいのことも公表するらしい。特とく施し課かがどうなるかは分からないが、きみの名前だけは世間に出ないようにしている。来年度からも、胸むねを張はって学校に行ってくれていい」

「それはどうも」

　友人の少ない身で、学校生活がこれほど魅み力りよく的てきに思えた瞬間はない。なにせ学校なら、食われたり、灼やかれたり、世界の命運を懸かけた選せん択たく肢しを選ばされたり、しなくていいのだから。

　とまで考えて、はたと、猛もう烈れつに気になることがあった。

　それを口にしようとしたところで、舞嶽がメモ帳を確かく認にんしながら、次々に述のべてくる。

「あとは……うちの予算と手配で、きみの家は急いで修しゆう復ふく中ちゆうだ。きみの叔お母ばには、うわ言で国こつ家か機き密みつを聞かれても困こまるので、面会時間を指定し、短くしてもらっている。あと、うちの課長が、ポケットマネーで新しいバイクを用立ててもいいと言っていた」

「あの、舞嶽さん」

「邪じや魔まするな。誰だれかさんが二日も気楽に寝こけてたせいで、伝でん達たつ事じ項こうはまだあるんだ。よく聞け、いいか。異世界側の門が修復し終わったらしく、あちらの使者が会いに来た。我々特施課は情じよう報ほう交こう換かんの席を設もうけ、今後、少なくともティフォニアの処しよ遇ぐうなど、事件の後始末を終えるまで、外交関係を築きずきたいと申し出た。使者はいったん異世界に戻もどって検けん討とうすると約束し──」

「あー、うん、そのへんは分かったんで、あの、クウクル、は？」

　姿すがたが見えない銀髪の竜の名を口にすると、舞嶽はメモ帳のページをめくり、

「今言おうとしてたところだ。クウクルくんは──」

　景かげ人とが唯ゆい一いつ気になっていることに話が移うつった。が、

「──その使者と共に、無事に異い世せ界かいに帰った」

「…………」

「……？」

「……え、それだけですか？」

　たった七秒ほどで終わっていた。

「そうだ」

「伝言とか」

「特に受けてないな」

「……そっすか」

「もういいか？　じゃあ、私はちょっと出てくる」

　そう言って、舞まい嶽たけは松まつ葉ば杖づえを突ついているとは思えない速度で歩み去っていった。

　残ったのは、無意味に個室など宛あてがわれて、やたら静かな、景人と病室だけだった。







「むあー!?」

　舞嶽が去ったあと、呆ぼう然ぜんとすることもそろそろできなくなってきて、景人は思い切り頭を抱かかえた。

（……噓うそだろ？　え、僕って結局……えー？）

　終わってみればたった一日二日の出来事だった。

　だが、濃のう密みつな時間だった。はずだ。そう思った。

　誰だれにも話さなかったようなことも話したし、誰にも言わなかったことも言った。

　初めて言われたようなことも、たくさんあった。

　だというのに、最後は、特に伝言も無く──あっさりと、寝ねている間にお別れされている。

　信じられなかった。というか、信じたくなかった。

　しかし、じわじわと理り解かいという名の現げん象しようが染しみこんでくると、もはや黙だまっていられなかった。

　息を吸すって、叫さけんだ。

「う、そ、だ、ろ、おい!?　舞まい上がってたのか僕だけがぁ!?」

　無む駄だに清せい潔けつなベッドの上でエビ反りしながら景人が叫んだ、その時、

「ど、どうかしたんですか？」

　澄すんだ声の、幻げん聴ちようが聞こえた。クウクルに似にた少女の声に、景人は言い返す。

「どうもこうも！　クウクルが僕を置き去りにして帰っちゃったんだよ！」

「……えーっと、わたし、帰ってませんよぅ？」

「えっ？」

　顔を覆おおっていた手をどけて振ふり返ると、そこに、白はく銀ぎんの髪と白はく磁じの角があった。

「クウクル!?　あれ？」

　帰ったはずのクウクルが、困こまったように笑いながら、そこにいた。

　病室にためらいなく入ってくると、景かげ人との手を取って、握にぎる。

「景人さんの腕うでを元に戻もどさないで、いなくなるわけないじゃないですか。約束しましたから」

　嬉うれしげに微笑ほほえんで、続ける。

「景人さんの目が覚めて良かったです」

「あ、ああ、うん、ありがとう。……あの、舞まい嶽たけさん？」

「なんだ？」

　クウクルに続いて部屋に入ってきた舞嶽を、ジト目で見つめる。

「さっき、クウクルは帰ったって、言いませんでした？」

「いったん帰ったぞ。すぐ戻もどってきたが」

「……舞嶽さんって、たまにすごく説明不足ですよね。この病院、頭の検けん査さできないんですか？」

「残念ながら、きみの口の悪さと性せい格かくは治なおせないそうだ」

　椅い子すに座すわりながら、しれっとそんな返事をしてくる舞嶽。

　ともあれ、小さく息を吐ついて、景人はクウクルに向き直った。

「あー、やり直ししよう。えっと……クウクルも、無事で良かった」

「はいですっ」

　間の抜ぬけたやり取りだったが、それでも、クウクルは笑顔で頷うなずいた。

　しかし、ふと景人の左ひだり腕うでを持ち上げ、じっと見つめる。

「……景人さん、あの、この腕を〝馴じゆん化か〟させましたか？」

「え？　ああ、そういえばやったかも」

　空母の中で、そんなことをした憶おぼえがある。クウクルは「んー？」と首を傾かしげながら、左腕をつんつんとつつき回し、

「あの、この子、わたしの意い識しきから離はなれちゃってて……これだと、景人さんの腕が治っても、セリオンだけを抜ぬけませんよぅ」

「マジか」

「まじです」

　即そく答とうされる。

「それなら、景人くんが命じてみたらどうだ？」

　舞嶽にそんなことを言われるが、景人は眉まゆを顰ひそめて腕を見てから、クウクルに目をやった。

「……どうやってやれば？」

「えーっと……『出ておいでー』っていう感じです？」

　と、クウクルが曖あい昧まいに微笑む。理解できそうにない。

「……まあ、ゆっくりやるよ」

　景かげ人とは肩かたをすくめてそう告げた。

　それはそれとして、

「とりあえず今は、こうやってみんな生きてたのを、喜びたいからさ」

　そう口にすると、クウクルが目を見開いて、

「景人さん……そのとおりですね、良かったです！」

　少し涙なみだを滲にじませながら、とびっきりの笑顔を浮うかべた。

「まあ、今だけなら、妹にもう一度会えたのを、少しだけきみたちに感かん謝しやしないでもない」

　舞まい嶽たけが唇くちびるの端はしを片かた方ほうだけ緩ゆるめて、そう言った。

「へー、妹さんいるんです？　どんな子ですか？」

　クウクルがそちらを振ふり返ると、舞嶽が頷うなずいてスマートフォンを取り出した。

「写真を見せてあげよう。こっちに来なさい」

「僕には見せなかったですよねそれ」

「可愛かわいいから奴には見せるな」

「分かりましたよぅ」

「分かっちゃうのかそこ」

　女二人で結けつ託たくされ、景人はため息を吐いて窓まどの外を見る。

　問題はまだまだ山積みだ。

　この左ひだり腕うでは隠かくして生活しないといけないのか、とか。

　叔お母ばに顔を合わせたら何を言われるだろう、とか。

　異い世せ界かいとの外交が始まるなら、異文化交流の極きよく致ちとも言えるそれはうまくいくのか、とか。

　レヴァイアサンを見つけた異世界の竜たちの中で、悪さを考えるのは、果たしてニズレグだけだろうか、とか。

　とにかく、腐くさるほど懸けん案あん事じ項こうはある。

　しかし──外を見ていたら、だんだんとその問題意識が薄うすれていった。

　なぜならその日は、開け放たれた窓から微び風ふうがそよぐ、絶ぜつ好こうの春日和びよりだったからだ。暖あたたかい陽気が降ふり注ぎ、空は青々とした大気に満ちていて、バイクにでも乗って、どこかへ出かけたくなるような、そんな天気だ。

「クウクル」

「あ、はい。なんですか、景人さん？」

「お花見に行こう。きっともう咲さいてるぞこれ」

「ほんとです？　分かりました。じゃあ、行きましょう」

　一も二も無く頷いて、クウクルは景人に駆かけ寄よってきた。舞嶽がそこへ水を差す。

「別に私は止めないが、そんな体で行けるのか？」

　クウクルが、景かげ人との手を取って、言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。一いつ緒しよなら、なんでもできますよぅ」

「ああ、そうだね」

　その温かい手を握にぎり返して、そう答えた。

　これからどんなことがあっても、握ったこの手を、離はなさないでいたい。そんな願いを胸むねに抱いだきながら。







「あ、でも、下着は一人で履はかせてくれ」

「台無し！　台無しですよぅ!!」










　あとがき




　おはようございます。長なが田た信のぶ織おりです。

　東京ドラゴンストライクをお読みいただきありがとうございます。

　では、なぜ『おはようございます』なのか説明してみます。

　数ある挨あい拶さつの中で、この挨拶だけが敬けい語ごであるのを、みなさんお気づきですか？

　『こんにちは』『こんばんは』『ハロー』『おはようございます』

　お分かりいただけましたでしょうか。自然と敬語になる魅み力りよく的てき挨拶。それが『おはようございます』。積極的に推おしていこうと思います。

　敬意から始まるあとがき。そう書くと良い感じしますよね？　そういうことです。

　別に『こんにちは』だと他にもなにかしら文もん言ごんを考えないといけないのを回かい避ひしてるわけではないんですよ？

　話変わりますが、〆切前はアイスコーヒーをガバガバ飲んで眠ねむらないようにしてます。どのくらい飲むかというと、一日に一リットルです。明らかに飲み過すぎです。

　ようやく原げん稿こうが終わっても、カフェインの過か剰じよう摂せつ取しゆでハイになっていて寝ねつけず、翌よく日じつは頭痛いたいし吐はき気がしてくるし、足に力が入らないし、さんざんでした。急性カフェイン中ちゆう毒どくです。

　その体たい験けんのせいで、普ふ通つうのアイスコーヒーがあまり美お味いしくなくなりました。

　しかたないので一時期、ココアで代用していました。ガバガバ飲んでいました。ココアだから倍ぐらい飲んでも平気！　これでカフェイン中毒卒業！　もう依い存ぞん症しようとは呼よばせない！

　そんな風にハイになっていた私が、『ココアのカフェイン含がん有ゆう量りようはコーヒーの約半分』という情報を知るのはわりと早かったです。

　しかもココアの糖とう分ぶんのせいで体重計にも異い変へんが発生しました。くそったれ。

　さて、ここらで謝しや辞じなど。

　本書を一から作るために、たくさんの意見を出しては消してを繰くり返す作業に根気よくお付き合いくださった、担たん当とう編へん集しゆうの土つち屋やさん、平ひら井いさん、ありがとうございました。

　お忙いそがしい中、期待以上のクオリティでイラストを描かいてくださった緒お原はら先生、ありがとうございました。カバーの太ももが綺き麗れいで最高です。

　執しつ筆ぴつ中ちゆう、何度も相談に乗っていただいた古ふる宮みや九く時じ先生、あと賑にぎやかしのみかみ先生、ありがとうございました。

　その他、本書制せい作さくに関わっていただいた全ての方と、読者の皆みな様さまに、感謝を。

　どうもありがとうございました。これからも精しよう進じんしていきます。
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俺、この作戦が終わったら、彼女にプロポーズしようと思ってるんです。

もう花束も買ってあったりして。
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イラスト／緒お原はら博ひろ綺き

美青年・美少女はもちろん、メカからドラゴンまでこなす気鋭の漫画家＆イラストレーター。代表作に『バディ・コンプレックス』（電撃コミックスＮＥＸＴ）など。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「長田信織先生」係

「緒原博綺先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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